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地球 規模 の オン ライ ン 学 校 「 地 球 カ レッ ジ 」 が 大 評判 。12 月 13 日 は 令 万 因 さ ん を 講師 に お 招き 
し て 「 日 々 を 丁寧 に する 短歌 教室 」 を 開催 する 。 そ し て 、227 日 は 物理 学者 で 有名 予備 校 カ リス 


マ 講 師 で も ある 杉山 明日 香 ソム リエ を 招い て シャ ン パ バー ニュ 講座 を 開催 予定 。 
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が は じ ま る 。 人 生 百 年 時 代 、 残 り の 人 生 の 方 が 長い な ん て 嘆 か な いで ! WEB マ ガ ジ ン 「 デ ザイ 
ンス トー リー ズ 」 の 地球 カレ ッ ジ コー ナー に 詳細 を 載せ て あり ます 。 ど し ど し 、 


毎月 、 世 界 各地 で 活躍 する 面白 い 方 々 が この 講座 に 登場 、 バ リ を 拠点 に 、 
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舞 購 手 

「 監 咽 」G 踊 搬 了 1) 人 で の 寺 寺 ポー 守 生 計 培 守 党 一 記 肖 宙 
環 的 

II 系 千 半 県 

擬 模 ・ そ で 止 生 G「 世 佑 隊 」 ポー ド 計 名 宗光 = ほ 拉 


Q ね 人? ※ 示 上 G お 合 SNNNN で と 
vol14 選出 等 つぐ 

vol15 世 = 紅 弓 選 

や ANJ ル ミミ AHG 准 う 3 

狼 十 回 半 や せ 信 ふせ っ て ロ 革 由 や 人 ふ ふ KKK ポニ = 過 包 

世 ヨ 聞 時 G 疲 肖 つう っ で レ し 全 QNO 

幼 十 回 瑛 間 SG ルミ ホ 必 ホー 

民 転 「 赴 幣 49 公 で 」G 帆 量り せく 

編 回 十 ll 上 mG49 国 せ * 識 、 や 

= 回 喜 紀 中 窯 当 = 年 遂 ふり JP 正 ベ ニ ホ へ か へ さき 

"づら へ づい の の - 選 [ヒコ O の OO の 

近 つ っ 湯 つ の SUN て トット voNSG 培 半 

っ ee G 記 拘 二 や 正中 = ゴゴ 正 党 半 判 で NKー= 角 三 所 
京 民 畠 必 や 1 十 千 "「 羽 下 刊 」 ポニ 三 宇 中 報 導 = 沖 商 型 | 

記 加 提要 療 ポー ミ 王 S ど 宗 測 ニ 区 光 

虹 聞 でぶ ふ ト 恋 國 肥 雪 屋 = 急 区 閣 手 所 = 療 ふ で 計 絡 = 壮 殊 帳 民 
計 @ 韻 写 ポー 千 更 中 宗 届 = 呈 軽 倫 泡 弄 寺 で NKー= 揚 六 才 
] 雪 く 税 凌 ・ 窯 測 = で 三 枯 

軍 ぐ ベー トー「 ミ ー ホ ・ ト ュー」 事 畠 舞 失 

ポー ネ 坪 補 へ 宗 泊 = ほ 括 療 

皿 っ つべ 志貴 陣 筑 皿 

を 所 GS く IN 性 

壮 「 奉 や 了 や 」 ドロ へ へ ヽ 還 症 GK ポ ロー ふ ネ ホー へ 

トー ペロ や 

中 誤 毅 誤 ぐり 史 世 

さや ヘテロ ローK 

拓 中 公開 ぐ レ oe 埋 較 棒 葉 K て 

Hi ト ヾ ペーK ヘ ーー 

上 G つ S 

けり 人 SQS 早 


て いま す 。 


※ 本 誌 記事 内 の 価格 は 「 税 ] で 掲載 し て いま す 。 店 な ど が 「 税 込 」 で 表示 し て いる 場合 は 「 税 込 ] と 記載 し 


※ 連 載 「 食 の 絶滅 危 恨 種 」 は 語 月 掲載 で 、 今 月 号 は 休載 で す 。 


* 際 ミ ンチ た っ ぷり つく ね 鉄板 焼き * 580 円 
(手前 ) 。 鴨 肉 の 風味 を 閉じ 込め た つく ね と 濃 
厚 な タレ 、 と ろ け る 卵黄 が 一 体 と な り リコ ク 深 
い 味 わい が 愉し め る 。 “の ど ぐ ろ 一 本 焼き " 
2300 円 ( 奥 ・ 値 段 は 仕入れ に よっ て 変更 )。 

ノド グロ 特有 の 風味 豊か な 脂 も た っ ぷり 。 炭 
火 で じっくり と 焼き な が ら 燕 香 も ま と わ す 。 


大阪 府 大 阪 市 北 区 置 根 崎 2-10-6 信 06- 
6809s1177 ⑱17:00 一 媒 2:30(L.0.) ⑱ 無 
休 @ 哉 天神 社 (通称 ・ お 初 天 神 ) 側 の アー ケ 
ー ド の 路地 に あり 、 街 に な じん だ 人 気 の 居 酒 


屋 。 奈良 県 の 地 各 、 大 和 肉 鶏 を 使っ た 焼鳥 の ー 


ほか 、 鮮 度 抜群 の 魚介 類 を 中 心 に 、 冬 の 悪い 
時 季 に は ジビエ や 人 鍋 な ども 登場 する 。 


[( 頂 褒 ハ イボ ー ル の 秘 審 )| 


家庭 で は 味わえ な い 趣 炭酸 の 感動 
通常 より も 倍 近 い 炭 酸 感 を 味わえ る 「 頂 店 ハイ 
ボー ル 」 は 、 超 炭酸 機材 か ら つ くら れる 。 そ し 

て 、 山 盛り の 氷 を 入れ て キン キン に 冷え 
こと で 超 炭 酸 の 特徴 が 一 段 と 際立ち 、 

飲食 店 で し か 味わえ な い 感 動 を も た ら す 。 


ョ ッ キ は 准 や す 
ー、 永 は 山 励 9 
一 、 レ モン は 先 に 軽く し ぼる 
、 お いし い サ ント リー の ウイ スキ ー 
一 、 最 張 カ ス 門 誠 酸 
ー、 ウ イス キー と ツー ダ の 黄金 比 1: 人 
一 、 長 適温 1 や の 冷た き で 注ぐ 


頂 店 ハイ ボー ル の 詳し い 情 報 は こち ら 


ロ http://suntory.jp/choten-highball/ 
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ee 計 隊 KS 億 W [ミー※ こ > 避 叶 


。「 志 間 江 革 当 当 ぎ 恒 束 深 基 深 ] の ざめ ざ N 区 SG せ くい きす 杜 古 笛 S ぶ や 。 ひ へ 
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. 思 閉 交 S ば ら 豆 世 さ 黙 正 S つ と 革 こ や と 放 


ーー 


合 沈 泌 革 当 詳 王 半 滞 … 


mros 叶 著 吉 さ を 箇 計 思 叶 ③ ご y 培 應 さて ざ 本 


yr aw どっ つ eee 避 誤 v 活 一 


7 が www_suntory.co.jp/customer/ 


相 赴 柿 は 一 個 350 円 。 販売 は 12 月 
中 。 曜 日 に よっ て は 用 意 が な い 
電話 で 確認 を 。 


と も ある の で 、 


人 5"「「 富 喘 」G 総 @ 邊 へ つの 人 

つべ りさ っ 出 で SQ 1 mE 和 記 

る 守 法 @ 半 弄 や 品 で や 准 " 
選 り や うお ass 系 下 で 


Pop 圭 棚 hG 究 4 正 む 問 
SG" っ pxS 窟 (の や ※ 史 宏 
S) の 選 や 壮 2 ね で さら 
Io 民 補 つ らい ンー 
KG 電 必 公 朋 忠 手紙 つ 雪 公 
衝 貞 供 じ 叶 YAN や 且 * や 
で 全 完 親 叶 *9 の 祥 公 年 合 
に EE に NO こよ ント Ps ここ) 
K ト 中 ホ 守 で 3」 つ 性 べく 
さり 尼 選 の や YNS 表 は ビ 
つゆ WS 是 @ 鹿 G 避 司 つ め で 
| 球 で 全 宮 澄 計 東 玉 さ や せら 
DQoDXQ 王 @ 衛 信 州 ちり 
が ocf1 RT こく 


の 連載 で は 、 上 葉子 店 「 岬 屋 」 の 季節 の 和菓子 を 紹介 し ます 。 詳し い 取 材 の 模様 は dancyuWEB に ゃ 掲載 し て いま す 。 
「 岬 屋 」 東 京都 渋谷 区 富ヶ谷 2 -17- 7 電話 03-3467-8468 営業 時 間 午前 十 時 か ら 午後 四 時 まで 定休 日 日曜 月曜 
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= 婁 征 羽 治 宗 蛍 一 各 誠 十 的 店 某 一 百 三 狂 暫 


007 


SS 
ペー ペ 8 洞 


| 


6 


は 
に 
っ 
2 
4 


区 り 、 ピ つと り 
星 還 パリ ッ と 焼け 


009 


無 農薬 殺 培 で た わ わ に 
実っ た 栗 。 落下 し た 栗 
を 発芽 させ て 育て た 実 
生 ( み し ょ う ) の 木 の た 
め 、 品 種 名 は な い が 、 
土地 に 合う 性 質 を 持っ 
て いる 。 熟す と 樹 上 で 
イガ が 開き 、 イ ガ と く 
っ つい て いた 座 の 部 分 
が 剥離 し て 、 実 だ けが 
落ち て くる と いう 。 


= 王 || 
部, 信 潤 難 半 回 陸 


「 く り け ん 」 の 机 称 で 親しま れる 生産 者 、「 栗 の な り わい 総 
合 研究 社 」 の 伊藤 直 弥 さん 。 収 穫 期 は 、 朝 の 栗 拾 いか ら 一 
日 が 始ま る 。 恵 那 の 大 手 栗 菓子 店 の 専用 農場 で 栗 栽 培 法 を 
学び 、 独 自 の 技術 を 確立 させ た 。 全国 で 技術 指導 も 行なう 。 


ぶら 8 本 ノ 曲 HM 


水 に 通し た 栗 は 、 さ ら に 目視 で 
何 度 も 虫食い や 変色 、 に お い の 
悪い も の を 除い て か ら 、S 以 下 
て 4L 以 上 に サイ ズ 分 け 。 終え 
る 頃 に は 、 と っ ぷり 日 が 


栗 は 「 選 果 」 が 命 と 言っ て も 過言 で 
は な い 。 収穫 し た 和栗 を 水 に つけ 、 浮 
いて きた 比重 の 軽い も の を 除く 。 も 
っ た いな い が 、 こ の 作業 を し っ か り 
行なう こと で 全体 の 品質 が 高く な る 。 


恵 著 ・ 中 津川 エリ ア で 唯一 、 伊 藤 さん の 栗 を 使っ 
て いる 粟 菓子 店 「 七 福 」。 店主 の 安藤 隆生 さん が 

手がけ る 栗 き ん と ん の 材料 は 、 栗 と 砂糖 だ け 。 な 
雪 室 栗 の 故郷 、 恵 那 市 を 含む 岐阜 県 東 美濃 め ら か 〔 


た 机 に 、 ほ っ くり と し た 粒 を ちり 
地方 は 、 栗 の 名 産地 。 郷土 菓 子 の 栗 き ん と ば め て 、 栗 の 持ち 味 を 生か す 。 旬 和栗 菓匠 七 福 
ん は 、 交 通 の 要 所 と し て 栄え た 中 山道 の 宿 も 0573-66-7311 岐阜 県 中 津川 市 中 津川 3022- 
場 町 で 客 を も て な す た め に つく られ て きた 。 18 人 8:30 て 19:00 第 2・3 水 曜 ( 変 更 あ り ) 


| dancyu JANUARY 2021 


天然 の 冷蔵 庫 。 一 見 する と 普通 
の 倉庫 の よう だ が 、 真 冬 に 積 も 


っ た 硬い 雪が 分 厚い 壁 の 外 に 埋 還 


め 込 まれ 、 か まく ら の よう な 状 
態 に な っ て いる 。 0'C 前 後 の 温 
度 と 90% 以 上 の 湿度 が 一 

安定 し て 保 た れ て お り 、 生 は 鮮 
度 を 保ち な 凍ら な いよ う 
に 自ら の で ん ぶん を ゆっ くり 糖 
化 さ せ て 、 甘 く な る 。 電 気 を 使 
わな いた め 環 境 に も 優し く 、 そ 
の 良さ が 再び 見 直さ れ て いる 。 


雪 室 杯 は 、 シ ンプ ル な “焼き 
栗 " で その 真価 を 発揮 する 。 
水 に つけ て 鬼 皮 に 水分 を 含ま 
せ て か ら 、 切 り 目 を 入れ て 焼 
く 。 火 が 通る と 中 の 蜜 が 沸騰 
し 、 甘 い 香り が 立ち 込め る 。 
渋皮 の 風味 は 酒 に も 合う ! 


雪 室 は 雪国 の 知恵 か ら 生 まれ た 、 


この 真下 が 雪 室 の 天井 !? まっ た く 想 像 で き な い が 
の 天井 は 厚 さ 4m の 雪 で 覆 わ れ 、 さ ら ( 
較 保温 の た め 、 粉 殻 が 1m ほ どの 厚 さ に か ぶせ て ある 。 米 処 な 
』 ら で は の エコ な 断熱 材 だ 。 足 で 踏む と ふか っ と 柔らか い 。 


ヒカリ の 産地 で あり 、 
数 の 豪雪 地帯 。 雪 を 活か し て 
日 本 酒 を 熟成 する 酒蔵 も ある 。 


今回 、 焼 き 栗 な ど を 調理 し て も ら っ た 新潟 市 の 明 @ 


片桐 寅 吉 」 で は 、 世 茶 部 門 の 7 


ニュ ー も 提供 する 予定 。 
や 上 吉江 茶屋 025-201-8082 新 当 上 新潟 
ー 市 中 央 区 上 大 川 前 通 12-2742 価 11:00 て 15:00 
00~21:00( 予 約 制 港 茶 屋 は 一 15:00) 人 @ 無 休 


@⑳ 科 の 品 8SY 全 於 で 臣 仙 す 蛋 
江 潤 ぶ き 元 岬 障 環 玩 晶 あき 


新潟 県 小千谷 市 は 魚沼 産 コシ 


県 内 有 


ら 販 売 を 開始 する 。 価 格 
は ん も お 薦め ! 


は 、1 kg( 約 30 粒 )4980 


円 (送料 込み )。 素 揚げ や 
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https://www.yukimuro 


guri.com/ 


サイ ト に て 、12 月 8 日 か 


粟 


食い し ん 坊 の 好奇 心 に 火 
が つき 、 雪 室 で の 栗 の 熟 


選 果 を 確認 する 永井 さん 。 
成 に の め り 込ん だ 。 


レル た: で いこ 


き 決 SW” ふ NmKY KGS 思 王 公 
要り Pa 補 宙 記 局 守 か | 


CN 


長 *@ 民 て 人 る で ” 素 握 S 補 合 舞 ww で 祥 る 
に ギ 3 に まえ くさ 旨 記 さこ いぶ ニ そ で ド : く る ま こ 4 


堂 思 つ お 洋 器 鶴 鶴 守 S 岬 圭 能 や や 


きゃ S ぐ 


短 交 媒 つ だ 忠 定 早 「 科 加 」 や 宗 包 0 


ゃ 祥 隊 祥 の っ mY 守 % 隊 つり 超 て" 


設 2 だ "SS で つろ 愉 握 人 め ー v 宮 史生 
りす SS" S 還 堂 公 郵 国 SS 

衣 史 首 商 や 蘭 伺 や 祥 で G 科 っ つて 
*Q で わき 8 っ 人 
て リル アミ 4 こと < 証 こ こ :、 そ 1 ここ 8) 
YAN4K 電 G 納 帯 の うい 栄 寺 堅 沼 


で ASE3 っ 20 和 や 


で ee 半 注 ′ 直入 や 寂 水 当 
ぐ で や っ 祥 押 護 や 条 納 占 筐 党 移 0 薄 


包 器 汽 つ 赴 宮 洋 つ 吾 人 編 に 球 


器 ぬ 中 じ や やら 疾 っ だ SS 庫 祥 AT 


「 避 軸 器 悦 中 の や で で 全 所 
シュ の た コ 
ーー の RSN で や 時 GS 天宮 


演 ぐ 淫 史 届く で いり 衝 商 や 議 銘 の や で 


楽 鹿 ロー 販 包 人 @ 飛 人生 の 尿 思 所 人 8 削 
SG 所 め S ら や ント つ が ぶつ お 」 

り 6 尊 商議 記 ぐ 直っ 品 つ 6 癌 溝 
8 所 4 っ 全 宮 ち で 者 還 つ ST 
栄和 和 めで 人 時 で 0 で @" 癖 枯 或 測 
時 足り 忠洋 慢 細 め で 全 穴 密生 QK ポ 所 
崩 ” 器 線 史 有 で きっ 曲 還 6 穴 泡 送 記 
慰 つ りか 員 加 的 め で 8 4 男 @ 避 枝 ※ 
己 凌 の や た Sen 散 G 因 、 や 人 Se" 

党 隊 公記 器 守 や 型 oR に E” 忠 
的 で GS 補 杏 坦 で 球 雪 生 oo 


加 守 ぐ づ つい 谷 宮古 て 全部 で や っ 
で” 補 穴 G 友 妊 り だ 交 選 守っ うり つ 
- で " 串 朱 和 めで 人 結 ウン で や 

「 黒 起 ” | 穴 @ 沖 り 己 加 時 や て 人 
いっ 2 の 仙 *eG 人 な … 加 放つ っ で で っ 6 
ゃ "nnS 万 やせ 記 琴 さ ゴ Q 5 の" 愉 
ー 避 還っ や 鉛 * で や や ュ 

に に:J5 だ さこ が DS に:C<】 こ と や 生 さ そい 
で ぐ 客 宮 湊 信 「 の On 生 叶 叶 療 全 眼 居 
S@ 全 」 つ 2nA ANS 完 和弥 拒 全 
さ 竹 の 所 の @ 587 吉 人 郊 
補 め ポン 折り 宗 弧 め つ で 公選 の 
沈 さや りつ 公 P 忌 8 隊 公 幼 て 守 
ゃ v 続 つ ロ ンス 2" つ 全 の 半 当選 Ssto 
2 中 紀和 めで 全 肝 浴 史 理 で さっ G 
人 9 半 境 引 を 家 @ 話 朴 いや ン つの っ 愉 り 
つつ 人 款 剛 GS 党 個 補 や の 倒さ 
「 有 選 で きっ 時 避 生 人 っ つ ン で や や 
て で ャ ーー マミ ンプ ここ 
や か っ Kー さ K 多 注 DyQ つ の 親 党 公 
詩 *@ りつ っ ゃ 人 S 人 の 6 や 

宇 也 つ 如 記 融 表記 計 ぐる SQ 
表 忌 宮 届 史家 や おつり 香 っ 刀 抽 剛 
S 諾 っ つぐ 史 頻 w 球 球 を S 26 送 層 
* ホ て K 史 So 日語 例 羽 2” 窒 つ うろ 
ポー で Am A 史 引 り ′ 喘 叶 で つ 相 神 
YEIEO 人 を NOTAKI こ Y く 人 
素 思 ぐ ご 束 ゴ 玉泉 窒 つ 刀 隊 や 
年 や Y ン | 1 敵 で 叶 を の 手 補 せ 
SQ E ペ ミコ っ っ oo つっ 心 論 部 慰 提 7 
トド こ だ そつ 
ロ 8′ 年 塚 僚 測 知っ つい 迫 2" 唱 


2 K ロ ョ ロー や 冬 消 頻 史 半 つ ロラ ンー 


邊 収入 提 @ 凶 園 ロ " 陣 代 章 人 る 密 で 
P2" りら 6 短 綱 。 対 閥 全 注 千 @ 祥 
証 や で 包 前 や 妥 で さり 代 で” WS 軒 
の 8 半 写 称 天 つ いらい 温 窟 @ 事 
無 揚 全 N SQ りつ S ン 詳 お で い @" 麗 表 
まさ ゴ " 疫 GN ツ の 衣 史 謀 可 め や 
り co て 計 か だ っ sas 散 窒 じ myG* 
や っ つ 弄 ボロ 寺 故 @ 和 敵 陣 史 構 
暑 選 つい 遂 東 の や PepSN" 皿 2P 
っ Qoo 人 SO AT AS oO 人 S で 当 つ 
人 祝 人 RANASS つ OSS 電 古 ) 肘 で 
*Q 己 だ PDG 交 を で ム セン の" 


脆 2ー 寒 妥 二 人 mn や 
や り 十 喉 生か 506 所 則 補償 ー 尽 
束 選 分 語 製 各 紀 て 穫 o 生 


どー ひ 時 や 5 編 据 居所 で 公 り 
のり Gw っ パ う KA キー 人 トコ ー 和 か 
Q 計 人” で Q ト マーK 間 写生 び 揚 
村 つ PSNh AG いい SG 握り っ ぃ G* 


大 梁 聡 子 
と 称し て 、 心 と 胃袋 に 
を 発信 する 栗 マ ニア 。 
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doncyu 


れ か 56 の うつ 0 年 


ーー テ 
キー 


で co ら コ 238 呈 時 あ 別 5 つ " 
選 中 ら 「 人 へ ミ 旬 本 で 和 を で 迫っ っ 
抽選 や SS ン " 朱 英 ロ 四 和 め 枯 つ ま っ " 
志 咽 を 放 層 の で っ 郡 肖 つて ンド so で の 


如 つ ン つ ね っ | 和 ミ 所 詳 湯 ちせ き ン 


起 G 時 つめ 和 宰 肖 ヤ 思っ つ で 世 層 
揚 、 の 人 SS 刀 2) りり 忌 人 生 で で GO らら コ 
GS 挑 で ぶ H へ や トー の 父 で 人 突 や 
WM 訪ね っ つの 要 っ ぷ セ 」 つ の 牧 6 
つ 内 " 

り G 的 っ 康 お ロ つ ね G 席 理生 
SG や "りり 6 名 年 ら 思 G 尿 つ 下 公 払 
倒 び 丸 | 選 や 嘱 当 人 き 選 で つ 居 悪 叶 
りつ 穴 要 WP っ ctQNK 到 ヤ tQ 全 で や ゃ " 
下記 公 兄 敵 ヤ *Q 革 や 2 で SoG 
り 鐘 で めで を セン 8 の っ いつ 本 候 全 
ざら や" 

ロ 竹 G 趣 所 材 ロ 総 *Q 家 曽 で つこ っ 
G 公 人 SG や" 表土 や 品々 羽 補 つら っ 
や 記紀 nvG マ ーKaOxSte そ か 絡 


選 人 で の 区 つて の 選 や つり っ 9 


人 On 全 に 取り SeeG ら ゃ "で 
で で で で 作用 GS 孝 く G 豆 jmm っ 所 の 
めこ つの 還っ や " 

つい ご 革 3 拓 h ロト や で S KG 
記 鞭 全 玉 で" りら SG い ロ 町 提 り 
雲 分 人 生か めき ン で つ 玉 りつ 太 つ 
GND( ド チャ キ 。 電 寺 つき) ンプ つい … 9 に 
eee 所 定 全 事 め の 明生 ) Av 及 
史 穴 つね りつ 公康 つっ 起 GKK で ミワ 
で で や か っ が 6 や 

こっ 科 さり 算 也 を 掃 に り 鶴 で めで 
りり っ 0 ンー sp で JA へ NN ミワ 視 親 
いも 拘 叶 宮 訪 癌 普 つ の 還 症 宮上 補 つめ" 
り 宮 で SS 時 (で … う 7 
凸 下 や を く 才 2 0 Av で S 守 つり けい 全 や つ 冥 
3 や で (FNGS ADxpy で 宮村 つ ぶり 
宮 閉 つつ っ 丸和 池 思っ 2G 和 8 全 や ゃ )“* 
介 届 っ 直っ こつ で 社 震 夫 で So ら コ 旨 
尽 汗 つつ て ン 8 必 っ 庫 つ が 


で くら らら 穴 


で cgo ら ご 虫 涯 叩 坦 断 革 装 
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到 QOQC 叶 鐵 笑 選 四 財 『NA せ へ へ ご 』 6 据 折 測 こ り 半 押 SIN 旬 640 羽村 佑 7 


で QG こ の ふう 福 字 


の 四 革 @G16 味 っ つ ロ 乙 や いや も レン で 6 つ お ねー を 0 尋 ー" 窓 り か ー… 
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豆 
人 
の 
トー3 


ビュ 
さと 
口 


lagatacho St&. 


トド 


dancyu 編 集 
ザ ャ イタ リア ン 名 雪 だ 


COOK. 特別 コ 
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二 騙 人 部 」 


Special thanks to 暫 = 


で cgos コ 多 で NN 


/ 才 や 
N = 


り G お も る 
宮下 5 四 叶 
電 人 つ の 


部 革 ” 埋 正味 中 G そ 本 ひみ 叶 み 忠 還 「 控 氷 ト トー ント 稀 脚 」 童 購 唱 叶 と) ) 席 型 (で 半 郁 軒 ) 由 連 忠 半 下 伺 @ 堪 国 じ " 
*K く ト さ い 選 史恵 R ユ 
ロス ヽ へ HK て SG ペー ミ (otayori 


7 代 K て INー ス へ 、 9 瑞 諾 つ レ ン ゼ も っ つつ 玉 "WSWG 大 内 和 所 補 っ 訪 押 せ " 世 上 員 
ncyu@president.co.jp) 到 氏 務 旭 一 県 で mco テ > っ 生 umDBNARTNO で NG 公 の で : 


2021 
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で 厚手 の フタ 付き 平鍋 を 
温め て 火 を 止め 
ゴマ 油 を 薄く ひく 


@ 玉 ね ぎ ・ じ ゃ が いも ・ ビ ピー マン ・ 
トマ ト は スラ イス し て 、 
キャ ベツ は 大 ざっ ぱに 手 で ちぎ り 
ベー コン は 一 口 大 に 切る 


この 順に 敷き つめ 
重ね て フタ を する 
ご く 弱 火 で 15 一 20 分 に 
放っ て お け ば 、 できあがり W 


※ 辛 口 が お 好き な 人 は 

ベー コン の 上 に 塩 コシ ョ ー を 

パラ リ と 加え る と 

ワイ ン の つま み に も ビッ タリ C ゝ > 


_ 呂 = っ ーー⑳ の @@5 。 ゅ へ 人 * 


@ 


や で 全 ン 完全 で 
ト で へ ゆら sp 想 ちり 
音 座 つが つる や 條 ジ 


表装 上 " 据 抑 0 で" Jp 失い 会 MID っ 6 選 一 
往 押 G 褒 名 1016 届 6 っ つろ や p@ 志 昌 む 0 で NO16ID で 公 人 0p 公 で 8N6 他 三 


ひつ PJS 思 

で oc こ o> っ つ 躍 潮 没 せ ~ 
忌 震 けり 人 SQSSO BS 
し つね 


= 


に は 、 


ング パパ 』 


合併 号 ) の 『 ク ッ キ 


グ 」 (2・3 


ニン 


"週刊 モー 


売 の 


ss デ 12 月 10 日 発 


dancyu イ チオ シ の あの レシ ピ が 紹介 され ます 。 お 楽し み に ! 


017 


で oco> う 選 箕 G 亜 青 " 
っ つう へ うり 


ョ ドー ドー 


前 号 の 「 お いし い 店  」 特 集 に 続き 、 創 刊 
周年 記念 第 弾 は 「 お いし い レ シ ピ  」 特 集 
で す 。daneyu が これ まで に 掲載 し た レシ ピ は 延べ 
本 。 今 号 で は 、 食 ライ ター と 編集 者 に 事前 

アン ケー ト を と り 、 そ の 中 か ら 支 持 が 高かっ た 
レシ ピ を ご 紹介 し て いま す 。 こ れ が プロ の 技 か 
と 毎回 新た な 発見 に 驚く シェ フ た ちの レシ ピ 、 時 代 
時 代 の 家庭 料理 の 姿 を 追求 し た 料理 研究 家 た ちの レ 
シ ピ 、 料 理 好 き な 作 家 や 文化 人 た ち に よる オリ ジ ナ 
ル 。 ここ に 掲載 され て いる の は 、 年 の 年 月 
が 教え て くれ た 、 本 当 に つく り 続 けた 
い レ シン シ ピ ば か り で す 。 編集 部 で は レシ ピ を 習う と 、 
必ず 試作” を し ます 。 材 料 の 分 量 は これ で 大 丈夫 
か 。 写真 の 流れ や 言葉 は わか りや すい か 。 何より 、 
つく っ て 楽し く 食 べ て お いし い 、 そ ん な レシ ピ に な 
っ て いる か 。 取材 し た レシ ピ の 一 つ ー つ 、 そ の 絶 力 
を 漏れ な く お 伝 えす べく 最善 を 応 く し て きま し た 。 

一 民 ま る ご と 、 お 楽し みい た だ けれ ば 幸い で す 。 
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藤 洒 ロ 押下 し 人 っ つっ SW" 
足 鹿 pn ミリ Qp2 が 生 
ーー 中 聖 埋 則 G 幅 I\ て ペー・ そ 較 環 郊 0 ぐ 


六 幅 で く や ふ ムジ 所 WOOI 

SA 代わ りー お で 
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咽 @ く や ふく SO 人 SO の DS 


均 公 S 較 葵 GR ヘー や 
還 只 =" (ドー 果 ) 


AANS 光 曽 京 蛍 長 で 生 ー 
さぶ ふく し 抑 っ し CeD3 の 
ーーーーーーーー 装 息 ペー・ 医 破 槍 中 


IN で マ ペ ー@8 躍 時 捉 く ぐ HN つ れき 和室 簡 つ りら 0 一 
ト へ ーー ヤセ ふ ユ ー3 へ 中 ロー ロ 表 ptG 
嘱 や 慌 直也 お 以 G せ RS 上 委 つ 玉 目じり つ お お" 
り GG 目 一 中 税 G 普 pbIN 

器 守 wp で ンー で ンー 和 vo 党 や か 


に ーーーーーーーーー 答 IN て ペー・ 芽 開 酸 0 さく 


電 ーー ドー ロ RC4 全 やじ 
HANA3 宇 "の 忌 公 忠 定 一 


NANT や AA 壮 係 ・ 革 必 | 特 や く 


守 写 人 ] 所 っ の 思 で 5 

やこ か さこ の 

2350 り 居 く GRSG 

ふ ユ ー3 へ 中 ロー や な 
Et 


る ・ じ へ 1・ー ム ー 
に PIDtPP コ 


< で 愉 s<S ヘ ホー る の ホリ ー 


ぐら こさ 時 一 下 中 「 府 いし WW 選 ホロ ー" 臣 近 6 上 戦 虹 紀 


福 尾 美 因 (P21) 


雪 彦 幸 枝 (P20)、 


撮影 
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「 る りつ ① 
切 ざ く や ユ づつ 仏 
志 で うく ヤ 」 


ひら まつ ・ よ うこ 欠 作 家 、 エ ッ セ イス ト 。dancyu で は 2021 年 で 20 年 目 を 迎え る 連載 「 台 所 の 時 間 」 を 執筆 。 


その エッ セイ を まとめ た 『 買 えな い 味 』( 筑 摩 書房 ) は Bunkamura ド ゥ マ ゴ 文 学賞 を 受賞 。 著 書 多 数 。 


足 G 弄 絆 人 Q ら ー マ 叶 ざさ 下 中 
路 「2 ら AA の SS で 補 で 
童 球 ” 章 亡 親 忌 人 区 鞭 玉 カン" 世 
豆 波 孔 お 忌 人 親 吉 で り 4 いつ く や へ 
ュー@ 細 司 所 で で りつ ro 人 SN 
だ つの 多 回 直正 選 恒 連 に AS 
ーー や 3 束 自 ′ 局 * 々 SR や N 親 遇 " 
補 く や ホーー 

赴 さ SNA ペ ーー 旬 可 0 の 「-Oao 人 SS 
守 必 」「A AN SG 訪 」「 氷 所 坪 で 和 」 
つ S 提 思 票 "で や ろり KNー ム 公 当 
Jens ン Asvo 詳 ぐ SQ 代 っ つつ 衝 末 
1 朋 組 2 ろり じ 2 名” 擬 障 | 誰 や 斑 財 補 
沙 G 議 導 べ つり 人 Sve* 

「 忌 水 わ " く や mo 湯 で 補償 
で Sv06Q の で の で っ の 所 杭 G 温 っ 人 
幸い ぐり 代 as や 」 

つ 針 突 狂 中 他 で 全 〇 5 本 測 引 や GWD 
潜入 工 2 だ "wentG DS ヘー 
8 それ 守 欄 浮 ン さっ 6 く や 
人 系 の で の ら 表 嗣 ロ rwG 失 忠 ポ GS※ で て 
ヘー て" 

「 き りつ 愉 写 つく やつ 介 選 で 守っ 人 で 
や や りゃ" 前 司 G 折 0 の ホ N ASAO 


SN や ヘー<-5S つ | 守 乱 補 補 | 妥 つ 


く や 完全 」 

半 さ 6G 了 っ own 次 @ 掴 徐 S | 貴史 
WS く や 問 郊 全う 2 宮 つ 篤 抽 の" 
Ne つの 早い 沿 の 詳 と 季 さ GASe 送 
で らら 直 直久 補 人 S で 寺 志 SS ら G 
全 | 記 交 陣 宮 つづ 

線 加 GA テ OS で SGS8′ 選択 や 
束 丸 玉 隊 年 帆 拓 @ 因 足守 
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材料 (6 人 分 ) 


、 づ パセリ を ざく 切り に する 


大 きじ 2 一 * 


SWS 
還 選 異 や 
し り 製 穫 人 
9 な 2 。 
る や ふ な 
H 軸 S む 6 
さ まき 
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春菊 は ざく 切り に し 、 根 元 の 
太い 茎 の 部 分 は 除い て お く 。 
鋼 に た っ ぷり の 湯 を 沸か し 、 

の 春菊 を 入れ て ざっ と 火 を 
通す 。 す ぐに ザル に 上 げ て 、 
うち わな ど で 手 早く 冷 ま す 。 
塩 、 に ん に く 、 す リ り 胡麻 、 胡 
麻 油 の 順に 和え た ら 完 成 。 指 
先 で ふわ り と 葉 を ほぐし つつ 、 
「 必 ず こ の 順番 で 一 つ ー つ 味 
を な じ ま せ て いく こと が 、 お 
いし い ナ ムル を つく る 最大 の 
コツ で す 」。 


油揚 げ を 縦 半分 に 切る 。 

梅 肉 を 包丁 で 叩い て ペー スト 
状 に し 、 油 揚げ に 満遍なく 塗 
る 。 そ の 上 に 大 き さ を 合わ せ 
て 切っ た 海苔 を 重ね て の せる 。 
端 か らく る くる 、 き っ ちり と 
巻く 。 串 に 刺し て か ら 、 両 端 
を 切り 落と し て 形 を 整え る 。 

網 に の せ 、 時 々 上 下 を 返し な 
が ら 、 中 火 で じっくり 焼く 。 

外 が こん が り 、 全 体 が ふわ っ 
と 温まっ た ら 、 火 か ら お ろ す 。 


鶏 む ね 肉 は 皮 を は ぎ 、 一 口 大 
に 切る 。 ポ ウル に 入れ て 、 酒 
と 塩 小 さ じ ぬ を も み 込 ん で お 
く 。 

きゅう り は 皮 を むき 、 一 口 大 
の 乱切り に する 。 ミ ント は 葉 
を 摘ん で お く 。 

フラ イ パ ン を 強火 で よく 熱し 
て か ら オ リー プ オ イル を 入れ 、 
鶏肉 を 焼き つけ る よう に 火 を 
通す 。 
鶏肉 が こん が り 焼 けた ら 、 き 
ゆ ゅ うり を 加え て 塩 を ば ぽ ら り と 
ふり 、 ざ っ と 炒め 合わ せる 。 
皿 に 盛り 、 ミ ント の 葉 を 散ら 
す 。 


塩 … ふ た つま み 

に ん に (すり お ろ す ) 
… 小 き じ 絡 

すり 胡麻 … 小 きじ 

胡麻 油 … 小 き ヒ 1 


調味 料 を 一 味 ご と に きち ん 
と 含ま せる こと で 、 爽 や か 
な 青菜 の 風味 と 胡麻 油 の 深 
い コ ク が ぐん と 生き て くる 。 
ぜひ ふわ り と 軽やか な 和え 
た て を 味わっ て 。 


梅干 し …1 一 2 個 


油揚 げ を 巻い て 串 に 刺す こ 
と で 、 噛 み し め る よう な 満 
足 感 が ある 一 品 に 。 酒 の つ 
まみ は も ちろ ん 、 小 腹 が す 
いた と き の お や つ に も 。 酸 
味 と 磯 の 香り が クセ に な る 。 


肝 む ね 肉 … 1 枚 (200g) 

きゅう り …2 本 

ミン ト … 適 量 

酒 … 大 きじ 

塩 、 オ リー ブ ォ イル 
… 各 適 宣 

も と も と 、 き ゅ うり と セロ 

リ の 炒め 物 が 好き で 「 ふ と 

鶏肉 を 入れ て みた ら 大 正解 

だ っ た 」 と いう 最近 の ヘビ 

ロ テ お か ず 。 ミ ント が 清涼 

感 と コク を プラ ス す る 。 


て 
デス 
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豚 バ ラ 肉 は 5 cm 角 に 切る 。 に ん に く 
は 芯 を 取っ て みじん 切り に する 。 に 
ん に く は 煮込む と に お い が 和 ら ぎ 
味 に バン チ が 出る の で 、 路 嗜 せ ず に 
多め に 使う べし 。 

厚手 の 鍋 に 1 の 豚肉 、 に ん に く 、 ナ 
ンプ ラー、 青 油 の 半量 、 き び 砂 糖 を 
入れ 、 豚 肉 が 調味 料 を 吸っ て 、 水 気 
が な く な る まで 手 で よく も み 込 む 
(A)。 そ の まま 15 分 置い て 味 を な 
じ ま せ る 。 

酒 、 水 を 加え て 強火 に か ける 。 調味 
料 が 少な く 、 煮 汁 の 色 も 薄い が 、 煮 


9) 


込む と ナン プラ ー の 味 が 凝縮 し て 強 
く 出 て くる の で 、 こ こ で は 薄い と 感 
じ る くら いで ちょ うど よい 。 

沸騰 し た ら ア ク を 取っ て 中 火 に し 、 
ゆで 卵 を 入れ る 。 煮 汁 に つか る よう 、 
肉 の 隙間 に うま く 入 れ 込む ( 己 )。 
蓋 を し て 約 1 時 間 
経っ た ら 残 り の s 時 々 
様子 を 見 て 、 煮 汁 が 少な く な りす ぎ 
た ら 水 (分 量 外 ) を 少々 加え る 。 煮汁 
が 多 す ぎる と お いし く な い の で 、 う 
まく 調整 し よう (ご )。 

肉 が ふっ くら 柔らか く な っ た ら 完 成 
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大 
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援 対 選 多 侍 う 
けず の 下 以 * 

牙 畠 G 李 り NO 
で っ 

つ 0 公 っ 潜 つ く ヤ へ 


材料 (4 一 6 人 分 ) 


邊 すね 肉 ( 塊 )… 1 kg 


赤 ウ ワイン …1.1 
塩 …10g( 肉 の 重き の 1%) 


サラ ダ 油 … 大 きじ 1 
強力 粉 (な けれ ば 薄力粉 )… 大 きじ 1 


水 ・ 


"500m2 


チキ ンス ー プ の 素 


ャ ッ ク ( 好 み で )… 小 きじ 


※ 人 数 な ど に より 、 半 量 や 4 分 の 1 量 
で つく っ て も 0K。 赤 ワイ ン は 、 店 で 
は カベ ルネ ・ ソ ー ヴ ィ ニ ヨン を 使用 。 
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牛肉 は 10cm 角 に 切る 。 密 閉 容 器 に 入れ 
て 赤ワイン 300m6 に 漬け 、 冷 蔵 庫 に 一 晩 
置い て 風味 を つけ る (この マリ ネ 液 は う 
で 使う )。 

肉 を 取り 出し て 一 切れ ずつ 塩 を ぶり 、 十 
密 に よく ぐも み 込 む 。』 そ の まま 室温 に 1 時 
間 置 いて 、 中 まで 塩 を 浸透 させ る 。 

フラ イ バ ン に サラ ダ 油 を 強火 で 
の 牛肉 を 並べ て 焼く 。 濃 い 焼 き 色 が つい 
た ら 上 下 を 返し 、 側 面 ま で じ っ か り 、 全 
体 に 濃い 焼き 色 が つく よう に する ( ゐ )。 
焦げ つき そう に な っ た ら 、 サ ラダ 油 を 適 
宜 足す 。 

小鍋 に 1 の マリ ネ 液 を 入れ 、 ひ と 煮 立 ち 
させ る 。 ア ク が ふん わり 固まっ て きた ら 
一 気 に すく い 取り 、 キ ッ チ ン ペ ー バ パー を 
敷い た ザル に 通し て 濾 す 。 

鍋 に の 肉 を 入れ て 強火 に か け 、 強 力 粉 
を ふり 入れ る ( 己 )。 全 体 に 粉 を 回 す よう 
に 木 ベラ で 混ぜ 合わ せる 。 

粉 が 全体 に 回 っ て うっ すら 色づい て きた 
ら 、 全 の マリ ネ 液 と 、 赤 ワイ ン 600me、 
水 500m2、 チ キン スー プ の 素 を 一 気 に 加 
える 。 沸 騰 し た ら 、 最 初 に 出 て くる アク 
を し っ か り 寄 せ て 一 気 に 取 る (ご )。 

フツ フツ と 泡 が 立つ くら い の 火 で 、 養 
を せ ず に 3 4 時 間 煮込む 。 途 中 、 肉 が 
汁 か ら 頭 を 出す よう な ら 、 適 宜 、 水 (分 
量 外 ) を 足す 。 

肉 に 串 が すーっ と 抵抗 な く 刺さ る よう に 
な っ た ら 火 を 止め る 。 煮汁 に 手 を 入れ ら 
れる くら い の 温 度 ま で その まま 冷 ま す 。 
別 の 鍋 に 赤ワイン 200m2 を 入れ 、 強 火 で 
約 10 分 の 1 の 量 に な る まで 煮詰め る 。 
光沢 が 出 て 、 ドリ りつ く 十 前 の 照り と ツ 
ヤ の ある この 状態 を 「 ミ ロワ ー ル 」( 鏡 
の よう ) と いう ()。 

8 の 煮汁 を 一 気 に 加 え 、 ミ ロワ ー ル を 煮 
溶かす 。 好 み の 濃度 ま め 、 味 を み 
て 黒 胡 机 と 、 好 み で コニャック を 加え 、 
すぐ に 火 を 止め る 。 皿 に 肉 を 盛り 、 付 け 
合わ せ 野 菜 を 添え 、 ソ ー ス を か ける 。 
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硬い すね 肉 も 時 間 を か け て 煮る こと で トロ トロ に 。 味つけ は ワイ ン ま か せ の 安心 レシ ピ 。 2015 年 12 月 号 掲載 。 


付け 合わ せ は この 2 品 ! 


ド ね ぎの ツテ ー 

刻ん だ ベー コン を オリ ー プ オイ ル で 炒め て 
届 を 出し 、 く し 形 に 切っ た 玉ねぎ を 加え て 
さっ と ソテー し 、 塩 、 朝 概 で 味 を つけ る 。 


プル ー ン の 赤ワイン 潰 け 
密閉 容器 に プル ー ン (セミ ドラ イ ) を 入れ 、 
ひと 煮 立 ち させ た 赤ワイン を ひたひた まで 
注ぐ 。 好 み で 3 一 4 日 後 か ら 食 べら れる 。 
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文王 墨東 作文 室 、 長 谷川 


※ 本 記事 内 の 価格 は 店 内 飲食 時 の 「 税 込 」 で 掲載 し て いま す 。 
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豆 に 描か れ た 作品 は 若手 ア 
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SG 


26 る 


「 挫 拉 」 6 団 三 葉 時 回 
「 胡 置 」e 由 棚 把 公 


晶 押さ e 
ゼ Q つ の 所 採 G く ペー 失 つ 


「 換 田 咽 j」 SA か レ て 

表 田 百 wse 坪 く ペ ー さ PA 
「 引 机 移 で je 騙 G 人 SQ 慰 聞 
地 ポ 富 wse 坦 G 幅 隊 羽 英 早 


「h ふ h く ANh」@ 


媒 揚 中 窒 加 GQ ふ へ ハー さく K ふ 
佑 式 癌 斑 wSe 要 SGIN ペ や ー く KK 


「 里 NR 妹 還 je 区 黄 早 
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今 ま で の つく り 池 医 


何だ っ た の か ? 
麻 基 な の に 豆腐 が 際立つ 、 
パラ ドッ クス を 超え た 
無限 の 美味 し さ で す アプ この レジ 回 寺 出会っ 胃 
ーー 全 ラ イタ ー・ 衣 了 了 チ e ン 10 年 間 つ くり 続け た 
w る と プア 自分 の 麻 婆 豆腐 を 
開 あっ さり 捨て まし た ( 秋 ) 


クリ ア な 紅 油 や 6 ー 双 当 豆腐 を 愛す る カメ ラマ ン ・ 伊藤 入 
美しい 、 キ サリ 多 宅 
澄ん だ 味わい で 落 


編集 部 員 W・N 


035 | dancyu AN 


大 豆 の 風味 を 
生か す た め . 
湯通し は し な い 


の 吉羽 笛 回 


絹ごし 豆腐 は 1.5…2cm 角 に 切る 。 まず 、 厚 み を 半分 に 
切り 、 横 に 5 等 分 、 縦 に 4 等 分 に カッ ト す る 。 


豚肉 の 
水分 ( 雑 味 ) が と ぶ と 
油 が 透明 に な っ て くる 


中 華 鍋 に 白 絞 油 を 熱し 、 豚 挽き 肉 を 炒め る 。 最 初 は 詳 火 
で 炒め 、 肉 が ホロ ホロ に ほぐれ て きた ら 中 火 に が 
透明 に な っ て 挽き ま 肉 が や や カリ ッ と する まで し っ か り と 
炒め る 。 


層 
火 
で 
番 
り 
を 


弱火 に 戻し 、 紅 油 大 さじ 1 、 豆 板 罰 と 豆 路 、 に ん に く を 入れ る 。 
香り が 立つ よう に じっくり 炒め る 。 焦 げ つ きやすい の で 、 家 庭 で 
は 一 度 火 を 止め て も いい 。 


材料 (2 一 3 人 分 ) 
絹ごし 豆腐 …1 丁 
豚 挽き 肉 …60g 
豆板 百 *1 … 小 さじ 1 
紅 油 (豆板 次 の 上 深み の 油 ) * 2 
大 きじ 3 
豆 践 *3 … 大 きじ 1 
に ん に く ( み じん 切り ) 
“小さ きじ 1 
葉 に ん に 〈( さ (切り )… 1 本 
長 ね き (みじん 切り )… 大 きじ 2 
清 湯 *4…120m2 


醤油 ・ 


TE)ss 央 きき (2 


花 板 ( ホ ー ル )… 適 宜 
白 絞 油 … 大 きじ 2 


下ごしらえ 


市 販 の 豆板 醤 は 塩気 が 強い の で 、 そ 
れ を 和らげ る た め の ひ と 手間 。 上 に 
浮い た 油 は 紅 油 (ホウ ユウ ) と し て 活 
用 で きる 優れ も の だ 。 ガ ラス 瓶 な ど 
に 入れ て 保存 可能 。 店 で は 自家 製 の 
青 を 使用 。 
1 中 華 鍋 に 豆板 艇 一 瓶 分 を 入れ る 。 
量 の 白 絞 油 を 入れ る 。 
2 1 を 科 火 に \ け る 焦げ つか な 
いよ う 常 に 混ぜ 
ふつ ふつ と 香り が 立っ て くれ ば | 
0K。 時 間 は 30 秒 くら い 。 


豆 霞 は 1.5 倍 の 量 の 浸し て お く 。 
酒 は 日 本 酒 で も 紹興 酒 で も 0K。 


清 湯 (チン タン ) は 澄ん だ 中 華 ス ー プ 。 
市 販 の も の で いい が 、 塩 気 の 入 っ て 
いな い 液状 の 叶 ガ ラス ー プ が よい 。 
な けれ ば 、 水 で も 大 丈夫 。 上 粒 の も 
の は 塩気 が 強い の で 使わ な いこ と 。 


3 


ドド: 


ざ 


を 
つ 
け 
計 
な 火 
入 
れ 


と 3 
に 、』 
デコ 


田村 亮介 さん 

た むら ・ り ょ うす け 欠 1977 年 東 
京 出身 。 実 家 は 三ノ輪 の 中 華 料理 
店 。 "麻布 長江 」 長 坂 松 夫 シェ フ 
の 下 、10 年 間 修業 後 、2009 年 に 
同店 の オー ナー シェ フ に 。 19 年 、 

南青山 に 「 慈 華 」 を 開店 。 


強火 で 一 気 ( 
油 を 分 離さ せる 


清 湯 を 入れ る 。 鍋 肌 か ら 
そっ と 入れ る 


む ぁ て と 香り が 立っ て きた ら 、 


Ga, ジュ 


う 。 


具 の 縁 の あたり か ら 
ワッ と 湯気 を 立て る と 余計 な 香り が つい て し ま 


で は な く 、 


豆腐 か ら 出る 水分 で 


煮 て いく イメ ー ジ 


ONS い っ 銘 ロ くり ロン つの 貝 避 
Wo 選 弓 <Qs" 旦 環 K も つく で 7 | 
居 宮 ぶ リロ つ " 寺 唱 や いい 朝 立 
抽 mn や we" ーー し 更 公 絆 つ 
ヤン NG” 本 り 借 へ " 宗 Wy に に コリ 
や で さら Ne 押 っ つう ) 財 交 葉 WS 
泰 マ 志 彼 軒 く " 


鍋 を 揺 す り 回 し つつ 


豆腐 か ら 水分 が 出 て くる 。 


込む 
腐 は お 玉 の 背 で そっ と 触れ る くら い に 。 ス ー プ 


豆 
より も 少 : 


第 ( 


ふつ ふつ 煮 
次 : 


弱火 の まま 、 
な め だ が 、 


豆腐 を 投入 。 
全体 を な らし 、 
た 


た 


ひ : 


は ひ 


を 放 温 ぐ 昔 全 笠 つ つ りゃ で 挟 
kl で 刷 折 つづ だ 差 膨 回 各 ” DS 呈 
室 で scom= や <p 撤 ポン G 和 滞 回 騰 
SQS 史 衣 た つり 史生 60D YK 
NKK テー の so 人 eteG 反り eS 
差 殆 回 供 曲 か 下 宮 ヨ 「 綿 
征 思 た AM Npmve4G の GS 走 " 

や 皇 淫 雪 全 6 肖 党 ハ ーKGY 
ゝ 倒 塗 さび つっ 2" 聞 戸 電 G ふ キー 
Np で や の の 還っ ペーKGS 
凍り よー リル < 
人 1 回 移 置 つ 2 noS 絶 突 
移 提 定 A へ NRN ぜ のり 避 吉 ke"「 守 の つ Kー 
和 か 完 や の や 党 う りつ 失語 りゃ 」" 

マハー 研 巡 い 叢 、 所 、 つ 
っ ym G 思 三 G 選 人 Se 福耳 

民 


ちや く SG 弄 縮 @ 巡 2 や り 必 写 


りや Gy で の 


区 
で 
味 
を 
5 
け 
る 


な じ ま せ る 。 


ら 煮 上 が り 。 水 溶き 片栗粉 


を 少し ずつ 入れ て と ろ み を つけ る 。 


帯び た 


腐 の 角 が 少し 丸み を : 


青 油 と 中 国 青 油 を 入れ 、 鍋 を 揺すっ て 全体 ( 


豆 


S ふ か 9 や 絶 旦 和 維 妊 つ り 必 つら 
68/ 窟 愛 品 ペ ーK ロ 球 が で 守 公 
oo ロロ つっ 0 只 忌 幅 り 演 わ 
QS 全 加計 の 守っ 回 相 @ 堂 の っ mS 全 / 
り G 炎 洛 G 容 KG 癌 直 や 代 Q" 軸 生 人 め 
MN8「 肖 落 較 避 せ 父 ン w% や っ ゃ 回 企 
次 民 」 つ 衣 つ ′ 因 紀 侍 叶 0 で 
ゃ キー Ss 回 査 二 志 @ 江 躍り 無 汐 
や りつ ゆい 攻 淫 G 恒 党 和 め 計 会 つ 2 
ざり っ 玉 崇 回 轄 英司 つつ 財 記 評 < 
ゃ SS 還 全 びさ か HHGT 公 公 混 守 
択 DSGSAS" 滞 各 SNS 泡 事 上 守 
HSNNS く KA や Q ン wm-p” 鵜 S 
競っ 普 届 直入 岳 避 和 中 所 お 
語り 代り DTI 


ポー 炎 到 環 店 宗 一 倫 共 導 


月 曜 他 ( 
前 駅 」 よ り 3 分 


13:30( 入 店 ) 17:30 一 21:00( 入 店 ) 


11:30 


ビル 2 階 


に 


都 港 区 南青山 2-14-15 五 十 


-7835 東京 


3796: 


不定 休 あ り 


に 】 
プ 


京 メト ロ 「 外 苑 | 


28 席 個室 あり 禁煙 @ 東 
ポト ル 6000 円 て 。 サ ービス 料 109%6。 要 予約 。 


コー ス は 昼 6000 円 ~ 夜 1 万 5000 円 ー カー ド 可 


人 2019 年 12 月 9 日 開店 。 ドリンク は ワイ ン が 充実 、 
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ぐら ーe 慰 QEO「 変 
婦中 叶 Ne さ AMJ"」 
正 洛 くさ 


ビス ここ まき 4 

人 

こい 円 壮 G 移 人 虹 " 競 国 癌 編 N 
ミ 
s 


は 二 可 銘 S、33 ペン 


ら 、 


で 民生 の つや リー へ SS 守 
weenvap 宮 補 例 合 守 祭 温 課 民 6 と 失 
りや 泌 民 つ お だ 
師 信 つの 8/ 感 


つ で 人生 ら 補償 昧 で 


7 
・ 本 圧 彩 


戻れ ませ ん 
食 ライ ター 


人 
SG” 下 祥 目 人 介 人 守り 宙 を 人 る 守 宗 騰 
合っ 2) つ 全 つつ 守 おっ 全う” 臨 肖 G 
人 や て や mW つつ おら) 倒 登 守 り キ 
RG タ い 


で SQS で ras や Py で 0 うり Np 


いっ 2QG ロ AN キ キト つ つ 名 聞 )) 


の 仕上 が り を 知っ て し まっ 


通 の 炒め 方 


^ 炒 め て お 湯 ” の 手軽 さ で 


並 
旨 


デミ くす くだ さか 


ヒー-1 


2 DS さ の め 当 4 や 8…… 


ガ 2 る 「 曇 知 じ か 仙 昌 人 人 や 8」 つ 
陣 SJ mm に NE くだ PE 生 に : そ や りら 8 
M/ 4 二 四 刀 全 DS 英 虹 2、 全 人 2 つっ 章 拉 
が 。 念 全 @ 落 や 人 SQ 信 " 是 つ い 「③ や いじ 欠 
人 SW 玉 

哉 っ SR し 
田 球 呈 さ 別 ヨ 骨 振 SINECEn 
|  Q 陣 写 め 長 Q@” つり 朱 S 江 躍 湯 人 営 
1 me 一 終 8 SG"「 金 人 SQ り 中 培 2 2 宗 
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材料 (2 人 分 ) 

2 把 

サラ ダ 油 一 大 きじ 3 
和 … 小 さじ 1 


【 準 備 し て お く こ と 】 

熱湯 を 用 意 する 。 
サラ ダ と 同様 に 冷水 に つ 
け 、 バ リッ と させ る 。 炒 
め る 前 の ひと 手間 で 、 シ 
ャ キシ ャ キ の 食 感 が 持続 
する 。 

つく り 方 


増 を 少 


し 折っ て 筋 を 取り 除き 、 冷 水 に つけ る 。 


ラダ 油 大 きじ 3 を 強火 で 熱し 、 
塩 を 入れ る 。 お 玉 な と で 混ぜ 
合わ せ 、 塩 を 溶かす 


3 小松 菜 の 茎 の 部 分 、 満 な く 油 を 
ま と わ せ る 。 葉 混ぜ 合わ 
せる 。 油 が 足り な か っ た ら 適 宜 足す 


信 酒 を 加え て さっ と 混ぜ 合わ せ 
ひたひた に な る 《 ら い の 熱 
秒 ほ と ゆめ で た ら ザ ル に 上 げ 、 お 玉 で 
を 絞る 。 渡辺 幸樹 さん 

わた な べ ・ こ うき 名 炒め 物 な どの 

中 国家 庭 料理 か ら 修 沢 な 食材 を 使 

っ た 一 皿 まで 、 得 意 分 野 が 広い 。 


婦 は お 〈《 キ が と と 油 こ つ る 接 ぇ に 変態 
大 得 い れ の も 誤 の ゆめ き を こ けが 塩 る 鍋 ら 65 わ に 
出 意 し る 歯 の や で の 洗 で っ り し 
和 料 い の ご すか て 衝 R の 3 ぅ 熱 こ 油 ふ 油 た いま て 
香 理 炒 だ た ご な 撃 湯 と で る に っ よ す お 
) と め ぶ ふ を (見 水 は 初 の で ュ と 味 ※ い ェ エバ < く 
な 物 沖 た 気 今 ゅ 登 2 際 交 の 間 宙 る 
っ こと この を で て 乾 に ャ テ 分 つの 炒 。 
た と レ 面 れ " きも こ " 油 キ ィ が お がけ 油 め 水 食 

- シ 蒙 が し 食っ 覚 の 結 を ゥ ッ ン 出 た を る 世 べ 

も ビ 絢 家 か べた ぇ え プ 構 ま と ググ て の 熱 番 や た 

う で の も る 65 て ロ な と 感 を べ だ し だ し ょ と 
怖 「 仁 ご ジ と 先 い 才 革 お わ お が し ヂ チ と だ た “うき 
く 青 = ん ャ 音 成る ス を せ 残 つ = 青 ら か の 
な 業 ゆ ろ キ 業 "を 往 た る つっ ッ > 業 塩 ) 食 
い 炒 で で シ の “ササ 見 い 6 " 味 と に を き 感 

! め ゅ て つ ャ \ 味 ッ だ で 素 を す 直 加 っ が 


| 計 圭 075-822-5598 京都 府 京都 市 中 京 区 西ノ京 星 池 町 149 側 11:30 一 14:30(L.0.) 17:30 一 22:30(L.0.) 人 @ 火 曜 倫 予 算 昼 
1000 円 ~ 夜 5000 円 - カー ド 不 可 久 30 席 禁煙 JR・ 京 都市 営 地下 鉄 「 二 条 駅 」 よ り 2 分 倫 1974 年 開店 。 京 野菜 塩 炒 


039 『 め 1500 円 、 じ ゃ が いも 細切り ビリ 辛 山 概 風味 750 円 、 名 物 の て り ど ん 700 円 、 旬 の 食材 を 使っ た アラ カル ト も 豊富 。 


スー パー で 揃う 食材 で 
つく れる か ら 、 あり が 
編集 部 員 M・A 


疲れ て いで も 、 
ぼーっと し て いて お 
お いし くつ くれ る 、 
すご い レ シ ピ で す 
ーー 食 ラ イタ ー・ 安 井 洋子 


と SHINe コ WI  / 


へ てこ 


f 7 も 、9 
0 1 し 1 た 
プ ゃ や ヽ 1 
あっ さり し な が ら も コク が あり 、 ピ nc 
た っ ぷり の 白葉 が あっ と いう 間 に いす ょ ま 1 で 計 
胃袋 へ 。 レ モン や か ぼ す を 搾っ て 『' hg: 2 内 年 
味 の 変 化 を 楽し ん で も 。 余っ た 汁 7 る 2. 
と 少量 の ご 飯 を 軽く 煮 て も お いし YR 時 る * と 是 ここ 
く 、 パ ルミ ジ ャ ー ノ チー ズ と 黒 胡 N ビ 
板 を か けれ ば リゾ ッ ト 風 に 。 Y く  * 二 和 
い + 1 て NN ON Fw) 
* ゃ 
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つつ だ 並 SS で 守 


区 い 


料理 家 
E ン 


の アシ スタ ント を 長年 経験 し て 独 


立 。 雑誌 や 書籍 な ど で 活 躍 。 著書 
味 シ 人 


風 


る 


め て 食べ る 』( 新 
電 


や の 利 つけ で Rm 赴 合 ビ 


た だ た 


つつ み ・ ひ と み 夫 出 版 社 を 退社 後 、 


に 『 野 菜 は あ 
星 出版 社 ) な ど 。 


友人 の 食堂 で 腕 を 振る い 、 


堤 人 美 さん 


p 2 っ" 


葵 肖 ぶ さ ちり だ 握 


で そそ を 


S 全 信 
党 @ ぐ か の つつ だ 入 く へ ら 人 SQ@ 肖 


GtnS 認 


紀 壁 っ 別 つ 


捉 
PA AS 近 つつ 汐 お 6 多 - つ "Ox 


「 | 貴 や ゃ 擬 慌 じみ いり 立 り 


つっ 


FSSKr 


2021 


| dancyu JANUARY 
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材料 2 一 3 人 分 ) 
生 ダ ラ (切り 身 )… 3 切れ 
自 菜 …*4 個 (450g) 
塩 … 小 さじ 
パタ ー… 大 きじ 2 
AA | 酒 一 大 きじ 2 

トト yr 


つく り 方 


1 タラ は 大 きめ の 一 日 大 に 切る 。 
ザル に 並べ て 、 両 面 に 塩 を 満 過 
な 《 ふ る 。 その まま 20 分 置い て 、 
水分 と と も に 生臭 さき を 取り 除く 〈。 


る 自 菜 は 幅 5cm に 切り 、 軸 と 人 葉 の 
部 分 に 分 ける 。 フ ライ バン に 自 
菜 の 軸 を 敷き 詰め る 。 その 上 に 、 
キッ チン ペー パー で 水気 を 拭い 
た タラ を 並べ る 。 


きき バター を 少量 ずっ 散ら し 、 さ きら 
に 白菜 の 葉 を の せ て ぎゅ っ し と 手 
で 押し 詰め る 。 急 を 順に 回 し 入 
れ 、 蓋 を する 。 


人 強火 に か け て 蒸気 が ト 
弱火 に し 、 約 102 
さっ くり返し 、 器 に 如 る 。 


編集 部 員 S・M 


- 


ーー 料理 ライ ター・ 松 浦 達也 


ご 和洋 落 「 記 題 肌 


國 」mo 半 @ー ら いい 


INUARY 2021 


同じ 方 向 に 練る と 、 
MI 材料 (大 15 個 ) 
豚 肩 ロー ス 肉 ( 塊 )…3500g 
玉ねぎ … 個 ( 約 100g) 
片栗粉 … 大 きじ 1 
シュ ッ ウマイ の 皮 
(大 判 の も の ) * …15 枚 
【 下 味 用 】 
生姜 … 2 cm 角 程 度 
オイ スタ ー ツ ソー ス 
224 だ さき . 泌 
砂糖 … 大 きじ 2 
胡麻 油 … 大 きじ 1 
塩 … 小 きじ 1 
胡 概 … 適 宜 
醤油 、 練 り が らし … 各 少々 


まず 玉ねぎ の 半量 を 入れ て さっ くり 


混ぜ 、 さ ら に 残り を 加え て 混ぜ 合わ 8 。 
せる 。 混 ぜ す ぎる と 玉ねぎ に まぶし 財 
た 上 果 秒 が は が れ て し まう の で 、 や 。 ボウ ル に 馬肉 を 入れ 、 下 昧 用 の 生姜 豚肉 の うち 、 全 体 の 6 割 程度 は 、8 
さ し く 混ぜ る こと 。 を お ろ し て 汁 を 控 り 入れ る 。 生姜 以 。 m 角 くら い に 切 る 。 残 4 剖 度 は に 
も 外 の 下味 用 調味 料 を 加え 、 大 きく 円 。 角 切 り に し て か ら 租 め に 刻む 。 邊 挽 hh 
| て を 挫 く よう に 、 手 で し っ か り 練 り 混 き 肉 く らい の 大 き さ を 晶 安 に 。 こ ち 0 
\ て ぜ る 。 内 だ ね を 手 で まとめ て 、 ポ ボウ 。 ら は 、 つ な ぎの 役割 担う 。 
ル に 叩き つけ る よう に する と 、 粘 り  ※ 朋 切り の 内 (を ) は 食べ た 
が 出 て くる 。 


玉 店 で は 、8.5cm 角 の 皮 を 使っ 


肉 だ ね を ね か せる と 、 
締まっ て 弾力 が 出る 


豚 肩 ロ 


赤身 と 脂身 の バラ ンス が よく 、 


ボウル に ラッ プ を か け て 、 肉 だ ね を 

最低 2 時 間 、 で きれ ば 半日 ね か せる 。 全体 が 十分 に 混ざり 、 ポ ウル に つい 玉ねぎ は 5mm 角 に 切り 、 す ぐに 凡 栗 スジ の コク も ある 肩 ロー ス を 使 
し っ か り 冷 や し て 肉 だ ね を 締め な い た 脂 に 字 が 書け る くら い の 状 態 に な 粉 を まぶす 。 そ うす る と 肉 と くっ つ う 。 少 し 古い と 粘り が 出 な く な 
と 、 燕 し た と き 、 つ ぶれ た 姿 の シュ っ た ら 0K。 き や す く な る 。 全体 に 片栗粉 が な じ る た め 、 鮮 度 が 大 切 。 冷 凍 肉 を 
ウマ イ に な っ て し まう 。 ん だ ら 、 余 分 な 粉 は 捨て る 。 使う と まとまり が 悪い の で NG。 


2 こ な い 了 肉 ア た 叶 正 1 エ と た 継が 且 . 電 : 堂 そ 

使っ プ な の の 向っ が ゴ 5 肩 ン 育 る が 1 実 "ご き 館 を = 世 以 明 の れ お 
う 本 ル ぜ シ に 々 ば 暴 に に 口 は 筋 藻 存 ス は 一 生 人 店 し 1 味 来 治 一 ほ 

具 寧 だ か ュー し い 発 グ 輸 に が 籠 在 ょ -。 気 義 入 や て に に 期 品 と 場 し 
材 に が "ウタ つ 《 く に し ッ ゥ 油 黄 力 伸 で す も 開 に 焼 号 中 一 加 刺 1 に ほ = っ 調 - 
は 重 真 マ 食 て あ と を 人 色 強 び 提 る 言 田 人 き の 華 代わ 身 1 仕 し 姜 査 最 
豚 ね おぉ お っ イベ 食 ふ 懐 力 ちい きた 供 “" ぇ 屋 気 な お の 目 っ な 0O 出 て 田 が 高 
肉 5 い 当 は る べべ れ か を ょ か に そ き さも る ~- に と い 名 と て と 年 し 飛 屋 あの 
と れ し だ 止 と ご る し 入 い ら 5 も の れ う に 火 が し 店 な き 超 弁 び ~ っ 食 
玉 て 《 く かめ また 旨 れ と し 演 美 る も 有 腹 は が メ で る た さき 当 抜 の た 堂 
ね いな らら 65 た え いる つ を ち し シ う 板 ぉ ぁ つ 研 の 其 "まそ 屋 け 料 6 は 
きる る だ れ 手 も $ 味 上 けち た い = ょ と サ うい = 人 修 田 さ の よ と て 理 `? 
の "エエ "な が が わ て ょ ヶ プ ブウ 得 イ ー た 1 全 業 ア ま 問 し い は た 圧 ~ 
人 み 程 素 い 伸 っ い 結 口 ん 健 ロ マ 気 ド つ “ 入 ぁ 後 キ な て る ' 勝 と 
が 材 "びっ つ が 着 に 康 ポイ の メ り 紹 に ラ 品 お 創 "大 だい 
豚 一 は る 9 口 し 佑 腰 美 | だ 立 = 陰 す 介 店 き が で 業 衆 ろ ぅ 
肩 っ シ 肉 た 氷 あ シド ちょ の る し を ん メ ん し 食う ぅ 市 


も 03-3466-8371 東京 都 目黒 区 駒場 1-27-12 価 11:30-13:50(L.0.) 18:00 一 21:30(L.0.) 土曜 は 夜 の み 倫 日 曜 祝 日 
予算 1000 一 2000 円 カー ド 不 可 全 26 席 喫煙 可 @ 京 王 井の頭 線 駒場 東大 前 駅 」 よ り 3 分 人 創業 110 年 超 。 多 彩 な メ 
ニュ ー と 食べ ご た え で 、 行 列 必至 の 定食 屋 。 大 人 気 の シ ュ ウ マイ は 夜 の み の 提供 で 、3 個 700 円 。 予 約 不可 。 044 


適量 の 肉 だ ね を の せる 。 バ 


ター ナイ フ な ど を 使う と や りや すい 。 
左 の 親指 と 人 差し 指 で 輪 を つく り 、 


包む 。 


肉 だ ね を 輪 に 落と し 込む よう に し て 


皮 の 上 6 


蒸気 の 上 が っ た 状態 を 保ち な が ら 、 強火 で 


十分 ( 
12 分 ほど 蒸す 。 


強火 で 燕 し 、 
早く 形 を 安定 させ る 


下 尽 や 婦中 尽 ユ /A 和 中" 


Q 敵 駆 G 所 弄っ し 


最 R つ 急 ゃ つ 志 陰 つ H6tn | 


肉 だ ね を の せ て ボリ ュー ム 


その 上 ! 


並 


底 を 平ら に し て 燕 籠 ( 


ある 姿 ( 


肉 on 肉 の ポリ ュー ム あ る シュ ウマ イ 。 か らし 牡 油 を つけ て どう ぞ 。 


ローK 抽 光村 や 届く で 王 操 品 や o 
量 己 尽誠 守 0 ぐり 写ら 2 ピ 
3 すく くつ に = こさ 1 
ペ pQ 編 @ 福 導 王 か vo 

に 半 癌 人 ′ で K ペ ー ペ ーK 
公 王 る 「 叶 才 り 介 電 人 0 で 人 SQ 会 
で ざ 」 つ 記 補 司 り 人 血圧 や さ 富 補う 7 

NANA Y 計 鐘 G 刺 記 到 ” 務 や 上 
で だ OS 上 圭 全て 応 で 窟 導 
が EK まな: そつ ピー ル こ SC びき た ゃ た NOE) 
YA 

つや oco N ン OpW@ つけ 尽 公 
人 の りこ に oNESNIEAS に | 


束 ど 


べ 入 れる 。 


攻 団 人 せ 中 合 全 合 @ り つの 59 っ 最 *Q" 
ツ で Po 一 窒 志 や お る や 避 編 か が 
更 KG 写 り い 人 SSA SH トー 移 須 
や つ 柱 神 全 で か 志和 ロ リセ 7 
共 作 の 倫 Dye 8 の 遇 介 つら" 
由 信 生生 で 忌 め 向っ つう つ 羽 


つゆ ン NO SoG 補 (NEO PS うろ)* 


ポー 宗 紳 刑 鹿 窯 論 計 六 才 足 


留 旬 包 1G 

交 皿 中 村人 S 

時 x 妥 中 つ 

由 申 首 ふ 党 

、 肖 e 尋 人 

0 まま 導 3 

IN で 鬼 療 昌世 

に まま" 
を 

ト ・ 谷 信 マ 

> 田 人 較 定 経る 
Ne 。G 芝 叶 

ーー 娠 1 がち 


/ 呈 っ り 沿 ぐ り 司 人 や いり 記 " 
時 で 和宏 「※ 時 人生 」 つ の ロ 補い DSSeY 


のり 定め 一 く 旨 選 で のり > 
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045 


ざら ー@ 革 さ 叫 呈 「 ユ 
PA 間 枯 /NG ロ DS" 妹 
細 到 介 NG や "」 昌 理 
ュ 


この る 
ンー 人 か っ の で 

5 記 や る 33 な 
介さ PS だ シル 5 だ つや に ド デ 


auJ2/ 双 | 


き 
SR の や 公選 お 9 で や 
束 時 で 人 S ヾ %ー 


つつ 
還 財 くれ で の SSSG 水 洋 に た 


RS DNS つい し 愉 ち 8 誤 肖 書か の や 


パター の 海 で 泳ぐ よう に 揚げ 焼き が 
に し た 委 腹 内 は 、 し っ と り ふ く よ 1 の 
か 。 リ ッ チ な パ バター 風味 が 、 レ モ し 


ン で スッ キリ 、 罪 悪 ゼ ロ な 味 に 。 


Pa】 > 思 び 92: 衣 2 

味 ば 議 る も る 腕 

を りな び ちと 水 還 ど 

底 ど 。 ほ は 量 ろ , い 、 効 . り 

E じ 4 計 の ん 2 上 生 

ぜ げ た 。 後 バ メ 。 の ら 

す ジ 球 タ リ りあ か 
る モモ 44 は | 
レ ンス he 
モ が 揚 
ン 脂 』 キ 【 
っ あ 
シェ フ 。19 歳 で イタ リア に 渡り 、 友 こ 林 キ 
スペ イン 、 ペ ルー で 料理 経験 を 重 ア ぢ ) き や ぅ 
ね て 帰国 。 シ ェ フ と し て 腕 を 振る 1 ご を か に 
うほ か 、 ペ ルー 産 カ カオ の 伝道 師 に と . 和 ツ 
と し て 多忙 な 日 々 を 送る 。 魅 な 5 計 き テ チ 
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材料 (34 人 分 ) 


鶏 胸 肉 … 2 枚 澄まし バタ ー を 使用 。 バ ター を 湯煎 

ン モ ン … 1 個 で 容 か し 、 透 き 通 っ た 上 澄み を すく い 
取る 。 

塩 …5g 

粗 挽き 黒 胡 板 、 小 麦 粉 … 各 適量 

沙 き 卵 … 3 個 分 


バタ ー( 食 塩 不 使用 ) * …200g 


用 に 溶き 卵 を 流し 、 鶏 肉 の 全面 に か ら め る 。 鶏肉 の 両面 に 黒 胡 板 を た っ ぷり ふり か け 、 小 麦 粉 鶏肉 は バッ ト に 並べ て 両面 に 塩 を た っ ぷり ふり 
を 軽く まぶす 。 手 で ギュ ッ と 押さ えて 鶏肉 に し っ (写真 上 )、 手 で 押さ えて な じ ま せ る 。 半 分 に 切っ 
か り 粉 を 密着 させ 、 奈 分 な 粉 を 払う 。 た レモ ン の 中 央 に 人 差し 指 と 中 指 を 差し 込ん で レ 


モン を 回 し な が ら 、 鶏 肉 の 両面 に 果汁 を 振る ( 写 
真下 )。 ラ ッ プ を か け て 人 冷蔵庫 で 30 分 1 時 間 な 
じ ま せ 、 鶏 肉 に レモ ン 汁 を 吸わ せる 。 


こん が り 焼 き 色 が つい た ら 上 下 を 返し 、 バ ター を フラ イ バ ン に バタ ー を 中 火 で 熱し 、 溶 けた らき の 
スプ ー ン で 肉 に か け な が ら 、 中 まで し っ か り 火 を 鶏肉 を 皮 側 か ら 入れ て じっくり 焼く 。 

通す 。 一 番 厚 み の ある 部 分 に 竹 串 を 刺し 、 透 明 な 

肉汁 が 出れ ば 完成 。 器 に 盛り 、 フ ライ バン に 残っ 

た バ パター ソー ス を 回 し か ける 。 


て 0267-41-0059 長野 県 北佐久 郡 軽井沢 町 発 地 342-100 レイ クニ ュー タウ ン 内 代 完 全 予 約 制 倫 不 定休 代 ラ ンチ 1 万 円 一 
カー ド 可 6 席 禁 埋 JR・ し な の 鉄道 「 軽 井沢 駅 」 よ り 車 で 約 15 分 倫 2019 年 9 月 オー プン 。 
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へ 


ここ 


鋼 に の ご ぼう を 敷き 詰め て あら 
を 並べ 、 負 を 注ぐ く 。 ひ た ひ た よ り 
少し 少な い 量 が 目安 。 ア ル を 
落と し 蓋 に し て 強火 に か け 、 約 
10 分 煮る 。 


落 
演 


mn- 問 並 っ 滞 


いい S 骨 mr マ O 届 
へ 
NN ペン: 


油 


圧 交 らい て ひ 叶 腕 き 貴 
hn」 


汗 詩人 骨 並 me いす 表 ざい 活 


と 

味 

酔 思 
選 だ 2 
が け 宅 
| < い 
前 き 3 


yom いい me 癌 「ow 令 めき S 肝 」 


qw 湊 m 半 交 せ いひ) 潮 WCY 


INWS1 


Sm 


と 


油 届 党 。 


第 
以 
上 
の 


Ni 


宮 w 供 mw 


の B 9 絞 語ら 外 


魚の あら は 洗っ て 尾 の 先 や エラ の 
部 分 を 切り 落と し 、 水 気 を きる 。 
店 で は 3kg の 鯛 の あら を 使用 。 ご 
ぼう は よく 洗っ て 縦 に 四 つ 割 り に 
し 、 長 さ 6cm に 切る 。 


小川 真太郎 さん 

お が わ ・ し ん た ろう 旬 福 岡 県 出身 。 
京都 の 名 割烹 「 舐 園 さ ゝ 木 」「 余 
志 屋 」 な ど で 修業 を 積み 、 独 立 。 
明る い 人 柄 と 真琴 に つく る 料理 が 
人 気 で 、 店 は 常に 賑わっ て いる 。 


材料 (5 一 6 人 分 ) 


@ 計り 党 や つき 20e 和 補っ 8 人 層 所 恒 導 
人 昌 答 うつら で や や 」 尼 
回 回 
人 で 二 めぐ 幅 や 恨 信貴 還 や 世 。 ミ 
CDY を さ 
ミ 半 刀 PS 回 泉 りら っ ゃ 紋 き も eee い 表 臣 」 
で で 醒 
朗 wp マーxe 誠 昌 合 交 さり 公 丘 ロ ン ′ 。 芝 半 
る ト 才 て NN て 古 2 和 0sSyo oee937 稚 旦 
失せ さ 侍 環球 人 OR 2mempy)NsnG 。 ご きき 
ョ 8 
ゴロ 溢 く Ye" 忘 肢 営 話 益 本 つ 郷 。 S 
や の 扱 ざ つ 明 NANA 内 の 8 登ら 
ちい トミ ロー ミ 昌 oo6 つ Sg 退 。 とる 
深 つ つ 潜 つい 細い 表記 人 vo? き 記 
還 
SNSAN っ つ 舞 内 め GSM ン つの 衣 や を つ 月 
守っ 人 SONDA 人 人 守 最 
虹 板 際 全 脈 り 時 0 や 仁 Seoo「 
「Kー テ 台 WYG や 衝 家 舞 X 家 た 表 人 「 
EE 
人 ES 人 SOS NN XS 守 0 お 越谷 時 各 
レ ら * e と 7 で 
5 埋 湯 寺谷 骨 た me つや P キ 和 ら た よる 
セ ゃ ミ たか よこ 伯 で 
示 ロ KG 礼 
到 < mm っ 3 R R 
き 半 計 8 吉 守 宗 問 " り 尽 合 代 で 朋 か G 層 器 6 過 和 
さき ae や 4 
モ を る 。 の 
ド 持家 だ いり 潤 瑞 o の 句 著 税 の 上 ぐ 当 下 
示 MO wa と ら z Ya 『 に -] 
生き ちり 守 党 つ " 早 wS_eGS-HHEXedm 間 。 ) 品 
選 握 公 薔 呈 皿 
ロロ 2 いら ら 半 So mp る 三 wG 。 下 呈 1 
旨 上 
プ 忌 妹 


思 NAS つい 宜 志 移 量 ロ O 
SQ つの 党 り 細 際 和装 で 畠 お 守 人 う 
つめ 多 疹 朴 一 運 中 SN な PD 
愉 O で や ウー 堂 で っ 

完 SQw ロ っ つり 計 G 介 
所 ゃ つ ン で ホ の へ 


ず は 


会 短 
Q ン お ちや 


や り 全 多め つ ン ” りら -QG ム マン eo" 


ポー 回 喜明 宗 測 ニ 講 竣 ふ 中 ロ 


内 
に 】 


# 環 下 佑 


レ 
Wi 


数 々 の チャ ン ピ オ ン 牛 を 。 
育て て いる 川村 ファ ー ム 仙台 
の 川村 大 樹 さん 。 自 

や 餌 も 大 切 で す が 、 牛 に O ーー 
と っ て 快適 環境 で 育て 清らか な 水 と 良質 の 稲 わら 


ュ ン 0 店 きこ ン 隊 生 居 S 薄 叫 fit(Y(YV ユ 隔 洒 と で 旧 謙 呈 。 叶 へ 飛 の 温 党 軸 き 三 札 則 穫 寺 次 の OX す 嘱 
史 叱 は き U1IS 。 油 呈 の いさ きら St 蛋 半 cTEEH 時 法則 当 き 落 固 Q で て < 。 王 夷 培 め き 消 柳 衝 世 frOy0kfrdt(Y(YOX 笛 


GtC 接 w 償 SdkA% 


wrEEwSPee 麻 麗 き 6 回 き 


る か ら こ そ 、 お いし い 仙 そし て 生産 者 の 愛情 が 

台 牛 に な る ん で す 」 と 、 最上 級 の 黒毛 和 に 

畜舎 衛生 管理 に は 心 を へ ek ノ 

砕い て いる 。 

PART 
基 和牛 の 球 放 岸 三 中 
痢 の な 国 の の 叉 部 障 馬 生 の 、 
は ます 1 まま 志 
高 ン P 魚 一 県 

) 峰 ス も 名 米 な 大 良 場 大 に 「ALMA] 料 理 長 
ァ ょ と を や ゃ 半 崎 質 で 電 和 を 宮上 人 市 出 身 で 、 宮 穫 県 
し の き 仙 は ほ 破 野地 な は 甘 合 食材 を こよ な く 愛 する 気鋭 の イタ 
、 呼 め し 評 部 区 牡 豊 の 間 罰 リア ン シ ェ フ 。『 仙 台 邊 は 宮城 県 
最 び の 生 い を は や 魚 答 りん が 誇る 和牛 の トッ ププ ラン ド で す 。 
高 声 細 まき - 南 の な ー ぶ ! | 生生 らら を ちえ る こと で 、 硬 に 
ラ も か は ま 生 国 部 差 魚 つ が に の りす 
ン 高き 針 に 人 内 の 将 種 に や 1/ 甘味 が の り 、 香 り も 良く な り ます 。 
みい ぃ い に 降 し 出 下 言 を が が 数 っ 『// そう し た 風味 を 手がかり に 、 宮 城 
の ' 優 り て し ッッ 理 ゅ 盛 獲 えて 遇 /。 県 産 野菜 や ワイ ン を 合わ せま し た 。 
A 厳 れ とい ーー プ 地 ん れ ら まき | 肉 に 強い 旨味 が ある の で 、 シ ンプ 
3 し 名 る 食 ク 区 だ ` れ た テ - ル に 調理 し て 野菜 と 合わ せる と 新 
- い 和 " 材 ラ な " 沿 る ンプ . ) し い 味 に 出会え ます 」 と 語る 。 


文 一 鈴木 桂 水 提 影 一 鈴木 愛子 、 川 田 雅 宏 、 花 井 因 子 デザ イン 根岸 良介 (omodake) 


『 ワ イン 造り を 通じ て 人 や 地域 
を 結び つけ られ た ら 」 と 考え 、 

秋保 に ワイ ナリ ー と ぶどう 農場 
を つく っ た 毛利 親 房 さん 。 自 社 
畑 で は 、 メ ル ロ ー の ほか に 、 ビ 
ノ ・ グ リ な ど 数 種類 の 品種 を 圭 
培 。 将来 を 見 据え た ワイ ン 造 り 


人 


「 品 種 を 替え る こと で 、 一 年 を 通じ て 


お いし い 春 菊 が 出荷 で きる よう 、 工 夫 を 目指 し て いる 。 
) し て いま す 」 と 春菊 農家 の 伊藤 正雄 さ 
ん 。 柔らか い 葉 先 は サラ ダ に 、 歯 ぎわ る き う ヽ 
り の いい 中 間 は お ひたし や 鍋 に 、 茎 は リー 
炒め る な ど 、 部 位 で 調理 法 を 分 ける の 秋保 ワ イナ リ 
1@/ 柔らか く 香り 高い が お 薦め 。 EE 
呈 理 の 春菊 は 宮城 県 が 誇る ワイ ナリ ー 
が 指名 買い する 自社 ぶどう の み を 使っ た 
ca ピク 希少 な ワイ ン は 即 完売 
O 映え る サラ ダ に 欠か せな い 
宮城 県 産 パ プリ カ は 
みず みず し さ に 違い あり 
レグ 
最新 の 設備 下 で 肉 厚 な パプ リカ 
を 生産 し て いる デ ・ リ ー フ デ 北 
上 。 「 パ プリ カ と いえ ば サラ ダ 
で す が 、 丸 ご と を 直 火 で 焼く 黒 
焼き に する と 甘味 が 増し て お い 
し いで す よ ! 」 と 同社 の 阿部 淳 
ー さ ん 。 
と 
せり 
Pr 。 O 仙台 せり は 香り が 違う 
サテ っ 鍋 に パス タ に 大 活躍 
仙台 和牛 も 内 事 FE デレ と の 宮城 の ご 馳走 だ 


宮城 県 産 春 病 と パプ リカ の サラ 
雪が 降っ て も 腰 ま で 水 に つか り せ り を 
収穫 する 。 三 浦 隆 弘 さん は 、 無 農薬 で 
せり を 栽培 。 そ の せり は えぐ み が な く 、 
お いし いと 評判 。 手 作 業 で 泥 を 落と し 
た 根っこ は 取り 合い に な る ほど 旨い ! 


二 守 ーー ュ 


噛み し め る ほど 
店 味 が 広がる 。 み ずみ ず し い 春 菊 と パプ リカ を 6 
旧 上 パプ リカ は オレ ンジ の 鮮やか : 8 


農 三 人 っ な か て は ラ と た 野 豚 ド 良 な で い ぃ い べ や の B 
素 靖 生 ち と を 紀 い ニン 価 版 し を 種 昌 和 あ 脂 ` サ 名 5 
で 隆 食 の で 活 城 る 〈 ド 格 へ も の 手 「' 味 生 る と 快 サ を に 
せ 弘 材 お 生き の " わ ゎ わ 豚 の ミュ ネ ブ 塩 伊 が の “" 豊 適 - 名 格 
りさ に いし 産 水 人 を ず も バ ヤ リラ に 立 あ 県 豚 理 で 台 | 和牛 品 か な シ 乗 付 
を ん な ミ ささ る が と か ラ ギ レン か 浴 る と 畜 も 和 宮 で 和 午 ム を 評 な 環 え れ け 
育 は っ 呈 れ 絶 い " 生 ン フッ ド け 農 赤 “ 謗 注 城 も 洋 は の 生 会 香 境 な る さき 
で に 名 る を え を 量産 スポ ド で て 産 懇 信 諾 目 県 活 中 味 川 み で 9 で と 仙 れ 
る 県 "もち ー な は 産 量 を ! を 最 育 で っ ) 際 を の 用 を が 村 出 何 は 育 の 人 台 た 
せ 内 名 守 仙 い へ が 実 多 血 て は えと 和 間 集 個 で 問 測 大 し 度 まっ 稲 牛 黒 
9 で 取 吾 県 せ の 少 現 統 し ー さこ ッ そ め ゅ 性 きわ (て 弟 て も さき " わ ゎ わ は 毛 
栽 も 市 一 せ 南 り 期 を "は に て 伊 し う F 上 店 て 的 まず さい チ に ほら ` 和 
幸 数 の 曜 り 部 鍋 待 く と . 加 い 達 も ヶ ー 開 いな す ` 脂 ぶる ャ 食 ん を ひ 種 
の 少 生 全 一 の だ が ち お ぇ る の ょ ふ 種 は 発 る プー と が ん 有川 ン の の 和敬 と の 
第 な 産 国 は 名 " 高 流 らい た 純 り ご き * ラ と ん 軽 は 村 セ 芸 り 沢 め み 
ー い ぃ 者 的 取消 。 ま 通 の し 宮 粋 レ の 重 れ 宮 ン 話 を いつ ユ フ オ 術 ょ に ほぼ が 
人 無 "な 根 市 ら っ 基 プ ミュ さ 城 赤 ッ 改 厚 た 城 ド すす 料 の 仙 テ ァ ン 品 甘食 れ そ 


N 


宮城 野 訴 
プラ ンド 豚 


0 きめ細かく 季 ら か な 肉質 
量産 へ の 期待 が 集まる 


ノ 


交配 


に 風味 が 特徴 。 了 の 本 
来 の 旨味 が あり 、 余 分 な 脂 


た 


し も ふり レッ ド の 雄 豚 を 

ヤギ ノ ク ロ ス の 雌 豚 に 

させ た 宮城 野 朋 は あっ さり 
肪 分 が 抑え られ て いる 。 肥 

育 後期 に 約 2 カカ 月 間 、 飼 料 

米 を 与え た も の は 「 宮 城野 へ 
豚 み の り 」 の ブラ ンド 


と し 
ヽ 


に 


NN 


ンチ フェ ア 期 間 中 に 提供 し ます 。 


と 


強い 仙台 邊 の パラ 


込み 、 原 木 椎茸 を 合わ せ て ラグ ー ソ ー 
穀物 理 の ある アル フィ オー レ の か も 


わい ん が よく 合う 
た 


い 」 と ワイ ナリ ー を 設立 。 一 口 含め ば 、 
まる で ぶどう を 類 張 っ て いる よう な 香 


り と 言 味 が 広がり 、 ゆ っ 


の 料理 は た べ 、 


すか に 
り 酔 える 。 


※ 
ぶどう と 酵母 


ある 廃校 を 利用 し た ワ 
た 


洗 散 さん は 「. 
の カカ だ け で や さ し い ワイ ン を 造り 


人 気 店 の 元 料理 人 が 挽 む 


究極 の 無 添加 ワイ ン は 
買い 手 殺 到 で 入手 困難 


アン フィ オー レ 


イナ リー で 無 添加 ワイ ン を 醸造 する 。 


谷町 の 
原木 椎茸 生産 者 の 奥寺 隆行 さん 。 
し 
O 
柴田 郡川 崎 町 に 
頭 問 の 目黒 


N 


アム 椎茸 
L 1 


軸 ま で お いし い 
プレ 


O 原木 の 栄養 を し っ か り 吸 収 
季節 に 合わ せ て 数 種類 の 椎茸 の 
品種 を 育て 分 け て いる 清 
「 一 番 好き な 食べ 方 は フラ イ で 
す 。 ま る で と ん か つの よう 。 ソ 
ー ス で 腹いっぱい 食べ て | 」。 


交 ” 得 つ 篤 滞 て つ す 0 つつ 入 聞 0 
で の G 基 や 忠生 宙 お や て 還 抽 王 
6 次 慰 べ 人 る さ 短所 Np っ 7 
下り ン 貴 捉 統 G 回 愉 号 代 4 画 己 装 @ 
ES OO 放 う や / 
吐 作 系 の 入っ ろり 折 じ 挫 宮 叶 地 
振 ご や で 守 話 周 つ る 記 の 閉 ロ リン SQ 
に > 人 

憲史 0 の BN ペー と ト NNN や ピー 
で Qtn 1 NG 舞 雷 世 @ 候 豆 公 還 居 避 
親 ” 忠 間 波 ぐ 詩 人選 や 医 式 錠 電 や 
疾 選 SS 課 打 人 8 鶏 琴 史 電 の つ 
9 合 ふつ つ 入 舞う お 選 提 人 泌 つ 合 @ 界 下 " 
「A ANA 須 慰 や 区 札 GypGG 存 
移 部 油 つ り 潮 つう | つの 妥 秋 めで 侍 人 ym" 

紅 G 趣 肖 地 人 抽 人 の G 反 9 
NAO 人 重 移 く 和 NNn 尿 守 " 畑 穴 中 
せく Na ふ RGS 装 織 英 戸手 1 沢 層 温 
人 ION こる る 
ホ つ 例 粉 2" 羽立 つじ 全 や 皇 湯 か の 地 
窯 或 倍 く へ SN ミ ペー 和 GS いい 8 
生生 つ 2" か NN 82pxetQ で ” 低 公 
ひそ かす 、3】 
GSKN ふ SS びさ K K HKNSOG K マ ー 
委 つり ゃ 失っ つろ" 

候 拒 田 正 区 豆 め 天 で お 容 財 06 
例 志 SG 反 吉 窒 惑 発 R で AR" な や 
画 玉 球 GS h ANK と や く 統 人 いて 
へ の 可 ぐ 人 思 で べく 少 G※ー ミ 低 他 朗 
守 人 な や 所 稚 DOoP AN で ホホ ーー 
形 鵜 さや" 但 居 くい G 環 無 惑 半 
で 人 RS SS 名 る 箇 無 盛 超 
定 つ ] 擬 己 宮 つ ぐも ら 尽 補 あ 人 2" 


の 


肝 4 | 許 ら を を 楽し サラ ン テ フ ェ ア 有 人 


宮城 の 冬 は 食材 の 宝庫 。 そ ん な 宮城 県 産 食 城 の 厳選 食材 を お 腹いっぱい 楽し ん で も ら 
材 を 愛し 、 応 援 し て くれ る 都内 の 飲食 店 24 える は ず 。 忙 し い 師 走 、 そ し て いつ も と は 違 
店 が 集まり 、12 月 6 日 か ら 2021 年 1 月 17 日 まで う 気 苦労 の 多い この 冬 、 宮 城 の 美味 で 身 も 
宮城 県 産 食材 を 使っ た ラン チ フ ェ ア を 開催 心 も し っ か り 栄 状 補 給 し て くだ さい 。 下 記 の 
し ます 。 ラ ンチ だ か ら お 手頃 な 値段 で 、 宮 お 店 で 皆様 の お 越し を お 待ち し て お り ま す 。 


musmus ( ム ス ム ス ) 東京 都 千 代田 区 丸の内 1 - 5- 1 新 丸 の 内 ビル ディ ング 7 階 03-5218-5200 


大 崎 市 産 鬼 首藤 (お に こう べ な ) と 
宮城 県 産 豚 JAPAN X の 炒め 物 
【musmus】 


KNOCK 六本木 本 店 東京 都 港 区 西麻布 3-2-11 第 2 谷澤 ビル 1 階 03-3478-8220 
東京 都 港 区 ウ 浦 3-1-21 


東 松 島 の 牡 敵 と 海苔 、 仙 台 せ り を 
使っ た 牡 類 豆腐 [銀座 こび き 】 


宮城 県 産 牡 六 麻 愛 定 食 
【 サ カナ バル 五反田 店 】 


※ フ ェ ア 用 の 特別 メ 


ンチ の 営業 日 や 時 間 な ど は 名 店舗 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


ーー 
の O _M/ と 
「 宮 城 県 WEB 物 産 展 」 開 催 中 | 語 。 =, 2 回 党 回 


イン ター ネッ ト ・ シ ョ ッ ピ ング モー ル "「 楽 天 市 場 本 
特設 ペー ジ で 「 宮 城 県 WEB 物 産 戻 」 を 開催 中 で す 。 

期間 限定 で 割引 クー ポン キャ ン ペ ー ン も 実施 し ま 
す 。 クー ポン 配布 期間 は 、12 月 上 旬 2021 年 1 月 
上 旬 で 、 な く な り 次 第 終了 で す 。 こ の 機会 に 宮城 
の お いし い 食 を お 楽し みく だ さい 。 


「 宮 城 ふ る さと プラ ザ 」 は 、 宮 城 県 の 特産 品 を 揃え 、 観 光 情報 を 
発信 し て いま す 。 池 袋 駅 東口 か ら 徒歩 2 分 。 ぜ ひ お 越し くだ さい 。 
東京 都 豊 島 区 東池袋 1- 2 -2 東 池 ビ ル 1・2 階 て 03-5956-3511 


@ お 問い 合わ せ / 宮 城 県 諾 牙 部 食 産 業 拓 興 課 プラ ンド 推進 世 て 022-211-2813 長 材 王国 みや ぎ 
https://foodkingdom.pref.miyagijp/ Foop kiNepoA AIYAGI 


に 旨く な る 。 
入門 レシ ピ の 傑作 で す 
元 編集 部 員 S-K 
大 皿 い っ ぱい 
くっ て も 1000 円 以内 。 
日 々 の お か ず と し て も 、 
も て な し 料理 と し て も 


喜ば れ ま す 


陸上 oy 
罰 リ と 焼 か れ た 皮 の 香ばし さき 千 と 6 半 画 | 
言 さ の 秘訣 。 ビ ー ル に も び う た り まっ 隊 
だ が 白飯 も 欲し く な る 、 な 6 と りく 月 引導 
訪 剛 な お か ず で ある 。 杏 快 に 手 づ ょ 軸 
ん い 男 


か み で 食べ る の が いい 。 


材料 (つく りや すい 分 量 ) 
10 本 


人手 羽 先 … 
【 符 味 野 菜 】 


包丁 を 入れ 、 羽 先 と 


切り 離す 。 


1 鶏 手 羽 先 は 関節 
手羽 中 1 


つく り 方 


計 は 全 
| $ じ せ 下 陣 県 コン 拓 9? 5 
で 邊 SG ゃ ぶ 交 

貞 環 やつ 公 っ つ ま 和 手 
9 る 
るる Q 褒 キン SQ 民 3 

せ べ 克つ 


還 Fi っ 悪 計 出さ つ 員 で 宗 血 計 G 民 OO 幸 宮 屋 澤 合 補う つの 庄 明 人 
: SN Se AT かつ 穫 つき お 信人 守っ "mv ズ 和 線 丸く 
き 5 信 呈 誠 瓦 下 m で 人 ち 。 財 更 案 G 所 2 衝 会 さ 隊 人 生 で RSS DSAAS" 揚 
0 2 ミ で 時 2 で 人 8 っ り 宮 っ 光る 凡 e で 生 ろく G 劇 を 中 后 利幅 了 東 
作 作 まる Des 中 屋 さ 緊 只 や 9 人 人 で で 宙 表 の 人 SG か G 変 膨 合 放っ" 間 紅 ど 
人 洲 や 店 寺 寺 6 つて 人 入 攻 かつ の 組 の 全う 7 半 所 吾 守 党 め 昌 つ 合わ 二 当 KーN 
ij aa 抽 : R に 5 5 1 ao 
時 2 ご まま き 業 加計 の で MM だ だ | 二 
洛 リ 財 し 4 バ 幸 @ 中 羽 安 肢 、9′ 部 宮 吉 陸 Sn 公 11NSS" 則 褒 介 に 
才 き きせ 六 N 寺 時 区 Mo 呈 起 肝 所 加 時 Sn LO) 
ロ 弟 か 因 宮 頑 つ 皿 演 変 や 天 2 リン 紐 告 中 店 や 3 今や ポ 
[すすま ホン や ao SG ロ 議 ご 削ら 潮 堂 つ 妥 守 つく 生息 we 生け -O wonO り 
EN や 叶 で 生 倍 | GE つも 窓 送 委 0 の つ / 送 和 SS を 
級 ふ 人 @ 恨 。 ド 。 守 な 過 痢 。 察 つ きこ 桂 癌 6 康 肝 G 還 近侍 APSve 征 ネン" 選 の N お つか ら 記 公式 
上 や だ う っ 内 つ 全 で 。 。 暑 。 ロ n 訪 果 NG 叶 | 碧 思 " 選 礼 『 己 泥 や か ヤ Q べ NN ゃ 詳 っ を やっ" その 完 攻 で そ ヘ 一 旨 民 名 
送 つ ぶ ン 細 っ らら 等 で つ 名 屋 ミ GS 
人 、 年 。 で 介 癌 放 る 人 に た 9 二 、N02 
リロ 。 の ちの 只 内 ゃ つっ 。 つら りら 届 や 震 補 やつ りつ で ME2" 守 品 4 の 講 。 愛 民社党 で やらせ AvoS 選 
年 人 : 厚 ぃ 太 3 三 : ッ ロ 
衣 さ 1 キン < 証 WGDS 。 さ S SS 晶 。 護り 語 つい 所 、 赤 肢 S9 下 宙 お 定 措 CNPm 62 絆 て Ro 
人 六 軍 つや っ や 由 セ ペ 替 。 人 る 宮 に た た 買っ 宏 " 中 民 思 誠 肛 っ eK 人 Sh 凡 皿 を 員 英 人 か で 全 司 要ら つつ 3 だ" 
い D 他 し 9 坊 巡 O 編 @ 朱 全 電 Ne) ER ー 
いさ 1 し こ 1 ョ ーー さ 1 4 由 ァ 
加 る 上 ょ で 5 っ N 家 1 財 お 人 了 過 も と > とく で : マ くだ UP 己 %S 芝 玩 康 民 枯 @ 下 民団 齋 司 、 パ 
ン だ お W 選 う ans 。 ミ 2 1 だ る 
る も ン ま 63 さい iP NAK 
本 四 $ 8 0 S つ つ 品 8「 倫 早生 全 生玉 状 ろ 昌 季 選 守 D で 喝 演 0 GS 和 " 
人 補 39 8 p ュー や 室 人 Si 
久 つ 中 キロ お や 室 MM 
QR ⑳ ド ま 旨 語り am い 史 つ う 油 書 や 准 
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飛翔 。 柚 子 胡 


概 の パン チ は ある が 引き 際 の よい 


一 通 ひ る む が 、 食 べた 


瞬間 た じ ろ ぎ を 忘れ る 。 磯 臭 さ を 
生 ク リー ム が 包み 、 海 苔 は 面影 を 
・ 柴 田 香織 


ら 


海苔 パス タ つ くれ る ! と 、 


辛味 が リズ ム と な り 、 楽 し い 一 品 。 


その 黒き 
残し つつ 別 の 食材 

条件 反射 的 に 思い 出し ます 
ライ ター 


カメ ラマ ン ・ 神 林 環 
海苔 を 見 つけ た 


目 で す が 、 


イン パク ト の ある 
た 


食べ る と 本 物 


見 


ポ 嘆 民生 選 拓 の 下 地引 製 
52 PS" 束 選 勤 な 天 紅 各 議論 
る 相 て お 下 リリ RGGn5S 
ゃ ャ SG 低 、 つ 貞 っ っ 導 還 問 記 SS 個 28 
GS も し な | m 肖 視 前 売 の nA 
ゃ PS KNAK 乱 近 民 り 対 衣 抽 めで 
4 さこ ます) を 『 こ 】 く Y く 4 
jj)GK KA ひひ の 周 ど で ペ や トト 
@ 論 有志 紀 『 ホ nyYHhh ヘ 」G 才 周 
や 王 搾 弄 消 WMN や ロール や いら っ 
べ ⑤ ヾ さこ トマ ど 諸 @ 温 色相 
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。ri 和 コー ぐ パ ビ 


の 


准 党 時 す 薄 中 菌 を 和 瓶 9 涯 


本 
場 
で 
1 
通 
用 
す 
る 
仕 
選 
が 
り 
ヒコ 
す 
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日 高良 実 さん 

ひだ か ・ よ し み 亀 「' ア クア バッ ツ 
ァ 」 オ ー ナ ー シ ェ フ 。 日 本 の イタ 
リア 料理 界 を 事 明 期 か ら 支 える 一 
人 。 イ タリ ア に は 冷 製 パス タ を 、 
日 本 に は バー ニャ カウ ダ を 、 と 二 
つの 国 の 食 文化 を 橋渡し し て きた 。 


本 


6 


文 率 る と ザ に ツ 1 日 

な # が こ 中 イン ツ 1 ム 高 

出 異 と 毒 タ チ 1 ス と シ 

和 様 も 性 リ | ス の 柚 = 

香 に あの アズ を 完 子 フ 
子 高 り あ 人 を か 成 胡 

最 い る を 合 5 だ 板 な 

影 パ 休 味 房 わ め "を る 

結 ス 日 わ に せ て ゆめ 加 ほ 

林 用 の いし れ 下 : た を 

な 昼 "た ば 仕上 て “ 

時 の に 気味 出 上 が 味 そ 

だ 登 軽 は 来 げ っ 見 こ 

場 に 下 綴 江 も だ 

す つ ち が パ ペ た 生 

る 《 ょ リル ン ら 6 グ ク 

確 れ っ “" メ ネ リリ 


材料 (2 人 分 ) 

海苔 ( 全 型 / 有 明 産 初 摘み )… 2 
生 ク リー 
柚子 胡 板 … 3g 

バ パルメザン チー ズ …10g 
ペン ネ …160g 

括 … 適 量 


枚 
…160m 


つく り 方 
パスタ を ゆで る 


鋼 に 2 2 の 湯 を 沸か し 、 塩 
20g を 加え て ペン ネ を 投入 。 

袋 の 表示 時 間 よ り 1 分 短め に 
ゆで る 。 


ソー ス を つく る 
人 鋼 に 水 約 カ ッ プ ぬ を 入れ て 中 


火 に か ける 。 沸 いた 6 海苔 を 
ち き ぎり な が ら 加 え ( 写 真 )、 

ゴム ベラ で 混ぜ る 。 あ っ と い 
う 間 に 溶け る の で 、 素 早 《 混 
ぜ る こと 。 

有る に 生 ク リー ム を 入れ て 混ぜ 
(p)、 机 子 胡 板 を 加え る (@)。 
柚子 胡 板 は メー カー に よっ て 
塩分 が 違う の で 、 味 見 を し て 
気 が 足 りな か っ た ら 、 塩 ひ 
と つま みろ を 加え る 。 


仕上 げ る 


信 ペン ネ が ゆで 上 が 


た らき に 
加え 、 ム ラ な 混ぜ 合 わせ る 
(d@)。 パルメ ザン チー ズ を ふ 
り 、 全 体 を 大 きく 混ぜ る 。 


化 1 海 っ 湯 か し 
し ドド 昔 と に つが で 
て だ は い 衝 《 パ 生 
パ が ト う 苔 リスク 
スッ 間 を 方 タリ 
タイ アイピ に ち は ツ 1 
に ゥ み ン 溶き 超 1 ム 
か ク け り が ス ょ と 
ら う に る な つ に 合 
ゅ 入 使 "が く な わ 
る 人 う 和 ら 5 ほる さき 
の は の の 加 と の る 
が 穫 お パパ えッ と 
好 材 スス る ン "^ 
み を タタ は プ ブ な 
に 喧 必 だ ご め 
と 体 と た と あ " ら 6 


。 の 宛て きき 懇 憶 史 すす 営 


て 選ぶ て 活 晃 加 へ ビー さく ポ N 4 We 活 


滞 S 基 党 


旨 
十 
低 


KU 


。 放 相知 中 菩 き 有 脱 らぶ 


my 話 入 と ルオ 呈 語 志和 ら 海 


Oi ト ハ ン トー 


らら 


員 葉 密 田 
ふ ぶ 記 き " 喜 


. 和 NX と さて 陸 誠 さ ら 表 


Sr 「 は させ きき すき 浅 と さ テ ペ さ 」 


て 03-6434-7506 東京 都 港 区 南青山 2-27-18 パサ ー ジ ュ 青 山 2 階 価 11:30 一 14:00(L.0.) 17:30 一 20:30(L.0.) 土日 祝 
の 昼 は 15:00(L.0.)、 夜 は て 20:00(L.0.) 人 年 未 年 始 豊 パス タラ ンチ 平日 の み 1400 円 - 夜 の コー ス 1 万 円 カー ド 可 


@⑪60 席 (個室 あり ) 禁煙 G 東 京 メ トロ 「 外 爺 前 駅 


より 2 分 久 2018 年 4 月 移転 オー プン 。 ア ラ カ ル ト で 注文 可 。 


「 m 
ふ 呈 Se 議 


編集 部 員 S・M 


よ ス 2 
り タ 6 
ラ 5 
ラ : 全 
ラ 4 
| 
特 っ 
集 パ 
取材 以降 、 自分 の ラグ ー の 
つく り 方 の 定番 に な り ま し た 。 
も う 決 し て 挽き 肉 は 炒め ませ ん 
自分 の 料理 を 劇 的 に 変え た 
ラグ ー の 王道 。 含め 者 の よう な エ 2 の ) 三 32200 


アリ ー な ラグ ー は 毎日 食べ た い 優 
し さ 。 肉 塊 と 野菜 の 不揃い な 食 感 
が 、 食 べ 続け た く な る 理由 か も 。 


ライ ター・ 柴 田 香織 


し | 


⑳ 


要 @ 吾 演 せ 7 
家 悦 提唱 未 StG 
旧 MstQG せ MHR 名門 G* 


衣 散 つね 滞 や 公 2SNG 公 
で 殖 っ 貞 せ | 記 つ きっ " 


臣 箇 せ 
玉吉 人 S 紋 ke 


貼 近 せ 胃 ふつ ぐし の "黒人 
OAIUNSKNSNSSE: 
Kーhi EAI 


赴 G ロ 
やじ 起 喘 


棚 史 雇 庄 肝付 い ン GO” 暑 
@ 個 貼っ うり "区 人 耕 伴 や 
で や で ぶ 陰 潮 つ じ " 炉 
セン Ne 三 訪 で 挫 絹 和 太 
で し 区 瑞 め る 信 ン ピ 
ね 人 7 后 到 示さ を っ" 


鈴木 美樹 さん 


採 得 Np 3 
較 NE 
Ki へ 嘆 
も 
・ nnT 
6 1 

コッ 
間 に 36 
る うっ う ネ ホー 婦 
選 代 1 筑 p 
SG さ d 枝 
・ 刀 ン ヤ 吾 頒 
W 氏 し 四 で 
ゃ PPwhP 
医 周 ふ 中 選 


UARY 


N 
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短 洲 罰 めぐ G 康 司 全 っ いっ 宇 酢 
や ゃ いか ふつ りら eS 司 演 
管 表 信 りつ のせ] 記 @ 滴 2 和信 守 っ 全 で 
祥 つ DS 一 革 花 ぐら っ 玉 "GS 
沖 2 全 理 @ 列 2" 泡 洒 人 3 康 周 
で を っ の つき で 叶 ン pfvo 回 
完 つ り 「 弄 2 吾 人 つや で 

選 NーG 雇 党 8" 調 G 司 開 求 分 
"rjpin を で mA で O やり 員 絹 


塩 と 
こ 味 を つけ る 。 


よく も み 込 む 。 全 体 に 


り 、 


と 
に 
時 
無 
居 
に 
全 
還 
ュ 
和 
に 3 
較 
守 
具 


ド 
全 
夫 
基 


で 完全 人 で 人 S」 つ の 央 守 丸 宮 か 宙 G 
居 還 ATNA キ NO の 鎌 上 表 4 で" 
竹 単 つ で 系 の ep 必 史 記 ) 失 


不揃い な 豚肉 た ち が 、 パ スタ と 
一 体 に な っ て 攻め て くる 


ーーー* 豚 ラグ ー (つく りや すい 分 量 ) 


ざま や つき 2"「 の うり や 天 G 党 Ws や 
Ss 重 長 弱 人 送 生 So で 」 つ 門人 直 
e ペ に 回 は 宙 和 やや っ つの 里 信 つ いり | 半 っ つの 宙 邊 年 市 
1 PIN KGSwBMKRDNM 
に - ご : > : て で うき だ 2 と ひろっ G 演 お SG 補 全 で"「 の 
< 上 る SS き RS ミ りや 忠和 税 肖 つる 0 補 さ 記 人 理 
る 軸 ミ 1 N きる PT 人 く SQ を 喝 全 一 」 宰 宮 か 到 8" 選 や 
を ま NNN* DRNNKmeW 矯 ろ 
SV コッ TE 2 
人 SE か 妥 仁 くら 細 党 和 く 0 P 己 か で 
A 公 肖 だ ン で ン の ろう 表 合 ye" 
> が コ 谷 へ G 水 合 由 舎 ′ 1 性 G で や の 刻 
1 が 拉 S 也 NR_ONN 一 る 箇 o 醒 6 ホ ャ K 
ii 和 ほ 記 NNーG 由 税 か n さ で つつ 扱 あろ 
きき 一 夫 削ら ンー で 2SK 舞 っ 守 妥 さ わり で 会 講 誰 ” 
時 て る で ミ ポロ ロー 「 村 人 る ン 罰 ら つの 中 補 全 で 玉虫 人 
還 ミ 遇 時 所 か PKKー 和 か 公 抽 eo」 RT づつ 
マ 人 N NR まま し 憲 @ 刷 宗 革 個 表 ST「NN 一 叶 無 汐 
NE 計 。 39。 半 完全 び 提 補 mn っ の 
NN と 介 Ao マン る それ 給 の 吉 り りゃ ン ム 家 
当 コ ミ WWXES 喝 さ wm 裕 銘 つり ー 聞 野際 つ 


材料 (1 人 分 ) 
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・ 鶏 ラグ ー( 下 記 参 照 )…100g 


- と 鶏 ラ グー (つく りや すい 分 量 ) 


鶏 ラ グー の パス タ 
飲ん だ 後 の 締め パス タ は コレ ! 
鶏 そ ば 的 な 軽快 さ で 明 り た い 


材料 (1 人 分 ) 
スパ ゲッ ティ (1.9mm) …120g 


大 きめ の 鍋 に 丸 鶏 (ガラ や 骨 付 
きも も 肉 、 手 羽 で も 可 ) 1 羽 と 
香味 野菜 (セロ リ の 葉 、 玉 ね ぎ 
の ヘタ 、 に ん じん の 皮 、 長 ね ぎ 
の 切れ 端 な ど ) 適 量 を 入れ 、 か 


鶏 の プロ ー ド …70m2 
E.JV オ リー プ ブ オ イル … 適 量 
バ パルミジャーノ チー ズ … 適 量 ぶる くら い の 水 (ミネ ラル ウォ 
黒 間 板 … 適 量 ー タ ー) 約 4.5 2 を 注ぐ 。 あ と は 
ポロ ね ぎ ( 2mm 四 の 細切り )… 約 5cm 弱火 で コト コト 2 時間 ほ ど 煮 て 
渡し た ら 完 成 ! 残っ た プロ ー 
ド は 冷蔵 庫 で 保存 


鞭 挽 き 肉 ( 細 挽き )…400g 
塩 … 適 量 (鈴木 さき ん は 10 つ まみ ) 
玉ねぎ ( 粗 み じん )…30g 

に ん に く ( 粗 みじん )… 2 二 
セロ リ ( 粗 みじん )…30g 

アン チョ ビ ピ ( フ ィ レ )… 4 枚 
自 ウ イン … 大 きじ 1 
鶏 の プロ ー ド 適量 

E.JV オ リー プ ブ オ イル … 適 量 


つく り 方 

鶏 ラグ ー を つく る 

1 夷 挽 き 浴 を バッ ト に 広げ 、 全 面 に 満 財 な く 塩 を ふり 、 よ くも み 込 む 
全体 に 昧 を つけ る 。 


錠 小鍋 に EJV オ リー ブ オ イル を ふた 回 し し 、 玉 ね ぎ と に ん に く 、 セ ロリ 、 


アン チョビ を 入れ て 紅 火 に か ける ()。 パチパチ と 音 が し て きた ら 、 


弱火 に する 。 玉 ね ぎ に 胡 明 感 が 出 て 、 鍋 の 縁 に 色 が つい た ら ま を 投入 。 


3 再び 強火 に し 、 肉 全体 に 火 を 通す 。 肉 の 色 が 変わ っ た ら 自 ウイン を 入 
れ 、 了 肉 が ひたひた に な る まで 鶏 の ブロ ー ド を 注ぐ (p)。 沸 いた ら 弱 火 
に し 、 蓋 を し て 40 分 ほ と 煮 込む 。 


パス タ を ゆで る 

和信 鍋 に 水 2 9 を 入れ て 沸騰 きせ 、 塩 
20g (分量 外 ) を 加え て パス タ を ゆ 
で る 。 表 示 の ゆで 時 間 よ り 1 分 短 
く タ イマ ー を セッ ト す る 。 


仕上 げ る 

5 小 鋼 に 有 ラ グー を 入れ て 中 火 に か 
け 、 ゆ で 」 パス タ を 加え る 。 
鶏 の ブロ ー ド を 入れ 、E.V オ リー 
プ オ イル を ひと 回 し 。 パ ルミ ジャ 
ー ノ チー ズ を 豚 ラ グー の パス タ よ 
9 り 少 な め に お ろ し か け 、 黒 胡 板 を 
ふっ た ら 、 ポ ロ ね ぎ を 加え 、 全 体 
を トン グ で 軽く 和え て 、 皿 に 盛る 。 


form http://13DL.TO 
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信 
ラッ グー と パス ク を 
和え る 


鍋 に 水 2 2 を 入れ て 沸騰 させ 、 塩 20g (分 量 外 ) を 加え て 
パス タ を ゆで る 。 表 示 の ゆで 時 間 よ り 1 分 短く タイ マー 
を セッ ト す る 。 小鍋 に 豚 ラ グー を 入れ て 中 火 に か け 、 ゆ 
で 上 が っ タ を 加え る 。E.V オ リー ブ プ オ イル を ひと 
回 し 。 パルミジャーノ チー ズ を お ろ し か け 、 器 に 盛る 。 


婦 ト ぜ 感 に ぜ た 小 上 し 
全 な て に じ 合 パ 鍋 げ き 状 

田 食 パ に パ わ ス に の に 
和音 ベス す ス せ タ ラ 3 “に 
村 頃 多 る 夕 を グ ス そ る さき 
好 の を “に フ 投 | タ しれ 
影 用 准 を そ を ラ ォ 入 を と て だ 
W グ ま うぅ う グ 1!| し 入 ラ ' 肉 
キ 1 すす 1 ク て れ グ 長 は 
テ に これ が を 全 た 1 後 ふ 
ン 出 と ば 適 引 体 6 の の っ 
き 美 度 き を バ 重 〈 
ノ を 〈《 皿 に 上 ざさ ゆ ゅ ゆ ラ 要ら 
を る の か げっ で ン 事 と 
の ジ 上 らら た 《 上 ス 項 し 
だ ャ で ま と り が だ は た 
* ス 混 る 混 っ 仕 優 


食 ラ イタ 放置 安井 洋子 文筆 家 ・ 加 藤 ジ ャ ンプ 


1 へ 


ロゼ 色 の し っ と り 筐 め いた 仕上 が 
リ 。 合 嶋 は 和 の 肉 
く 、 風 味 が 穏やか な 国産 が 


氷水 と 冷蔵 庫 の 
段 締め ” が 肝 


れ ほ と ど 清 い 味 を 
つく れる と は 
編集 部 員 F・S 


弾力 の ある 歯ごたえ な が ら 、 ジ ュ 
ー シ ー な 柔らか さも 。 酒 と 醤油 だ 
け の 調味 で 、 く っ きり 輪郭 が 立つ 。 
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材料 34 人 分 ) 


合鴨 ( 胸 肉 )…300g 鴨 ロ ズ 者 


【 煮 汁 
酒 *…500m2 惜しみ な い 
普 油 …50m の 


だ し の 感覚 で 日 本 酒 を た 手間 の 先 に ある 滋味 
味 醒 …40m の っ ぷり 使う 。 愛 用 の 銘柄 
沙 き が らし … 適 宜 は 茨城 の 地酒 "月 の 井 "。 


フラ イ バ ン を 熱し 、 鴨 の 皮 目 を 強火 で 焼き つけ る 鴨 の 皮 は 厚み を 少し 残し て そぎ 落と し 、 筋 を 取り 
よう に し て 脂 を 落と す 。 除く 。 


鴨 の 皮 の 表面 を 押し て 弾力 が 出 て きた ら 、 鍋 か ら 鍋 に 煮汁 の 材料 を 合わ せ て 火 に か け 、 強 火 で 煮 立 
取り 出す 。 端 に 金 串 を 刺し て 涼し い 場所 に 吊る し 、 て て アル コー ル 分 を と ば す 。 鴨 肉 を 入れ 、 途 中 で 
30 分 ほど 置く 。 血 の 受 け 皿 を 置い て お く 。 鍋 に 残 上 下 を 返し な が ら 、 中 火 で 12 分 ほど 煮る 。 

っ た 煮汁 を 半量 程度 に な る まで 煮詰め 、 冷 ます 。 


Ne、、 
1 も 、 | 
N_1 SN 
藤本 竜美 さん 

ふじ も と ・ た つみ 坦 ' 辻 留 」 の 板 
場 に 立っ て 三 丁 余年 。 師 の 辻 義一 
氏 か ら 茶 懐石 や 北大 路 骨 山 人 の 哲 
学 を 学ん だ 。2015 年 より 辻 留 料 
理 塾 の 講師 も 務め る 。 


1 枚 (300g) 
遵 …50m2 
青 油 …10m2 


粉 山 概 … 適 宜 


材料 34 人 分 ) 
鞭 も も 肉 … 
胡麻 油 … 適 量 

【 た れ 】 


小麦 粉 … 適 量 


% 


フラ イ バ 
し っ か り 焼 
る 。 好 み で 焼 


胡麻 油 少々 を 
熱し 、 再び 


か ら め る 。 


り 、 粉 山根 を ふ 


小麦 粉 を 閣 く ま 


清廉 を 映す 潔 さ 


の 


し 、 表 面 ! 


き 色 が つい た ら 取 り 出 し 、 氷 水 
す 。 フ ライ バン ! 


取る (写真 )。 粗 熱 が 取れ た ら 
取り 出し 、 水 気 を 拭い て 冷蔵 庫 
火 を 強め る 。 た れ の 材料 を 加え 


て 、 煮 汁 を 肉 1 


ン を 熱し 、 胡 麻 油 少々 を ひき 、 
3 


皮 目 を 中 火 で 焼く 。 
き ね き な と を 添え る 。 


走 し て 弱め の 中 火 ! 


傘 肉 を 焼く 。 
き 軽く 焼き 目 が つい て きた ら 少 し 


で 冷や す 。 
愛 1 の 鶏肉 を 、 一 日 大 の そぎ 切り 


り 方 
1 発 肉 は 筋 を 取り 除く 。 


! 


鳥 の くわ 焼き 


茶 懐石 の 


つく 


氷水 に 取り 、 身 を 締め る 。 粗 熱 が 取れ た ら 取 り 出 


し て 水気 を 拭く 。 


7 の こつ て 作野 めい CS 選 更 電 党 
ここ ADaY こ KK 人 2/ 
條 か 計っ 」 つ ら っ 愉 りつ 発 移 生 赤 選 
や さり っ"「 羽 亜 」111 写 亜 刊 べ 慰 術 
1 選 8′ 光 枯 G エ や w い 窟 ろり っ 

「 赴 記 め っ を 人 生 で き 2" や S。 則 伴 
長 N や 上 り " 貢 代 人 将 表 作 全店 
ゃ ンー や ゃ し 守 和 や 涼 間 変 層 じ つ 人 S で 6 
ャ S や P」 つ の 否 宮 中 や っ 交 w 対 mWG 
紗 攻 所 流 めで 人 8 他 守 移 得 *m” 腕 要 較 
親 り な 合 *@ an っ いり の OSG 全 " 
つ 87「 羽 下 」 の な や せ 時 叶 
で Q 計 ローK 家 や 人 Se 選 下 や め つ N 会 
で 購 っ り 功 送 つ つ 人 お 叶 ぐ 時 か か 京 基 
汗 つも" 式 基 コン 完 か の 党 の y 
り 全 で を で つの 宜 @ 日 諾 の 「 赴 ませ 
めぐ や 昧 避 り 虫 宮中 公 汗 m 叶 


に とこ 


で つ 刀 閥 で っ 全 幸 6SQ」 つ 朱 衝 で " 


で ほ ン ARG で つの を っ つう 只 ろ か 旭 。 ら 居 


監 り 、 煮 汁 少々 を か け 、 


鴨 と 煮汁 を 合わ せ 、 一 晩 置い て 味 を な じ ま せ る 。 
鴨 を 3m 幅 に 切っ て 器 に 
か らし を 添え る 。 


せ 洒 中"「「 局 恒 私 志 weG WP リー 
ペーパ Sm 営 全 也 の 信人 で SQ 世 さ 
つ 扱 GSye 査 り の 公選 人 錠 プ 和 名 合 
つ ′ 交 落 宮 必 洒 り 、 や や 」 
己 め 時 つ | だ つ 入っ 守 "区 杜 WWG 
注 境 G 選 互層 の 回 合 り 沙 り " 
めぐ 赴 響 遇 や 邊 を つ "′ 応 喉 知り 会 
ざ 層 中里 称 葵 や 記 記 上 旨 人 る で 唐 
問 as0 で さり いで 5 っ 、G 絶 
生け りり 人 話 多 で 2 ぃ 6 

「 記 で 愉 」G に た 選 算 や” 量 G 客 や 
人 S で お つっ ym 直人 る ロ 皇 淫 叶 全 人 
絡 率 公 弄り 2 や 愛 の AS 旦 
っ つ 遂 で っ 公 弓 ぐ や っ | mmGmS っ 守 
べつ 宮 全 2 っ ぐり っ の 蛋 全 各 o の 
ゃ ンー つつ ゆい 中 案 団 G り つつ 全 つ 
久 わ Ne"* 


ポー 塞 働 千 貼 窯 剖 = 守 


ビル 地下 1 階 借 12:0014:00 17:00 一 21:00 休日 曜 人 g 昼 は 松花 堂 


弁当 1 万 円 ~- 夜 は 徹 石 料理 コー ス 2 万 5000 円 - カー ド 可 36 席 (4 部 屋 ) 禁煙 @ 東 京 メト ロ 「 赤 坂 見 附 駅 」 よ り 5 分 介 


明治 35 年 、 


京都 で 茶 懐石 の 出張 料理 店 と し て 創業 。 サ ービス 料 別 、 要 予約 。 


還 
則 
国 
問 
軸 
和 
較 
上 
図 
較 
共 
回 
回 
き 
に 
員 
委 
に 】 
き 
フ 
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x 線 つ 況 
着 叶 GRNAKー 必 A 兄 電 史 滑 喜 「 還 性 容 国 雇 守 」 


区 宮 G 抗 避 革 史 守 や” WS 悪 忌 堂 移 器 六 政 己 目 G ゴ ロ 搬 還 和 や 
つ 「 \) 
僅 宗 起 紋 拉 壮 操 筆 SN 二 *」 ヨ 攻 坦 守 AN 蘭 完 和 お 宏 四 GS 党 人 で 軍 黙 つ お 案 語 つ 人 8" 
72) ろ A と 
記号 公 欠 信組 畠 @ 汽 交 出 鈴 泉 瑞 狗 で せら つ 全 り G り ボ @ 誠 型 ロ いら し 全 り no 朋 o 


つつ" ズ 王 甘 肖 6 陵 人 る 例 革 つつ 「 呈 藤 寄 慌 や か 人 る で つつ G 弓 記 る 
名 補 つ 6 軟 必 持 忌 当 で ′ 暑 悪 め 密 陣 つ お 入 お | つの" 三芳 で 所 
信人 か 信じ ぶ SQ 半 武宮 雪 折 。 避 征 祥 つ つ 全 明 編 を 男 忌 つや 9 
SF に 合 后 を 信和 か HK へ ( 暗 G 〇 S2" 人 Q 〇 全 の 導 豆 人 る で 〇 由 @ 肖 
幅 ) つの 証 急 宮 起 信 @ 拒 拉 公 醒 % で 四 家 GMm 選 ツ 避 公社 つ " ツ つ 
いり 2 ww 有 SG 骨 豆 公 閥 半 人 ぶ リ 「 毅 坪 狗 の ne 帝人 る ぐ つ 
宮入 びる 四 証 つ お 欠 一 一 ヨ 桁 。 公 還 り 2QnSoG] つ 昌 人 ン 
! 四 往 めで 公 綿 や 幅 控 ・ 上 気 % 宮 SWG 加 漂 移 亜 で 8′ 年 
| 」 四 六 代 補 起 「 征 G 選 |] 人 る ヾ 康 お つ 。 G 尽 つい 季 る 藤 所 雪 地 
っ い ]1 亜 "「 抽 王 淫 GK UN 地権 提 入 〇 言及 信明 訓 つ 許 屋 6 測 
- 心 | つろ る 宮 類 % つ GS 汗 祥 有 か の 2 脱が や の ゃ 縄 め 人 ぐ で だ お" 
で や 宗 " 終 つ ′ 長 G 忌 や ロロ 
箇 急 8 回 2G 電 へ 公 強 さ で す 詳 
有 問 om 共 G 判 路 く の 総 で さ @" 
ヨ 人 で G 実 属 騨 全 志 や 公 Q" 
「 次 豆 装 較 還 導 " wG 反 余 @ 翌 全 
犯 移 諾 団 や 失 陣 季 Q] つろ 中 合 ら 
SS っ 趣 谷 乱 時 2 り 密 限 閉 Q* 
尾 つ や @G 呈 毅 到 ”「 野 いつ 必 宮 
つつ さ や 1 つつ ゆい 足 り @G る ぐ 


部 成 の 味 


成 香 を 
炭酸 割り で 

条 大 雲 を 原料 に 単式 聞 劉 
機 で 蒸留 。 そ の 原酒 を 自社 
の 工房 で 補修 する 樽 に 3 年 
以上 貯蔵 ・ 熟 成 させ た 本 格 
に し て も 美 
味 。 容 量 は 720mg、300m。 
「 神 の 河 ] の 
ブラ ンド サイ ト 
へ は 、 QR コー 

ド か ら 。 


才 焼 酎 。 炭 酸 割り 


部 


ae 


] 
| も 天 GB つ や 作 入 の や で " つ 表 上 韻 つ お つ 
SEN: かす を MooSe 
本 き 、 。 か 選 2 り 叶 つ 2G 全 麗 っ 叶 
二 独 9 衝 G さ 度 ス 注 日 5 。 つろ GR 幅 拒 人生 さ 是 や だ 抽 
S ふ いや G 忌 決 早 画 。 二 モ < 1 
炎 語 時 全 お 引当 人 引 定 5 や 思っ い 淵 聴 絆 いい 次 脚 や wo] 
先生 潮 き せき 中 呈 区 ミ SS 連想 ぱ 4H 間 や 
由 G 肝 へ 導き 怠 5 は 
[1 ま を もし いす 吉井 前 電 RA 計 人 る や りつ 
1 年 株 所 玉出 ら じ 且 選 を 。 ロス 対称 開 や りら SoG 守 " 


ツ デ ザイ ン 


相澤 正 デザ イン ニナ カ 


鈴川 涼香 撮影 


文 


@ 商品 に 関す る お 問い 合わ せ / 莉 摩 酒造 株 式 会 社 も 0993-72-1231 
スト ッ プ ! 20 歳 未満 飲酒 ・ 飲 酒 運転 


る (1) 


吾 


語 革 


計 


連載 は 
連載 タイ トル 


名 物 


2006 年 1 月 号 一 同年 9 月 号 
書き 手 : 鈴木 美和 


で co っ や 登記 要 還 で ロト ネーK 史 害 信 

味 さ G 震 和 や 宰 緒 つ りつ お PS 計 油 才 和 や 括っ 測 の 
編 紅 つ せ 康司 べら 辻斬 和 上 起 いっ ps や 
ポ 和 人 案 恒 NnYN9ー ホ ー つ つい 宰 
時 詞 羽 水 由 で G 案 言 紅 填 史 突 測っ や" 


還 過 直 ミ ーーー 
間 寺 り 藤 天 び 組 や 身 周 く 


wwG 祉 例 羽 名 ぶ くい " ロ 
ゃ HG 近 直人 ′” 海 選 O 坊 調和 宮 た や 
で や noyno つ 民 ぐ や 2” ロロ 
べく SQ つ 器 xm 送 " 衣 っ SG 
慰 補 お りす 計っ" 宮 公 濾 混 つの 
ン 細 宙 0 刀 党 で 2 っ で 人 さ " 

「 肥 史 村 ご の か | 慰め め や り 人 
っ お SS っ で や か 」 早世 の ぐ 人 な 交 寺 
間 和 mean も ame 人 失 定 上 Kー 
AKA っ 民 逆 千 人 ekeT 

だ つの 597 所 公司 上 結 や で で 
半 っ つい 全 で 」 完 交 で 合わ 分 
山 瑞 隊 つり 介 ン | 臣 り 居 * 
い 選 や yo の 妥 KAK 世 eeeG 
や | の as 合 器 恒 思 SN 公 で 手 時 


ンー きい ント つ 直 吉 記 多い ち りう ン " 


親玉 2 尼 選 ロ 湯 で 裳 局 " 田 
缶 度 如 門 9s や 昌和 キ 肖 王 層 や 


因 つ 守 私 で 党 二 め 記 か 王 つ ピ 


っ ン ら 公 早 記 め で S KN で ミ 

つの で 信和 守正 合田 更 ” N さ 
NNN 人 5 患 NA AA 完 GSP′ ン 
8 で 飼 引 和 ロペ 全く リーン 2" うか 
完結 っ 選 の 寺 り トロ や ( 迅 褒 っ 
信人 光生 で 財 ご り っ つ ) 生 避 叶 有 会 織 
っ P つ asn' や an や wo 全 e 曲 
直ぐ NN て S AG 器 り 束 移 半 ビ 
全 S 宮 和則 で Q@ 培 、 や 定 宇 GS 刺 
瑞 合っ り G 昼 堂 つ * 
意 鳴 の つ NN UN へ 超 定 りつ りつ で 
指 っ 次 上 いり つや つ 全音 %S 守 っ や 准 
LVDS こ い ル トド マ こ ド こ すく 4 
人 人 羽 狗 6 県 "| 

要 選 っ 近 中 合 料 豆 G 宏 者 
で 赤 定 りつ いり 1 蜂 ひ で つっ 所 
り 才 ご り -" 早 也 急ぐ で 「 次 悦 G 
其 訪 」 つ っ 避 福 半 @ 主 史 加 お や 上 芝 
詞 つ りー で で" 


記 


ンー 
朱 健太 


こ @ バ リ と 日 本 を 拠点 
5 だ 2 
フ を 経て 、 現 在 は ア 
カス 氏 主 宰 の 料理 学校 で 
撮影 


さい 
レア コ 
講師 を 務め て いる 。 


活躍 する 食 プ ロ 
リ の 「FAUCHON」 の エグ ゼ ク テ 
ce) 


の ・ 


に 6 デ 4 ロ 
ン 


【 


に な 
ホイ 
うに 


の 


に パタ ー を 入れ 、 肥 
、 ラ ムラ ッ ク の 
し て 焼く 。 
に し な が ら 焼 き 、 
に 熱 を 伝え る 。 
汁 り を すく い 、 
部 分 を アロ ゼ す る 。 
に 仕上 が る 。 


au が でかけ だ まま スプ ブー 


ン で ジュ ( 肉 の 焼き 
肉 の くぼみ : 
4 側面 


チリ チリ と 路 く よ 


弾力 が 出 て ピン ク 色 
包ん で 休ま せる 。 


火 を 入れ る 


当たる よう 
骨 か ら 肉 の 内 側 [ 


側 も 焼く 。 骨 の 先 が フ ライ バン 


っ た ら 焼 き 上 が り 。 ア ル 


フラ イ バ パン 〔 
め の 中 火 で 
脂身 を 下 6 
2 脂身 が 色づい た ら 裏 返し 、 反 対 
に 
骨 を 緑 ( 
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な 舌ざわり ! 


も 、 肉 質 が し っ と り 柔 ら か く 、 き め 
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肩 ロ ー ス の 塊 肉 ビー フシ チュ ー 


祥 さ ーKN き XN 


1967 年 、 兵 庫 県 淡路 島 出身 。 パリ 「 ヴ ィ ヴ ァ ロ ア 」 
や 東京 「 レ スト ラン ひら まつ ] を 経て 「 マ ルディ グ 
ラ 」 を オー プン 。 後に 肉 の 聖地 と 呼ば れる 店 と な る , 
近著 に 「 マ ルディ グラ 和 知 徹 の 牛肉 料理 」( 柴 
田 書店 ) が ある 。 


@ マ ルディ グラ 

東京 都 中 央 区 銀座 86-19 野田 屋 ビ ル 地下 1 階 
て 03-5568-0222 ⑱⑳12:00 一 13:00 (LO.) 
18:00 一 23:00 (LO.) 日 曜 祝日 


ノ 有 | 溶け た パタ ー を スプ ー ン で すく っ て 肉 の 上 面 に 

生 和 | か け 、 香 り を つけ る 。 フ ライ バン の 上 で 5 分 
休ま せる 。 断面 が 大 きく 見 える よう 厚め の そ 
ぎ 切 り に し て 、 バ ル サ ミ コ 酢 、 オ リー ブ オ イル 、 
塩 で マリ ネ し た ベビ ー リ ー フ と と も に 皿 に 盛る 。 
肉 に も バル サミ コ 酢 を 大 さじ !%$ か ける 。 


赤 ア それ を 厚 大 
身 メ ん た カカ 両 き さき 
と 】 リ で リ 立 3 さき 
脂 カ い ッ で cm は 
身 7 ジ 光 と き が あ 
の 7 科 香る 決り 
バ / を 1 心 ば は ス め つ 
ラ 込 琴 た フ 地 ロ し テ 手 つっ 
ン む を 肉 ら ょ せく 〈 1 “ 火 
ス ほ 食 汁 し い 色 キキ 大 入 
が と ここ が い 人 弾 の ャ で きれ 
よ に て ほ 赤 カレ ラ す さ が 
ん 義 上 叶 たと 衝 デメ ォ メー と し ん 
を >。 ば の と 肉 り 味 や 
食 ひ イイ し 上 も が ゼ ぞ ゼ わ す 
さく / る 品 に ひき い い 


の を 擬 受 雅 滞 革 


に 9 
に 


。 ら 居 澤 部 格 ③ 


肉 の 脂 側 か ら 包 丁 を 入れ 、1cm ほ ど 残 し て 開 
き に する 。 塩 、 胡 板 を 両面 と 側面 に 満 遍 な 
く ふ る 。 


肉 が 入る サイ ズ の フラ イ バ ン を 用 意 する 。 焼 
き 色 が つき や すい 鉄製 の も の か 厚み の ある テ 
フロ ン 製 が お 薦め 。 フラ イ バ ン に オリ ー ブ オ イ 
ル を 入れ て 中 火 に か け 、 オ リー ブ オ イル か ら 
香り が 出 て きた ら 肉 を 入れ る 。 


下面 を 5 分 ほど 焼く 。 肉 に は な る べく 触れ ず 、 
し っ か り と 焼き 目 を つけ る 。 も う 片 面 も 5 分 ほ 
ど 焼 き 、 肉 の 上 面 に 肉汁 が に じん で きた ら フ 
ライ バン の 側面 か の ら バ ター を 入れ 、 火 を 止め 
る 。 和 知 さん 曰く 「 ス テー キ を 焼く 際 は 最初 か 
ら 最後 まで 火 加減 を 一 定 に する こと が 大 切 」 


ー 逢 テキ る 厚 に 上 
特 ま た る 厚 ナ チミ に た 目 
肉 大 うぅ 1 ~ い = ュ わ お 
の だ 楽 キ シ い 了 肉 1| し こ 味 
す “" 快 2 = ょ わ を ?。 い っ わ 
ィ な 枚 っ ば 2 . 煮 くい 
ズ 。 メ 分 すす 枚 込 り の 
と 。 = の 調 ! に ク ふ み ょ トッ ィ 
美 = 量 ※※ ロ 開 2 料 し 
味 "| を 研 イ ミラ 理 た ク 
ミ する まっ を 
に 7 り の 
は 。 ン に 和信 開 形 テ 肉 い > 
比 パ 食 うき に 1 セガ が テ 
例 クベ た ス 仕 キ き | 冬 1 
し ト て テ 立 は フ に キ 
ま は し ス | て 分 シネ メ ィ 


. 交 SG いさ へい 避 癌 回 


半 画 吹き す 欄 


アメ リカ ン ビ ー フ サー ロイ ン 

= 900 gs ( 厚 き 6cm) 
塩 ・9 g ( 肉 の 重き の 1%) 
ピュ アオ リー ブ オ イル ・ 
バタ ー (食塩 不 使用 ) 
付け 合わ せ 
*・ ベ ビー リー ジテ 
・ バ ル サ ミ コ 酢 
・ ピ ュ ア オリ ー ブ オ イル ・ 


「 名 前 に 
らい で すか ら 、 ま さ に ステ ー キ の 王様 。 アメ 
リカ ン ビ ー フ の サー ロイ ン は ヒレ より し な や か 、 
肩 ロ ー ス より 柔らか な 肉質 で 、 程 よい 脂 が つ 
いて いて パラ ンス の 良い ワイ ルド 感 を 楽し め る 
の が 絶 力 で す 。 オ ー ダ ー カ ッ ト 対応 の スー パー 


"サー (ナイ ト 懇 )" が つい て いる ぐ 


を ぜひ 見 つけ て 」 ( 和 知 シェ フ )。 6cm の 肉 
を 開い て 3cm の 厚み に する こと で 、 火 入れ 
の 技術 を 要する 大 き な 肉 で も 外側 は 香ばし く 
中 側 は レア か つ ジ ュー シー に 仕上 げ ら れる 。 3 
cm は 上 手 に 焼け る 理想 的 な 厚み な の だ 。 


肉 も で た だ た し る 一 ル ャ 
の ア 扱 輝美 な 甘 赤 な うぅ ホ 
マメ いい 味 や や 身 ア っ 1] 
エリ や て し か か 特 メ ヌィ ム 
スカ みす 《 さ な な 有り リー 
トン いれ な 食 コ の カ 。 ヵ 
ロビ の の 感 ク 旨 ン 鈴 = 
1 が 特 で " 「 味 ビ 畜 ブフ 
和 フ 魅 別 シ 足 締 1! の? 
知 を カカ な シレ し まま ニ アト トリ ! 
徹 知 で 知 プ 算 り ょ は 誠 の 
シリ りす 識 ル ん 不 が ア い る ぇ 時 
ェ 尽 一 が な 要 あ ン か ス 季 
人 6 な 調 の 9 り ス が < 条 
が し 《 導 英 つ の * シ 案 
今 た で 凌 っ つの あ ャ 


@ お 問い 合わ せ / 米 国 食肉 輸出 連合 会 


別 の 鍋 に ホー ルト マト と トマ ト ケ チ ャ ッ プ を 入 
れ 、 中 火 に か ける 。 半分 の 量 に な る まで 吉 
詰め る 。 さ | 川 の 鍋 で 赤ワイン を 沸騰 させ 
る 。 鍋 の 周辺 に 燃え や すい も の が な いか 注 
意 し て 着火 式 ラ イタ ー な ど で ワ イン の 表面 に 
火 を つけ て アル コー ル を 完全 に と ば す 。 


肉 の 両面 と 側面 に 塩 を 満 選 な く ふ り 、 キ ッ チ 
ン ペ ベー パ ー と ラッ プ で 包み 、 バ ッ ト に 入れ て 
冷蔵 庫 で 24 時 間 ね か せる 。 左側 が 塩漬け 
し て いな い 肉 で 、 右 側が 塩 に 漬け て 24 時 
間 経 っ た も の 。 水分 が 抜け て 生 ハ ム の よう な 
色 味 に な り 、 旨 味 が 凝縮 する 。 


③ の 鍋 を 中 火 に か け て 、 コ コア と 強力 粉 を 加え 
る 。 鍋底 が 焦げ つか な いよ うに 丁寧 に こそ げ 
な が ら 全 体 を 混ぜ 合わ せ て 、 粉 か ら 香り が 出る 
まで 5 分 ほど 加熱 する 。「 コ コア か ら コ ク と 香 ば 
し さ が 出 る の で 、 玉 ね ぎ に 何 時 間 も か け て 火 
を 入れ る 必要 が あり ませ ん 。 砂 糖 不 使用 の コ 
コア を 備え て お く と 便利 で す よ ] と 和 知 さん 。 


大 きめ の 鍋 に オリ ー ブ オ イル を 入れ る 。 中 火 
に か け 、 オ リー ブ オ イル か ら 香 り が 出 て きた ら 
1 を 入れ る 。 下面 に 焼き 色 が つい た ら ひ っ くり 
返し 、 も う 片 面 を 焼く 。 両面 合わ せ て 5 分 弱 
焼い た ら 、 取 り 出し て 常温 の 場所 に 置い て お 
く 。 煮込む と き に 中 心 まで 火 を 入れ る の で 表 
面 に 焼き 色 が つい て いれ は ば 大 丈夫 。 


の 鍋 に 焼き 色 を つけ た 肉 、 詰 め た トマ ト 
ソー ス 、 ア ルコ ー ル を と ば し た 赤ワイン を 入れ 
て よく 混ぜ 、 沸 騰 し た ら 弱 火 に する 。 鍋底 が 
焦げ つか な いよ うに 混ぜ な 2 時 間 前 後 
煮込む 。 竹 串 か 金 串 を 肉 に 刺し 、 抵 抗 な く 
貫通 すれ ば OK。 塩 で 味 を 調え る 。 肉 は 好 
み の 大 き さ に 切り 分 け て 、 ご 飯 と と も に 皿 に 
盛る 。 


ろ の 鍋底 に 焼け 焦げ が つい て いた ら 油 を 捨て 
る 。 玉ねぎ 、 バタ ー、 塩 ひ と つま み (分 量 外 ) 
を 入れ 、 中 火 に か ける 。 玉ねぎ か ら 水 分 が 
出 て きた ら 全体 を 混ぜ て 蓋 を する 。 5 分 お き 
に 様子 を 見 て 、 玉 ね ぎ が 鍋底 に 焦げ つい て 
いた ら 水 を 大 さじ 1 入れ て 者 溶かす 。3 回 ほど 
水 を 加え て は 混ぜ 、 攻 を し て 玉ねぎ が 柔らか く 
な る まで 煮る 。 


ぜ 
ひ 
ゃ ML US 
本 
い ゃ ンク 
por っ 


~ 陵 褒 S 激 き すら 到 溝 、 


lew 全 誠 剖 mr 


指環 。KNN ヾ SV 


を ソ に 味 が し ホネ ホ 柚 
ア 足 | つ わ 鮎 わ n 味 
メレ し レス 〈《 い 色 り ホネ で 
リリ で) 紋 っ と たと 玉 
ヵ ミ 煮 た 柔 ね 味 と か 
ン ! 込 幸 ら きわ は ほら 
と ト み せみ か だ いと 
1 ツ ハ の な け の け 達 

1 トン 味 甘 と た とべ る 成 
フス パ が 酸 は | 肉感 
の に 1 すっ 思 ス か を 
撤 テ ケ ク ぁ る ば えと ら 味 
カ レ さ な な は わ 
を ン 挽 残 いる 滋 っ 
と ジミ きっ 丁 深 野 味 て 
こ 可 肉 た 隼 い 業 が ご 


http://www.americanmeat.jp/ 


豆 Siw 可 で 中 上 購 普 


塊 肉 
時 Pop = 


アメ リカ ン ビ ー フ 肩 ロ ー ス 
玉ねぎ (みじん 切り )… 
塩 ・ 
ピュ アオ リー ブ オ イル 
バタ ー (食塩 不 使用 ) 
ホー ルト マト 缶 ・ 
トマ ト ケ チ ャ ッ プ 


ペグ 
材料 (4 人 分 ) 


…12.8g ( 肉 の 


*100g 


塩 (調味 用 ) 
ご 飯 


煮込み 料理 と 相性 抜群 
「 肩 ロー ス 」 


アメ リカ ン ビ ー フ の 中 で 一 番 多く 流通 し て いる 
部 位 。 煮 込む と ゼラ チン 質 に な っ て 美味 し い 
ネッ ク 、 和 柔らか で 肉質 が 安定 し て いる ザ ブ ト ン 、 
適度 に サシ が 入り きめ 細か い 肉質 の 肩 ロー ス 
芯 な ど 、 い ろ い ろ な 部 位 が 集まる 場所 。「 よ 
く 動く 部 位 な の で 筋肉 質 で す が 、 そ の ぶん 味 
は 濃く な る 。 アメ リカ ン ピ ー フ の 肩 ロ ー ス は ボ 
リュ ー ム た っ ぷり で コス バ 良 し と 、 煮 込み 料理 
に 最適 。 少々 手間 は か か り ま す が 、 味 を 重 
ね る 手間 が 楽し く 、 つ くり 甲斐 を 求め る 人 に は 


びっ た り だ と 思い ます よ ] ( 和 知 シェ フ ) 。 


Sn 古 覚 。 ら す 朋 上 史 ひ と る 器 耳 


ッ の 塊 く 事 の ぴ び 込 
イ 延 肉 と な や な っ み 
ン 胡 内 て る ア い だ ふい 
煮 線 了 ウ あり 
込 上 み ト 新 な ず 
み に プ 息 ド し ん で 
と あぁ あ ン ジ 目 ア い ぃ いで 芋 
ハム る チ は な ぇ すっ の 
ッ 煮 = 肩 と テ あ 
シ 込 |」 ロ で 1] と ろう 
ュ み "< 1 も キ も 

ト F 料 一 ス 試 / * ズ 
ビ 理 ス を し 見 テ 
) 邊 の 値 、 で 表 だ 1! 
ご の み 祝 こ キ 
の 赤 キ た た だ た いと は 


。 人 の 


rtdem ら 中 ら 主 吉 ] 


上 


許 園 の 四季 の 風情 が 楽し め る 2 階 の 個室 。 手 前 
軸 燈 製 前 茶 の 盛り 合せ (2 一 3 人 前 5280 円 )。 
し 黙 や き ゅ うり の 甘酢 漬け り 、 ク ラ ゲ 、 焼 豚 、 
和栗 の 旧 夫 煮 。 ち じ く 杏 吉 酒 漬け な ど 、 多 彩 な 
幸 節 の お いじ いも の で 構成 。。 タ ー ン テー ブル 手前 
組 肉 丸 り フ カ ヒ レ の 姿 煮 (100g 1 万 6500 円 )。 
水 で 5 日 ほど 戻し て 臭み を 取り 、 さら に 器 の 白湯 スー 
で 時 間 を か け て 者 込む こと で 、 香 り と コク 、 と ろ 
み を 引き 出す 。 奥 の 皿 は ホタテ や イカ 、 エ リン ギ 、 
スナ チップ ピー ス 、 セ ロリ な ど 、 そ れ ぞ れ の 素材 が 持 
上質 な 旨味 を 感じ られ る 、 季 節 野菜 と 海鮮 の 炒め 
(2 3 人 前 4062 円 )。 料 理 は すべ て 税込 価格 。 


文 ーー 藤井 存 希 組 影 二 替 本 拓也 デザ イン 


アク が 強い デザ イン が 多い SUV の 中 で 、 端 正 で 知 的 な 佑 
まい が 特徴 的 な XC90。 な か で も 最上 級 仕様 の イン スク リ 
プシ ョ ン は 、 要 所 で 控え 目 に 配置 され た クロ ー ム メッ キ の バー 
ツ が 、 ク ラ シ カ ル な 品格 を 醸し 出す 。 浄 劉 寺 の 入り 口臭 に 
見 える 鐘楼 門 は 、1649 年 に 鋳造 され た 半 鐘 が 2 階 に 吊る さ 
れ て いる 珍し い 山門 で 、 厳 か な 只 囲 気 が 辺 り を 包む 


浄 逢 寺 の 境内 に 1924 年 に 建て られ た 、 茅 暮 き 屋 根 の 書院 
本 堂 で ある 鼻 華 殿 の 隣 に 位置 し 、 こ の 角度 が 撮影 スポ ッ ト と し 
て も 人 気 。 人 神奈 川 県 鎌倉 市 山ノ内 1402 谷 0467-22- 
3943 拝観 時 間 9:00 一 16:30 無休 拝観 料 : 
大 人 200 円 、 小 人 100 円 


VOLVO XC90 
D5 AWD Inscription 


税 
NOmm 


@ お 問い 合わ せ / ボ ル ボ ・ カ ー・ ジ ャ パン 
画 0120-55-8500 (平日 9 : 00 18:00) volvocars.jp 


仙 林 と 紅 華 の コン トラ uo 
スト が 楽し め る の も 笠 20 
倉 の 特徴 。 赤 と 黄色 、 0 
の 美 し さ が 交錯 する 。 に 
の 8022 心地 の よき を 感じ せ 、 
車 中 も 部 屋 で くつ ろ 
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受 


へい きき は つど 較 
迷 S く Sr き ラジ | 


な は こい に コ 
な 2 ここ 


ーwWU 


いで いる か の よう に 
過ごせ る 。 


さ 品 


ww 所 さ 


な 
い 


正 棲 鎌倉 店 


神奈 川 県 鎌倉 市 長谷 31-14 谷 
0467-22-0280 W11:00 一 19: 
30 (LO.) @ 無 休 横浜 横須賀 
道路 「 朝 比奈 IC」 より 約 25 分 倫 緑 
豊か な 庭園 を 見 渡せ る 人 気 の 個 室 。 他 
に も 湘南 の 海 を 一 望 で きる 個室 も あり 。 


し 個 神 芋 
み 筆 央 安 で 

ミ ま ぃ いら 565 二 
ト 上 で 度 純 れ 郎 廊 


1 に さい 


と | 
> py 


湊 記 昌史 局 wA 


材料 (3 人 分 ) 


じゃ が いも … 大 3 個 
強力 粉 … 大 さじ 3 
【 ハ ー ブ 各 種 】 
ロー ズ マ リー、 オ レガ ノ 、 
マジ ョ ラム … 各 5 て 6 校 
タイ ム …3 校 
に ん に く … 5 で 6 片 
ビ ピーナッツ オ イル 、 塩 、 
黒 胡 相 … 各 適量 


じゃ が いも は 皮 を むき 、 7 8 mm 角 の 棒状 に 切っ 
て 、 強 力 粉 を まぶす 。 中 華 鍋 に 入れ 、 ハ ー ブ 、 に 
ん に く を の せ 、 じ ゃ が いも の か さ の 半分 くら いま 
で ビー ナッ ツ オ イル を 注ぐ 。 

強火 に か け 、 油 が 沸い た ら 中 火 に し 、 じ ゃ が いも 
と ハー ブ プ の 山 を 崩し て 全体 に な ら す 。 油 の 泡 が 小 
さく な っ た ら 、 お 玉 や 箸 で 上 下 を 返す 。 

に ん に くに 串 を 刺し て 火 が 通っ て いた ら 強火 に し 、 
上 下 を 返し な が ら さ ら に 火 を 通す 。 全 体 に お いし 
そう な 色 が つい た ら ザ ル に 上 げ る 。 

すぐ に 塩 と 胡 板 を ふり 、 両 手 で ザル を 振り 、 ハ ー 
プ を 砕き な が ら 全 体 を 混ぜ る 。 


酒 を 呼ぶ つま みや 

パパ ッ と つく れる お か ず な ど 。 
日 々 の 食卓 に 役立つ 

30 レ シビ を 厳選 し まし た 


撮影 一 飯 具 拓司 、 五十嵐 隆宏 、 今 清水 隆宏 、 エ レフ ァ ン ト ・ タ カ 、 岡 山 寛司 、 加 瀬 健太 郎 、 木村 心 保 、 木村 拓 、 公文 美和 、 小 林 キ ュ ッ 、 
丈 藤 圭吾 、 佐 藤 直 也 、 竹 内 章雄 、 浜 村 多 写 、 古 市 和義 、 牧 田 健太 郎 、 宮 濱 祐美 子 、 本 野 克 佳 、 矢 帆 英 文 、 湯 浅 享 、 渡 辺 康 啓 076 


「 リ スト ラン テ カノ ビア ー ノ 」 の 


焼き 白菜 と 大 トロ の サラ ダ 


2003 年 1 月 号 掲載 


材料 1 一 2 人 分 ) 
白菜 (中心 の 黄 世 部分) 1 白菜 は 縦 8 等 分 に カッ ト す る 。 


…60g _ 6 
2 フラ イ バ ン を 温め て 白菜 を 並べ 、 軽 く 焼き 色 
マク ロ (AFB9r60g が つく 程度 に 焼く 。 オ リー プ オ イル を 鍋 肌 か 


科 マ スタ ー ド ドレ ッ シ ン グ ボ 、 に 了 
オリ ー プ オイ ル 、 塩 ら 回 し 入れ 、 強火 に し て 蕎 を し 、 蒸 し 焼き に 。 


… 各 適宜 3 マグ ロ は 、 両 面 に 塩 を ふる 。 別 の フラ イ バ パン 
玉 粒 マス ター ドド レッ シン グ は 、 粒 で 両面 を 表面 だ け 軽く 焼き 、 中 は レア の 状態 
マス ター ド 、 白 ワイ ン ビ ネガ ー 各 1 に 。 厚め の そぎ 切り に する 。 

* オリ ー プ オイ ル 
も の 。 4 3 の マグ ロ の 切り 口 の 片面 に 、 粒 マス ター ド 


ドレ ッ シ ン グ を 薄く 塗る 。 
5 白菜 に 火 が 通っ た ら 、 表 面 に 焼き 色 を つけ 、 


の 塩 を ふる 。 皿 に 白菜 を 盛り つけ 、 上 に マグ ロ 
を の せる 。 
() ” ご ぼう 単体 で 、 主 普 み の 存在 感 
ヽ ゃ Se に レレ 人 
な すん じゃ さき ん の = フー ドラ イタ ー・ 堀 越 典子 


よ トマト の キム チ 


2010 年 7 月 号 掲載 


材料 (つく りや すら い 分量) 


トマ ト ( 甘 すぎ な いも の ) … 2 個 

長 ね ぎ ( 白 髪 ね ぎ 玉 1 ) … 適 量 
粉 唐辛子 (韓国 産 、 中 粗 挽 き ) … 大 さじ 1 
に ん に く ( す りお ろ す ) … 大 さじ 

A | 生姜 ( す りお ろ す ) … 大 さじ 1 
魚 青 (韓国 産 ) ネ 2 、 胡麻油 … 各 小さ じ 1 
煎り 胡麻 … 適 量 

1 白髪 ね ぎ は 、 水 に さら さ な く て よい 。 

玉 2 ナン プラ ー や し ょ っ つる で 代用 可 。 も の に よっ て 

塩分 が 違う の で 、 味 を みて 調整 を 。 


ボウ ル に くし 形 に 切っ た トマ ト 、 ね ぎ 、A を 入れ 、 
トマ ト を 崩さ な いよ うに し て 全体 を 混ぜ 、 密 閉 容器 
に 入れ て 冷蔵 庫 へ 。 翌 日 か ら 5 日 間 く らい 楽し め る 。 


2010 年 3 月 号 掲載 ※ 現 在 は 「 バ パー ラー エイ タプ リッ シュ 」 と し て 営業 


材料 (つく りや すい 分 量 ) 


トマ ト に 視 寺 な 和 味 の 置き が 加わ っ た 味わい 。 ご ば ぼう ( 土 付き )… 2 本 1 ご ぼう は 洗っ て 水気 を 拭き 、 長 さ 12cm に 切る 。 


還 机 "0 2 鋼 に 深 さ 2cm ま で オリ ー プ オイ ル を 入れ て 160C 
オリ ー プ オイ ル … 適 量 
に 熱 する 。 1 を 科 火 で 15 ご 20 分 者 揚げ する 。 
純 米酒 …200m6 
A | 番 央 … 大 きじ 3 3 別 の 鋼 に 昆布 、A、 水 200m6 を 入れ て 沸騰 させ た 後 、 
味 暗 … 大 きじ 1 2 の ご ぼう を 入れ て 弱め の 中 火 で 汁 気 が な く な る 


まで 炒り 煮 に する 。 


人 4 持ち や すい よう アル ミホ イル で ご ば ぼう の 端 を 巻き 
皿 に 盛る 。 昆 布 を 5m 幅 の 細切り に し て の せる 。 


レシ ピ を 紹介 し た 店 の デー タ は 、152 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


高山 な お みさ ん の 
クレ ソン の 
ポテ ト サ ラ ダ 


2003 年 8 月 号 掲載 


材料 (2 人 分 ) 


1 じゃ が いも は 皮 付 き の まま 水 か 
ら ゆ で て 、 熱 いう ち に 皮 を むく 。 


2 し っ か り マ ッシュ し て 、 塩 、 胡 
概 で 下味 を つけ る 。 す ぐに クレ ソ 
ン を 加え て 混ぜ 、 さ ら に マヨ ネー 
ズ も 加え て 混ぜ 合わ せる 。 


3 塩 、 胡 概 で 味 を 調え れ ば 完成 。 


クレ ソン の 代わ り に 、 香 
菜 や ルッ コラ な ども 美味 。 


中 村 成 子 さ ん の 


1997 年 9 月 号 掲載 


材料 (4 和信 分) 


な す ( ガ ク の 部 分 は 取り 除く ) 
…12 個 
油 、 サ ラダ 油 
各 大 さじ 2 
揚げ 油 … 適 量 
塩 、 生 姜 ( す りお ろ す ) 
… 各 適宜 


化 も 楽し め る の で 、 
針 理 と し て 好評 で す 
食 ライ ター・ 平 野 和子 


脇 雅 
6 Wo 狼 、 2 


ーー 
ソテー 


2016 年 2 月 号 掲載 


材料 (2 人 分 ) 


… 3 個 
プルー チー ズ ( 生 む )… ・30g 


に 6 等 分 する 。 皮 を むい て 面取り を 
する 。 

2 フラ イ バ ン に バ パター を 溶かし 、 か 
ぶ の 表面 に 焼き 色 が つく まで 強め の 
中 火 で 炒め る 。 


3 ブ プルー チーズ を 加え て 炒め 合わ せ 
胡 概 を ふる 。 必 要 な ら 塩 も 加え る 。 


1 か ぶ は 茎 を 2cm ほ ど 残 し て 切り 、 縦 ミ 


チー ズ の 塩気 と か ぶ の や 
わら か な 味 が 相性 抜群 。 


な す の 源 平 煮 


1 な す は 半量 だ け 皮 を むく 。 塩水 に つけ 
な が らむ く と 黒く な ら な い 。 皮 付き で 使 
うな す は 、 皮 が 破裂 し な いよ う 竹 串 で 穴 
を あけ て お く 。 

2 鍋 に サラ ダ 油 を 熱し 、 皮 付き の な す を 
炒め る 。 表 面 を 焼き つけ た ら 蓋 を し て 、 
到 火 で 約 25 分 蒸し 煮 
揚げ 油 を 170 て 180'C に 熱し 、 水 気 を 拭 
き 取 っ た 皮 な し の な す を 掲げ る 。 

3 皮 付 き の な す に 人 割 方 火 が 通り 、 し ん 
な り し た ら 酒 を 回 し か ける 。 次 に 醤油 を 
加え 、 な す に か ら め る 。 

人 4 2 の 揚げ な す を 加え 、 蓋 を し て 弱火 で 
5 て 10 分 煮る 。 皿 に 盛り 、 残 っ 汁 
を 全体 に 回 し か け 、 お ろ し 生姜 を 添え る 。 


て 多 ⑱9 
准 水 希 三 子 szo\、 板 / 


ラフ ・ フ ラン ス の 
セロ リジン ジャ ー 柚 子 


2015 年 12 月 号 掲載 


材料 (2 人 分 ) 


ラ ・ フ ラン ス … 1 個 

【 ソ ー ス 】 
セロ リ ( み じん 切り )… 5cm 
セロ リ の 葉 (みじん 切り )… 2 枚 
柚子 の 皮 ( み じん 切り ) … 必 個 分 
生 業 (すり お ろ す )… 小 さじ ぬ 
柚子 の 搾り 汁 … 小 さじ 1 
EV オ リー プ オ イル … 大 さじ 1 


1 ソー ス の 材料 を ボウ ル に 入れ 混ぜ 合わ せる 。 
ラ ・ フ ラン ス を 薄め に 切っ て 皿 に 並べ 、 ソ ー ス を 
か ける 。 さ ら に 好み で 、 す りお ろ し た 柚子 の 皮 を 
散ら し て も 。 


白 ワ イン に 合う 論 や か な 味わい 。 


079 


飛田 和 緒 きん 


水 卓 豆腐 


2001 年 6 月 号 掲載 


材料 (2 人 分 ) 


豆腐 ・1 丁 
片栗粉 … 適 量 
塩 … 少 々 
醤油 、 オ リー プ オ イル 
… 各 適量 
【 薬 味 各種 
大 葉 、 み ょ う が 、 ト マト 、 
パル ミ ジ ャ ー ノ チー ズ な ど 
… 各 適宜 


な る 。 あり が た い 
編集 部 員 |T 


| dancyu JANUARY 2021 


義人 けど 、 


の 


豆腐 は 15 分 ほど 水きり し た 後 、 

6 等 分 くら い に 切 る 。 鍋 に 湯 を 沸 
か し て 塩 を 入れ 、 水 水 を 用 意 し て 
お く 。 


豆腐 に 片栗粉 を 満 選 な くま ぶし 、 
に 落と す 。 1 分 ほど 置き 、 


すぐ 
衣 に 透明 感 が 出 た ら 引き 上 げ 、 た 
っ ぷり の 氷水 に 取る 。 


粗 熱 が 取れ た ら す ぐ 器 に 盛り 、 食 
べ る と き に 醤油 と オリ ー プ オイ ル 
を 半量 ずつ 混ぜ た た れ を か け 、 好 
み で 薬味 を 合わ せる 。 


が 利 い で いて お いし い 
編集 部 員 F・S 


/ 豆腐 ・ 油揚 げ 


「 ロ ッ ク フ ィ ッ 開 KGOD2l 


お きつ ね 酒 容 チー ズ 


2011 年 5 月 号 掲載 


材料 (2 人 分 ) 
油揚 げ … 1 枚 
酒 盗 (刻む )、 マ ヨネ ー ズ 、 
スラ イス チー ズ … 各 適量 
黒 胡 板 … 適 宜 


と 


アレ ンジ が 楽し い 


編集 部 員 0*R 


2020 年 1 月 号 掲載 


材料 (8 人 分 ) 


木綿 豆腐 …300g 
ご ぼう (細切り ) …% 本 
に ん じん (細切り ) …% 本 
し めじ ( 小 房 に 分 ける ) 
"1 パック 
ベー コン (食べ や すい 大 き さ 
に 切る ) …60g 
長 ね ぎ ( 小 口 切り )… 3om ほ ど 
麺 つゆ (スト レー ト タ イ プ ) 
B …120m2 
メー ブル シロ ッ プ …30m2 
自 久 油 … 敵 量 
溶き 卵 … 2 個 分 


酒 盗 少な め や マ ヨ 多 め な ど 、 


油揚 げ の 上 に 酒 次 と マヨ ネー ズ 
を の せ て 満遍なく 広げ 、 ス ライ ス 
チー ズ を 全体 に 覆う よう に の せる 。 


オー プン トー スタ ー で 約 5 分 焼 
き 、 適 当 な 大 き さ に 切る 。 好 み で 
黒 胡 概 を ふる 。 


は 


鋼 に 豆腐 と か ぶる ぐら い の 水 
を 入れ 、 沸 騰 し た ら 2 分 ほど 中 
火 で ゆで て 火 を 止め 、 そ の まま 
保温 し て お く 。 


2 フラ イ バ ン に 胡麻 油 を 熱し 、A 


を 入れ て 強火 で 炒め る 。 し ん な 
リ し て きた ら B を 入れ て 、 弱 め 
の 中 火 で 3 分 ほど 煮込む 。 


3 1 の 豆腐 を ザル に 上 げ て 木 べ 


ラ で 崩し 、 水 分 を 抜く 。2 の フ 
ライ バン に 加え て 、 さ ら に 3 分 
ほど 煮込む 。 


4 火 を 止め て ねぎ を 加え 、 溶 き 


卵 を 回 し 入れ て 、 和 柔らか く と じ 
た ら 、 完 成 。 


gi 


「 コ ヽ 
油 だ れ と 熱々 の ね ぎ 油 、 「 赤 坂 璃 宮 」 の 
ぼ ぽ しい 香 り が 中 華 な ら で は の 一 品 で す 
semmz 中華 風 茶 碗 蒸し 
フ 
2019 年 5 月 号 掲載 
7 材料 ③-4 和 分 ) 
卵 …2 個 1 卵 を ボウル に 割り 入れ 泡立て な いよ う 
豚 挽 き 肉 …60g に よく 溶き 、 脚 ガラ スー プ を 少し ずつ 入 
干し 海 才 れ な が ら 混 ぜ 合わ せ た ら 、 別 の ボウ ル に 
… 大 さじ 1 強 (戻し て お く ) ザル を 重ね て 、 卵 液 を 渡す 。 
春雨 ーー 
…20g (戻し て 、 半分 に 切る ) 2 は 江沢 E き っ 
肝 ガ ラス ー プ … 約 330m9 
刻み ね ぎ 、 香 菜 … 各 適宜 3 回 に 、 春雨 と 干し 海老 、2 の 肉 を 散ら 
ね ぎ 油 (サラ ダ 油 で も 可 ) す よ うに 入れ 、1 の 卵 液 を 泡立て な いよ 
… 少 々 うに 注ぎ 入れ る 。 
【 置 油 だ れ 】 


44 3 を 燕 し 器 に 入れ 、 強 火 で 約 15 分 蒸す 。 
少し 器 を 揺 す り 、 卵 の 動き に 重み が あれ 
ば 蒸し 上 が り 。 


5 小鍋 に 醤油 だ れ を 入れ て 混ぜ 、 一 度 沸 
か し て か ら 4 に か ける 。 カ ンカ ン に 熱し 
た ね ぎ 油 を 回 し か け 、 好 み で 刻み ね ぎ や 
香菜 を の せる 。 


鶏 ガ ラス ー プ …50m 
醤油 … 大 さじ 1 
ナン プラ ー… 小 さじ 1 


と ろ と ろ 加 減 が な か な か 
難し いけ ど 。、 そ れ も ま た 楽し い 
食 ライ ター・ 松 消 達 也 較 


「 東 京 商 店 」 の (性 く 、 
卵黄 の 醤油 漬け ) ノ 


2017 年 4 月 号 掲載 ※ 現 在 は 開店 


と 


材料 ($ 個 人 
卵 (M サ イズ )* ネ … 5 個 1 鍋 に 味 唄 を 入れ て 火 に か け 、 ア 
味 酬 、 吾 泊 … 各 80me ルコ ー ル 分 を と ば す 。 醤油 と 昆布 
昆布 … 5gm 角 を 加え て 冷まし 、 保存 容器 に 入れ 
玉 卵 は 殻 の まま 、 一 日 以上 冷 凍 る 。 

NMEA 2 解凍 し た 卵 を 割り 、 黄 身 だ け を 


な ら 一 日 ) か け て 解 す る 。 1 に 漬け 、 時 々 容器 ご と 卵 を 転 が 


す 。 冷蔵庫 で 一 日 置け ば 完成 。 


と ゝ 


呑ん べ え が 喜 ぶ 


る よう に 柔らか な 半熟 に 炒め る 。 ス 
ビー ド 命 ! すぐ に 皿 に 盛り 、 だ し 
醤油 を 回 し か ける 。 ア ツア ツ を ご 販 
に の せ て 食べ る と 美味 。 


お つま み と し て 重宝 し ます 
廣瀬 農園 の 
志 ガ チ が E た - ま こ ヾ 

2019 年 5 月 号 掲載 
: nc2x2 バ 
は 材料 (1 一 2 人 分 ) 
卵 …3 個 くら い 卵 を ポ ボウル で チャ チャ ッ と 溶 く 。 黄 
s オリ ー プ オォ オイル 身 は 溶き つつ 、 白 身 は 溶き きら な い 
ロ … 大 さじ 2 杯 くら い 程度 に 。 フ ライ バン に オリ ー プ オイ 
だ し 和 習 油 (うす 口 習 油 で も 可 ) ル を 入れ 、 中 火 に か け て 温まっ た ら 
… ひ と 回 し 半 く らい 卵 液 を 入れ る 。 ガ チャ ガチ ャ と 混ぜ 


ーー 


魚 


樋 長 の 

グロ ツケ 竹 
ーー デ が は 3 
bi 材料 マク ロ @、 中 トロ な ど )、 習 油 … 各 適宜 

r ヽ 

サク の 湯引き の ツケ マグ ロ の 奥深 い 旨 さ を 
斜め に し た まな 板 に マグ ロ 四 つ も 堪能 で きま す 
の サク を の せ て 、 熟 湯 を さ 編集 部 貞 O・R 


っ と 両面 に か け 、 有 瞬時 に 湯 
引き する 。 濡 れ 布巾 で 包ん 
で 粗 熱 を 取り 、 冷 蔵 庫 に 入 
れ て 冷や す 。 冷 えた ら 生 醤 
油 に 5 一 6 時 間 漬 ける 。 


っ 


切り 身 の ツ ケ ( そ き 造り ) 
マグ ロ の 切り 身 を 、 ひ た ひ 
た に な る くら い の 生 醤油 に 
10 分 漬け る 。 (写真 右 ) 


切り 身 の 湯 引き の ツケ - 
マグ ロ の 切り 身 を 放 め に し 
た まな 板 に の せ 、 お 玉 で す 
くっ た 熱湯 を 両面 に そっ と 


サク の ツケ ( 平 造 り ) 
マグ ロ の サク は 水気 を 拭い 
て 生 将 油 に 30 分 漬け る 。 
平 造り に し て 盛り つけ る 。 
(写真 た ) 


有 元 葉子 さん の 「 両 花 」 の (929 枝 元 な ほ み さん の 
アジ の 普 油 タコ の みどり 酢 : 焼き 大 根 の 


か け て 湯引き する 。 す ぐに 
濡れ 布巾 に 挟ん で 粗 熱 を 取 


ジア /| ノリ レノ ト ツ チ ヨ 2012 年 12 有 号 掲載 イカ お で ん 
2006 年 5 月 号 掲載 / ら 鉄 ヽ 7 半 料 QA の ) 9 2006 年 2 月 号 掲載 
1 ゆで ダコ の 足 (一 口 大 に 切る )… 1 本 
/ 閉 料 ⑬-4 和 人 今 ) \、 板 / 開 ち od1 ま 7 材料 4 入 今 ) 
アジ … 小 5 尾 [和え 表 】 大 根 … 本 
レモ ン … 1 個 米 酢 、 う す 口 習 油 … 各 大 さじ 1 スル メイ カ … 1 バイ 
塩 … 少 々 … 大 きじ 2 白 絞 油 … 大 さじ 1 
斬 油 … 大 さじ 1 砂 症 … 小 さじ 


EV オ リー プ オ イル … 大 さじ 4 
粒 マ スタ ー ド … 大 さじ 1 強 
ケイ パー… 大 さじ 1 強 


1 大 根 は 厚め に 皮 を むく 。 2 cm 幅 の 輪切り に し 、 両 
面 に 十文字 に 隠し 包丁 を 入れ る 。 イ カ は 洗っ て 胴 
体 と 肝 、 足 の 部 分 に 分 ける 。 


2 鉄鋼 に 胡麻 油 を 熱し て 1 の 大 根 を 入れ 、 表 面 に 
焼き 色 を つけ る 。 大 根 が か ぶる くら い の 水 、 日 本 
酒 、 適 当 な 大 き さ に 切っ た 昆布 を 加え て 沸騰 させ 、 
アク を 取る 。 


3 塩 で 調味 し 、1 の イカ の 胴体 と 足 を 上 に の せ て 、 
中 火 で さっ と 火 を 通し 、 旨 味 を 大 根 に 移す 。 イ カ 
の 色 が 変わ っ た ら 取 り 出 し 、 適 当 な 大 き さ に 切る 。 


4 層 火 に し て 時 々 アク を 取り な が ら 約 1 時 間 天 た 
ら 、 切 っ た イカ を 戻し て 再度 温め て か ら 器 に 盛る 。 
ナン プラ ー( 分 量 外 ) を 加え て も 美味 。 


A 
1 きゅう り は 表面 の いぼ を 削り 、 お 


ろ し 金 で すり お ろ す 。 水気 を 少し 
残す 程度 に 軽く 絞る 。 

2 ボウ ル に 和え 衣 の 材料 を 混ぜ 合 
わせ 、 1 の きゅう り と タコ を 加え 、 
軽く 混ぜ 合わ せ て 出来 上 が り 。 


1 アジ は 三 格 に お ろ し て 皮 を むき 、 
ー ロ 大 に 切り 分 ける 。 刺身 用 に あ 
ら か じ め お ろ し て ある も の で も よ 
い 。 マ グロ や 鯉 で も 美味 。 


2 皿 に 盛り 、 レ モン を 搾り か け て 、 
塩 を ふる 。 


3 A を ボウ ル に 入れ て よく 混ぜ た ら 、 
2 に か ける 。 そ の まま 食べ て も 、 
一 上 晩 マ リネ し て も いい 。 


きゅう り の 食 感 が さっ ぱり 奏 や か 。 


が ペ ッ 
1 ペスト マッ チ ! 焼き 目 の つ いた 大 根 の 色 が 食欲 を そそ る 。 


脆 肉 と クレ ソン 梅 し ゃ 


2019 年 2 月 号 掲載 


材料 (2 人 分 ) 


クレ ソン … 1 東 
豚肉 (し ゃ ぶし ゃ ぶ 用 、 
バラ キロ ー ス ) … 計 100g 


鍋 に A を 入れ 、 沸 勝 し た ら 到 火 
に し て 昆布 が 柔らか く な る まで 
5 分 ほど 煮る 。 こ の 間 、 ク レ ソ 


ぶ 格 


大 原 千鶴 きん の 


大 根 と 豚肉 の サッ と 煮 


2018 年 2 月 号 掲載 


材料 (2 人 分 ) 
大 根 ( 皮 を むく )… 以 本 (300g) 


豚 ロ ー ス 肉 (し ゃ ぶし ゃ ぶ 用 ) … 180g 


細 ね ぎ ( 長 さ 3…4cm に 切る ) 
2 一 3 本 
すだち (半分 に 切り 、 種 を 除く ) 
…1 個 
だ し *…500m 
うす 口 醤油 … 大 さじ 1 
塩 … 小 さじ 


A 


玉 昆 布 5 g、 本 節 や 宗太 節 な ど を 合わ 


せ た 混 合 節 15g( バ ッ ク に 詰め る ) を 、 
水 2 4 の 中 に 入れ て 半日 置い た も の 。 


1 鍋 に A を 入れ て 中 火 に か け 、 
大 根 を スラ イサ ー で 切り な 
が ら 入 れる 。 


2 煮汁 が 沸い た ら 、 大 根 が 
し ん な りす る まで 2…3 分 
煮る 。 ア ク が 出 て きた ら 取 
り 除く 。 


3 豚肉 を 箸 で 広げ な が ら 加 
える 。 肉 の 色 が 白く 変わ っ 
た ら 器 に 盛り 、 ね ぎ と す だ 
ち を の せる 。 


だ し (上 昆 布 と 鯉 の だ し ) ン は 葉 を ざく 切り に し 、 茎 は 長 
…360m2 さ 3cm に 切る 。 


加 99)m2 放 2 別 の 鋼 に 80C の 湯 を 沸か し て 


の SR 朋 肉 を 入れ 、 著 で は ぐし な が ら 
二 に EE 需 降 り に する 。 白っぽく な っ た 
味 本 、 う す 口 暫 泊 ら ザ ル に 上 げ て 水気 を きり 、 半 

各 大 さじ 1 量 ず つ 柳 に 盛る 。 
塩 … ひ と つま み 3 1 の 鍋 に クレ ソン の 華 を 加え 


て 1 一 2 分 痢 た ら 、 お 玉 な ど で 
梅干 し を 二 つ に 切り 分 ける 。 


4 2 の 枕 に 3 の つゆ を 半分 ずつ 
注ぎ 、 ク レ ソ ン の 葉 を の せる 。 


文筆 家 ・ 加 藤 ジ ャ ンプ 


川津 幸子 きん の / に づつ ト 
ね き 了 


2012 年 12 月 号 掲載 


/ 材料 (4 人 分 ) \ 


豚 パ ラ 塊 肉 …800g 一 1kg 1 長 ね ぎ を 鋼 の 幅 に 合わ せ て 
長 ね ぎ … 6 本 切り 、 底 に 並べ る 。 


210088 2 豚 バ ラ 塊 肉 を 大 ぶり に 切る 。 


目安 は 6cmX 3cm。 1 の 鍋 の 
ね ぎの 上 に 満遍なく 敷き 詰め 


り に る よう に の せる 。 
- が 3 紹興 酒 、 醤 油水 200m6 を 加 
py た えて 鍋 に 蓋 を し 、 沸 勝 し た ら 
弱火 に 。 1 時 間 30 分 ほど 煮 
ー 食 ラ イタ ー・ 上 島 寿子 込み 、 全 体 が と な ろり と し た ら 
ラ 出来 上 が り 。 
か ーー ヽ 
り ど と じ た 食 感 の ね ぎの お いし さ に も 、 
量 に ね ぎ を 使う 豪快 さ に も 感動 


ーー ラー ド & ワ イン ジャ ー ナ リス ト ・ 鹿 取 み ゆき 
っ 


「 の みや パロ ル 」 の / ら 錦 


生姜 焼き い \ 板 / 


妹尾 河童 きん の 
* ム へ 、 > 
冷や 豚 
2016 年 4 月 号 掲載 
材料 (2 人 分 ) 
豚肉 (し ゃ ぶし ゃ ぶ 用 、 ロ ー ス 、 
も も な ど ) …300g 


片栗粉 、 醤 油 … 各 適量 
【 薬 味 】 


具 割 れ 大 根 、 生 姜 ( す りお ろ す )、 


に ん に く ( す りお ろ す )、 
大 葉 (せん 切り ) … 各 適量 


083 | dancyu JANUARY 2021 


つけ すぎ な い 計 
の が コツ 


豚肉 の 両面 に 片栗粉 を 薄く 
つけ る 。 バ ッ ト や まな 板 に 肉 
が 重 な ら な いよ うに 並べ る 。 
沸騰 し た 湯 に 1 の 豚肉 を 5 
て 6 枚 入れ 、 全 部 が 浮い た ら 、 
ザル で まとめ て すく い 取 る 。 


氷水 に 入れ て 肉 を よく 締め 、 
網 な ど に 移し て 水気 を きり 、 
水分 を 拭き 取っ て 大 皿 に 盛る 。 
具 割 れ 大 根 を の せ 、 冷 蔵 庫 に 
入れ て 冷や す 。 


肉 で 好み の 薬味 を 巻き 、 醤 
油 に つけ て 食べ る 。 


2020 年 2 月 号 掲載 


材料 (2 人 分 ) 


豚 ロ ー ス 肉 ( 厚 切 り )… 2 枚 
生姜 (みじん 切り )…100g 
に ん に く ( み じん 切り )… 1 片 


、 小 麦 粉 … 各 適宜 
ー 少 々 
ルッ コラ な ど 葉 野菜 … 適 量 


生姜 焼き と 言っ て も 、 


豚肉 の 赤身 と 脂身 の 間 に 数 
カ所 包丁 を 入れ て 筋 を 切り 、 
軽く 塩 、 胡 概 し 、 小 才 粉 を 薄 
くま ぶす 。 

フラ イ バ ン に サラ ダ 油 を 層 
火 で 熱し 、 豚 肉 を 入れ る 。 2 
て 3 分 焼い た ら 裏 返し て 同様 
に 焼く 。 


焼き 目 が つい た ら 日 本 酒 を 
加え 、 強 火 に し て アル コー ル 
分 を と ば す 。 弱 火 に 戻し 、 生 
姜 と に ん に く を 入れ 、 肉 に 完 
全 に 火 を 通す 。 

青 油 を 入れ 、 汁 気 が 八 割方 
な く な っ た ら 火 を 止め る 。 肉 
を 適当 な 幅 に 切っ て 皿 に 盛る 。 
残っ た ソー ス を か け 、 付 け 合 
わせ に 葉 野 菜 を 添え る 。 


ワイ ン の つま み に な る 味 な の も いい 
食 ライ ター・ 浅 妻 千 映子 


と 


飯島 奈美 き * の / 
4 \ ヽ 
名 自 RN ( 誠 


上 


2020 年 7 月 号 掲載 

材料 (4 人 分 ) 
鶏 も も 肉 … 2 枚 ( 約 500g) 鶏 も も 肉 は 余分 な 脂 や 筋 を 除 
じゃ が いも … 2 個 き 、 一 口 大 に 切っ て 下味 用 の 塩 


キャ ベツ (ざく 切り ) … 個 
塩 ( 肉 の 下味 用 )… 小 さじ 
塩 (味つけ 用 ) 

… 小 さじ ぬ て 
オリ ー プ オイ ル … 大 さじ ゆめ 
黒 胡 板 … 少 々 


一 品 で 野菜 も 肉 も 摂れ て 
ささ っ と で きる の で 

療 れ た と き に あり が た い 
編集 部 貞 SrH 


を ふる 。 じ ゃ が いも は 6 一 8 等 
分 の 小さ め の 一 口 大 に 切る 。 


フラ イ バ パン に オリ ー プ オイ ル 
を 中 火 で 熱し 、 鶏 肉 の 皮 目 を 下 
に し て 焼く 。 薄 く 焦げ 目 が つい 
た ら 、 じ ゃ が いも 、 キ ャ ベツ 、 
水 100m2 を 順に 加え る 。 


蓋 を し て 10 一 15 分 煮る 。 じゃ 
が いも に 串 を 刺し て スッ と 通っ 
た ら 蓋 を ずら し 、 さ ら に 5 分 煮 
て 水分 を と ば す 。 

底 の 煮汁 に 味つけ 用 の 塩 を 溶 
か し 、 黒 胡 板 を ふっ て 混ぜ る 。 

好み で オリ ー プ オイ ル を か ける 。 


材料 (つく りや すい 分 量 ) 


鶏 む ね 肉 … 1 枚 ( 約 300g) 

塩 … 3 g ( 暴 内 重量 の 1 %) 
生姜 (薄切り )… 6 枚 
長 ね ぎの 青い 部 分 


"1 本 分 


黒 粒 胡 概 …10 粒 
酒 … 小 さじ 2 


ど 


「 旬 香 亭 」 の 


ピン デ ーーー < 


2018 年 6 月 号 掲載 


材料 (4 人 分 ) 


ラム 肉 ( 厚 切 り )*※… 適 量 

罰 …1 個 

牛乳 …35m2 

小 妻 粉 、 生 パン 粉 、 揚 げ 油 
… 各 適量 

塩 、 胡 概 … 各 少々 

ネ ラ ム 肉 は 調理 する 30 分 ほど 

前 に 冷蔵 庫 か ら 出し 、 常 温 に 戻 

し て お く 。 


いろ いろ 言う こと な く 旨 いで す 
文筆 家 ・ 加 藤 ジ ャ ンプ 


渡辺 康 刻 きん の 
シッ トリ ッ シ モ 燕 し 半 
2020 年 7 月 号 掲載 


鶏肉 は 脂肪 や 筋 が あれ ば 取り 除く 。 水 
気 を 拭き 取り 、 満 遍 な く 塩 を すり 込ん だ 
ら ポ リ 袋 に 入れ 、A を 加え て さら に も み 
込む 。 

ボウ ル に 水 を 張り 、1 の ボリ 袋 の 口 を 
上 に し て 空気 を 抜き な が ら 沈 め る 。 空 気 
が 抜け た ら ポ リ 袋 の 口 を 縛る 。 


厚手 の 鍋 に 、1.5 4 ほど の 湯 を 沸か す 。 
し っ か り 沸 騰 し た ら 火 を 止め 、2 を ポリ 
袋 ご と 湯 に 沈め る 。 医 を し て 6 時間 ほど 
固 き 、 湯 が 冷め た ら 鍋 か ら 上 げ る 。 

3 を ポリ 袋 か ら 出 し 、 香 味 野 菜 を 取り 
除け ば 完成 。 こ の まま で も よい が 、 細 く 
裂く と 上 品 な 口当たり に 。 


ゝ 


1 ラム 肉 を 軽く 叩い て 繊維 を つ 
ぶし 、 肉 の 片面 だ け に 少し 強め 
に 塩 、 胡 相 を する 。 

2 小麦 粉 を 満 思 な くま ぶし 、 溶 
き 卵 に 牛乳 を 混ぜ た 卵 液 に 浸し 


3 揚げ 油 を 180C に 熱し 、2 を 入 
れ て 、 衣 に 香ばし い 色 が つく ま 
で 揚げ る 。 

4 油 を よく きっ て バッ ト で 3 分 
休ま せ 、 余 熱 が 全体 に 回 っ た ら 
出来 上 が り 。 


/ ご 飯 ・ 麺 


ワタ ナベ マキ ミ さん の 
魚 次 の 
きつ ね うど ん 


2019 年 11 月 号 掲載 


アン チョ ビ の 」 
塩気 が ボイン ト 。 


リー プ オ イル が 味 を 引き 締め る 。 


細川 亜衣 さん の 
リー ツジ:・ エ ・ 


! 


燕 し 焼き に し た 野菜 の 旨味 が 堪能 で きる 。 


「 イ ンカ ント 」 の 


拓 材料 (2 分 ) 
くたくた ブロ ッ コ リー の NN 
内 カー ヴォ ロ ゆで うど ん … 2 玉 
リ ング イネ 油 掲げ び … 1 枚 
ーッ em 2017 年 1 月 号 掲載 魚 殖 ま … 大 さじ 2 
2008 年 10 朋 号 掲載 ※ 当 時 レシ ピ を 教え て くれ た 小池 教 之 シェ フ は 、 A | 酒 … 大 さじ 2 
現在 「 オ ステ リア デ ッ ロ スク ー ド 」 の オー ナー シェ フ 。 ァ ーーーーー 味 朴 … 大 さじ 1 
材料 (4 人 分) [ 叶 
7 ヽ カリ フラ ワー… 小 1 株 万 能 ね ぎ ( 斜 め 薄 切り )、 
材料 (2 人 分 ) 米 ( 流 水 で きっ と 洗う )… 1 カッ プ 生業 (すり お ろ す )、 
プロ ッ コ リー べ コ リー ノ チ ー ズ 粗塩 、EV オ リー プ オ イル 、 白 煎り 胡麻 … 各 適量 


… 1 株 (300350g) 
アン チョ ビ ( フ ィ レ )… 4 枚 
に ん に く ( つ ぶす ) … 1 2 片 
廊 の 爪 ( 種 を 抜い て ちぎ る ) 
… 1 本 


(すり お ろ す ) … 大 さじ 2 
E.V オ リー プ オ イル … 適 宜 
リン グイ ネ …150g 
塩 … 適 量 


玉 も の に よっ て 塩分 が 違う の で 注 
意 。 な る べく 国産 の 上 質 な も の を 。 


1 鍋 に A と 水 500m2 を 入れ て 火 に 


1 フラ イ バ ン に オリ ー プ オイ ル 大 さじ 4 と に ん に く 、 鷹 の 
爪 を 入れ て 、10 分 ほど 、 じ っ くり 双 火 に か ける 。 


2 プロ ッ コ リー は 、 小 房 に 分 ける 。 茎 は 皮 を むい て 細か く 
刻む 。 


3 1 の フラ イ バ ン に アン チョ ビ を 加え て 混ぜ 、 形 が な く な 
っ た ら 中 火 に する 。 フ ライ バン が パチ バチ し 出 し た ら プ ロ 
ッ コ リー を 入れ る 。 


人 4 プロ ッ コ リー に オイ ル を よく か ら め た ら 、 水 を ひたひた 
に 入れ る 。 蓋 を し 、 弱 火 で 10 分 ほど 蒸し 焼き に 。 こ の 間 
に 1 % 程 度 の 塩加減 で リン グイ ネ を ゆで る 。 プ ロッ コリ ー 
が 柔らか く な っ た ら フ ォ ー ク で 全体 を つぶ す 。 


5 ゆで 上 げた リン グイ ネ を 入れ て 、 手 早く 混ぜ る 。 火 を 止め 、 


べ ペコ リー ノ チ ー ズ を 加え て さら に よく 混ぜ る 。 皿 に 盛り 、 
仕上 ぼ げに オリ ー プ オイ ル を 回 し か ける 。 


1 カリ フラ ワー は 小 房 に 分 け 、 茎 
は 皮 を むく 。 食 べ や すい 大 き さ 
に 切っ て 、 冷 水 に つけ る 。 


2 鍋 に 水 1 4 を 入れ て 、 沸 騰 し 
た ら 薄 め の 塩 味 が つく 程度 に 粗 


か ける 。 煮 立っ た ら 、 油 抜き し 
て 三角 形 に 切っ た 油揚 げ を 加え 
て 、 弱 火 で 約 3 分 煮 る 。 


2 うど ん を 加え 、 ひ と 煮 立 ちさ 
せ た ら 器 に 盛り 、 薬 味 を の せ て 


塩 を 加え る 。 
3 中 火 に 


態 を 保つ 。 


アル デン 
調え 、 


上 げに 粗塩 を ふる 。 


し 、 水 気 を きっ た 1 を 
入れ 、 潮 騰 し た ら 米 を 加え 、 
時 々 混ぜ な が ら 軽 く 沸騰 し た 状 


415 分 ほど で 米 の 硬 さ を 確認 し 、 
な っ た ら 塩 で 味 を 
る 。 オ イル を 回 し 
か け 、 チ ー ズ を すり お ろ し 、 仕 


完成 。 


手軽 に コク の ある うど ん 
を 食べ た いと き に ! 


ヽ 


香ばし く 焼 いた 秋刀魚 の 王 物 と 
梅干 し と ご 飯 。 お いし く な い ワ ケ が な い 


辻 調 の 


秋刀魚 ご 飯 


2006 年 1 月 号 掲載 


材料 (8 人 分 ) 


生 米 ※… 3 カップ 

秋刀魚 (干物) … 2 枚 

昆布 だ し …700m% 

塩 … 小 さじ % 

梅 肉 …40g 

に ん じん (あら れ 切 り ) 

-40g 

三つ葉 (ゆで る )、 青 じ そ 、 
みょう が 、 焼 き 海苔 
… 各 適宜 

ネ 放 飯 に は 洗い 米 の 9 割 の 量 を 使 

う 。 


A 


秋刀魚 の 干物 は こん が り 焼 く 。 頭 や 中 骨 、 尾 を よ け 
て お き 、 身 を 適当 な 大 き さ に 切る 。 


土鍋 に 洗い 米 、A、 に ん じん 、 秋 刀 魚 の 頭 、 中 骨 、 尾 
を 入れ 、 火 に か ける 。 沸 騰 し た ら 蓋 を 開け て し ゃ も じ 
で 鍋底 に 張り つい た 米 を こそ げ る 。 


再び 蓋 を し て いっ た ん 強火 に し て 、 再 び 沸 騰 し た ら 
すぐ 惨 火 に し て 15 一 20 分 炊く 。 


炊き ま 上 が っ た ら 区 を 開け 、 秋 刀 魚 の 頭 や 骨 な ど を 取 
リ 除 き 、 秋 刀 魚 の 身 を 並べ る 。 


蓋 を し て 、 す ぐに 火 を 止め て 10 分 蒸 ら す 。 蒸らし 上 
が っ た ら 三 つ 葉 な どの 薬味 を 散ら す 。 


ご ま の 了 み を 、 か ら だ に 。 

に 
か ら だ 想 い の 
ご ま 油 レシ ピ 帳 !-3 


濃口 ご ま 油 と 野沢 菜 漬け が お いし さ を 育む 


豚 肩 ロー ス 肉 (しゃぶしゃぶ 用 ) 
介 2508、 野 沢 潰 け 200g、 れ ん こん 
り 100 g 、 椎 工 2 個 、 生姜 2 片 、 長 な 
ぎ 適 量 、 絹 ご し 豆腐 1 丁 、 純正 ご ま 
油 員 ロ 」 大 さじ 2、A「[ 水 5 カッ ズ 、 
うす 口 習 油 大 さじ 2、 組 尋 酒 (な け 
れ ば 尊 ) 大 さじ 1、 味 矯 大 さじ 1、 凍 
り ガラスープ の ( 粒 スー プ の 場 
合 は 量 を 少し 多め に ) 小さ じ 2、 撫 
小 きじ 銘 


薄 肢 中 rr 愛 下 一 滞 計 族 基 


党 乳 感 舌 眠 | 語 Mwg 口 散 ] 


zO 計 愉 慌 下 ③ ざ 潤滑 沼 呈 吉 半 独 


と 


ー 士 箕 癌 貢 ど こと 登 / 款 “ 革 机 州民 不 、 
.eA 


Sm の 堂 OKt 半 血 / 泊 回 用 翼 / 庁 時 古 


1 れん こん は 皮 を むい て 厚 さ 2mm の 輪切り 
に し 、 水 に さら し て 水気 を し っ か り 拭き 取る 。 
椎 弐 は 軸 を 除い て 厚 さ 2mm の 薄切り 、 野 沢 葉 
漬け 、 生姜 は それ ぞ れ みじん 切り 、 長 ね ぎ は 
白髪 ね ぎ に す る 。 豆腐 は キッ チン ペー パー な 
ど で 水 気 を し っ か り 拭 き 取 る 。 

2、 フラ イ バ ン に 「 純 正 ご ま 油 濃口 」 を 熟し 
て 、1 の れん こん を 中 強火 で 炒め る 。 両面 
に 焼き 目 が つい た ら 取 り 出す 。 

鍋 に A を 入れ て 火 に か け 、 沸 いた ら 1 の 野 
沢 菜 漬け 、 椎 茸 、 生 姜 、 原 記 ロ ー ス 肉 を 加え 
て 中 強火 で 煮 る 。 ア ク が 出 た ら 取 る 。 

豚肉 に 火 が 通っ た ら 、 1 の 豆腐 を ちぎ っ 
て 入れ 、2 の れん こん を 加え る 。 

ひと 素 立 ち し た ら 1 の 白髪 ね ぎ を の せ 、 
最後 に 2 で 残っ た ご ま 油 を 上 か ら 回 し か ける 。 


Ok VATNS 群 基き 届 村 滴 剖 の V 
It 誤 業 等 冊 S ひ いふ さき て エ ひど へ ON 人 F 


> は で 。 


| トコ 


合 浦 系 さ 沸 沿 ロ | 
ン 沙 SAO 対 B 和 


「 立 st 放 で 時 束 古 ON(YO 
・ 終 ご 汗 て 生き 庄 叶 帆 KS ざ ど で 償 寺 御 。 決 圧 吾 ww 出 較 澄 國 肝 琴 天 で き 部 ら 卸 油 戦 滞 


週 S 普 帰 1 。 の きき 州 人 SYUH ご 距 


ご 


ai 


教え る 人 = 栗原 心平 さん 

料理 家 。 自 他 と も に 認め る 鍋 好 き 
で 、 ご ま 油 好き 。「 か ど や の 純正 ご ま 
油 は 香り 高く 、 泊 っ ぽく な い の が いい 
と ころ 。 特 に 『 純 正 ご ま 油 濃口 』 は 
仕上 げに ちょ っ と か ける な ど 、 調 味 
料 的 に も 使い 勝手 が いい で すね 」。 


「O 愉 wl 放 ご 信用 
理 悦 , 吉 主 寺 汐 。 計 引 州 ど 半 . 半 癌 古 斑 」 


良 質 な ご ま を 香ばし 取り 上 げ 、 持 り ま し た 。 


0 
人 油 ロ 」。 深 前 り だ か ら こ そ 番 り も コク も 濃 庫 芳本 な 
拍 200g も あり 。 香味 づけ に ぴっ た り で す 。 


se と 落款 器 (いみ 形 寺 各 導 。 回 表 放 (4 民 世 主 
信州 己 計 (て | 評 界 下 ③「 口 著 秋 放 (1 国 詩 ] 
zQS 糸 剛 導 中 穫 び ご 陵 寺 「 ロ 薄 普 放 円 識 
主 若 。9retA で の 中 肖 州 (N 香 調 源 酒 当 呈 」 
s 計 「 口 端 普 州 \ 陣 講 」 S 音 燃 さ (てき OM 
きき 海 半 部 . 間 SW て 「 い 商 国 装 瞳 S 
慌 rrdt(v(YS 洛 油 沼 呈 」 計 OK 細 潤 中 癌 ON 


(て 守 漁 商 沼 中 


人 N… 


か ら だ 想い の “お いし い レ シ ピ "は こち ら か ら ! 
@ お 問い 合わ せ / か ど や 製油 株 式 会 社 www.kadoya.com 


0 デザ イン まわ り と し ん 
画 0120-115072(9:00-17:0O 土日 祝 日 、 征 末年 始 を 除く ) dancyu か ど や 0 


N 撮影 一 邊 田 健太 郎 


名 物 連 載 は 語る (3) 


ん 西 て 6 命 っ 
を CI だ だ 
西 ス タッ だ っ と 味 
1 の 滞 主 の 7 と 
常 ウ ゥ うう 頃 れ 比 
2 2 
っ た を き 
Kr まま は 
い 
に 6、 て 功 本 
の あみ 上 
は っ る 理 
三 細 72 寺 が ] 
に 
の る と 
き 抜 か が ご 入 番 
た き 西 ん 味 飯 れ お 
最 健 - の に て い 
高 約 一 下 角 し 
の 租 朗 符 の ご い 
料 な は き 迷 飯 " 
理 料 そ や の を 蟹 
人 理 の * 風 足 の 
だ を 束 甲 味 し 甲 
っ っ 材 維 が た 加 
た 〈《 の を 加 ら に 
2 二 い ) 府 わ い 身 
9 計 ) で る いと 
2P// だ | だ | 笑 
が を ら そり け み 
で 見 II そ 
蟹 の 持ち 味 を 
すべ て 堆 能 で きる 


甲 比 ど 飯 


つっ くり 方 
1 オス の 甲 尼 を 焼き 網 に の せ 、 酒 
を 注ぐ 。 


"や mt の い 作 細 太い 家 梁 穴 避 庄 


の ざい 届 大 せき 可 w「m 上 と 9((」 


添 ら 上 


ー「 ふ さき Wemrt 半 2 短 


2 沸い た ら 負 の 身 、 処 みそ 、 和 醤 油 、 


生姜 の 搾り 汁 を 入れ 、 ご 飯 を 加 
える 。 

3 ご 飯 が 膨らむ まで 中 火 に か け 、 
溶き 卵 を 回 し か ける 。 

4 三つ葉 を 散ら し 、 グ リル で 表面 
を 科 る 。 


dancyu JANUARY 2021 


に ィ 
窟 か 7o ぎ 


の せき せら 穴 の は 


| 刻 局 S と 届 


日 
本 
料 
理 
の 
癌 
放 


ゞ % 哲 | 刻 団 


2 
0 
1 
9 

年 

の 
ま 
で 

京 

味 
は 


で 浮 沿 Cy 届 還 


だ 


0 

か 湯泊 還 齋 eS 祭 3 に の 
が は 《 着る だ 料 
2 
83 放 こき よ 昌 
開 っ 六 人 ぃ 節 

枯 あ CI 証 商 0 の 

の 損 和 を 問 に 素 

中 沢 の は 。 材 

引 を なあ 先 ん が 

に 料 る ぬ ょ 味 

艇 理 夜 ま 珍 を 
科目 数 

そ と 西 勉 い え 

と 言 は 強 も て 


航 の 身 に 、 み その コク 、 そ れ に 焼い た 甲羅 の 香ばし さと 、 千 の 美味 
し さ を 奈 す と ころ な く 味 わ える 。 素 材 を 生か し きっ た 逸品 だ 。 


2011 年 5 月 号 一 2012 年 12 月 号 


書き 手 : 野地 秩 亮 


日 
E 本吉 
料 ュ 
人 
幸 も 
so じ 

食 人 を て が 

の 3 だ 

は 

に 8 政 で 

つい へ 西 は 

いき 健 毎 

て し 一 回 

振 た 郎 一 

MD 靖 23 鹿 RN 作 の 

返 に の 

り 食 

ま 材 

訪 を 

テ 
1 
に 


に し ・ け ん いち ろう 欠 18 歳 で 京 
都 の 割烹 に 入り 、10 年 の 修業 の 後 
に 1967 年 、 東 京 ・ 新 橋 に 「 京 味 」 
を 開店 。 多 く の 人 に 愛さ れ た 。 
2021 年 秋 に 野地 秩 嘉 著 『 京 味 物語 
- 丁 健一郎 の 天才 』 (光文社 ) 刊 行 。 


三 % ぐ で 令 製 か s9 府 楽 己 7 へ 交 稀 9<Sp 人 て 拓 公 染 ー 
往 つっ 振 や 会 下 で さり 半 会 
| で を 回 の | 誤 和 *G 呈 普 


さ 逐 ん 8 迷 や い ン so 
へ ヘー ぬら つら ろ AS で ウー 
「Q を 剛 」S 畠 つろ 銀 東 ちか 


| 佐和子 さ ん 


| 」 


リポ ー タ ー、 報 道 番組 の キャ 
スタ ー を 経て 1992 年 に 渡米 。 


テレ ビ 番 組 の 司会 や 
キャ スタ ー の ほか 、 エ ッ セ イ 、 
小説 の 軌 筆 で も 活躍 。2012 年 


帰国 後 、 


『 聞 く 力 」 (文春 新書 ) を 上 梓 。 
ベス ト セ ラー と な る 。 


「 泌 り G 査 広 稚 Q 興 中 組 で ン 
PS や "人 公立 例 Q を 謙 」K に 相応 
得 渦 泉 … 訓 つり 2 が つ 冥 ( 約 」 

ホキ ャ ーw AN 叶 千 略 や 組 か 6 を 
ポ 全 人 補 看守 ボ ・ い を 時 K 翌 史 己 叶 深 
全 @ 写 三 選 中 中 0 で "ヨコ 演 忠 @ 員 人 
幸 宮 軍装 理 写 GS さ つ 直 
Q 王 や 父 つ ロ つり 2 ぃ 0G 公 。 折 ※ を 
尽 G 直 所 泉 環 ご 部 つ G 忌 、 補 の っ 
ツリ や [や 人 と S ぐ DS 埋 合 守 
起 写 移っ 2 つ て 加 層 つり の ゃ 〇 うお 2] 
で 舞 史生 人 お GS ト 電 編 G 祭 党 隊 、 つ や 
つり いふ 9 や ゃ べ 参 GN ホ へ 失 送 の で" 
「NNA KS 提 や 人 必 著 話 民 po 届 
2 で や ゃ で | つの 距 つ 守 全 で 則 骨 ご 
TQ を 時 ] KS て RG や つつ 無 汐 
で や = ふい トー リロ 届 夫 vo3 送 で" 
[FQ 和 を 加 』 人 ハト ー ロ や hnS で 
いさ で の 抽 記 再生 ) 財 す 。 緊 叶 
つつ 合わ )) 抱 人 Q ン ーー が つ 天 代 / 明 う 
う 内 め へ トー リロ つの りゃ 移 2 つ ン 完 
や で や 生 呈 | の 穫 憩 ゃ G 三 % で " 


憶 送 的 で 人 「Q 和 を 剛 ] 史 昌 で や P ビ 


WS 訓 因 で 地 志 入る で させ ふさ AD 


/ 


な 可能 性 / 


だ 


う 「 つ や 媒 」 の 新 
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W 


デザ イン 二 根 岸 良介 (omodaka) 
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旨 
IM 
ざれ 角 演 KW 
よ 燃 @ 家 日 芝 ふ 肖 ふ 吉 
由 K う っ G 画 AWK 選 
下 へ つ 振 SIN 包 し 柱 
リ せ 選 理 せ N せ @ 失 
DES は 
ゼ 
か を で 音 ス マタ シヨ ょ 
も いい ン 直さ 欄 陣 お 装 
か とじ 四 K・ 禁 ご 
SS 05 し 0 可 お ささ 選 
ミ 売 ン uMGA つ 1 埋 
まま を 
も 8 到 疫 定 く W や て 筐 
由 つ ざ 林 NR 市 て 和議 
N 
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「 つ や 姫 」 が お いし い 
うっ の 理由 


選ば ぼれ た 生産 者 が 
限定 きれ た 適地 で 生産 
一 定 の 要件 を クリ ア し た 高い 栽培 技術 を 
持ち 、 県 知事 の 認定 を 受け た 生産 者 の み が 、 
殺 培 適地 の 田んぼ だ け で 生産 。 


環境 に や き し い 栽培 法 に 限定 
環境 に 配慮 し 、 農 薬 や 肥料 を 使用 せ ず に 
栽培 する 「 有 機 栽 培 」 また は 、 農薬 と 化 
学 肥料 を 半分 以下 に し て 栽培 する 「 特 別 
栽培 」 に 限定 し て 生産 する こだわ り 。 


お いし さき と 品質 を チェ ッ ク し て 出荷 
山形 県 独自 の 出荷 基準 を 設定 し 、『 つ や 尋 』 
と し て の お いし さと 品質 を 満た し て いる こ 
と を 確認 し た うえ で 出荷 され 店 頭 に 並ぶ 。 


山形 の お いし いも の が 
へ 190 徹 に 当 旋 8! / 
イン スタ グラ ム 
キャ ン ペ ー ン 


px[O) 


instagram camDaign 


# つ や 姫 と いっ し ょ 


伝説 の 家政 女 ・ タ サン 志麻 さん を 審査 員 
に 迎え て 、『 つ や 姫 』 イ ンス タグ ラム キャ 
ン ペ ー ン を 開催 中 ! 山形 が 誇る お 米 『 つ 
や 姫 」、 と いっ し ょ に 撮影 
し た 、 お いし い 、 幸せ な | 回 誠人 国 
写真 を 投稿 し て くだ さい 。 SCA3 


詳細 は 公式 ウェ ブサ イト 

より ご 確認 くだ さい 。 回 
2021.1.31 (日 ) まで 開催 中 
阿川 佐和 子 さ ん の 
撮影 エピ ソー ド や メッ セー ジ 、 
タ サ ン 志 麻 さ ん の 

お 手軽 レシ ピ な ど 、 国字 回 
内 容 充実 の 公式 ト 
web サ イト は こち ら ! | 回 半 『 


し す _ 川 注 贈 間欠 いい コン も て 
て る つき 文 答 祝 を かみ し 特 ス 志 っ り 
ょ や ん すし い 色 せ 〈 別 料 麻 と と 
圭 う 姫 は る て な 々 な 炊 な 理 き 申し 
せ に 導い と を いり 到 た ん で だ 
へ ま と ょ と 顔 人 る が 和信 存 る 水 類 が 知洋 
きわ ニー と も ん あと ょ 在 の や そっ つり) 食 
り 緒 教 増 で る 共 で で お ぉ お ゆく 〈 た は ょ 
いひ の に を ぇ を すご 有 す 人 多 る る か の 
て 人 あて て が と し ね 私 を め 自 うっ 相 
く 々 る くい に に た “の 使 る 由 た 性 
れ を 日 れる 今 友 《 こ 日 ゎ 門 な を で も 
る 笑 常 た の で 人 て の 常 な 川 発 すい 
顔 は 一 は た ` 圭 に 《 ミ 想い 
に と 勝ち ぉ お せ は て ん を の で 
` 連 手 へ 礼 な も も フフ す 
そ を 針 同 に も や 時 う ぉ ラ し 


岡川 きん も お 気に入り 
箇 単 ! 和風 リゾ ッ ト 

ご 

。 スル メイ カ か ら 出 た 淡い ビン ク 色 
の だ し を 吸っ た お 米 が テー ブル を 
華やか に 演出 する 「 ス ル メ イカ の 
和風 リゾ ッ ト 」。 アレ ンジ の ポイ 
ント を 聞く と 「 市 販 の だ し バッ ク 
を 使う と お 手軽 で す 」 と 志麻 さん 。 


ンー 
隆 SS 新 発 見 の アレ ンジ 
、 


商品 に 関す る 問い 合わ せ 先 ノ 山形 「 つ や 姫 」「 雪 若 丸 」 ブ ラン ド 化 戦略 推進 本 部 
(事務 局 : 山形 県 農林 水産 部 県 産 末 プ ラン ド 推 進 課 ) 023-630-3295 
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邊 析 感 
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か いる 
らん の 
二 
々 ね 
タ サ ン 志 麻 きん 


大 阪 あ べ の ・ 辻 調理 師 専 門 学 
校 、 同 グル ー プ の フラ ンス 校 
卒業 。 現 地 の 三 つ 星 レス トラ 
ン や 老舗 フレ ンチ で 経験 を 積 
む 。 帰 国 後 、 テ レビ 出演 を 機 
に ^ 伝 説 の 家政 婦 " と し て 話 原 
と な り 多 く の レ シ ピ 本 を 出版 。 
守 ・ 
4 [1 
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人 ve で oNANKSTN や ve" 舞 避 
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濁 補 お りゃ 品 っ へ 人 誠 計 皇 の で 


や けり 邊 培 史 富 パ np GS で っ の 人 5 
を 品 志 IR" 思っ 問 で 閥 で うっ せ 
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つ Own peo ち の と で っ 都 悪 


吉信 S 曲 表 全 人 穫 信 つ さ @ー" 


ポー ゴー 二宮 中 補 党 = 守 


さん 。 


切る の は 、 夫 の 真 


3 土曜 ( 


祝日 代 了 予 算 1 万 5000 円 - カー ド 可 但 カ ウン ター6 席 個室 5 室 ( 施 れ あり ) 禁煙 


917:30-22:30 人 Q 


橋 人 形 町 1-5-10 人 


9032 東京 都 中 央 区 日 本 


形 町 駅 」 よ り 1 分 、" 水 天宮 前 駅 」 よ り 5 分 欠 1975 年 11 月 開店 。 料 理 は コー ス の み 。 要 予約 。 


さき 
き 
る 
0 
に 
に 】 
ど 4 


093 


具 材 を 準備 


納豆 と 香味 野菜 を 炒め る 
グツグツ 煮る 
材料 (3~-4 人 分 ) 
好み の きのこ *…400g 
AA | 納豆 … 2 バック 


細 ね ぎ ( 小 口 切り ) … 2 本 
生姜 ( 粗 み じん ) … 2 片 
に ん に く ( 粗 みじん ) … 1 片 
豆腐 … ゆ 丁 
油揚 げ ( 湯 通し する ) … 大 1 枚 
こん に ゃ や く ( 下 ゆで する ) … 1 枚 
細 ね ぎ ( 小 口 切り ) … 適 宜 
豆乳 …100m6 
白 胡 麻 … 適 量 
油 … 大 さじ 4 
50m6 
… 適 量 
ネ え の き 茸 、 ひ ら 茸 、 か ぶ と りな めこ 、 あ わび 茸 な ど 、 
好み の も の を 数 種類 合わ せる 。 種 類 が 多い ほど 、 深 み 


の ある 味わい に な る 。 時 間 が あれ ば 、 使 う 前 に ザル に 
広げ て 干し て お く と 味 が 凝縮 する 。 


つく り 方 


きのこ は 石 突き を 除き 、 軸 は 細か く 刻 み 、 笠 は 食べ や 
すい 大 き さ に ほぐす 。 油 揚げ は 一 口 大 の 三角 形 に 切る 。 
こん に ゃ く は 食べ や すい 大 き さ の 細切り に する 。 


鋼 に 1 の き 軸 と 
全体 が さら っ と し た 
を 引き 出す 場合 は 、 味 見 を し て 少し し ょ っ ぱい と 感じ 
る くら い に 塩 を し っ か り 効 か せる こと ! 


つや が 出 て きた ら 、 水 を 鍋 の 8 分 目 く ら いま で 注ぎ 、 
鍋 に つい た 焦げ を こそ げ 取 る 。 煮 汁 に と ろ み が 出 て 白 
濁す る まで 、 約 10 分 、 強 火 で 煮る 。 


1 の きのこ の 笠 と 油揚 げ 、 こ ん に ゃ く を 加え て 軽く 煮 
込み 、 豆 腐 を 手 で 崩し て 加え る 。 仕 上 げに 豆乳 を 回 し 
か け 、 細 ね ぎ と 白 胡 麻 を 散ら す 。 


きのこ と 約 豆 の 提 了 計り た 
プ は 、 と ろり 回 中 C 久 の 硝 < 中 


た 放 に ゃ く の 食 感 が 
い 複雑 味 が 倍 


えら か 日 いわ て 
て ずり 〈《( し せ シ 調 
も の 効 "きる ン 味 、 
ら 鍋 か 納 に こ プ 料 
っ の せ 豆 変 と ル は 
た 素 て と わ で で 塩 
通 が 炒 香 る "あと 3 
り で め ゅ 味 の き 7) 酒 
に きる 野 で の な だ 
負 る こ 素 あこ が け @ 回 
作例 
素 だ で 別 いい 2018 年 1 月 号 
を と 塩 細 納 う 「 塩 を 極め る 」 
つか だ を 有川 ] 特集 より 
CC し し あの 識 更 
り 教 要 っ ん 合 っ 
その も だ し に 乳 主 水 
! うう 鍋 べ 困 い つ 身 で 役 を 
石 に を ロ っ と く 〈 近 マ の 加 
中 な 食 リ た いれ な イミ きえ 
香 る さと こう ` 食 ん の て 
子 の た 平 ょ し 材 ド こ 煮 
だ 後 ら に 素 か で に を る 
撮 - 怪 中 も る ^ 在 大 と 
ャ て 人 人工 で げ て 約 
! お い て 約 
腹 ま 分 い 知 立た `10 細川 亜衣 きん 
を の ので ほそ か わ ・ あ い 介 料 理 家 。 シ ンプ ブル な レ 
遇 ウジ デ ず 先 と に に 
生 く セ で ら 成 めそ シビ ピ と 素材 の 持ち 味 を 存 分 に 生か し た カカ 
クラ "- 却 まず だ に 強い 味 に ファ ン が 多い 。『 ス ー プ 』『 野 菜 』 
で だ な 羽 : を “ 吾 た (と も に リト ル モア ) な ど 著 書 多数 。 


ボウル に 牡 六 を 入れ て 塩 大 さじ 1 (分 量 外 ) を ふる 。 水 
1 2 を 加え て し ば らく 置き 、 牡 六 を そっ と 持ち 上 げ る 
よう に し て ふり 洗い する 。 水 を 替え 、 汚 れ を きれ い に 
洗い 流す 。 ザ ル に 上 げ 、 水 気 を きる 。 


せり は 食べ や すい 長 さ に 切り 揃え 、 ね ぎ は 斜め 薄切り 、 


ご ぼう は さき が き に する 。 焼 き 豆腐 は 食べ や すい 大 き 
さ に 切る 。 


土鍋 に 日 本 酒 を 入れ て 強火 に か け 、 土 鍋 の 緑 に 味噌 を 
塗る 。 酒 が 沸騰 し た ら 2 3 分 煮詰め 、 味 噌 の 据 が つ 
か る くら いま で 昆布 だ し を 加え る 。 


沸い た ら 牡 六 を 加え 、 さ っ と 煮 て 食べ る 。 一 緒 に せり 
と ね ぎ を 入れ る 。 牡 六 を 一 通り 食べ た ら 、 汁 の 煮 詰 ま 
っ た と ころ に ご ぼう と 焼き 豆腐 を 加え る 。 味 が 濃く な 
っ た ら 、 昆 布 だ し を 適宜 足す 。 好 み で 黒 七味 を か け て 
食べ る 。 牡 敵 と 辛味 は 相性 が よい の で 、 柚 子 胡 概 や コ 
チュ ジャ ン も お 薦め 。 


WW バ ー 


材料 (2 人 分 ) 
牡 六 (加熱 用 ) …400g 
せり 、 長 ね ぎ 、 ご ぼう … 各 適宜 


焼き 豆腐 … 1 丁 


味噌 * …200 一 250g 
昆布 だ し … 適 宜 
黒 七味 … 適 宜 


*※ 味 の 濃い も の と 、 甘 い 麹 味噌 を 合わ せ 
る と 、 よ り 深 い 味わい に . 


中 村 成 子 きん 
な か むら ・ し げ こ 欠 料 理 家 。 東 京 生 まれ 。 
著書 に 『 中 村 成 子 の 始末 の 料理 』( 婦 人 之 


友 社 )、『 伝 えた い 味 昔ながら の お か ず 』 
(KADOKAWA) ほか 多数 。 


強火 で 煮る 


し ・」 


「 か き 本 番 !」 
特集 より 


か 段 
ま - 自 に 
ず 局 
は 流 う 
牡 と ! 長 
敵 手 い 
の 抜 蔵 
故 き 月 
郷 を 
で に 経 
あ な て 
る 2 
= 海 て ぃ 
Py の し っ 
し ト 塩 ま も し 
文 よる ぼ 詰 で 郊 ょ う 牡 
な 香 う め る 牡 彰 
藤 っ ぱ の ら が 味 呈 ここ が 
還 た し だ れ す 喘 の の プ 
還 量 い し て よ は 旨 最 サリ 
子 後味 い う 味 初 プ 
の 叶 土 に 甘 が の り リ 
撮 だ 鍋 牡 し 圭 堪 仕 に 
影 し その 六 て 2 能 事 な 
! は れ 縁 か 食 種 で で る 
吾 ら 5 で ら き ま 
市 問 が 程 の 進 と る あ で 
和 。 絶 運 よ だ め れ と 了 丁 
義 も 然 く し る を 土 は 寧 
" 強 鍋 延 に 
体 煮 火 に 々 入 


2005 年 1 月 号 


2m「 い 仙 w 全 匹 時 護 さ moeo 堂 き 


SS 1 し ゃ 
更 の 電 三 
天 @ 鱗 。 
人 あき っ 注 
る @ ぶさ や ピ 
まさ 
写り 0 注 
Os や 信 
人 る NSR 
想 名 ピ 
さ n まり る 隊 
Mo S し っ G 
因 ・ 人 S 計 し 
算 和 宮 別 つ し 
も ロロ ポ せ 
婁 を こら 所 
爺 さ 舞 押 


葉 NYAN つ 財 屋 委 守 7 
培 間 GSKーT” 共有 近 8 
局 G 選 東村 補 人 生 の 記 全 絆 の 人 人 % 
SA へ ASSS ANANS 計 時 生 で 
や や" 培 ウ ロン で だ G ぜ べ 誠 捉 「 超 装 
電 仙 で 」GG 訓 宰 G 天 半 押 聞 
で” 下 GQ 症 や 所 つり っ 所 旨 


避 塞 @ 球 6 1Q や 「 足 コーポ 皇 守 


WS 持 介 虹 り り " s 呈 ペー 
で ンー ロ 店 后 つ つい ー 


車 G ポ や か で うろ 臣 交 つ 如 由 鶴 
眼 員 説く つり 用 ペー か 過半 Py" 
と: トナ ミル こ ナミ ル こく と 

「9 AN の 且 移 時 信光 公定 本 
電 2 つ とら 6 生 」 つ の 畑 宮 で 全 
っ 訪 *@ り GS 音 居 り % で Q 愉 っ G 
弟 肖 人 楽 壮 人 % KKー 和 か 史 負 っ 史 で 
信人 の 選 合 GS 必 投 や 剖 @ 叶 の 
GS 人 っ つが DSGK 一 和 か 多久 聴 7 


り G% 舎 夫 吹 たつ 党 ym 


ポー 皿 吉 中 中 有 測 王 吾 杖 へ lJB ロ 
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@ 水 曜 最終 週 
所 阪急 「 京 


介 17:0021:30(L.0.) 


の 火曜 倫 予 算 1 万 円 カー ド 不 可 動 1 階 カ ウン ター10 席 2 階 2 室 (2-6 名 、 要 相談 ) 禁 


都 府 京都 市 下京 区 西木 屋 町 四条 下 ル 船 頭 町 188 
都 河原 町 駅 」 よ り 1 分 倫 2019 年 9 月 開店 。 如 の 水炊き 6500 円 (2 階 の み )。 


て 非 公開 


手羽 先 を 者 出す 
鶏肉 を 病 降 り に する 
塩 で 味 を つけ る 


ミ W 当 SNe 揚 環 所 長 wNe" 溝 失 ビン 
中 きむ で せる つ h い 上 つ じ ( 條 環 ) 臣 
絡 t0" 」) で し 涯 人 R に "MGHede 虹 
棒 選 屋 te Es ね りり 震 区 G 芯 到 固 6 て 
弄 公 Q 計 で を ン Gt" 


50g 
把 


2 


)… 


薄切り ) … 
2 片 
炊き 用 ぶつ 切り ) 
て 4 東 
か ぶ と クレ ソン は \ 
食べ る 直前 に 
用 意 し よう ! 


個 
大 さじ 1% 


ゆで て お く 


上 カ ッ プ 
お ろ し 生姜 … 大 さじ 3 


3 


こく (薄切り )… 
10 本 
4 て 6 
ジーs 


5 


ん : 
【 具 】 
・1.2kg 
手羽 元 … 
野菜 の 準備 は 


柚子 胡 概 、 ポ ン 酢 、 梅 ポン 酢 


生姜 ( 皮 付 き の まま 


で 
さ 
1 
に 
3 


手羽 先 …20 本 
骨 付き 鶏肉 ( 水 


【 ス ー プ 】 
昆布 …20g 


四 
回 
時 : 
拉 興 


か ぶ … 
クレ 
塩 … 


( 


GSKー ト ぬ K 選 人 SG 臣 ロ く で し せ ミ 
人 お "NG 上 叶 コロ つや 中 必 羽 長 


澄ん だ スー プ は 、 


由 慌 せ 箕 征 つ じ 隊 固 到 功 と Ne 盟 
に AED IO あこ 
WW で っ り 角 ン " セ 
臨 幼 り ま で ww く S” 貼 層 羽 ′ 画 直 / 直 
し ロペ リン 届 富 We じ ミ リロ 公 0" の 


震 ③ ら 0 尽 や 人 中 還 選 葵 部 つ 震 レ 
鐘 固 人 還 ン S8Q 半 使 ロ で 上 作 さけ 
NG 息 層 い じ 羽 っ" 且 G 票 訂 G 凡 
中 角屋 前 ン " 


っ ぷ お や さじ 第 公 畑 " 


忘れ ず ( 


nmG ら CO 屋 区 つ 公 洛 祥 wW じ 革 ロ 人 
” つい 壮 壮 愉 つ 選 上 陳 ペ ロ つ ” 纏 つつ 
し 呈 の 償 胃 Ne" 著 寄 ロ い さ へ へ 区 押 " 押 
G 皿 家 wet" 貴 Kー か っ ) | 畠 層 さ 
ES いこ Yi 手 さこ の ) 
トコ ベル よる 


dancyu JANUARY 2021 


お ろ し 生姜 も 


『 
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あ 
記 
東 
忠 
@ 
き 
に 1 


圭 思 史 ユ 
きる も 
人 K 音 閣 Y 
きる 全 ) 衣 S 和 人 
( を 記 り 周 由 
還 じ 募 選 
周 つ . 理 
リ 人身 ず 光 ご 。 
か 
プー、 h 
上 お 識 且 。 上 。 思 析 
《( ミー デ 由 念 衝 ON 寺 
・ 導く 
人 で し ん し 川 SK 
三 SG 塗 ママ 6l 


庫 っ 謀 ご つぐ 叶っ 6 や 

せっ つい 生 つ の つつ で 6 や で 泉 
人 で 生 宮 理 O6% 和 や 器 写 
り w 半 人 S う つい 堆 わ a 和 人 
1 圭 11 土 つ 以 人 る や emono 選 人 


人 つ 人 のり で め ロ ーKー つ お で” 継 つ 
だ の 生 Q 補 お 光 G US 介 う つめ 
つっ で ぶ ーー 抽 GMm 肖 つの 主 党 人 1 
苦 つ いり" や や ロ 1 で GS 斉 膨 つつい 
羽 詞 つり 2QS や や "の ぐり 間 閣 生 
て か 全 靖 論 お の つ 20 りく や っ 
刀 馬 人 須 GMm 送 和 め 記 の 弄り 組 た 
壮 ち QW DGG つつ 全 足 P つ で 
Sr つ 麗 で や で 詳 っ で っ GKー 
か ンー 持つ が 生 ) JG 家 つう 
代 ポ な 移 宣 敵 周 写 正 つ きっ 中 例 准 
で や で " 還 三 届 G 公 / 足 還 を 洗 


っ 主 菩 容 廊 つつ で び 
や で つら っ 宙 連 舞 齋 つ " 了 K 公 詩 
中 抽 か で 8 装 胃 RC" 理 G 責 
全 や Q 還 結 守 や 稔 守り 忌 編 つ P ル て 
ペー 理 詞 め 半 内 守 *mR Ser 


ポー 王 紙 再 中 叶 選 = や 青 百 


つら で りら で つ 所 せつ 計 別 で っ os" 


冨 @ 悪 りゃ 得 障 や GS うっ つり DQY 
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に : 欄 / 塩 朋 を つく る 
気 黒 や 
に く 才 辛味 と 具 材 の 準備 
な 生 
きき 笛 塩 大 を 込 
A た て た 2 
る の 
号 
者 て 
立 さ 
な 2 を EE 症 人 導 下 。 装 料 0 委 
に 1 介 屋 だ を は ご 塩基 (バラ 塊 内 )*…500g 
る 5 まき くけ し サラ ダ 油 … 大 さじ 1 一 2 
で 上 移 あな ら 花 概 … 小 さじ 2 
くる な か で 和え 赤 計 辛子 …6 本 
塩 用 な め り 豆板 替 … 大 さじ 2 
隊 いら 長 ね ぎ ( 斜 め 切 り )… 1 本 
を は を る A | 更 ス えー プ … 3 カッ プ 
煮 間 由 と 生 習 油 、 砂 症 名 大 さじ 1 
る の 5 口 紹興 酒 … 大 さじ 2 


オイ スタ ー ソ ー ス … 小 さじ 2 
レタ ス 、 サ ラダ 菜 … 各 1 玉 
クレ ソン … 2 東 
半 油 … 適 宜 


< が み 注 rr 惨 凡 / 湖 rmtAW 党 RY て で 油 べ M キ 
NT せ J の kt 古 汗 口 | 。 の 張 古 敵 滞 S ま 策 さと 思 器 本 


* 基 本 の 塩 豚 


材料 (つく りや すい 分 量 ) 
豚肉 ( 塊 ) … 1 kg 

(500g の 塊 2 個 に する と 扱い や すい ) 
塩 … 大 さじ 1 一 2 


較 
炎 
で 
凡 
うっ 
< 
MI 
炒 
め 
る 


鍋 
サ 
で 
ダ 
油 
を 
熱 
し 
花 
概 
8 
幸 
チ 
を 


つく り 方 

1 豚肉 に 塩 を すり 込む 。500g の 塊 に 大 
さじ が 目 安 。 す ぐに 食べ た いと き や 、 
燕 し 豚 に する と き は 、 大 さじ 1 に し て 
も OK。 


2 ぴっ ちり と ラッ プ に 包み 、 冷 蔵 庫 で ニ 
暁 ね か せる (1 日 目 か ら 食 べら れる )。 


3 塩 豚 の 完成 。 塩 の カ で 水分 が 程よく 抜 
け 、 肉 質 が 締まっ て 、 も っ ちり と する 。 


香 
壮 
を 
炒 
め 
る 


好み で 
球 油 を か け て も 。 
旨 さ 倍増 で す ! 
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ビ 
レ 2 
=4 
1 
は 
水 
に 
不 介 
024 
2 
す 
! 


食べ 方 


1 


自分 の 碗 に 、 少 し 多め の 塩 と 、 好 み で 一 味 唐辛子 を 
入れ る 。 鍋 の 汁 を すく い 入 れ て 塩 を 溶 く 。 こ れ で 準 
備 万 端整 っ た 。 さ ぁ 食 べ よう 。 


汁 に 鍋 の 具 を 入れ て 食べ る 、 食 べ る 。 そ し て 紹興 酒 
を 飲む 。 も し 味 に ? の 疑問 が あれ ば 、 そ の 人 の 責任 。 


汁 が お いし い の で 飲み た く な る が 、 こ れ を 極力 我慢 
し て 、 大 切 に 取っ て お く 。 締 め の 弟 に スー プ が 必要 
だ か ら 。 


具 を きれ い に 食 べ 終わ っ た ら 、 ご 飯 と 塩 を 入れ て 事 
に する 。 卵 を 入れ ず 塩 だ け で 調味 する こと 。 痛 に は 、 


ペッ タラ 漬け が 好 相 性 だ 。 


人 m が ある がら 


が 楽しい 
ニス メー グ 


せ の お ・ か っ ぱ 旬 1930 
四 年 神戸 生ま れ 。 日 本 を 代 
表す る 舞台 美術 家 。 エッ 
セイ スト と し て も 知ら れ 、 
『 河 童 が 覗い た 』 シ リー 
ズ の 「 ヨ ー ロ ッ パ 」「 イ 
ンド 」 な ど 著 書 多数 。 


つく り 方 

1 椎茸 は 汁 を 絞り な が ら 取 り 出し 、 軸 を 除い て 食べ や 
すい 大 き さ に 切る 。 椎 茸 の 戻し 汁 に 水 を 足し た 鍋 を 
強火 に か け 、 椎 茸 を 鍋 に 投入 。 


2 白菜 を 縦 半分 に 切り 、 5 om 程 度 の 幅 に ざく ざく と 切 
る 。 白 菜 の 下 半 分 の 硬い と ころ は 先 に 鍋 に どん どん 
入れ て し まお う 。 


3 豚 バラ 肉 は 6 7 cm 幅 に 、 鶏 も も 肉 は 一 口 大 に 切る 。 
鍋 が 沸騰 し た ら 、 肉 を ほぐし な が ら 入れ る 。 こ こ で 
胡麻 油 を 1 周 半 、 “の "の 字 に 回 し か ける 。 


人 春雨 は ぬる ま 湯 で 戻す 。 そ の 中 に ハサミ を 入れ て 2 
等 分 に する と 飛び 散ら な い 。 


5 3 の 鍋 に 残り の 白菜 を ぎゅ っ と 押さ える よう に し て 
山 監 り に 入れ 、 蓋 を する 。 だ し が 足り な けれ ば 湯 を 
足す と いい 。 が 、 こ こ で ひたひた で ある 必要 は な い 。 
白菜 か ら 水分 が 出る か ら 。 


6 あと は 蓋 を し た まま 40 分 、 こ と こと 煮る だ け 。 こ 
の 間 に 塩 と 一 味 唐辛子 、 ビ ェ ン ロー に 合う 紹興 酒 な 
ど を 食卓 に 用 意 し よう 。 食卓 の 準備 が 整っ た ら 、 春 
雨 を 鍋 に 入れ る 。 ひ と 煮 立 ち し た ら 出 来 上 が り だ 。 


7 最後 に 、 も う 一 度 胡 麻 油 を か け よ う 。 胡麻 油 以外 の 
味つけ を し な い の が 元祖 ・ 河 童 さん 流 の つく り 方 だ 。 


計 


や 


の 3 


ー ざ コー> ざ 寸 尼 甘 衝 8 並 


3 


Ss 相当 昌 湊 ヽ < 


# で き 
0 た すさ 


干し 椎茸 だ し を つく る 
ゃ 
食材 の 準備 
いう 
こと こと 煮る 


ー 別 + ら ひ 


ぐる に 


分 


ーー 


材料 (5 人 分 ) 

白菜 … 1 株 

干し 椎茸 …50g 

豚 バ ラ 肉 (薄切り ) …500g 
鶏 も も 肉 …500g 
春雨 … 1 袋 

胡麻 油 、 塩 、 一 味 唐辛子 
ご 飯 、 ベ ッ タ ラ 漬 け 


前 日 の 準備 


大 きめ の 鍋 に 水 を 入れ 、 干 し 椎 
茸 を 一 晩 つけ て 、 だ し を と る 。 


撮影 古市 和義 
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doncyu 


LOVE、LOVE、 静 を 語 ろ う 一 


dancyu な 人 た ちの 偏愛 レレ ピ 


レシ ピ は 、 
dancyUu.jD で 人 に は それ ぞ れ 偏愛 する レシ ピ が ある ! これ まで 掲載 し た 中 
チェ ッ ク し て ね ! か ら 、 特 に 思い 入れ の ある レシ ピ へ の 愛 を 8 名 が 語っ て いま す 。 


枝 元 な ほ み さん の 豆腐 の 春巻き を 

習っ た その 場 で 惚れ まし た 。 

枝 元 さん の 信者 で す 、 ぼ ぽく は 
レノ 


[ライ ター・ 加 藤 ジ ャ ンプ ] 
文筆 家 。 エ ダ モ ン 信 者 。 コ の 宇 酒場 命名 者 。 横 浜 と 東南 アジ ア で 育っ た 。 

ダ モ ン 。 親 し い 人 は そう 呼ぶ と いう 枝 元 な ほ みさ ん 。 
エリ ご 一 緒 し た ペー ジ で は “ 酔 拳 つま み ス ペ シ ャ リ スト ” 
と な っ て いま し た 。 で 、 実際 の 枝 元 さん 、 本 当 に 飲む ほど に 手 
際 が 浪 え わた る の で す 。 矢 継ぎ 早 に 登場 する 一 皿 一 皿 が 大 傑作 。 
も う ね 、 こ ん な 酔 拳 な ら 一 生 ボ ッ コ ポコ に され て いた い 。 と り 
わけ 印象 深かっ た 、 必 殺 の 一 皿 に し て 一口 で 昇天 し た の が ^ 豆 
腐 の 春巻き "。 旨 いも の は 、 そ の 名 の 署 き だ け で うっ と り し ま 
す が 、 今 、 コ レ 書 いて て 思わ ず 声 に 出し た だ け で 大 変 な こと に 
な っ て ます 。 レ シ ピ は 簡潔 、 豆 腐 を 生 ハム と 大 葉 で 包み 春巻き 


市 販 の 麺 で 焼き を ば を つく る な ら 
dancyu 式 焼き そば 公式 レシ ピ 
以外 考え られ ませ ん ! 


ルス の 皮 で 巻い て 揚げ た ら 完成 。 当 た り 前 の 材料 が 一 緒 に な っ て 旧 
[ 食 ラ イタ ー・ 松 浦 達也 ] さ を 唄う この つま み は 、 世 界 平和 すら イメ ー ジ させ ます 。 お 会 
信 刊 号 か ら の dancyu 読 者 。2013 年 より 幸 筆 側 に 。 内 と 卵 に 詳し い 六 好 き 。 いす る 前 か ら 大 ファ ン で し た が 、 こ れ を いた だ いた 日 か ら 、 僕 


は 完全 に エダ モン 信者 で す 。 そし て 今日 も 、 い つか 「 エ ダ モ ン 」 


ASK と 呼べ る 日 を 夢見 な が ら 枝 元 レシ ピ を 実践 し て いる わけ で す 。 


麺 の 食 感 、 少 し 大 人 っ ぽい ソー ス の 味わい 、 肉 や キャ 
ベツ の 持ち 味 が 引き 出さ れ た 只 の 存在 感 - そ れ ぞ れ キ ャ ラ の 
立っ た 個 が 、 強火 に か けた フラ イ パ ン の 上 で 調和 する 。dancyu / 
公式 レシ ピ 開 発 班 に 投入 され て 、 ど れ だ け 鍋 を 振っ た ろう 。 数 
日 間 、129 玉 を ひたすら 炒め る 実験 を 繰り 返し た 。 実験 の テー 
マ は 一 玉 ご と に 変え た 。 冷蔵 保存 で 8 化 (老化 ) し た 麺 を 化 
させ て も っ ちり 感 を 復活 させ る に は 、 湯 に つけ る か 、 電 子 レ ン 
ジ で 温め る か 、 袋 か ら 出し て ゆで る か 。 ち な み に こ の テー マ の 
正解 は 「 ゆ で る 」 だ っ た が 、 酸 化し た 油 が 浮い た 鋼 の 激 マ ズ ゆ 
で 汁 を 飲む と いう 実験 まで 行なっ た 。 ほ か 、 具 の 炒め 方 、 火 加 
減 な ど 、 気 が 遠く な る ほど の 焼き そば を 試作 し 、 徹 底 し た 実地 
検証 の 末 に 旨く な る 要素 を 抽出 し た 。 ま っ た く あ れこ れ や りす 
ぎ た 。 だ か ら こ そ 、 こ の レシ ピ を 愛さ ず に は いら れ な い 。 
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また 食べ た い 、 が 持続 する 
「 ク ! ア 思 
グ sl ノ 」 の タコ 


[ライ ター、 ポ ルト ガル 料理 研究 家 ・ 馬 田 草 織 ] 
戦国 時 代 の 南 徐 話 で 飲む の が 大 好き 。dancyu と の 付き 合い は 8 年 目 に 。 


《 う ルト ガル 料理 、 何 それ ? な 空気 は 、7 年 前 に 比べ た 


20 年 前 に 澤口 知之 さん に 


ら 少し は 薄らい だ の だ ろう か 。 味 の イン パク ト は 強く > > 
な いけ れ ど 、 じ わ じ わ と 舌 の 記 境 を ジャ ッ ク し て いく 素朴 な 鬼 教え て も ら っ た ボロ ネー ゼ の 
力 が 持ち 味 で 、『 ク リス チア ノ 」 で 食べ る タコ ご 飯 が まさ に それ 。 レン ビ は すべ て 覚え て いる 人 
じっくり 1 時 間 以 上 タコ を 煮 て 、 そ の 旨味 た っ ぶり の だ し て 米 1999 年 
を 炊き 、 後 は 香味 野菜 に 者 、 オ リー プ オ イル だ け と 、 材 料 も シ レノ 3 月 号 
ンプ ブル で つく りや すい 。 煮る 時 間 が な いと き は 、 ゆ で ダコ を 小 1 
さく 切っ て 惨 火 で 燕 し 炒め 、 だ し を 引き 出し て 米 と 煮る 簡単 バ 加 時 信夫 広和 の 
掲載 当時 は ライ ター と し て 携わる 。「 ラ ・ ゴ ー ラ 」 に 一 人 で 通っ て いた 。 
ー ジ ョ ン で も いい 。 ワ イン 好き に と っ て 、 飲 め る 米 料理 は 一 品 
で つま み に も 主食 に も な る 、 あ り が た い 最強 レシ ピ な の で す 。 本 木 「 ラ ・ ゴ ー ラ 」 な ど で 腕 を 振る っ た 澤口 知之 さん 
トリ は 、 豪傑 な イメ ー ジ が あっ た が 、 料 理 の 組み 立て を 論 
理 的 に 考え る 人 だ っ た 。 「 ボ ポロ ネー ゼ は 、 挽 き 肉 に ソフ リッ ト 
(みじん 切り に し た 香味 野菜 を 炒め た も の )、 香 辛 料 、 オ リー ブ 
オイ ル 、 ホ ー ル トマ ト が 基本 構成 。 俺 は さら に ベー コン と トマ 
ト ベ ペー スト で 旨味 を 引き 出す 』。 ソ フリ ッ ト に トマ トペ ベー スト 
を 加え て な じ ま せ る 。 挽き 肉 は 焼き 色 が つく まで か き 混 ぜ な い 。 
焼き 色 が つい て か ら 塩 を ふる …… す べ て 頭 の 中 に 入っ て いて 、 
20 年 前 に 教え て も ら っ て 以来 、 い つも この 手順 で つく る 。 澤 口 
さん は も うい な いけ れ ど 、 同 じ よ うに つく っ て いる 。 


取材 で 習っ て か ら 、 
「 懐 石 小室 」 の 黒豆 を 
10 年 以上 つく り 続け て いま す 

レノ 


[ 食 ラ イタ ー・ 鹿 野 真砂 美 ] Jancyu 屯 委 礎 22 年 。 う ちら 年 間 は 編集 部 員 。 ワ イン 、 焼 酎 、 掲 げ 物 好き 。 


集 部 に 在籍 時 代 、 取 材 の 立ち 会 いで 店 に 
お 邪魔 し 、 こ の 黒豆 を 教わっ て か ら 、 わ 


宝石 。 こ れ で も 短縮 版 で 、 店 で は 1 週間 か け て 仕 
上 げ る そう だ 。 最 初 の 一 回 は 、 レ シ ピ の 試作 の つ 
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が 家 の お 正月 に 欠か せな いも の に な っ た 。 豆 を 米 
の と ぎ 汁 に 一 晩 浸 し 、 木 灰 を 溶かし た 水 で 数 時 間 
ゆで 、 流 水 に さら し 、 一 粒 ず つ 皮 が 破れ た 豆 を 取 
り 除く 。 さ ら に 蒸し 器 に か け 、 薄 い 蜜 か ら 徐 々 に 
濃い 蜜 に 漬け 替え な が ら 、 4 日 が か り で よう や く 
完成 する 、 ふ っ くら つや つや 、 上 品 な 甘 さ の 黒い 
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も り で つく っ た けれ ど 、 一 度 食べ た ら も う 戻 れ な 
い ! 家族 や 、 お すそ 分 けし た 友人 た ちか ら も 、 
「 今 年 も あれ 、 つ くる よね ?」 と 催促 が や っ て く 
る と 、 年 末 の 多忙 も な ん の その 。 毎年 、 ク リス マ 
ス は わが 家 の 黒 豆 の 仕込 み 開 始 日 。 ジ ング ルベル 
を 聞く と 、 よ し 、 や る ぞ ! と 気合 が 入る の だ 。 


今日 は と と と ん 飲む ぞ ! と いう 日 に 


「 ヴ ァ ッ カロ ッ サ 」 の 美しい 
野菜 スー プ を つく り た く な り ま す 
ノ 


[編集 部 員 ・ 石 出 和 香子 ] フィ ン と 鮨 と バス タ と 甘い も の が 好き 。 得 意 技 は 2 軒 目 で 必ず 寝 落ち する こと 。 


に か く 清 ら か な スー プ で す 。 材 料 は トマ 
ト と 玉ねぎ と 塩 だ け 。 液 体 が 揺らぐ よう 
な 火 加減 を キー プ し な が ら 4 時 間 者 る だ け な の で 


す が 、 こ の 間 に 分 子 レ ベル が 変わ っ た の ? と 思 
うく らい 、 飲 むと 体 に スル スル と し み 込 む な め ら 


いつ も 以上 に お 漂 を 飲ん だ 後 や 食べ すぎ た と き に 、 
この スー プ の お か げ で すっ きり と 。 す べ て を リセ 
ッ ト す る カカ が ある の で す 。 だ か ら 今日 は 飲む 
ぞ !" と いう 日 に 、 体 を いた わる 気持 ち を 込め て 、 
仕込 ん で お きま す 。 そ し て 「 あ へ 美味 し い 」 と 感 


の ーー 一 


か さ に な り ま す 。 素 材 か ら エ キス だ け を や さ し く 
抽出 し た 味 は 、 加 えて いな い 食 材 の 風味 も 感じ る 
複雑 味 が あり 、 ふ と し た 明 間 に 思い 出す 美味 し さ 。 


じ ら れ た ら 、 自 分 の 体 は まだ 健全 と 安心 する わけ 
で す 。 出来上がる まで に 時 間 は か か り ま す が 、 健 
康 維持 の た め 、 晩 本 と セッ ト で つく り 続 けた い 。 


手間 は か か る ん だ けど 、 
「 メ ツゲ ライ クス ダ 」 の 
自家 製 ロ ー ス ハム が 一 本 ある と 
豊か な 気持 ち に な る の で す 

レノ 
[フー ドラ イタ ー・ 堀 越 典 子 ] 


外食 より 家 ご 飯 (飲み ⑦) 好 き 。dancyu の 歴代 レシ ピ も 晩 国 部 門 で 大 活躍 。 


豚 じ ゃ な く て ロー スハ ム 、 と いう と ころ に 、 ま ず グ ッ 
ト 指 / と きま し た 。 買 う も の だ と 決め て か か っ て いた の に 、 
な ー ん だ 、 つ くれ る ん だ ! と 。 完成 まで 1 週間 。 時 間 は た っ 
ぶり か か る けれ ど 、 工 程 は 「 漬 ける 」「 ゆ で る 」 の た っ た 2 ステ 
ッ プ 。 な の に 、 毎 日 も ん で 塩 を な じ ま せ た り 、 そ わ そ わ と 色 を 
チェ ッ ク し た り 、 文 字 通 り ^ 手 塩 に か け て 育て て ます 感 ” が 、 
し っ か り 味 わ え る の が 楽し い 。 冷蔵庫 の 中 に 、 た いそ う 旨 いも 
ん 仕込 ん で ます 、 ふ ふ ふ …… の 満足 感 。 上 等 な ロー スハ ム を 塊 


四半 世紀 以上 、 
つく り 続 ける わが 家 の 定 番 

ノ 

[編集 部 員 ・ 里 見 美香] 


創刊 か ら 携わる 唯一 の 編集 部 員 。 日 本 酒 と 居酒屋 を こよ な く 愛 する 。 


つて 六本木 に あっ た フレ ンチ 「 マ リー クロ ー ド 」 は 、 
《 ウ タ 女性 シェ フ の 草分け 、 長 尾 和 子 さ ん の 店 だ っ た 。 賭 い 
で つく る ビー フシ チュ ー が 絶品 と 聞い て 、 取 材 敢 行 。 邊 バラ 肉 
に 小麦 粉 を つけ て 六 面 全部 を カリ カリ に 焼き 旨味 を 閉じ 込め る 
こと 、 フ ライ パン に 残っ た 旨味 を ワイ ン で 全部 こそ げ る こと 、 
プー ケガ ル ニ を 入れ る こと 、 砂 糖 を 焦がし て 風味 を つけ る こと 、 
小麦 粉 と バタ ー の プラ ウン ルウ を つく る こと 。 す べ て の 過程 が 
リー ズ ナ ブル で 明解 、 こ の レシ ピ で 私 は フレ ンチ の 基本 を 初め 
て 体感 で きた 。 そ し て 、 具 に 大 根 や か ぶ を 入れ て し まう お お ら 
か さも 。 以 来 、 年 2 回 以上 は 必ず つく る 、 わ が 家 の 定番 料理 だ 。 


か ら 分 厚く カッ ト し 、 じ ゅ ー っ と ステ ー キ に 焼い て 好き な だ 
け ! と いう 積 年 の 野望 も 叶い まし た 。 


doncyu 


い *\C NG 


さこ いき 


y い * で SC で 


OO で いき * 計 Y 
ES ga いい 


創刊 号 は 
こち ら で す ! 


dancyu は 経済 畑 の 編集 者 た ち が 中 心 と な っ て 生ま れ ま し た 。 


本 お 食 の 門外 漢 だ っ た の で 、 見 る も の 、 聞 くも の 、 食 べ る も の 、 


か ま ぼ こ クッ キン グ な ど 多 彩 な すべ て が 新鮮 で 驚き に 満ち た 毎日 だ っ た と 言い ます 。 
4 け り 
2 も 生生 創刊 編集 長 と 副 編集 長 に 開い た 、 駆 け 出し の 日 々 の 記録 で す 。 
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ずい ぶん 
育っ た ね ぇ 
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副 編 ナカ ダ さ ん 


祝 30 周 年 の 気持 ち を TV ドラ マ 「 グ ラン メゾ ン 東 京 」 の 
三ツ星 サイ ン で キメ た の は 、 中 田 雅 久 (な か だ ・ ま さ ひ 
さ ) 元 副 編集 長 (創刊 ご 1994 年 10 月 号 、 そ の 後 『 プ レジ 
デン ト 』 読 編集 長 に )。 各界 に 通じ る 広い 人 脈 を 生か し 
異色 の ヒッ ト 企 画 を 連発 。 創 刊 時 か ら 続く バー 連載 の 初 
代 担当 。 現 在 は ダイ ヤ モ ン ド 社 経営 情報 編集 局 編 集 顧問 。 
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壌 GHD ヘ ー ン 7 
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Special thanks to YAMAGUCHI-san & NAKADA-san ! 
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113 


作 更 6 角 時 釣 性 旨 そ せ 尽 へ さ K て IhA く 


「G 中 班 」 公 "の 
性 G く に K 心 釣 剛 や ロロ ね KG 一 


想 國 が まく S 介 避 和 や phGR 生 0 
aJ4SKG 一 一 "Av で 人 S 胃 る 3! 人 S ソ で Eom コ 
直る つべ 志 惑 芝 貴 り 還 濾 鶴 寄 和 ぐ ミート 守 
RhR や し 申 語 9 対 園 登 2 パ る 4K 


⑩⑯「 青 の 洞窟 」 編 


と ん 坊 女 
ト tun 
mo coW 


上 拉 科 ペーー つ が mvG 婚 | 落 せ 「 過 で 鹿 悪 」 
軸 3 ] 環 mR で 失い 定 、S く 
8 NN は ホー 人 欠 J で ふ KAS NNA と りつ ピ 
還 邊 1 を 8 親 記 G 埋 才 時 巡 人 史 昌和 と AT 
= 0 証 祥 想 G 尾 間 そ で ふ や ト ANANA 和 を りつ の" 
5 じき つの の の 時 激 刊 つ し 公 軸 千明 宙 人 
トド ざと の 38407「 析 G 戻 要 」S AA て ふら に 
g5 g き 旧 物 to 柱 思 久 せ 出 吾 " 
軸 S 抽 「 引 宰 並 ぐり の せ バ ン 所 し る 4m て 
"時 SS5 っ スペ ー 多 剖 人 ひる つ " @ 居 じ 必 1 
ミミ 因 ょ あき 澤 じ る お "Ame 人 晶 や ーッ ーー 
4 呈 記 記 ヘーK 式 未 S 導 宮 思 SS KA て 家 
TA すさ 信 能 " りう 選 せ 脱 fyO 人 本 る 
sl SS ヨゴ き R つ 介 代 の 組 か 3 詞 虹 コロ R 
き | SS きゃ で で ふら ト 変 同時 G 人 | 葉 明 つ 吾 
3 お 者 る Te「NN ト 私 色 ト 」G 品 柱 当 所 N 和 
ーー 本 EC に 
FE だ 3 ふら へ ト A ヘ ー さ ロ 閥 る お コ の の の 時 所 
中 公 届 雪 走 千 Ke 上 手 SS K ふ 選定 S 眼 
8 | SR 型 束 独 前 つ *" 
の | ミミ ご の の の 早 唱 お 柚 境 で ふ こ ト 電 長 9 
N 


デザ イン = まわ り と し ん 撮影 = 数 田 健太 郎 


電 失 つ る ねり) 倒 。 親 丸 下 定 ロ で で ね 拒 " 
人 8 くつ % 品 < て で ふ ー ト 記 民 G 癌 和 公 


に _ 
8 Ks 。 誠 本 じ る て お SGNNA と SN ae ーー 避 ト 
必 ふ 各 人 合 」 た - 諾 へ CS js 呈 ? 品 
。 1 て で とく ドー の コマ ル テ こ 】 ーー イ S ふ も る し 8YIE 
に た まさ に か お まさ 
ふ ン ご 人 き 信人 お で ふら ト 明 士 話 型 ぐ く K y に き ! 直 ま 
Se き e ド 忌 S へ 購 民 い @ 
2 を 最 こ ふ ヘ ーK 惨 そ べ 独 禄 he い 。 導き > 健介 
et 16 衣 ヤ ruowo て ふら ト 乏 民 な きる ーー ユエ 帝 K と トロ 委 さ 
ら | ま ミ > で 拓 4P/ 垣 名 立 二 宙 節 S プー FT 本 3 すす 
S So 閉 G" 却 で 令 慰 球状 癌 つ 
人 放 撤 し 導 展 つ レス おり 『 和 6 肖 打 』 3 本 二 所 つね ぐら ーッ 中宮 
叶っ 人 罰則 避 登る で 」( 呈 極 へ NN) ne て さ の ーーAm AT を A っ 所 " 畠 拉 ・ 
和 ほ 妊 Qo の ご 呈 定 りく の さて ふら KG りり 甘 中 呼 "上 生 7 豆 詞 / K 潤 " 務 …… 1 
癌 上 . 間 こき 拒 。 和 S ら 、 せ で ロ 写 夫 myQ KK ヘー 攻 境 BEe で 和 王 層 天 時 知 る 沢 じ 
SS 軟 さ きる PS 中 枯 MNC 友愛 肖 MN( ト さ S 家人 和合 朗 VA 
人 すま も きっ) 篤 間 央 つね INKI さ へ へ m 「JG 軸 計 / WCS で ふら ト KANNA と 
へ 穴 昌 ”「 折 G 恨 環 」 選 G 息 党 く KA 篤 。 穴 敵 境 つ お AT 析 で 民 禁 』」 せ へ 
とこ 5 に に よ ュ よく くす 1 ベト ー】ー】 ベ トッ く ー ト AAS 選 6 づつ 選民 」( 品 索 HN) 
ーー し こ LO 
還 の の の 世 @ 謀 弄 信 G 名 臣 革 一 一 QOー の 時 お か の 虹 人 SQ 軍民 作 盟 @ 條 守 任 垢 そ ふつ ト へ ベー 
ィ dd 
和 山尾 6 く K ふ ふ 約 る 6 肝 語 で ふつ ト A、 ざ る 愉 H ジ ーー ヘイ ーー"「 近 G 記 栖 」 革 / 直 半 間宮 
WW も 0 やり 反応 IRG 8 っ うつ やく くそ や ココ 、3 ン リ も 普 写 前 記 つ レ 0 Av つ レ 


QOQー 叶 「 析 GS 也 要 」 せ Am ロー ンー K 
ふ SQ も で 緒 つ 愉 の 息 党 KK ふ や せ 


症 さ 2 信夫 男 下 守 所 天堂 る お る 居 挫 。 吾 家 人 遇 合 お 「 ら 中 で ロマ 」 ハ コー 
RA ヘレ て の 骨 g 聞 3 さ 
っ る 人 史 疾 を 会 ロホ ン る る KR 和香 と り る 人 m KKAS 表 性 
1 E wa ァ アン 2 。 間 
SSSS y さ 人 「 宣 G 諾 舞 」 鞍 本 G 天 昧 陸生 欄 や ヤ 羽 、W で ら 飛 栄 く 次 中 レタ ン 
so 
E 才 # 
前 衣 ] 
すま た 枯 すれ S 4h」 ws ン 
本 人 
ト 導 学 生 1 IN 交 交 へ の 人 M 8 
まや S 多 | 徐 。 も 令 女 や ざし 
人 ペ c 守 さ 湊 Rg 剖 ざり % ロ 
ば 候 S る て 癌 0 と 上 腸 N 民 
きる S SS 村 っ P 藤 上 
きき 。 旭 出 閣 お も し お 2 所 剛 人 
の や で 音 合 | さ 間 吉本 
捉 穫 。- 民 交 つ 忌 主 や や 

本 < や 民 和信 ご 計っ 愉 更 s 
世 せ 抑 玉 宏 思っ ろ さと さっ る 玉 セ 
G 泌 虹 じ ピ 貫 世 交 人 ま お 
還 , 日 諾 | NES 王 に だれ な すか 
1 時 ミ \ エエ mm お adS と 
に まく きす 生 ふ SG せ 。A モ 好 つ 。 
村 ま まま お 全 E 
がい に 全 い ま > 間 導 : れ NE: だ る "より 


人 @ 商 品 に 関す る お 問い 合わ せ / 日 清 フー ズ 株 式 会 社 お 客 様相 談 室 画 0120-244157(10:00~16:00 土日 祝日 、 休 業 日 を 除く ) 


https://www.nisshin.com 


doncyu 


& 
乱用 
NE 
Ke.K 団 ・ 大 避 
KN へ こし て や 
お | 
Se 
」 
忠 ト 
ト 旨 淡 と で 
SS 
の でき 
民 - ロ 2 
させ 


TNG 四 誠 
約 を 


で co ふっ 1J で し" 窓 G 好 地 け 

「 負 壁 記 國 」G さ へ AU 選 絡 "W レ っ 丸 06 つ ? 
NG 革 人 < の ( 還 い G 選 回 へ Ui J 訪 で" 

人 て で ン C しめ"AD で や 冬 亮 羽 本 介 澤 で っ 畠 っ し ち ー 


名 店 の 邊 抜 料理 傑作 提 1 


《 MENU) 


雷 堪 ・ 皿 箇 


「 半 キ AI ト ヾ 」 


KKANN・ 


| 


1995 年 3 月 区 掲 載 


石井 雄司 


つく り 撮 影 し た も の 。 撮影 


。 写真 は 1995 年 の 掲載 号 で 著者 の 野地 さん も 一 緒 


ティ 


香り 、 バ ター の コク が 効い た 珠玉 の スパ ゲッ 


大 葉 と パセリ が 爽やか に 


繋 和 NGKKN 如 “ 選 補 豆 軍 准 、 


R= 息 末 党 錠 


記 放 や 忌 信 り 導 征 品 で へ NAKーNA 
「 キ キャ AN で 」 公主 宮 つ ね お G ぜ この oc 叫 ) K ス 
SN ホ で つの Me58 絡 っ NN を NN 加 お 相 栄 
Ao の ーー ヘ ペーK つ 完全 多大 叱 誠 GS 
NKKNNNY・K 人 AA TH、 羽 や 須 定 器 祥 で お" 
w で ね や な や SS っ "や や ボー へ NN 飲め 公 
公 ト て 本 ー ゆ cpX119ー ロ 衝 や っ " 

す P り の WWT NANT く KKー 全 た え N9 直近 
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や 到 で ・ っ 倫 い ユーIAKIN で ヘー" で nc 
り テ っ 起 下 一 叶 皿 公 ④ 癌 や” 仙 民 ′ 凌 G お 
功 じ 更 肝 ” 類 埋 正 お さか 『「 記 起 」 長編 る 
負 求 各 』『「 も つ 」 長編 田 措 堅 』 表 期 * 


な め ら か で 上 品 、 深 い コク 。 高 橋 一 郎 さ ん の つく る 胡麻 豆腐 は 、 ま さ に 絶品 だ っ た 。 丁 寧 に 濾し 、 丹 念 ( 
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「 和 幸 」 胡 麻 豆 席 


まず は 、 香 り 高 い 練 9 胡麻 を つく ろう ぅ 


1 鍋 を 熱く な る まで 熱し 、 洗 い 胡麻 
を 少量 入れ て 、 中 火 で 絶え ず 鍋 を 畠 


すり な が ら 煎 る 。 中 火 で ほん の 1 分 材料 (4 人 分 ) 

ほど 、 胡 麻 の 粒 が 膨らん で 、3 一 4 練り 胡麻 (ペー スト 状 ) …120g 

粒 は ね た ら 0K。 2 焦げ な いよ うに 葛 稔 …120g 

すぐ に 鍋 か ら 取 り 出 す 。 3 相 熱 が 取 

れ た ら す り 鉢 に 移し 、 す る 。 片 手 で 水 …1100m2 

すり こ 木 の 根元 を 支え 、 も う 片 方 の 粗塩 … 小 さじ ぬ 

手 で 中 ほど を 持ち 、 回 し な が ら する 。 ぅ R ・ 
と お うす 口 醤油 … 小 さじ 1 

4 油 が 出 て ペー スト 状 に な っ た ら 、 0 


練り 胡麻 の 完成 。 鉢 や すり こ 木 に つ 
いた 部 分 は ゴム ベラ で 落と し 、 溝 の 
部 分 は 竹 串 で すく う 。 


か け だ し … 適 量 


※ か け だ し は 、 だ し 汁 に うす 口 程 油 と 
日 本 酒 で 味つけ する 。 


ゃ 通 均 た か 水 

ぶし 等 いき に 

( 計 ( で 混練 

た いか よ ぜ り 

水 く き いる 胡 

気 * 混 本 

の 最 ぜ 完 と 

多 初 な 全 萬 

い は が に 粉 

状 し ら は を 

混入 

だ さぶ 火 され 

“し を ら が 5 

な 泡 

い 立 

の て 

で 器 

5 

だ 軽 

いく 

教 xs 人 = 高橋 一 郎 s。 

1937 年 、 東 京 ・ 京 橋 生ま れ 。 56 ら ぅ 
年 に 開店 し た ば か り の 「 辻 留 机 軸 
銀座 店 に 入り 、 約 10 年 間 修業 し 水 
っ 


た 後 、69 年 、 市 ケ 谷 に 懐石 料理 
「 和 幸 」 を 開店 。86 年 に は 目白 
に 移転 し 、 茶 室 も 備え た 数 寄 屋 
造り の 茶 懐石 の 名 店 と し て 知ら 
れ た 。2010 年 7 月 没 。 


。 呈 絆 学 S ざ こい こさ 


中 次 還 。 ぬ へ 4 圧 き せ 選 u 叶 へ 賠 情 泊 


ここ が 勝負 


に 
損 気 よく る 
練り 上 げ よ う 


sr ご 閉 ぶ 叶 店 琴 0WS /( 京 
せら 生 閉 学 ひ 狂 (r 日 壮 日 壮 訓 OrS 測 


S き 当 。 ぶ さと て 譜 虹 古 押 H 全 時 て 回 
恒 ぶ CS 改 さと U 違 不 一 生 中 て 語 往 


ov の 
に ラ の 水 下 最 
盛 ツ ま で の 後 
リプ ま 漏 汁 は 
"か 10 ら は 胡 
か 布 ? し な 麻 
け 巾 15 た め の 
だ を 分 流 ら ざ 
し か ほし か ら 
を けど 和 缶 な ざ 
張 て 置 役 状 ら 
っ 冷 き 証 態 し 
て ま 生 % な 度 
s 高 14 
を が て か 
鋼 の 緑 に つい た 部 分 は 、 流 し 缶 な り 固 に いす 上 
に 一 緒 に 入れ て し まう と 舌 ざ わ を 分 ま 入 る が 
り が 悪く な る の で 、 小 四 に 取っ 区 けつ っ れ 錠 
て 別に 固め よう 。 ? 吉 ら そ が 


本 葛 粉 は 硬く 固まっ て いた た め 、 渡 す の を あき ら め て 鍋 に 入れ て し まっ た 。 が 、 熱 を 加え た ら 溶け た の で 、 心 配 無用 で し た 。 
胡麻 も 、 目 の 粗い 渡し 器 を 使っ て も 渡す の は 少々 面倒 で し た が 、 残 っ て し まっ た 細か い 胡 麻 の 皮 も 家庭 料理 な ら ご 敬 。 風 味 
高い 胡麻 豆腐 が で きま し た 。 高橋 さん の よう に 馬 毛 の 裏 灘 し 器 を 使っ て 丁寧 に つく る 胡麻 豆腐 は 、 や は り プ ロ の 味 と 納得 。 


名 店 の 者 板 料 理 傑作 握 3 


(《 MENU) 


1 さい 


「 夫 記 」 


ュ 


2001 年 う 月 掲載 


ご 


石井 雄司 


感動 の 嵐 が 吹き まく る 。 撮影 


アツ アツ を 一 口 食べ れ ば 、 口 中 ( 


手づくり な ら で は の むっ ちり し た 弾力 の ある 皮 、 野 菜 多 め の 軽 や か な あん 。 


介 う つの 6 泌 例 條 写 
則 Q ン へ @ 羽 一 
= 計 補 竹中 


装 軍 人 だ っ Smos 2 っ 有 党 市 つぐ 嫌 ン 下り 選 " 


代 っ つれ 6 補 合 中 SG や 宮 っ を ご 夫人 oOneeY 


SN や や 6 民主 っ 記 人 SO” 記 全 時 押 
も や 肌 くだ 代 る で 幅 党 Ao20 羽 各 0 間 や 
公 「 王 記 @G 内 で 叶 措 G 記 閉じ 申 」 の 季 P っ 計 
ぐ 史 還っ 皇 和 "や op" 恨 史 つき ン p-o 半 層 守 " 
「 赤 引 」 王 村 貞宗 押 党 で 系 中 つく ン 守 吾 ト 
Q 選 マーS | 暴 宏 抹 入 りり 人 SYO 

祥 冬 。 候 統 己 共 「 字 」 人 02P2S2G や | w 
り 宮 組 因 つ 祥 っ" 臨 守 で GSKm ン 中 邊 っ 由 人 鷲 
心 対 弄 8 策 で 乱 っ 屋 ぐ ね で" 計 め 加 Gin る 
パニ が か マル べき) リル ナベ ド SYO れい ) 
37 ypS 0 5 雑 つ め 全 ちい 各 家 


つ お 計 層 店 が 0R90S967 把 つ っ 忠 富 季 和 人 % 選 0 


SO 抽 茹 鐘 や 忌 ご S 員 配 垂 く oO 得 
つ G 忠 や 講 民 人生 0 で 0 で つの 男 ろり 回 美美 
S 地 …… 多 て Q 人 ご 國 亜 反 赴 やり 2 

半球 SpG 失 眼 和 か へ る 宮 交 上 革 移 居 お 
公 べ 測 で いっ り m 細 さ G | 加 ぐ 和合 編 が で 
介 う つの 8 選 湿 完 字訓 和 を や -oX 人 So" 捉 
ロ ぐ ぷる の ※ 愛 や G 問 告 や 和 要 か 完全 で て 
ぶる で 半 営め 征 っ お うつ 燕 呈 生 o 8 生 " 

芋 国 音 筐 SG 麗 @ 韻 正 奏 公 定 や 2 や" 


る で en・-6n) 坦 日 や て K て " 細 六 や うい 午 
ぐつ @ 到 で トー ドロ 革 財 ” 区 所 お べ 皮 遇 括 
「 邊 G 陀 訪 」 芯 革 ? 路 貯 正 せ 『 区 で 
芝 ぐ 串 桂 へ や ミッ ー イ MP』( 村 紛 現 話 正 
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東京 都 渋谷 区 西原 2-27-4 尋 本 酒店 2 階 豊 17:00 一 22:30(L.0.) @ 日 曜 人 9 予算 3000 円 カ 
ー ド 不可 39 証 (カウ ンタ ー9 席 ) 禁煙 京王 新 線 幡ケ谷 駅 」 南 口 より 3 分 1982 年 開店 。 手 づく り の 皮 、 手 


切り の 肉 で つく る 、 ボ リュ ー ム ある 水 餃子 は 一 番 人 気 。 焼 き 餃 子 、 揚 げ 餃 子 あ り 、 す べ て 1000 円 。 


は 
き 
回 
選 
上 
ドコ 
さき 
Sn 
ら 
ら 
ブフ 
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「 恋 好 」 未 餃子 


感 皮 ト 9g 材料 (40 個 分 ) 
動 か ゝ つ (あん 》 な 2 
の ら ち 豚肉 ( 肩 ロ ー ス ) … 100g | 生姜 ( 友 付 き )…20g 強力 粉 …180g 
つ り 豚 の 背 脂 …10g 塩 … 小 さじ 1 薄力粉 …20g 
履 ヽ 白菜 …150g 習 油 … 大 さじ 20m 
みく ツジ キャ ベツ …150g 胡麻 油 … 大 さじ 塩 … 小 さじ 1 
湧 れ ャ に ら … 4 て 5 本 胡 概 … 少 々 片栗粉 (打ち 導 ) … 適 量 
き ば ッ ね ぎ … 必 本 
超 て ヤ ※ 野 菜 は すべ て 粗 みじん 切り に し 、 キ ャ ベツ と 白菜 は 塩分 
に 】 量 外 ) を ふり 混ぜ て 重石 を し 、10 分 ほど 置い て 水気 を 絞っ 
NE て お く 。 
(5) 皮 の 生地 を つく る 
ツヤ の ある 


( ーー ウ 


豚 記 ロー ス 肉 は 、 繊 維 を 叩き 切る よう に し な が ラッ プ で びっ ちり 覆っ て 、 そ の まま 1520 分 水 に 塩 を 混ぜ て 塩水 を つく る 。 2 種類 の 粉 を ふ 
ら 粗 め に 刻む 。 背 脂 は 事前 に 湯煎 し て 溶かす 。 室温 で ね か せる と 、 グ ル テ ン が し っ か りつ な が る っ て ボウ ル に 入れ 、 塩 水 を 少し ずつ 加え る 。 
っ て 、 美 し い ツ ヤ と 張り が 生ま れる 。 


ボウ ル に 7 を 入れ て 、 皮 ご と すり お ろ し た 生姜 二 度 目 の こね 開始 。 生 地 を 長く の ば し て 、 3 と 粉 と 塩水 を な じ ま せ る よう に 手 で 混ぜ 合わ せる 。 


と 塩 、 醤 油 、 胡 麻 油 、 胡 机 を 加え 、 肉 の 繊維 に 同様 に あぐら を か か せ 、 全 体 に 均一 に な る よう この 段階 で は は 不要 。 ボソボソ の 状態 で 丸め 
味 を 入れ る つも り で 練り 合わ せる 。 に 練る 。 往 発 本 し て 、 か すか な 気泡 も 見 える 。 る 。 
mm E = 
1 
下ごしらえ し た 野菜 類 を 加え 、 全 体 に よく 混ぜ 丸く まとめ て 再び ラッ プ を か け 、 室 温 で 数 時 間 生地 を 台 に 移し て 、 力 強く こね る 。 ま と まっ た 
合わ せる 。 て 12 時 間 ね か せる 。 内 部 に 写真 の よう な ガス ら ラ ッ プ で 覆っ て 、 5 分 ほど 置く 。 そ の あと 、 
の 気泡 が で き て いた ら 、 生 地 完 成 。 生地 の 両端 を 中 央 に 向かっ て 交差 させ る ( あ ぐ 


ら を か か せる ) よ うに 、 何 度 か こね 、 丸 め る 。 


| dancyu JANUARY 2021 


「 侯 好 」 未 餃子 


包 ん で 、 ゆ で る 


。 
員 N 


生地 を 左手 に の せ 、 外 側 を 5mm ほ ど 残 し て 9 の 
あん を の せる 。 ヘ ラ ( ま た は バタ ー ナ イフ な ど ) 
で ぐっ と 下 に 押し 、 心 持ち へ こま せ て お く 。 


Ts 


教 &z 人 = 野坂 由 郎 s ん 

1949 年 、 青 森 県 生ま れ 。 「 東 京 
大 飯店 」「 マ ダム チャ ン 」 で 腕 を 
磨く 。 点 心 を 得意 と し 、 お いし 
い 餃子 文化 を 伝え た いと この 店 
を 開い て 38 年 。 多く の ファ ン に 
支持 され 、 予 約 が と り に くい 店 
と な っ た 。 趣 味 は 社交 ダン ス 。 


隙間 が な いよ う 
きっ ちり 
閉じ る こと 
、 
生地 を 二 つ 折 り に する よう に 端 を 合わ せ 、 ひ だ 

を つけ て 、 き ちん と 閉じ る 。 


に 


辛味 の 効い た 特製 ダレ 


| 
鋼 に た っ ぷり の 湯 を 済 か し 、 餅 子 を 投入 浮き 
上 が っ て きた ら す くい 、 ザ ル に 上 げ て 冷水 に 放 
っ て 粗 熱 を 取る 。 


「 恋 好 」 特 製 の タレ は 、 幸 味 の 効い た 
沙 茶 吾 ペ ー ス 。 餃子 の 味 を 引き 立て る 。 
沙 茶器 1 に 対し て 、 酢 2.5、 牡 油 3.5 の 
に 長 ね ぎの みじん 切り を 混 
ぜ る 。 沙 茶 吸 は 、 干 し 海老 や 魚 を ペー 
ス に し た 旨味 の 濃い 複合 調味 料 で 、 香 
港 や 台湾 で よく 使わ れ て いる 。 


再び 熱湯 に 入れ 、 浮 き 上 が っ た ら 再 度 、 冷 水 へ 。 
水 の 中 で も 浮く よう に な っ た ら 取 り 出し 、 最 後 
に 熱湯 で 浮き 上 が る まで ゆで 上 げ る 。 


生地 を 4 分 割 し 、 台 に 置い て 転がし な が ら 直 径 
1.5cm く らい に 細長 く の ば す 。 


誠 先生 。 
1 本 を 10 個 に ちぎ る (また は 包丁 で 切る )。 目安 
は 1 個 7.5g。 打 ち 粉 用 の 片栗粉 を 薄く ふる 。 


Ne ン AV 
生地 の 断面 を 上 に し て 親指 を 当て 、 ギ ュ ッ と 下 
方 に カ を 入れ て その まま 押し つぶ し て いく 。 


均一 で は な く 、 
中 心 は 厚め に 
の ば す と いい 


麺棒 を 生地 の 手前 か ら 中 央 に 転がす よう に し て 
の ば す 。 生地 を 90 度 ずつ 回 し な が ら の ば し て 、 
丸く 成形 する 。 


粉 も の を つく っ た の は 15 年 ほど 前 の 讃岐 うど ん 以来 。 苦手 意識 が あっ た が 、 小 麦 粉 と 塩水 が 次 第 に な じん で 、 な め ら か な 生 
地 に な っ て いく の は 楽し か っ た 。 一 晩 ね か せ て 弾力 が 出 た 生地 を の ば す 。 包 むと き に 皮 が の び て 形 の 融通 が 利く の は 、 手 づく 
り リ 友 の いい と ころ で すね 。 そ し て レシ ピ 通 り に 「 ゆ で て は 冷や す 」 を 繰り 返し て 、 極 上 の 水 錠 子 を 家 で も 味わえ まし た ! 
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名 店 の 邊 板 料理 傑作 撰 4 


) 


《 MENU 


| 


「 除 舘 hNHK て 」 
リー ホー 


三 青山 紀子 


1992 年 11 月 生 掲 載 


洋菓子 の 老舗 「 銀 座 ウ エス ト 」 を 代表 する ケー キ の 一 つ 、 シ ュー クリ ー ム 。 た っ ぷり クリ ー ム が 詰まっ た ずっ し リフ ォ ル ム が 幸福 感 を か き 立 て る 。 撮影 


N ふ ー ハ 余部 叫 
ポー 生生 


畠 選 ぶつ うろ つり で 旧 線 有 つ 放つ うろ つ 他 人 で で 
つが 豆 合 2 っ 際 写 @ 如 悦 玉 「 守 凌 か Ka」 
@ 恥 終端 ” 中 填 洋 @ 羽 貴 パ ホ ー ト くく で て 、 を と 
ヾ ホーヤ 、S"′ 志 唄 「 撤 准 」%wGasas 衣 つつ 祥 で 
It:Y こ いび = キ 
号 宮 部 つ 入 o| 蛍 洋 1SoSS 全 で 

票 く GS 計 ] ト ー ル G 王 や ] 時 で 居 称 総 や GS コー 


の ざい ( 証 足 SQ) 叶 @ 足 幸 害 尽 人 る さい ンー で で のり 2 
RK ペ ー テ ホホ ュー さく の GA リー ヘ ュ ホー3WXStQT 


っ 串 爺 | 語 い っ っ ーo ら ご 加 公 握り 8 ン ” 
肖 人 Na AA” 導 店 移 翌 入 | ロ 親 お の や 央 の 肖 
全 守 注 削 店 合羽 直人 め で 2 tvG 品 8) と NT 
ゃ ペール G 層 記 ′ 誠 癌 思 ぐ ふ ネ ー さ 則 つ つつ 公 や され 
SD か ふ HKー で つう 所 里 暑 史 股 線 つい 2" 

^9ー ヘ ュー 36 虹 2 店 ホ で NAS で SS8 
名 密 ぷー” ぐつ つつ NRK ペ ペー ホホ ュー コス 公 編 合 
ご で り 2w@G 人 S | 下 活 作 リー ヘ ュ ホー コ 皿 G 長 
K ペ ー テ ペ ュ ホー スリ だ 詩 ヘ ネ ー 史 詳 征 の っ い 
深 客 店 吾 る や さ ン き うっ 人 やや) かぶ K 一 2 人 < ロ 
ツ で つき うっ" 狂 邊 を SilNpーAK や G 地 っ や 
や つや つき 2) SN ュー 人 か HK て GS 誤 
記 ) 骨太 四 下 ロ いい ン kG 0 つろ 愉 り つつ G 四 温 和 地 軒 
庄や で で tnS 選 7 


WaQ・ る 避 ) 倫 明 八 " いら ー マ 叶 『 叶 園 
HK て GO 東 て 』( 棋 層 古 ミレ R 込 へ 直正 ) 
雨 得 "SR 早 硝 ロ せ ユイ ミト ふさ K『 つ hexpG 昌 
倫 陽 代 陸 @ 爺 鐘 へ 夫 臣 』W 正 つい? 


に も 。 


よっ て 時 間 変 更 あ り ) 人 @ 無 休 介 シ ュー クリ ー ム 単品 380 円 、 ケ ー キ セッ ト は 飲み 物 十 300 円 カー ド 可 52 席 禁煙 


〇 東京 メト ロ 「 銀 座 駅 」C2 出 口 より 5 分 久 1947 年 創業 。 喫 茶室 は 「 青 山 ガ ー デ ン 」 や 「 ベ イカ フェ ヨコ ハマ 」 ト 
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名 店 の 者 板 料 理 傑作 撲 4 


材料 (30 個 分 ) 

《 シ ュー 皮 

バタ ー( 食 塩 不 使用 ) …55g 
2 ドーン 240059 

水 …280m2 

薄力粉 …175g 

卵 (50 て 60g の も の ) … 7 8 個 
※ 薄 力 粉 は ふる っ て お く 。 


(カス ター ドク リー ム 〉 
エバ ミル ク ( 舞 繕 練乳 ) … 200m2 
ヘラ で 生地 を すく い 上 げ 、 リ ボン 状 に な め ら か 大 きめ の ボウ ル に 、 水 、 バ ター、 シ ョ ー ト ニン 水 …700m2 
に 落ち て くる よう に な っ た ら OK。 グ を 入れ 、 強火 に か ける 。 全 体 に 煮 溶け て きた 薄力粉 …85g 
ら 木 ベ ラ で 静か に 混ぜ 合わ せる 。 グラ ニュ ー 糖 …200g 
: 卵黄 … 5 個 分 
バタ ー( 食 直 使 用) … 125g 
※ エ バ ミ ルク は 南村 料 店 や ネッ ト 通 販 な 


と で 入手 可能 。 
天 板 に クッ キン グ シ ー ト を 敷き 、 絞 り 袋 に 入れ 完全 に 沸騰 し た ら 、 薄 力 粉 を 一 気 に 加え 、 手 早 
た 生地 を 直径 3…4cm の 円 雛 状 に 絞り 出す 。 膨 く 混ぜ 合わ せる 。 
らん だ と き に くっ つか な いよ う 、 間 隔 を あけ る 。 
li、 
最初 は 
混 さ ざり に くい が 、 
次 第 に 
より 上 手 に 焼く に は 
上 火 ょ 下 火 の 
200C に 温め た オー プン で 、2030 分 (様子 を 粉 に コシ が 出る よう 力 を 込め て 混ぜ 、 ヘ ラ に 生 調節 が コッ 
見 な が ら ) 焼 く 。 オ ー プ ン に 入れ る 直前 に 霧 史 地 が つか な く な る まで よく 練る 。 
き で 水 を か ける と 皮 が ソフ ト に 焼き 上 が る 。 上 火 と 下 火 の 調節 が 可能 な オー 
レン で プン の 場合 は 、 ま ず 下 火 を 効か 


せ て 8 て 10 分 ほど 焼く 。 す る と 、 
次 第 に 生地 が 膨らん で くる 。 次 
に 下 火 を 消し 、 上 火 だ け で 20 分 
強 、 焼 き 色 を つけ る 。 調節 の で 
き な い 両 火 オ ー プ ブン の 場合 は 、 
最初 は アル ミホ イル を 使っ て 上 
火 を さえ ぎる と よい 。 オ ー プ ン 
に よっ て 焼け 方 が 違う の で 、 焼 
きす ぎ な いよ う 注 意 し た い 。 


すぐ 取り 出す と 、 
外気 と の 温度 差 で 
皮 が 縮ん で 


し まう の で 注意 


*※ こ の 記事 の 写真 と レシ ピ は 1992 年 の 


シュ ー 皮 の 上 面 が ひび 割れ 、 き つね 色 に な れ ば ボウ ル を 火 か ら お ろ し 、 卵 を 3 回 くら い に 分 け 掲載 当時 の も の で あり 、 現 在 の 「 銀 座 ウ 
焼き 上 が り 。 オ ー プ ン の 中 で 少し 冷まし て か ら て 、 少 し ずつ 加え て 混ぜ る 。 エス ト 」 で は 全員 が 手袋 を 着用 し て 作業 
取り 出す と 、 し ぼ ま な い 。 し て いま す 。 

ぃ ) 


シュ ー 皮 を つく る と き 、 卵 を 入れ た あと モロ モロ し た 感じ に な っ て し まっ た の で 、 ハ ンド プレ ンダ ー を 使っ て 揚 拓 し まし た 。 
わが 家 の オ ー プ ブン は 上 火 オ ン リ ー だ っ た の で 、 下 段 に 入れ て その まま (アル ミホ イル な ど は 使わ ず ) 約 20 分 で 焼き 上 が り 。 膨 
らん で いく 様子 を 眺め る の も 、 楽 し い 時 間 で し た 。 同 じ マ ンション の 住人 た ち に 配っ て 、 と て も 喜ば れ ま し た 。 


「 銀 座 タ エスト 」 ジュー クリー ム 


ター ドク リー ム を つく る 


シュ ー 皮 の 上 部 に 切り 目 を 入れ て 、 好 み の 量 の 鍋 を 再び 火 に か け 、12 の 混ぜ 合わ せ た タ ネ を 戻 薄力粉 は 2 一 3 回 ふる い 、 大 きめ の ボウ ル に 入 
カス ター ドク リー ム を 入れ て 、 出 来 上 が り 。 し 入れ て 、 泡 立て 器 で 素早 く 近 拓 す る 。 れる 。 グ ラニ ュー 糖 の 3 分 の 2 量 を 加え 、 泡 立 
アン で て 器 で よく 混ぜ 合わ せ て お く 。 


ぼっ て り し た 


えて 、 焦 げ つ か な いよ う 気 を つけ な 別 の 鍋 に 水 と エバ ミル ク を 入れ て よく 混ぜ 、 残 
クリ ー ム の 中 央 か ら ふ つ り リ の グラ ニュ ー 糖 を 入れ て 混ぜ る 。 


「 ウ エス ト 」 の シュ ー ク リー ム は 、 ク リー ム が 
隙間 な く た っ ぷり 詰まっ て いる の が 特徴 。 工場 
で は 、 専 用 の 充填 機 を 使っ て 詰め て いる 。 


火 か ら お ろ し 、 適 当 な 大 き さ に 切っ た バタ ー を 9 の ボウ ル に 、10 を まず 少量 加え 、 泡 立て 器 で 
加え る 。 銅 を 氷水 に 当て て 冷や し な が ら バ ター 混ぜ て な じ ま せ る 。 な め ら か に な っ た ら 、 路 黄 
を 静か に 混ぜ 合わ せ 、 完 全 に 冷め た ら 完成 。 を 加え て よく 混ぜ る 。 
ダマ が 
っ 1 
Me 
教え ん る ぁ 人 = ウエ スト 
日 野 工場 の 皆さん 
シュ ー ク リー ム は 日 野 工場 で 製造 。 右 か ら 2 番 10 の 鋼 を 火 に か け 、 沸 騰 し た ら 、11 の ボウ ル に 
目 が 、 当 時 の 工場 長 ・ 田 中 栄二 さん 。 鋼 の 中 身 を 半分 ほど 加え 、 手 早く 混ぜ る 。 


127 | dancyu JANUARY 32021 


逢 ・ の 人 K 系 一 づ go み ら 守 祥 9 選 押 る 


NE 


hr 

式 給 ag 

「 頑 編 @ 党 」 油 才 つ 2 叉 う 

NNE まこ が) rhrt ッ 3 

に YS ここ こり に Po 

「 局 光 G 宮 旨 」 り SQ 人 る や の つ で きっ 
エエ G 利 人 る 守 雪 時 つき ーー 


36 


ら 
に 


毎日 の 晩 礁 は 、 午 後 6 早計 
リ の 野菜 や 男 


人 Q 天 仙 | 


10 歳 」 の 食卓 名 用] 記 


る 
ェ 
も 
多 
か 
た 


D 


っ 


計 さ あぶ の きせ 表 庄 


dancyu JANUARY 2021 


Jr の へ 


に に 2 


四 玲 


CS の Te に) 


創刊 号 か ら 巻 頭 記事 の 連載 を 
「 季 節 の 県 竹 


需 い の 湯 mr 伏 


ご 
> 号 


っ 補 6 つ 玉 | う ) 慰 拉 06ー 

尿 庵 や" 中 到 G 弄 9 ゴロ 
SYO いや 人 還 中 寺 

こら 攻 GN と か ら 担 穴 め 時 選 お 


こっ 中 G 思 ′ 26 を 貞 G コ 人 で に 


ち 


NT) いい 
宗 々 に ゃ ャ 梁 慰 テ こ 。 い 江 代り 眉 引 当 記 QR 叶 " 
田 Q Q の こ 和 J 6 4 っ 人 20 


応 半 湯 侍 生 Wo つ 8 人 お 7 


< あー ムコ こす く 人 の 1 


分 還 喝 @ 己 堂 県 ご 8 給 G 過 直 移 紙 信 り 
る 皿 電 吉久 つ N と 多紀 りり か て 
も A 和 ペン ー 和 おう ) つろ 避 べ 提要 お SG 
内 上 人 8 も en らい て 9 信 鶴 必 雪 組 わか 
^ 層 いい 終 

せ G せ SG 普 ゃ ans 旗 潮 い ン トー 和 竹 志 所 需 や 記 


ン つ 公 ヾ 久 " 人 幅 村 ロト マト ホホ ーG 氷 
ピ で キル リード 
還 で ので めか ネーーo 反 測定 っ ゃ 拍 で 
由 か 26 や wunQevtQRG 皇 映 革 守 ン 
中 宮 全 で 所 宗二 造 宮 SG 和 加 表 
世 へ 草 式 有 宮下 群 信和 や て の 押さ ぐり 「 紅 席 」 つ 
ま 加 ne 本 やろ お つや くり Sh 
ウ ロホ 容 も 人 So mo 世 ン ひっ 人 Se で 名 
品 ン 式 宅 つ き ン で の” で 全 湯 司 りり ゃ 
R So マン で 守る で 和 想わ 8 
っ 人物 畠 必 け の し 葉 舞 ご 人 
回 移 垢 ご 人 る 入選 SS で 所 避 に 
回 いら の て へ 用 衣 完全 で 放 民 め 生 Q 
人 つら 吾 っ 癌 うじ 2 お 「 肢 束 @ 己 」 
人 中 抽 の 叶 ン を pe 
マ 直 人 Re 人 SWG ふ 埋 多 年 提 o 間 "ろう 
計 や 人 Qe 守 WP 守 攻 泊め 6 で 
ミ り 2 い QS 選 人 届 県 玉 さ 密 汗 性 門 ご 


182 


QSWxyG 営 84 生 守り に つう が 
征 鶴 早 人 る ぶ 宮 ヨ つね 失 で AN 
K 得 | 


に つこ で Mos IN ニー で 
EPC そこ た いつ ) こ て つ \ ょ よう と YE 
で つ ゆり で 本選 和央 最 咽 全都 人 
テー リン QS や | 居 SNINK ロ や 
で てい A 宮 短 シ "eS 下 郊 玩 起 桂 つ い 准 
8 の スー を て NG 
ーK 辻 王 つ ′ 加 民 


SG 蛋 り る か ン 軸 ぐ い 羽 
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チー ズ の カッ ト と テー ブル セ 
ッ テ ィ ン 


ズ が ほとん ど で 、 本 日 は プ テ 
ィ ア グー ル 。 ワ イン は も ちろ 


ん 自身 の ワイ ナリ ー「 ヴ ィ ラ 
デス ト 」 の “ヴィ ニュ ロン ズ 


リザ ー プ シャ ルド ネ "。 
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れん 
2017 年 12 月 号 の ワイ ン 特 集 で も 登場 
州 ワ イン 紀行 で 、 玉 村 さ ん が オー ナー 
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の ヴィ ラ デ ス トワ イナ リー を 取材 。 


焼い 


ん を 焼く 。4. 白菜 は 芯 と 葉 を 


ミコ 酢 、 マ スタ ー ド 、 マ ヨネ ー ズ で 和え る 。 


入れ 、 塩 と オリ ー プ オイ ル を ふる 。 オ ー プ ブン て で て 先 


て いた じゃ が いも の 隣 に 入れ 、15 分 ほど 焼く 。5. 全部 を 大 皿 に 盛り 、 オ リー プ を 散ら す 。 
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ぶ は 皮 を むい て 六 つ 割り に し 、 中 華 コ ン ロ で うっ すら 焦げ 目 が つく まで 網焼き に 。 少 し 


1. ね ぎ は 鶏 ガ ラス ー プ ( 頼 粒 ) と 酒 を 加え た 水 で 、IH ヒ ー タ ー で じっくり 煮る 。 柔 ら か く な っ 
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た ら バ パット に 取り 、 オ リー プ オ イル 、 白 バル サ 


食べ や すい よう に 切り 分 け て バッ ト ! 
小 じ ゃ や が いも を バッ ト に 入 
に 予熱 し た オー ブン で 30 
分 ほど 焼く 。 塩 は タイ の 海 
辺 で 出合 っ た も の が 気 に 入 
り リ 、 独 自 に 輸入 し て いる 。 
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た ま む ら ・ と よ お 但 エ ッ セ イス ト 、 
画家 、 ワ イナ リー オー ナー。1945 
年 東京 生ま れ 。1983 年 に 軽井沢 に 
移住 、1991 年 か ら 東御 市 (当時 は 東 


部 町 ) に 移り 農園 を 開く 。 2004 年 「 ヴ 
ィ ラ デス ト ガー デン ファ ー ム アン 
ド ワイ ナリ ー」 開業 。 最新 刊 は 「 毎 信州 は きのこ が 豊 富 で 、 普 通 1. きのこ は 白 舞 茸 、 舞 茸 、 平 茸 、 ぶ な し めじ な ど 、 本 日 は 4 種類 。 石 
日 が 最後 の 晩 畠 』( 天 夢 人 刊 )。 の スー パー で も きのこ 売り 場 突き を 取っ て か ら 食べ や すい 大 き さ に ほぐし 、 フ ライ バン に 入れ る 。 
の 充実 ぶり は 目 を 見 張る ほど 2. 塩 と た っ ぷり の オリ ー ブ オ イル を 加え て ガス コン ロ の 強火 に か け 、 
だ と いう 。 調味 料 は 塩 し か 使 し ば らく その まま に する 。 強火 で 一 気 に 水分 を 出す 。 3. 水分 が 出 て き 
べ っ て いな い の に 、 旨 味 が 凝縮 た ら 、 全 体 を 返し て 、 あ と は 動か さ ず に カリ カリ に な る まで 焼く 。 ず っ 


し て 極上 の 味わい に 。 と 付き っ きり で な く 、 節 目 節目 に 様子 を みる だ け で いい 、 と 玉村 さん 。 


ラ 
タク 


。 ぶ き 壮 肌 デーN べ 


「 義 S 沙 」Sye ぎ 中 及 さ mn 


1. 筋 切り を し た 豚肉 に 塩 を ふる 。2. 家 を 建て る と き 、 ぜ ひと も ゃ 和 欲 肩 ロー ス 肉 は 塊 で 買い 、 食 べ ご 
し いと 据え つけ た 上 火 グ リル (サラ マン ダー) で 肉 を 焼く 。 綱 の 位置 え が あ る よう 1.5on 程 度 の 厚 さ に 
の 調節 も 可能 。 途中 で 上 下 を 返す 。3. 切り 分 け て 皿 に 盛る 。 醤油 、 切っ た も の を 焼く 。 玉 村 家 で 最も 

味 語 、 オ リー プ オ イル 、 山 板 な ど を 混ぜ た ソー ス を 好み で か け て 。 登場 回 数 の 多い メイ ン 料 理 だ 。 
笑 晩 繰 が こ と っ 値 て の まま ある て せ 飯 の 
い 舞 り 確 と 思 て す は フッ っ し る い 地 る で 時 
な ~- 返 実 な っ いる み レ た て "は 元 ほ と す 間 
が に た に し に の で て で て つ ょ た シン パ 東 が 割 で と ょ よ が 
ら な つっ つ 美 だ し も ろ こ チ 思 京 宮 も なす 見 
食っ 〈 く 味 ろ ま の こ ょ と な わ に そ な ょ と (で は と え 
べ て り し うう 野 び は と な ま の と き 二 に L て 

て も な い " * 到 は あ 《 で 回 で に 人 既 I 〈 

いよ ょ が と 慣 歳 を 感 る こ な 出 数 外 は が 読 N る 
る いら 思 れ を 食 じ が れ っ か は 食 ツ や の E の 
* 夕 え を 親 取 べ ら 6 何 ま た け ぐ を バ っ ス で で 
食い る し っ た れ 万 で “て っ 楽 や て 夕 妻 ^ 

を つっ つ 料 ん た ほ ず 円 何 東 行 ほし タ バン は と を 
ュ 理 だ う も 回 京 こ 減り む ナ る プ 妹 ろ 

3 最 だ と が 家 払 か で う っ こ ギ “が に もそ 
居間 の 片隅 に は 「 す ぐ 飲め る よう に 」 ワ イン が ス 人 後 け 自 い い に う 行 話 と た た と 届 知 ろ 
タン バイ 。 世 界 各 地 で 集め た 品々 と 共存 し て いる 。 で の を 分 うい 帰 に っ 題 は し も あ いら 6 ご 
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2018 年 5 月 号 より 連載 中 
書き 手 : 西村 晶子 


中 課 四 細 祥 所 和 @ 隊 で MK 豆 「 赴 判 代 人 で 」 公 

難 G KW リー 史 要 つ 齋 宮守 選 ロン で G 人 りら 6 鴻 窒 " 
床 さ 6 刷 N 史 さ へ 9 全 〇 球 避 ウン 7 
べ 補 負 い つり を ass っ 超 選 人 @ 客 党 つ め 6 窟 四 つ 5 


6 拭 役 e ミ ーーーー 


提 < 介 9 が 開く 


漠 紀 や 了 つ ロン やり っ Q さ の 
wwG 計 の で の 人 「 超 鹿 人 仙人 で 
や 所 つ いろ 2 中 リー" 規 身 人 る さ 暫 
温 世 NG や Gw や 人 准 で "の G 話 時 
滞 補 いり 洋 濁る ンー つり 党 で っ 剛 
っ "To りや PA AN さ 藻 定 ツ 人 G 
つき 史 引く pe 全 」 本 肖 つ 
@ 握 枯 S る 三 操 交 早め で 人 8 人 失 
全 で G 党 曽 つめ 、 乱 下 逝 つ ′ 区 
下層 信 や っ 日 求 各 言っ ぃ 6T 

間 直 G 1 0 名 起 呈 G 理 昌志 
で や 人 補 ン 変 慰 @ 涯 度 応 半 きり 
時 党 斉 G 調 急 っ 還 信 じ 
る ぷー 多 押 人 8% 思 で SS" 足る 
な や )) 2 っ 6 記憶" Mm 差 史記 か 当 
ルー に よ :、 還 に コレ こよ:、 こ いこ 1 
っ 民 紹 0s50os 補 系 88 選 や 席 
菩 天 つ ′ リウ 訪 交 計 ぷ や 公家 
で re が 宮 回 民 未 宮 杏 民 人 誠 束 


OECD 


ゃ ぐつ そ 三 めで や の や 

wwS1 QOSDGS 員 人 る G 交 や 
に を られ いこ て もこ ヘー ャ こく だ 
GBS 系 選 宮 つら 洋吉 や" 穴 
全 g 沙 NG 人 SQ 玩 層 ぐ 年 軍 王 や 
己 2′ 刻 営 変 人 結 ぐい" 舞 軸 ※ ン 
《 へ 全 全 ov 避 了 恒 柚 G 還 汗 
三 洒 り い 羽 二 謀る つ ′ 半 叶 つ S さ 
違 S や の 選 や ME 准 0 S で つの 寂 回 
や やり 2 ぃ 0"「K ふ ト つ つゆ の | 王 先 つ 
いつ る" 超 選 足 写 7N トー つ 刺 寺 


人 玲 4 で 所 の 案 寺 やや” 性 民 @ 局 


SN っ や / 第 党 GS や っ ン ぶ や 
つや っ ちっ や 泉 っ 削 つ い ン だ 人 
で GS 准 、 つ SQ さ つ 四 わい や る 編 
つり 叶 つ っ | 貴人 ST 


S 測 響 め 中 麗 mSve 運 吾 G 党 


衣 を つけ ず 


バリ ッ と 仕上 げ る 


鳥 か ら あげ 


材料 


・ 適 量 


揚げ 油 (大 豆 白 絞 油 )… 


麹 手刀 … 敵 量 
塩 … 適 量 
柚子 胡 概 … 適 量 
っ くり 方 


に 生 全 9 
SQ@ し 人 S 
医 五 加計 
必 お 交 
由 重 王 
PE 
ポポ 性 く 
必 で QF 。 
中 くく ン 
。 0 的 友和 1) 
せ ロ ロコ つ 
話 加 医 
由 己 必 愉 画 
震 量 中 到 じ 
っ 


1 の 手羽 中 


に 網 を の せ 、 


の 風 を 12 時 間 当 て 、 表 面 を 乾 


を 並べ て 塩 少 々 を ふる 。 扇 風 機 
燥 させ る 。 
3 2 を 170'C の 揚げ油 


2 パット 6 


入れ 、 


ん が り と 色づく まで 揚げ る 。 油 
を きっ て 塩 少々 を ふり 、 器 ( 
っ て 柚子 胡 板 を 添え る 。 


盛 


お が わ ・ し ん た ろう 旬 「 食 堂 お が 
わ 」 店 主 。 毎 日 、 黒板 に 20 数 品 の 
料理 を の せ 、 シ ンプ ル な ーー 品 を 提 
供 。 鳥 か ら あ げ や だ し 巻き 、 さ ば 


寿司 は 開業 以来 の 人 気 メニ ュー。 


^ 鳥 か ら あ 
。 自家 製 柚 


げ "。 塩加減 と 風 干 し で 、 濃 厚 な 旨 
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= 福森 クニ ヒロ 


撮影 


6 っ つっ 「| 


型 S く AS 和 普 合い 編 つ いり" 
「 征 人 震 小畑 @」 人 部 失 " 
理 S 4 な a606 絶 R 


その 守り つの 全 が め 完 拉 ANo* 


握 や 祥 ち や 話 較 合い ae ンーAStO 
NHGH 公 移 受 人 5 つ だ 7 


、 工 藤 睦 子 、 高 見 尊 容 、 都 築 清 、 土 居 麻 紀子 、 
木 麻奈 、 宮 演 祐 美子 、 山 家 学 、 湯 浅 亭 


木 医 宏 、 


今 清水 隆宏 、 難 子 真 、 大 山 裕 平 、 川 上 隆 . 


福 尾 美雪 、 古 市 和義 、 古 島 万 理子 、 牧 田 健太 郎 、 増 田 智 秦 、 


影 王 販 具 拓司 、 市 瀬 真 以 、 伊 藤 菜々 子 、 


撮影 
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RSHHe で SO し もぐ 吉 民 細 
ン や NG" 所 起 WW せ 還 信 公 得 一 


所 時 WWD せ ばり 昧 2 、 軸 、 臣 
幅 WpH 記 衣 軸 02t0 届 、 眠 
SNStQ" 下台 共 区 ロ 再 湊 各 くつ を 
っ ” 別 器 田 じ 多 示 選 末 友 や KN 
9" 届 環 ねり 要 く G 疲 所 人 和 る きっ G 
涯 jp | 絢 じ 舟 怠 生 っ っ" 


つ で つら 避 さ つろ 2K ホ トー キ を 守っ つの 移 玩 つっ 全 で 村 富 


選 生 くく ト つの 統 党 つろ っ ホ キ さ ヘ ホ トー の 

護り 超 て で つい S 宙 次 較 和 飲 り っ ゃ 党 で うっ 祥 うー 

や で SN 主 う 旨 We マー 志 計 べく お や 公 慰 鉛 生 で 
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温 ゃ ロ し 和 肉 同 一 た 後 こ | て た が ナ を 1 色 の - 指 ら 6 ら 年 に らん っ 
度 ぶ | ま 汁 上 低 人 と と ろ 段 り ッ 学 で の 豚 N す 目 分 し いな て 肉 0 
計 な ル う が " 温 で こ 4 が 肉 い 焼 バ ッ 習 肉 ぶ 肉 A な の の 始 肉 加 中 料 eC 
が ら す “ 絞 肉 で 3 ろ m あ の た き タ の す に み の R ら 6 前 レ ゅ 汁 減 が 理 ム 
あ 湯 る いり は ゆめ 5 の る 断 "上 1 こる 60 」 ロロ 1 歴 の シ た は で 見 は 
れ 温 か か 出 60 で 0 断 厚 だ 面 1 げ の と "で は 1 S 更 夫 と どら 6 残 焼 え い を 
ば ぱ だ が に さ で る 面 切 ろ が ・ 人 色 "は を 0 ス A か が を キ っ け な つ 
` サ 重 そ れ 台 豚 を は りう ぅ < こ 3? ぅ 仕 を な し 伝 む 上 W ら 6 晴 読 リ て た いも 
万 管 要 の "で し べ 前 版 あ れ m 上 保 減 じ し ば えた で か A 学 れ み が いん か ド 抜 
人 理 " 温 肉 筋 ゃ ロ 代 の “" ほ の が ちの と みみ る ご ら ー~ に きだ 必 完 け 
が す 尊 度 が 織 ホ ぶり リ 未 し レ し ちと と りな 調 ん の と ~- っ は の ん ろ ! ド 1 
再 れ 切 帯 硬 維 も と 聞 シ な 潤 ん を が 撃 ぐ あ は と 80 - 成 だ キ * 
現 ば は り を 〈 く が 平 の ビ ど み っ か み ら が り る へ い C は 洛 ろ あす @ 
可 い の コ な 縮 原 ら 油 を に て つ ッ 必 の 木 | う の し シ う あ る a 
能 ぃ 豚 ン っ み 則 げ い 試 こ い 用 ト め ゆ 要 色 の セ こ ペ は ば = 9 ーー ウ 
だ "し ょ て "は た 感 し の た ロ し っ だ が 笑 ル と みみ スム フ が 送 
夏 の 豚 し ゃ ぶ 
【2019 年 8 月 号 掲載 】 
四 | 圭 当 
「NARISAWA」 オ ー ナ ー シ ェ フ 


成澤 由 済 さ ん 


豚 の 厚 切 り 肉 を し っ と り 焼 き 上 げた い 
な ら 、 パ ター が ふつ ふつ と 泡立つ 程度 
の 温度 (80C) を キー プ し な が ら 焼 く 
二 和 の と いい 。 そ うす れ ば 加熱 し すぎ て 肉汁 
ウッ ジミ 加 が 流れ 出る こと も な い 。 肉 か ら グ ッ と 
IO 年 7 月 号 提 強く 押し 返す よう な 弾力 を 感じ た ら 仁 
上 が り 間 近 。 最後 は ハー プ と と も に ホ 
イル に くる み 、 休 ませ な が ら 、 肉 全体 
に 熱 を 回 す 。 ナ イフ を 入れ た と き の 

瑞 々 し い 断 面 は 感動 必 到 ! 


「 高 太郎 」 店 主 
林 高 太郎 きん 


し ゃ ぶし ゃ ぶ 用 の 豚肉 を し っ と り 仕上 げ る に は 『 指 


先 で パッ と 触れ られ る 程度 」 の 65C の 湯 に 少し ずつ 
入れ 、 菜 箸 で ほぐし な が ら 1 分 間 ゆ で る こと 。 面倒 
な ら 沸 か し た 湯 に 入れ て 火 を 止め て 引き 上 げ る 方 法 
* す か に ピン ク 色 が 残る 程度 で 
取れ る の を 待つ か 、 う ち わ で 煽 
いで 冷 ま す 。 氷 水 に 取る の は 脂 が 固まる の で NG。 


139 料理 の コツ 大 全 


入れ て 


っ 昭信 ン < 眉 w 計 5 


ら 弱 火 に し て 肉 


た フラ イ バ ン [ 


誠 


そげ 取 


油 を 回 し か け な が ら 


いく 。 油 を 全体 に か け な が ら 満 胃 な く 熱 を 加え る の で 、 ム ラ な く 焼 き 上 が る 。 


肉 ( 
な る 。 焦 が し て は い 


味 ( 
焼き 目 も 漏れ な く 


合 で も 同様 だ 。 


に 1 


し っ か り 焼 き 目 を つけ る 
つい た 
坦 


底 


と で 引き 出さ れる 肉 の 旨味 も ある 。 強 火 で 熱し 


肉 の 厚 さ の 3 分 の 1 くら い の 油 を 入れ る 。 煙 が 出る くら いま で 熱し 
オギ ノ 流 者 込み ペン バーグ 
肉 の 煮込み の 


焼き 目 が ソー ス の 


焼き 目 が つく まで 掲げ 焼き に し 、 


つい た 
「 大 丈夫 !?」 と 腰 が 引け る くら い 、 


高温 の 油 で 加熱 する 


を 投入 。 全 面 に 
後 は 鍋 の 油 を 捨て 、 ス ー プ を 注ぎ 、 


焦げ は 最高 の 
調味 料 で す ! 
ソー ス の 味 を グイ ッ と 向上 させ よう 。 他 の 


の = 


者 込み ハン バー グ は ハン バー グ 表 面 に 
け な い が 、 強 め の 中 火 で 


が 重要 。 焼 いた 


り 、 


和牛 内 の ステ ー キ 
【2018 年 2 月 号 掲載 】 
「 ル ・ キ ャ トー ズ ィ エ ム 」 
オー ナー シェ フ 
茂 野 眞 きん 

「 タ ー プ ルオ ギン ノ 湘 南 」 


オー ナー シェ フ 
荻野 伸也 さん 


下 塊 介 選 完 染 Q 


「fE 串 」GMn※ (@ ア 


玖 G 電 史 玲 っ コン 却 
で 居間 還 層 か 雪 ST 尿 生 の つ 
See と た | 

器 ち 相 め や 店 eSQ 尿 の つつ 守 
及 往 組 で 2 の AN の 折半 
いい り 牛 ぶつ 人 SQ つの 衣 記 や 尾 補 公 束 
窒 史 寺 伯 人 人 因 史 細い つの 届 
PDGY3 だ りこ 1 こ \ く ん 

く A く ペー へ NE ンーmvoN HGTR 公 
で 硫 肖 脱 2"「 ペ ーN え 本 害 へ 紀 所 」 
S 癌 駅 SG 無 江 くく AKー 和 NH 
つや と 迫り っ G や 光っ 和合 の っ 
い ン さっ 届か の 06 の G 肖 史 公 m 送 
っ Se KAN AG 相 遂 人 め 店 避 


当 つり ン SQGSI 


羽 6 人 RW っ S ロ 舞 ン 人 (@" 


蘭 下 G 哀 燕 ロ っ 長 ぐ り 代 ご つ の 弓 虹 
党 つ ン SQT 公 公 人 SQ 補 完 
SUAS こ KS こも 
信和 ち 宮 人 お びろ りさ 稚 わ ぐつ 
昌 全 楽 お G 史 起 O wmn 生 避 87 


ホヤ AN ヘ ホ ーー 全 で 吾 和 や <o′ 超 留 全 
ゴン 電 5 つ と 出 志和 
比 ぐ いい ン で 8" 油 肢 多い em 


守 で つの >paCtQ で テン AKG 
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操 油 だ け で つく る か ら 掲げ 重用 の か ら 掲 け 
【2020 年 2 月 号 掲載 】 


ー we 【2014 年 3 月 号 掲載 】 


ーー 
ーーーー 


U。M 
N ロ 
ーーーーー 


『 


いざ ゃ び 避 語 守 高知 Sd 


ぶ 簡 wss 北 古い 
て OX 脂 潤 玉 


美味 し いか ら 揚 げ は 、" 油 づく り ” から 。 瀬尾 さん は 、 ま ず 皮 だ け 
を 低温 で じっくり 揚げ る 。 「 皮 か ら 脂 が 出る か ら 、 揚 げ 油 に 風味 が 
つい て 、 か ら 揚 げ が も っ と 美味 し く な る ん で す !」。 皮 付き 肉 だ と 
身 が 程よく 揚がっ た と き 、 皮 は まだ ぶ ふ に ゃ な こと が 多い 。 こ 
れ な ら 皮 も サク サク に な り 、 ビ ー ル が 進む 一 品 に ! 


革 筒 へ ぃ で 
ざ 層 S 混 党員 


チキ ン ソ テー 料理 寅 究 表 
【2002 年 4 月 号 掲載 】 川津 幸子 さん 


へ 


「 太 華 」 で は 衣 が し っ か りつ く 
よう に 、 片 栗 粉 を まぶし て か ら 
ギュ ッ と 握る 。 こ の ひと 手間 が 
食 感 を よく する コツ だ 。 揚 げ る 
と き は 肉 に むやみ に 触ら ず 音 に 
耳 を 傾け る こと 。 一 度 収まっ た 
シュ ワシ ュ ワ と いう 音 が 再び 大 
きく な っ た ら 、 そ こ で よう や く 
ひっ くり 返す 。 油 か ら 引 き 上 げ 
「 食 事 太 華 」 主 人 た ら 5 分 休ま せ て か ら カ ッ ト す 


海原 大 きん る の も 美味 し さ の コツ 。 
室温 に 戻し た 鶏肉 を 中 火 で 熱し た フラ イ バ ン に 、 
皮 目 を 下 に し て 投入 。 動 か さ ず に 6 分 焼き 、 理 
返し て 油 を 回 し か け な が ら 3 分 焼く 。 取り 出し 
て 2 て 3 分 休ま せる 。 
料理 の コツ 大 全 


みる る 


※KE 
⑩) つ O Ao 
思 鉛 箇 各 民 NG 


AW 


上 牙 時 けり 表 GHA 


避 話 肢 じ せ 症 選 で t@、 加 忠和 地 
作り 仏 答 ” 宮 間 代 Q ぎ GE 敵 W6 
し 狗 te つ " 包 皿 回 じ W く で t@ 
WO の 尽 で 演 到 隙 こ つり 昭 加 @ 尋 も 
KJ 人 S っ ? 肪 膨 所 "お か コリ 
し ゃ っ っ 6 しっし 公 ④ 加 束 豆 っ ? 


是 @ 野 せ 各 愉 Gyp-J" やつ し ゃ 詳 で 
じ っ い ey′ 老け 無 可 し 惑 公介 投 
回 いし 各 基 つ ロ Ste? 剖 WO セ 
WS 居 人 WO や 6n" 詩 く ぐつ お 屋 ユ 
責 表 で 窒 ン 48eG 世 過 で 計っ? 居 
ロ e WS 人 も) 映 交会 じ yp? 


Th ロ せ せ ト 中 マー ミーAMWWS で 
医 つ いや" WO で で 引っ 選 tG 
や い 避 写 ン " 屋 0 お 尽 さ 下 到 
典 っ し っ 時 っ し S べ 革 農 W" 
阪 公 い し っ nQJ′ 悪 昧 せ 朗 で を 
ャ マン" 忠 姓 G 組 3 村 お 臨 因 け te" 


っ 寝 京 避 G く へ ト つつ 天 沙 さ 
Prp 人 SG ロン mt の 
会 問 rNN りー 人 Se や で 人 


りゃ ポ 所 円 泥 つ 補 守 つ "58 訳 PN HGST 公 移 組 つり で 


配 多 っ S 三 水 守 べ 測 ご き キ ー 


ポ ・ 和 っ ロ マー 寂 癌 中 剖 


最初 か ら 最後 まで 、 勢 いよ く 泡 が 出る 強め の 中 火 で ! 


「 八 ヶ 岳 えさ き 」 店 主 
江崎 新太郎 さん 


SF: 抽 
へ 8 皿 8 。。 
せ 骨 た よっ 
祭 持 本 
つづ 抽 
連 旭 4 
S 選 .。 周 
2 臣 堂 
SQS まほ の 
NE 
性 本 用 
で 代 っ 滞 き 
る S 記 8 リ 
0 を 北信 
公定 剛 要 き 
まま: 本 1 
S 到 末 S 語 央 
また S き きき 
お 
きせ s も 営 粗 
示 明 球 市 ら り 
を 8 肖 8 
上 
で 還 
舞 S 
加 
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過 e- 志 人 で きっ c (@P 


選 計 中 KG n 8 選 史 回 選 須 
選 ひ Do 李 NN As や 居り 中 
を 記 で 移 濾 で 生 敵 屋 べ の 2 @ つ の 記 な 
wwG ポ 拝め 公道 で さ ツン 公 
5 も: りく YE に 
認 い 人 生 加 め 「 過 SS 
全 」 つ の 交 い ママ ゃ 29 つの 録 穫 。 回 弁 
せ 「 選 で きっ 」 撤 り 代 選 加わ 
維 選 下 りら " 団 理 富 で と ロ 
つ Yen 人 < 思 や 志 時 公 餅 や っ 
だ だら 経 対 富 KYOrerntte 甘 
誤り 県 つ ′ 藤 癌 は セ やゆ つの つら" 半 
呪 公 選 二 国人 G や で ン SQ 
GS 多 氏 PT の で っ の 中 到 綴 つ SO" 


na 中 ふ G 捉 史 


ラ 


えて 焼き 始め よう 。 縮 
何 度 


割方 火 を 通す 。 魚 か ら 


出 た 脂 は 臭み の も と な の て 途中 で 鍋 を 傾 


0 
け て 油 を 捨て 、 オ イル を 足す 。 最 後 は バ 


焼け る まで 、 
魚 が 向 く 。 


オイ ル の 上 へ 。 す ぐに 
クロ ダイ 、 キ ン メ ダイ 、 イ シ 


塩 、 胡 相 を し て ( 塩 は 強め )、 


た 


水気 を 拭き 取っ た ら 、 皮 目 を 下 


し て 熱し 


を 落と し 、 裏 返し て 火 を 止め 奈 熱 で 


押さ えな が ら 八 
仕上 げ る 。 


魚の 両面 ( 
15 分 後 ( 
ダイ な ど 皮 の し っ か り し た 


【 


タ 


【wto 直 ユ 】 


掴 棚 せ へ て へ ふ 肌 本 (@" 


「 ビ スト ロ サン ル スー』 


オー ナー シェ フ 


い 7 
【2012 年 12 月 号 掲載 】 ____ 年 = 金子 波光 さん 


避 記 " 飲 守 生け り で と の 「 く 


ゃ 貴 W」G 品 宏 岩 ポ 呈 で 泉 守 


3 か ます ポン で る 編 層 Sn 28 最 所 下 や 
遇 圭 ト さく 引き 75 圭 dS@ り 無敵 敵 め 避 
きゃ 1 2 2 
ANYー ペ ーー 
8 衣 S 計 人 S SN し EE 六 。 剛 や つい 圭 H 細 た る 計っ 
き まお まわ の Q 守 杜 EN 避 全 員 の 憶 補 
を No ems 6 
H ーー 作る 生生 く きせ SHO た WP 更 屋 やわ 
ら さ で 。, に 。 所 
= 昌 SSHRG さ う 半 補 仙 王 店 思 志 S で o 
W で N 廿 要 や き ざ 現 則 つ ら り ゃ る SS っ | 編 つ Pe 仙 
生 穫 よき % さ っ 計 , 巡 走 コ ン NM _ 
oe 守 で や ロ ie 公 環 。U 所 Re 央 いや っ と ひっ 守 泊り 所 衝 っ 寺 和 
3 ユン 細 民 訪 斉 時 Ste 協 下さ 8 
6 に 症 CEUE まま を の だ 3 ON 4 ペン で 無 選 泉 羽 鉛 つ だ 
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、 生還 間 遇 MM 


どこ と な く 「 プ ロ っ ぽい 」 食 感 と な 


粉 も つき すぎ ず 、 素 材 の 味 を 生か し た 軽い 仕 


フラ イ に 使う 
臭み を 感じ に くく な る 。 液 が 薄 ま る の で バン 


と の 一 体感 が 出 や すい の で 丼 に も 


向く 


築地 魚 市 場 銀 鱗 会 
事務 局長 


+」 と 福地 さん 。 


比 を 演出 する の も いい 。 


「 花 冠 陽明 庵 」 主 人 


松 


漬け 角 【2015 年 7 月 号 掲載 】 本 栄 文 さん 


福地 享子 さん 


ライ 【2013 年 7 月 号 】 


穴子 フ 


に 扱え ば 身 に 傷 が つく が し っ か り 洗い た い 。 


深 さ に 5 カ所 ほ 


海 考 の 腹 側 、 身 の 3 分 の 1 の 
ど 包丁 を 入れ る 。 ひ っ く 


れ で 解消 。 牡 久 を ボウル に 入 


指 で 両 脇 か 


り 返 し 、 


そん な 悩み も 


9 
3 
リリ 
区 
MD 
愉 
P 
Fo 
素 
ン 
に 
か 


甲 毅 類 は 高 
温 短 時 間 で 揚げ る ほう が 美味 し い 。190C で 


り と 長く な る 。 | 
30 秒 が 目安 で す 」 と 加藤 さん 。 


と 、 海 考 が すら 


料理 研究 家 


形 は 崩れ ず ビ カビ カ ( 


水 の 中 で 振り 洗い 。 


「 う ぶ か 」 店 主 


加藤 邦彦 さん 


福山 秀子 きん 


牡 幼 と 大 根 の みぞ れ 銅 【2009 年 2 月 掲載 】 


イ 【2020 年 6 月 号 掲載 】 


和 の 海老 フ 


NN K 亡 屋 宮 G つ い 氏 SG くさ 
つつ 密 放免 外 還 つ っ 守 で 
汽 隊 G せ NN で 弄 つ 守 " 缶 史 に 
づつ | 部 NN て 測 つ も 足 揚 っ 臣 
QRS TS 選 還 人 さび コ ンー 
い 沸 削 つ ね で し 玲 つ 半 軸 細 称 財 や G 
愉 " 記 人 入り で 公記 信 0 ンー) 人 
に こよ バド ニー ド そ つま) 

守 補 づつ 11N 潮 の 組 沿 振 和 Y 人 SveT 
1Q 呈 壮 東 る * 羽 下 る で 史 球 
な ゃ G や 「′ 記 っ RG 宰 ⑪38 局 6 さ いい 
選 宮 恒 記 人 因 中 2 て ト や 
の 間 に 人 で E さ に い 、 に つ いり ここ すい) 
っ oG 史 嗣 人 りつ" 人 QB8 ン で 2G 局 G 
針 票 抱 弄 Go や 22" pn1 OS 
まで リリ 
9 人 合 280 NNeK AS の 
ロー 選 各 誠人 牙 甘 人 


-M ト ts 寺山 6 志 R (@" 


密 宮 NN で ロ 醒 りつ 斑 障 や 


て 人 SG 記 繋 上 2P" ws 選 
mo 曽 宮藤 定 SG いやっ” ド 有 


民 全 さや つ 回 で つの 昭 い や 2 


つい 信昌 守 移 館 の つつ 祥 2 TA 
TA 過 只 吉 悪 合い ン "。 りや 合 
po っ 條 四 人 弥 史 皇 つ お 2" 長 
培 臣 G 刀 警 史 束 いや 和 やり 所 ひ 
康 屋 記 NG 天性 ヨ 内 由 で S 「 此 
移 導 リー 史 」 全 贅 信 Oo 和 8” no ら 
ご の 年 操 で で ペ 。 計っ の 昌 回 党 
舘 つ いっ 9 和 て 8 の 人 押 合 
SW′ 和民 編 つ や 一 
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漬け 汁 の 塩分 濃度 


黄身 まで 味 入り 1.75296 


7% 
10% 
(3 倍 濃縮 麺 つゆ ) 


で 「 お 湯 か ら 7 分 30 秒 』。 そ の 
つい て 研究 を 重ね た 。 結 果 は 上 記 の 対応 表 を ご 
以上 漬け 


味 が 入ら ず 、 白 身 の 食 感 も 硬く な る 。 


」 と 編集 部 で 実験 を 重ね 、 完 成 し た の が dancyu 公 式 
参照 あれ 。 黄 身 まで 味 を 入れ て ね っ と り 食 感 を 目指 す な ら 、 薄 味 で 24 時 間 
黄身 


味 玉 レ シ ピ 。 最 適 な ゆで 時 間 は ズバ リ 、 和 常温 の た ま 


後 も 漬け 汁 の 濃度 と 漬け 時 間 の 関係 ! 
込む 。 味 が 濃い ほど 短 時 間 で 味 が つく が 、 


「 味 玉 の ベス トレ シ ピ を 目指 せ ! 


dancyu 公 式 味 玉 
【2017 年 4 月 号 掲載 】 


nA 沸 HG 放 只 や 
に 誠人 舞 憧 未 忌 


注意 ! ( 胃 油 原液 ) 


漬け すぎ に 16% 


記 G 超 時 く る や 守っ 仙 天 お 36)) 


剛昌 潮 各 慌 守 や 
人 や ささ つつ お りつ や お 36)) 案 講 せ 
ュー テト SN や SG や や" 


所 で で eo お 6 振 下 怒 先王 お つぶ や ー 


ポ ・ 幼 つ セ マニ 補 短 鵜 到 


やせ 61) 踏 選 G 舞 


うさ 3 
球 地 せ 凌 や yo 


| 能 宗 ′ 古 環 唯 他 GBQRS6 っ 
ざっ 手 D4S お 穴 ” 直 彼 や 
GSNQ 呈 導 じ せ " を せつ 算 棋 喉 
地 公 吾 応 " 宛 財 G 席 訳し せ " 紐 
代 國 吸 GW 弄 で 褒 中 堅 上 性 下 
音 さ っ 心 度 似 志 也 pMSNe 


矢 据 酸 G ン ト 不 堅 要 he 衣 G 早 
言 し 記 ロ あり の.JSN 茎 昌和 
らら SKK 和 と 0 レ つ Wen リコ 
や " 遇 了 要 SpK0 っ GS し こく ミ 
よーX)) 抽 蘭 宮 ロ 時 間 WhtG 


トト ネー イロ つ 公則 盟 
代 っ ーー」 つ っ 暴 6 上 RW 
ゴロ つ し 咲 直 や くつ "8 加 G 
坂 仙人 ゴロ 表 Ne 則 公 還 ご 
さ ” 時 家人 る ① め 人 用 に リロ つ せ 
に ES い (に) ニコ SO 


料理 の コツ 大 全 


145 


6 JG 才 民 noa] 融 NiJ せ 現し 孝 や を Ax (@ ア 


守 己 基 つ くく A 枯 つ " 刺 避 難 つ 
べ 幅 GS 員 民 ゴゴ り で 所 っ 問 中 
っ っ 超 生 人 SS 人 RS つ 全 や 
計 守 G 悪 群 " Po 介入 さり 
6)5 選 庫 で で PA だ " 計 祥 9 う 
移 思 や 訪 @ つ ′ 杏 公記 お 家 公 錯 
りつ っ 愉 親 お で @ り Op” 窟 球 


号 掲載 】 
"を 割る と き は 平ら な 
砕け た 殻 が 混入 し 


思 
| 
想 
@ 
捕 


【2014 年 4 月 


ま 
面 に 当て て 、 ひ び を 入れ る の 


生 た 
る と 細か く 
や すく 、 黄 身 も 割れ や すい 。 


【2014 年 4 月 号 掲載 】 


EN 
ユ 
コ 
ド 
N 
H 
ー 


ルオ ー ク ラ 
次 きん 
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信人 る 合 や 普 写 人 る で 終 並 下 " 狗 人 お 
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料理 長 
塚本 伸 
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こ に バラ つき が 出る 。 そ ん な 


ッ ト 入 り 
スベ イン 風 オ ムレ ツ 
【2019 年 5 月 号 】 


- を ゆで る と き は 割れ な いよ う ( 
バ ゲ 


ま 
さん ゆで る と き は 、 投 入 に タイ ムラ グ が 生 


じ て 火 の 入り 方 
と き は ザル を 使 お う 。 引 き 上 げ も 簡単 だ 。 


玉 で そっ と 鍋底 に 置く の が 鉄則 。 で も た 


料理 家 
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【2004 年 5 月 号 掲載 】 


だ し 巻き 玉子 
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「 焦 
ま 


還っ っ "nas て 加登 祥 つ 時 
ゃ て 村 っ や で" 下 守 人 る で 涼 忠 全音 で 
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1) NR ペ で つつ つつ 
直入 絶 力 SR や - つ Q や 


あと 1 ベ で SS】 こ くん 


し っ か 


白身 の 緑 


に バ パター を 塗る 。 す る と 周囲 が 香 ば 


くい で す 
よ 」( 坂 田 さん )。 対し て 幾 


層 ( 


【2019 年 5 月 号 掲載 】 
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に つけ た 
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具 を し っ か り 抱い た な 


り 和 牛乳 や バタ ー を 含む と い 
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ま 溶 く と 泡立ち に 


た ま ご 
選 ぼ う 。 


し く 色 づき 、 カリ ッ と 仕上 が る 


が し ちゃ ダメ 。 “お 焦げ " 
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目玉 焼き が 仕上 が る 寸前 、 


せ M61」 控 也 い ーー 


本 則 昌 Wupi」 選 根 け Sve (@ ア 
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こし 
【2020 年 9 月 号 掲載 】 
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ん だ ゆで 汁 は 捨て る な か れ 。 水 の 量 や 塩 を 調 講 


強め の 塩水 


30 分 以上 ゆで る と 驚き の お いし さ に 。 独特 の 
と う も ろ こ 
と き と ほ ば ぼ 同 じ 、 少 し し ょ っ ぱい 程度 (1.25% 


し 本 来 の 香ばし さ 


が ペ ベスト)。 芯 か ら 出 る 旨味 と 香り が 溶け 込 


整 し 、 パ スタ を ゆで る の に 使 お う 。 ほ の か 
こし の 香り が 移り 、 美 味 ! 


と う も ろ 
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が 際立つ の だ 。 
村上 農場 
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に 入れ た 
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拘 SS 例 例 時 G 邊 角 の りや 叶 雪 
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と 4 
オン グラ タン スー ブ プ 。 玉 


タン スー 
色づか な い の で 強火 が 必須 。 た 


ラ 
この 茶色 い 焦 げ が 旨味 に な る の だ 


オリ ー プ オイ ル が まわ っ た ら 塩 を ふり 、 


オン グ . 
【2010 年 2 月 号 掲載 】 


オ . 
づい た ら ヘ ラ で 返し 、 ま た 色づい た ら 返し 、 


を 繰り 返す 。 炒 め る と いう より 『 焼 く 」 と い 
は 注意 。 そ の 後 ス ー プ を 加え て 煮詰め て いく 。 


その 後 は あま り 触 ら な い の が コツ 。 茶色 く 色 


みん な 大 好き な オ 
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これ で 野菜 か ら 水分 が 出 
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こめ に 


ッシュ 野菜 を みず みず し く 食 べ 


な 


塩 。 
る の を 防げ る 。 こ の 順序 、 フ レ 
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水 っ ぽい 種 の 部 分 を か き 取る 。 
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「 紀 和光 」G 過 科 人 生 で 美 昌史 己 
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ス 
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、 | 島 還 炎 省 秋 迷 SvSaem 語 り 
EE き 全 人 る 玉 っ つか 多胡 で さき 人 雪 聞 上 
翌 い つっ 2" 守 づつ 守 WWQN で の 
層 
ます: N ウ ) 5 間 当 う AN 償 同 陣 2 ニャ ーKNSK つ 
下 ヤニ 2 
| も な きき さき る いさ く ト ホ m 届 謙 り ロ つ ロン で お 
に W 人 き 参 で 7 の ーー 
コ 和 剖 り YS っ ー で ユ TSN へ A N KN へ 」G 二 早 暴 認 
富 持 葉 ご ゃ や 移 つ 加 マ つき 
る 峡 | ky 有 和 セリ で "理加 紀和 ら の ヤー 人 で 共 
=1 っ に z 
きま 償還 世 当 重 選 細 S ロニ 思 く S 愉 挟 所 りつ 4e い GU 6 生生 ささ や 
Ir) 江守 GS 2 り 下 拉 の 1 ト 
で 虹 マレ し 8 さち 太 弧 司 選 で に あ 全 て トー ロー ト で AN や SNS 
さき は h 之 ます | 可 G 弄 Q 如 や , ふ 
9 SS ある 篤 判 括 き さ うら ゴ や FT と 
同 すす か す が ( SG 由 接 G か NN 本 ホーN ポ で ミ 


に NOK… を 合い だ さ に トコ アリ 


@R 


ーー 一 


つき 各 や ke 一 忌 ヽ R じ 豆 貞 人 | 人 @P 


hQ 

し 玩 直 記 に に まく) マコ 
s きく シロ meeQ り つ 朱 素 由 昧 守 吉 つて 
由 せ や で しい 軍 豚 や SG 人 8" 拒 雪 惑 際 G 選 
に w ト ゴ 還 問 め で 所 手織 つ ロ ンマ ド O 
玉 き 宏 っ さり つ S 誰 昌 人 きり 叶 生 き ゴ 人 
肖 に トキ ここ 
上 ぐり つ 導 散 G 潮 堂 つの 各 当 SS 


っ No 肛 避 卿 普 の 6 補 画 太 党 
に よう ル テ く 0 放 も そく (に 
記 で 慌 ” 雇 結 や で 選 で 局 や ′ 的 千 
HG っ うっ 紛 当 PD ろ | つり 
必 S。 そ 口 記 っ リロ つ りら で ン e" を 
6 や G 堂 人 で っ 全 で ] 押 。 窟 得る 
QK く マハー 補 線 送 入 ぐね 人生 つの 下 
人 る さか HH) 罰 で S 1 で や で SN 
っ 所 本 "っ ど 宮 敵 史 台 ち 


肉 野 菜 炒 め 
【2018 年 2 月 号 掲載 】 
に 角 油 を ジュ ッ 。 

成 ! 


問 
【2015 年 7 月 号 掲載 】 


薬味 いろ は 帖 


も コツ は いろ いろ 。 き の こ は 洗 わ ず 、 


えて さっ と 炒め た ら 酒 、 塩 、 胡 板 で 
調味 し 、 最 後 は 鍋 肌 ( 
完璧 な 野菜 炒め の : 


投入 し 肉 の 脂 を 吸わ せる 。 野菜 を 加 


原因 に 。 菜箸 と へ ラ で 具 を 下 か ら 5 混 
ぜ 返 せ ば 、 鋼 は 熱い まま ! ほか に 


料理 の コツ 大 全 
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ーーー レ シ ピ や コツ を 教え て くれ た 掲載 店 デー タ | 一 一 一 


新 ス タメ ン 料 理 30 撰 
ュ P76 一 85 


マル ディ グラ 
東京 都 中 央 区 銀座 8-6-19 
野田 屋 ビル 地下 1 階 

て 03-5568-0222 


リス トラ ン テ カノ ビア ー ノ 
東京 都 目黒 区 下 目黒 1-8-1 
ホテ ル 雅 叙 園 東京 内 

て 050-3188-7570 


パー ラー エイ タブ リッ シュ 
東京 都 港 区 南青山 5-10-17 
Glanz kisten 2 階 
03-6805-0597 


ロッ ク フ ィ ッシュ 

東京 都 中 央 区 銀座 7-3-13 
ニュ ー ギ ン ザ ビル 1 号館 7 階 
て 03-5537-6900 


シン スケ 
東京 都 文京 区 湯島 3-31-5 
03-3832-0469 


赤坂 璃 宮 銀座 店 
東京 都 中 央 区 銀座 6-8-7 交 交 ビル 5 階 
て 03-3569-2882 


両 花 

東京 都 世 田谷 区 北沢 2-34-8 
北沢 KM ビル 2 階 

も 03-3468-6456 


高 太朗 
東京 都 渋谷 区 桜丘 町 28-2 
て 03-5428-5705 


の みや パロ ル 
東京 都 港 区 南青山 2 -22-14 フォ ン テ 青 山 101 
も 03-6434-5959 


目白 旬 香 亭 
東京 都 豊島 区 目白 2-39-1 トラ ッ ド 目白 2 階 
て 03-5927-1606 


イン カン ト 

東京 都 港 区 南麻布 4-12-2 
ピュ アー レ 広 尾 2 階 

て 03-3473-0567 


※ 上 記 以外 の 記事 は 、 各 ペー 


オス テリ ア デ ッ ロ スク ー ド 
東京 都 新宿 区 若葉 1- 1-19 
て 03-6380-1922 


dancyu な 人 た ちの 偏愛 レシ ピ 
=P102 一 104 


クリ スチ アノ 
東京 都 渋谷 区 富 ケ 谷 1-51-10 
て 03-5790-0909 


懐石 小室 
東京 都 新宿 区 若宮 町 35-4 
て 03-3235-3332 


ヴァ ッ カ ロッ サ 
東京 都 港 区 赤坂 6-4-11 
て 03-6435-5670 


メ ツ ゲラ イ クス ダ 芦屋 店 
兵庫 上 芦屋 市 宮 塚 町 12-19 
て 0797-35-8001 


お いし い コ ツ 大 全 
き P137 一 151 


肉 の コツ 


NARISAWA 
東京 都 港 区 南青山 2-6-15 
て 03-5785-0799 


高 太郎 (だ を 参照 ) 


ル ・ キ ャ トー ズ ィ エ ム (le 14e) 
京都 府 京都 市 上 京 区 伊勢 屋 町 393-3 
ポ ガ ン ビ ル 2 階 

て 075-231-7009 


ター ブル オギ ン ノ 汗 南 

神奈 川 県 藤沢 市 辻堂 元町 6-20- 1 
湘南 ササ イト 2 号館 1 階 

て 0466-53-7756 


食事 太 華 
東京 都 港 区 芝 2-9-13 
て 03-3453-6888 


魚の コツ 
八ヶ岳 えさ き 


山梨 県 北杜 市 大 泉町 谷戸 5771-210 
0551-45-8707 


に 記載 し て いる 店 デー タ を ご 覧 くだ さい 。 


ビス トロ サン ルス ー 
東京 都 杉並 区 西荻 南 3-17-4 第 2 篠 ビル 2 階 
て 03-3247-1408 


銀座 小 十 
東京 都 中 央 区 銀座 5-4-8 カリ オカ ビル 4 階 
て 03-6215-9544 


うぶ か 
東京 都 新宿 区 荒木 町 2-14 
て 03-3356-7270 


た ま ご の コツ 


南方 中 華 料 理 南 三 
東京 都 新宿 区 荒 森町 10-14 何 番館 ビル 2 階 B 
て 03-5361-8363 


ル グ ド ゥ ノム プシ ョ ン リ ヨ ネ 
東京 者 新宿 区 神楽 坂 4-3-7 
て 03-6426-1201 


東京 都 北 区 東 十 条 2-16-10 
03-6903-3833 


手打 蕎麦 まる や ま 
東京 者 杉並 区 和泉 1-2-3 
て 03-3321-1478 


野菜 の コツ 
ペック 


兵庫 県 神戸 市 中 央 区 中 山手 通 4-2-2 
て 078-321-0346 


も 03-5635-5077 


ル ・ マ ンジ ュ ・ ト ゥ ー 
東京 都 新宿 区 納戸 町 22 
て 03-3268-5911 


ル ・ プ ティ ・ ト ノー 虎ノ門 店 
東京 都 港 区 虎ノ門 2- 1-1 商船 三井 ピル 1 階 
て 03-5545-4640 


パッ ソ ア パッ ソ 
東京 都 江東 区 深川 2-6- 1 
て 03-5245-8645 


ヴァ ンマ リ 
東京 者 渋谷 区 千駄ケ谷 4-3-7 
03-6812-9109 
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名 物 連 載 は 語る (4) 


連載 タイ トル 


拝啓 、 イ タリ ア 料 理 様 


2019 年 8 月 号 より 連載 中 
書き 手 : 佐々 木 ケイ 


測 癌 導 装 ぐ で ふ = ト 次 講 王 「XF AX」G 宮 
式 所 中 めで G 誠 寺下 かい 堅 べ つり っ 
測 緒 「 星 凍 て ふら ト 亡 國 紗 」" 

で ふい SG や り 全 人 So いや っ の" 羽 べ G 悪 詳 公 
名 人 る や 雪 公 xo 記 還 や GS つい ロ や eeG 全 


人 天 癌 屯 w ミ ーーー 一 


トコ 


で 


時 公夫 で いい 2 基 天 洛中 9 
NG 恋 慰 和 四 Y り っ Qp 本 人 いう OST 
だ や ら 光 地 公 っ 堂 交 刻 宮中 庫 篤 人 
1 記 き 2" 

人 る 52 と の 2AANS や 宮 
羽 ざ りつ 全 富 1 で つ 党 2" っ つの 全 全 
で さや) 時 人 る びー か っ の 加 詞 倒 邊 
全 ら d 登 *9 つり 合 ロ 「 起 茶 」 つ 秩 
っ PX 人 SSGrtn 

守 征 G 信 間近 0 うー 会 
S 民 王 公選 SQ 紙 1 窯 定 人 
1 選 紳 現 つ きら ろり 「 ヘ へ トー 
や つ HNS KS 冬 公 泡 店 る 」 つ 
人 Po「 ] 製 交 長 ぐ つぐ 
ざ 。w 忌 式 式 江 宮 2」 つ 衣 2" 総 11 
コ 「 拉 性 」 を 「 篤 胃 」 つ ゆで っ 
りつ っ 旨 肌 人 いり" AN ヘ ト ー ( 直 堂 
賠 介 信 じい ン Q 閥 さち お ⑤ マ ー ベ ) 
S 軸 壁 G 下 補記 縮 団 つや っ っ 


Nm ふつ P り っ" 次 2 っ 5 


^Mm く 、 尽 sn 生 と 計 身 聞 べ 


ト て AS 徐 打 上 、 交 補給 
だ エリ バド うに 
呈 作 で 全 悪 誠 つ だ 二天 る で 8 親 呈 


に に に 1 = いい)】 


問 や 婁 て ねり つの 所 人 *o 講 叶 
YY くい きく だ りか っ) 
YS か SN ホー ペ 、) 誠 G 部 や 合 
ン で ふら * ト 混 G 幸 SN トー と 人 る 翌 
PB 多久 信和 守 人 SV”wG 全 
や も 臣 り つ 長 YO ニャ エー ヘーK ベ 人 
つや か へ G ネ ー ミ ー ャ ルー 移 員 
季 人 8 選 で 光っ 

に ルリ ニコニ ド こ ベ 2 
AMNSSAS つ の ′ 家 穫 Ken 
6 1 守 り や 入 2" SApnvGoG 
ペコ セ 半 租 守り つ 人 8 1 QS 紅 " 


] 言 @ 記 司 豆 mn 拓 定 SGS" 


フリ 
シチリア な ど 。 


2017 年 2 月 号 か ら 29 回 、 本 連載 


の 前 身 と な る 連載 「 閉 店 し ます 」 
佐 内 正 更 


拓 影 = 


ドス カニ ナ 、 
シリ ー ズ で 修業 時 代 を 語っ て いる 。 


すず き ・ み き 坦 イタ リア の 修業 先 
は 当 ピ エモ ジテ ワー 


99 


イタ リア らし い 旨 さ が 味 わ え る 
な す の カ ポ ナ ー タ シチリア 風 , 


1 本 、 
g 


2 片 、 生 アー モン ド … 


に く が 
油 か 
に 塩 と 
トマ 
に プチ 


1 
ト 
9 


セロ リ を ゆで 


大 さじ 1、 
と 加え て 軽く 煮る 。 


こん 6 
油 で 掲げ 、 


は 


な す 、 オ リー プ 、 ケ 
イ パ ー を 入れ て 、 鍋 を ゆす りな 


に し 
が ら 軽 く 火 を 入れ 、 最 後 ! 


・12 個 、 塩 、 赤 ワイ ン ビ 


ネガ ー、 オ レガ ノ 、 エ キス トラ バー 


ジン オリ ー プ オイ ル … 各 適量 
ホー ルト マト と 塩 を ほ 


・500g、 セ ロリ … 
ん の 少々 、 あ ら か じ め 少 量 の 塩 
水 で ゆで て お いた 

オレ ガ ノ を ふる 。 


6 個 、 揚 げ 油 … 適 量 、 
63 
ト ソ ー ス ( 
トマ ト を 加え る 。 
3 仕上 げ 


ひと 掘り 、 グ リー ン オ リー プ …20 個 、 


ケイ パー( 塩 漬け )… 


入れ て 弱火 で 炒め 、 に ん ! 
きつ ね 色 の 手前 くら いま で 色 づ 
ら 上 げた ら 間 蜂 を 入れ ず 6 
赤ワイン ビネガー を ふる 。 


いた ら 、 
湯 


2 な す は 180'C の 


ん [ 


| dancyu JANUARY 2021 


材料 3③-4 人 分 ) 
米 な す … 

ー ル トマ ト … 
チト マト … 

つく り 方 

1 粗 み じん 


【 
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[牛肉 ] 
和牛 サー ロイ ン 肉 候 罰 和牛 サ ー ロ イン の 旨味 を 引き 出す テク 
【 ル ・ キ ャ トー ズ ィ エ ム 】 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーP140 
和牛 すね 肉 牛 す ね 肉 の 赤ワイン 煮 【 ル し ・ マ ンジ ュ ・ ト ゥ ー】 一 一 P29 
[鶏肉 ] 
鶏 も も 肉 クリ ー ム シチュ ー【 ル ・ マ ンジ ュ ・ ト ゥ ー】 一 一 - P21 
鳴 も も 肉 鳥 の くわ 焼き 【 辻 留 ] 一 ーーーーーーーーーーーー-P65 
鶏 も も 肉 鶏 じゃ が 【 飯 島 奈 美 さん 】 - = P84 
鶏 も も 肉 ピ ェ ン ロ ー【 妹 尾 河童 さん 】 -P100 
鶏 も も 肉 四 MM ジュワ ッ と 香ばし い 鶏 か ら 揚げ に する 
[瀬尾 溢 子 さん ] 【 太 華 ] ーーーーーーーーーーーーーーーP141 


鶏 も も 肉 還 罰 鶏 友 を パリッ と させ る 技 【 川 津 幸子 さん 】 一 P141 
鶏 む ね 了 肉 鶏 む ね 肉 と きゅう り の 炒め 物 【 平 松 洋子 さん 】 ーー P24 
鶏 むね 肉 鶏 バ ター レモ ン 【 太 田 哲雄 さん 】 ーーーーー 
鶏 む ね 肉 シッ トリ ッ シ モ 燕 し 鶏 【 渡 辺 康 啓 さん 】 ーーーー- P84 
手羽 先 徐 の 手羽 先 料理 【 槽 太郎 さん 】 


手羽 先 鳥 か ら あげ 【 食 堂 お が わ 】 一 P136 
手羽 先 、 手 羽 元 、 骨 付き 肉 鶏 の 水炊き 【 食 堂 み や ざき 】 ーーP96 
[羊肉 ・ 鴨 肉 ] 

ラム 肉 ( 厚 切 り ) ラム カツ 【 旬 香 亭 】 …ーーーーー remwemesP8/ 
ラム ラッ ク 羊 を 焼く 【 狐 野 兵 実子 さん 】 ー P69 
合鴨 (むね 肉 ) 鴨 ロー ス 煮 【 辻 留 】 ーーーーーーーーーーーーーP64 
[挽き 肉 ] 

合 挽き 肉 パセリ カレ ー 【 平 松 洋子 さん 】 ーーーーーーーーーーP20 


合 挽き 肉 皿 罰 者 込み ハン バー グ を 格段 に 美味 し く 

【 タ ー プ ブル オギ ノ 湘 南 】 
原 挽 きま 肉 四川 麻 婆 豆腐 【 蓄 華 】- 
肛 挽 き 肉 豚 ラ グー の パス タ 【 鈴 木 美樹 さん 】 
鳴 挽き 内 鶏 ラ グー の パス タ 【 鈴 木 美樹 さん 】 一 一 


-P140 
ーP35 
ー Pe0 
ーーーーーーPe1 


アジ アジ の 醤油 カル パッ チョ 【 有 元 葉子 さん 】 - ーP81 
アジ 、 穴 子 加 罰 具 み 無縁 の 魚 フ ライ に 【 福 地 部 子 さん 】 一 一 P144 
鯛 鯛 の あら 炊き 【 食 堂 お が わ 】 - mm ー-P49 
真鯛 ほか 皿 罰 焼き 魚 を パリ ッ と させ た い ! 

【 ビ スト ロサ ン ル スー】 ssdP143 


キン キ ほ か 起 煮 魚 を ふっ くら 炊く 技 【 八 ヶ 岳 えさ き 】 


た ら た ら と 白菜 の バタ ー 蒸 し 【 堤 人 美 さん 】 


鯉 、 マ グロ な ど 加 放 ツケ を ね っ と り 濃 厚 に する に は ? 
【 松 本 栄 文 さ ん ] 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーP144 
マグ ロ 焼き 白菜 と 大 トロ の サラ ダ 【 リ スト ラン テ カノ ビア ー ノ 】 


Paraeopeoaaueooiaesesaaoaepesapreaneaehoeeehiaaaaaeaeaeassosasosoo ロリ 


マグ ロ マグ ロ ヅ ケ 4 種 【 樋 長 】 ーーーーーーーーーー -P81 


マグ ロ 刺身 を 誠 ざ わり よく 切る 【 銀 座 小 十 】 P143 
牡 牡 環 の 土手 鍋 中 村 成子 さん 】 ーーーーーーーー-P95 
牡 昌 特 を 傷つけ ず に 洗う 【 福 山 秀子 さん ] 一 一 一 一 P144 
海老 者 フラ イ を 格好 よく 揚げ る 【 う ぶ か 】 ーーーーP144 


ーーーー ーー P87 


「 お いし い レ シ ピ 100」 特 集 


材料 別 
INDEX 


掲載 し た レシ ピ に 使う 主 な 材料 を 
ジャ ン ル 別に まとめ まし た 。 
食材 か ら 、 つ くれ る 料理 を 
逆 引 き で きる 便利 な イン デック ス で す 。 
22 マー ク が 付い て いる の は 、 調 理 の コツ の 記事 で す 。 
eo 
冷蔵 庫 に ある 
野菜 で 、 何 が 


に 


ー- て 


肉 を お いし く つく れる か な ? 
焼き た い ! り 
この 魚の 
調理 の 
今日 は た ま ご を コツ は ? 
どう や っ て 
食べ る ? 
aa 
肉 
[豚肉 ] 
豚 ロ ー ス 肉 ( し ゃ ぶし ゃ ぶ 用 ) 大 根 と 豚肉 の サッ と 痢 
【 大 原 千 稚 さん 】 一 - っ mrP82 
豚 ロ ー ス 肉 生姜 焼き 【 の みや バ ロ ル 】 P83 
豚 ロ ー ス 肉 酒 鍋 【 き く 家 】- P92 
豚 ロ ー ス 肉 厚い 豚肉 を し っ と り 焼 く 方 法 【NARISAWA】 
-P138 
豚 ロ ー ス 肉 、 も も な ど (し ゃ ぶし ゃ ぶ 用 ) 冷や 豚 【 妹 尾 河童 さん 】 


ーーーーーーーー ー P83 
豚 ロ ー ス 肉 、 バ ラ 肉 (し ゃ ぶし ゃ ぶ 用 ) 豚肉 と クレ ソン 梅 し ゃ ぶ 柳 

【 高 太郎 】 ーー 一 ーーーー me -P82 
豚 バ パラ 肉 ( 塊 ) 豚 バ ラ 肉 と た ま ご の ナン プラ ー 煮 込み 

【 平 松 洋 子 さ ん 】 ーーー es 
豚 バ パラ 肉 ( 塊 ) ね ぎ 豚 【 川 津 幸子 さん 】 - 
懇 バ ラ 肉 ( 塊 ) 四川 風 塩 豚 鍋 【 川 津 幸子 さん 】 


豚 バ ラ 肉 ビ ェ ン ロ ー 【 妹 尾 河童 さん 】 一 P100 


豚 バ パラ 肉 ( し ゃ ぶし ゃ ぶ 用 ) 皿 2 豚 し ゃ ぶ を パサ つか せな い 秘 訣 
【 高 太郎 】 一 ーーーーーーーー ーーーーP139 
太 肩 ロー ス 肉 シュ ウマ イ 【 竣 田屋 】 ーーP43 


豚 肩 ロー ス 肉 水 餃 子 【 恋 好 】 一 一 ーP122 
豚 肩 ロー ス 肉 豚 肩 ロー ス 肉 の ロー スト 【 玉 村 豊 男 さん 】 


ーーーーーーP135 


骸 甲羅 ご 飯 【 京 味 】 一 


155 


ラ ・ フ ラン ス ラ ・ フ ラン ス の セロ リジン ジャ ー 柚 子 

【 冷 水希 三 子 さん 】 - P78 
野菜 いろ いろ クリ ー ム シチュ ー【 ル ・ マ ンジ ュ ・ ト ッ ゥ ー】 
野菜 いろ いろ 
野菜 いろ いろ 


・ P21 
ザ ・ イ タリ アン 鍋 【 ク ッ キ ング バ パ 】 ーー 一 一 P14 
野菜 の グリ ル 【 玉 村 豊 男 さん 】 P134 
野菜 いろいろ 野菜 の 旨味 を 引き 出す 秘訣 【 ベ ッ ク 】 一 -P148 
野菜 いろ いろ べ ベ チ ャ ッ と し な い 野 菜 炒 め テ ク 【 大 庭 英子 さん 】 

ーーーーーーーーーーーーー P151 


P25 


豚 バ ラ 肉 と た ま ご の ナン プラ ー 煮 込み 【 平 松 洋子 さん 】 
中 華 風 茶碗 蒸し 【 赤 坂 璃 宮 】 ーーーー 
ガチ ャ ガチ ャ た ま ご 【 廣 瀬 農園 】 -- 
卵黄 の 醤油 漬け 【 東 京 商店 】 
シュ ー ク リー ム 【 銀 座 ウ エス ト 】 
思 E2 黄身 ね っ と り の 味 玉 を つく る に は ? 【dancyu 公 式 味 玉 】 


ー ーーP145 

ーーーP146 
ED ラク に た くさ ん ゆで る 【dancyu 公 式 味 玉 】 一 一 ーーーー- P146 
2 ゆで た ま ご の 迷 の むき 方 【 南 方 中 華 料 理 南 三 ] ーーー-P146 
2 オム レツ を ふっ くら と 【 関 岡 弘美 さん 】 ーーーーーーーー-P146 
トル ティ ー ジ ャ を な め ら か に 【 坂 田 阿 希 子 さ ん 】 ーーー-P146 


2 だ し 巻き を ふわ ふわ ひだ ひだ に 【 柿 澤 一 氏 さん 】 一 
EE2 目玉 焼き を カリ カリ 


ーP146 


【 ル グ ド ゥ ノム プシ ョ ン リ ヨ ネ 】 


2 きれ いな ポー チ ド エ ッ グ を つく る 【 小 枝 絵 麻 さ ん 】 一 ーーP147 
2 た ま ご と じ を スフレ 状 に する 【 一 東 巻 】 P147 
人 2 か き 玉 を 軽やか に 仕上 げ る 【 ま る や ま 】 一 ーーーーーーーーP147 


守 ヾ | 所 

豆腐 ・ 油 揚 ( 
絹ごし 豆腐 四川 麻 婆 豆腐 【 慈 華 】 
豆腐 水晶 豆腐 [飛田 和 緒 さん 】 
木 費 豆 腐 炒り 豆腐 【 シ ンス ケ 】 ーー = P79 


スル メイ カ 焼き 大 根 の イカ お で ん 【 枝 元 な ほ み さん 】 
み タコ ヨ タコ ヨ の みどり 丁 【 両 花 : デ ーーーーーー 
秋刀魚 (干物 ) 秋刀魚 ご 飯 【 辻 調理 師 専門 学校 】 - 


トマ ト トマ ト の キム チ 【 な すん じゃ さん 】ーーーーーーーーーー P77 
トマ ト 加 \2 野菜 の 旨味 を 引き 出す 秘訣 【 イ ・ ビ スケ ロ 】 ーーP148 
トマ ト 加太 水 っ ぼく な い サ ラダ に 【 バ ッ ソ ア パッ ソ 】 ーーP150 
きゅう り 鶏 む ね 肉 と きゅう り の 炒め 物 【 平 松 洋子 さん 】 
きゅう り タコ の みどり 酢 【 両 花 】 
きゅう 0 加 罰 水 っ ぼく な い サ ラダ に 【 ヴ ァ ン マリ 】 …ー…ーP150 
な す な す の 源 平 煮 [中村 成子 さん 】 --ーーーーーー ーーー… 

な す な す の カ ポ ナ ー タ シチリア 風 【 鈴 木 美樹 さん 】 一 
ほう れん 草 2 お ひたし を 次 よく 【 後 藤 加 寿 子 さん 】 
小松 業 青菜 炒め 【 大 腸 】 一 
春菊 春菊 の ナム ル 【 平 松 洋子 さん 】 
クレ ソン 豚肉 と クレ ソン 梅 し ゃ ぶ 柳 【 高 太郎 】 ーー 
クレ ソン クレ ソン の ポテ ト サ ラダ 【 高 山 な お みさ ん 】 
クレ ソン 鶏 の 水炊き 【 食 堂 み や ざき 】 Eo/) 
プロ ッ コ リー くたくた プロ ッ コ リー の リン グイ ネ 【 イ ンカ ント 】 
-P85 


カリ フラ ワー リー ゾ ・ エ ・ カ ー ヴ ォ ロ 【 細 有川 亜衣 さん 】 


ホワ イト アス バラ ガス 起 罰 皮 や 芯 の 香り まで 生か そう ! 
【 ル ・ マ ンジ ュ ・ ト ゥ ッ ー]】 ーーーーーーー 
自 業 た ら と 白菜 の バタ ー 蒸 し 【 堤 人 美 さん 】 


ーーーーP40 
白葉 焼き 白菜 と 大 トロ の サラ ダ 【 リ スト ラン テ カノ ビア ー ノ 】 


白葉 酒 鍋 【 き く 家 】 
白茶 ビ ピ ェ ン ロ ー【 妹 尾 河童 さん 】 
白葉 水 餃子 【 恋 好 】 一 一 ーーーーー 
キャ ベツ 水 餃 子 【 徐 好 】 一 ーーーーーーーーーーー 
玉ねぎ 還 2 煮込み 料 理 を 濃厚 に する 方 法 【 ル ・ プ ティ ・ 


P100 
P122 
msP122 
トノ ー 

P150 


油揚 げ うず 巻き 【 平 松 洋子 さん 】 一 - 
油揚 げ お きつ ね 酒 次 チー ズ 【 ロ ッ ク フ ィ の 
油揚 げ 魚 吾 の きつ ね うど ん 【 ワ タナ ベ マ キ さ ん 】 一 - ーーP85 


長 ね ぎ ね ぎ 豚 人 【 川 津 幸子 さん 】 一 
じゃ が いも トス カー ナ ・ フ ライ ド ポ テト 【 マ ルディ グラ 】 


納豆 きのこ 納豆 鍋 【 細 川 亜衣 さん 】 一 ーーーーーーーーーーーー-P94 


プ ブルー チー ズ か ぶ の ブル ー チ ー ズ ソテー【 脇 雅世 さん 】 一 一 - P78 
酒 窒 お きつ ね 酒 盗 チー ズ 【 ロ ッ ク フ ィ ッ シュ 】 ーーー ーー P79 
海苔 海苔 と 柚子 胡 机 の クリ ー ム バ パスタ 【 ア クア パッ ツァ 】 ーーP58 
練り 胡麻 胡麻 豆腐 【 和 幸 】 一 ーーーーー P120 
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じゃ が いも クレ ソン の ポテ ト サ ラ ダ 【 高 山 な お みさ ん 】 


じゃ が いも 鶏 じ ゃ が 【 飯 鳥 奈美 さん 】 一 ーーーーーーー 
じゃ が いも 小 じ ゃ が いも の グリ ル 【 玉 村 豊 男 さ ん 】 

ーー P134 
大 根 焼き 大 根 の イカ お で ん 【 枝 元 な ほ みさ ん 】 ーーーーー…ー… P81 


大 根 大 根 と 豚肉 の サッ と 煮 【 大 原 千鶴 さん 】 - 
か ぶ か ぶ の ブル ー チ ー ズ ソテー【 脇 雅世 さん 】 
か ぶ 鶏 の 水炊き 【 食 堂 み や ざき 】 
ご ぼう ご ぼう の オイ ル 煮 【 カ フェ エイ ト 】 
パセリ パセリ カレ ー 【 平 松 洋子 さん 】 
大 葉 、 パ セリ スパ ゲッ ティ ・ バ ジリ コ 【 キ ャ ン テ ィ 】………ーP118 
生姜 、 し そ 、 台 荷 條 上 楽 味 を 香 ら せ た い !【 松 本 栄 文 さん 】 


ー ーーP151 
きのこ きのこ 納豆 鍋 【 細 川 亜衣 さん 】 一 ーーー ーーP94 
きのこ きのこ の カリ カリ 焼き 【 玉 村 豊 男 さん ーーP135 


島 、 っ 溢 %X つた 
プ い て 味 % 見 な 潮 
ララ ここ が た き 基 
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決 に 
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【 海 鮮 井 の つ くり 方 】 

(① お けさ 角 は 擬 みそ の 流出 を 防ぐ た め 
腹 側 を 上 に 向け 若 し 器 に 入れ 、 中 火 で 
20 分 ほど 蒸す 。 燕 し 上 が っ た ら 1 時 
間 ほ ど 冷 まし て か ら 脚 身 を 取り 出し て 
お く 。 

② ア ワ ビ は 多め の 塩 を ふっ て 身 を 引き 
締め た ら 、 た わし で こす りな が ら 流 水 
で ぬめり (黒い 薄皮 状 の 部 分 ) を こそ 
げ 落 と す (A)。 大根 お ろ し を た っ ぷ 
り の せ て 蒸し 器 に 入れ 、 中 火 で 20 分 
燕 す (B)。 


③ 大 ぶり の 井 に ご 飯 を よそ い 、 上 に 海 
昔 を 散ら す 。 そ の 上 に ふぐ 刺し を 放射 


状 に 並べ 、 租 の 脚 身 、 ア ワ ビ の 切り 身 、 


いく ら 誓 油 漬け を 好み の 量 の せる 。 
ラディ ッシュ を 薄切り に し て 電 に 並 
上 に キャ ピア を の せる 。 

た 三つ葉 、 し その 葉 を あし ら っ 
た ら 完 成 。 


※ 今 回 は 素材 の 淡い 旨味 を 楽し む た め 、 


笑み そ 、 ふ で 酢 は あえ て 井 の 具 
材 に は 用 いな か っ た 。 こ ちら も その ま 
まで お いし い の で 、 酒 の アテ に 。 ふ ぐ 
刺身 セッ ト に は ヒレ 酒 用 の ヒレ も 入っ 
て いる の で 、 ぜ ひ ! 


す 溢 の の 山 て 束 
よい 味 海 一 見 一 材 
一 昌 で 鮮 の 事 見 の 
と 味 食 井野 に す 風 
野 を べ に 崎 ま る 中 
崎 い る 青 洋 ょ と を 
さく の 注 光 ゅ ズバ 

ん 6 だ は さき 上 ラ 長 
"の ドル ん 7 ズバ 大 
そ を 描 一 要 だ ぇ ヵ と ラ 限 
と 区 地 " “の の に 
に で 具 と 言 味 味 
ア 食 や 材 い … を わ ゎ 
シベ ズ そ う 一 料 うぅ 
どる ツア の の 分 理 本 
の ん イ ま も と と 

磯 で の まこ 〈 し 


デザ イン = 新 昭彦 (TwoFish) 


地 一 ム 活 
域 党 る け 
の な きき ズ 
底 ら 5 と 
カ ぬ 納 イ 
を 馬 税 営 
感 に の ょ 
反 返 て 
すし 上 合 下 
る の 
業 を 中 ア 
9 と も と 
間 5 を 
せる 昔 ち 
意 沢 普 
外交 な 渦 
な 井 琶 症 
と 半 る 以 
た 生 海 国 
そ だ た 鮮 
の 素 3 
淡 材 と 
生  ? 
和 : 
に 

あ 

トー 
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野崎 洋光 ン の ざき ・ ひ ろ み つ 
1953 年 福島 県 生ま れ 。 ふ ぐ 料 理 
「 と く 山 」 の 分 店 と し て 日 本 料理 
「 分 と く 山 ] が 1989 年 に 開業 。 
総 料理 長 と し て 腕 を 振る う 。 地 域 
の 活性 化 に も 貢献 。 

@ 分 と < 山 

東京 都 港 区 南麻布 51-5 容 03- 
5789-3838 ⑱17:00 - 21:00 
(LO.) 日 曜 年 末年 始 ※ 了 予約 
制 
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ーー 基層 ③ 妹 さぶ 中 講義 Cow か 中 殿 軸 司 遇 


〇 三越 伊勢 丹 ふ る さと 納税 と は ? 


ふる さと 納税 の サー ビス 
は いく つも ある が 、「 三 
越 伊勢 月 ふる さと 納税 」 
の 一 番 の 特徴 は 、 経 験 豊 
富 な パイ ヤー が 現地 に 足 
を 運ん で 見 極め た 上 質 な 
返礼 品 の み を 掲載 し て い 
る こと 。 さ ら に その 中 に は 「 三 越 伊勢 丹 選 定 」 と し て 、 同 
イト で の み 反 礼品 と し て 入手 可能 な 逸品 も あり 、 目 が 離せ な 
い 。 季節 ご と に さま ざま な 食品 や 地元 な ら で は の 工芸 品 ね 
見 て いる だ け で も 旅 気分 が 味わえ る 。 控 除 上 限 額 以 内 の 
で あれ ば 2000 円 の 負担 の み で 税 控除 が 受け られ 
の 控除 上 限 額 と 返礼 品 の 寄附 金額 は ぜひ サイ 

ト で ご 確認 を 。 

三越 伊勢 丹 ふ る さと 納税 ウェ ブサ イト 
https:mifurusatojp/ 


今回 使用 し た 返礼 品 は この 5 品 
新潟 県 活 お けさ 的 (60O 一 
800g) 2 本 お けさ 狂 は 
佐渡 産 の 本 ズワイ 
鳥 環境 


山口 県 周南 市 国産 と ら ふ 
く 刺 身 セ ッ ト (2② 人前) 
一 度 も 冷凍 し て いな い 国 中 
と ら ふ く は 、 香 り も 旨味 も 
十分 。 楽 味 も ボン 酢 も セッ 
ト な の で 、 開 封 し て すぐ に 
本 場 の 味 が 楽し め る 。 


和歌 山県 湯 洪 町 特大 紀州 
あわ び 紀和 味 35 年 以上 
の 養殖 経験 を 持つ 職人 が 紀 
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吉 つ 中 束 轄 穫 半 圧 や 4. で や お の G" 超 寺 Snowut 
ゴ 本 守 窒 半 @ 電 の 公 の 弄 び っ 
[DS N ゝ 償 腕 の 製 O き っ セン" 六合 公 


た 竹本 油脂 の マル ホン 胡麻 油 。 左 か ら 、 

た 香り の な い 「 太 白 胡 麻 油 」、 

り の 「 太 香 胡麻 油 」、 

麻 油 」、 バ ンチ の ある 香り の 「 圧 搾 純正 胡麻 油 濃口 」。 


風味 、 香 り 、 


店 ら 可 お 雪 肢 半生 ル G 堂 で っ SW て 齋 癌 マー 下 mSG 固 守 を 拓 居 や 思 つ cp" 合 ロ ン Sp 
Rh 介 ち 2 る 共 を 末 較 本 NN 玩 加 選定 3 多き る バ ョ 。 
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人 全球 補 り 還 ら 4e" 当る ef 画 G22 各 流 個 ら 家出 色 直 和 況 秦 ロ っ 刀 NG 似 38288SN SS っ 
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幅 や Sie “前 字 天 、G 足 麗香 RDG 拓 祝 や ま SS1 すら 時 語 U リ WSWSSS 先 S 
製 ロ つじ つ wnK で NN 泉 昌 つ 2" 則 所 宙 人 9 リン 人 導 和 6 き 財 見 で 肖 SEASSS 間 3 
拉 也 へ ロ つ 届 顕 く N 到 や 民 一 史 り SG 吾 や きゃ ン ら 徐 ー 由 Sg 抽 る @ いい - 各 まく 
で て ミ mo り DP つい つら 后 ご 了 全 守 伴 鎧 Aso DL が 半 只 - た わ 中 8 計 G く セリ るる 8 
で 2 的 宇 つ ろ 手 普 へ さ 全 放 半 昌和 ヨ ま 二 ) 凡 肖 BA SAS 3 に 


REVE 


凛 


宏 折 内 和え ぇ 麺 


材料 2 人 分 

豚 バラ 肉 ( ご く 薄 切り ) 100g 
砂糖 100g 
百 油 100me 
日 本 酒 100me 
長 ね ぎ ( 冬 め 薄切り ) 少々 
生姜 (薄切り ) 》% 片 
香辛料 (八角 、 粒 山 概 、 桂 皮 、 陳 皮 
な ど ) 道 量 
※ 中 華 風 に し た いな ら 八 角 は マス ト 。 

あと は お 好み で OK。 
青 油 大 さじ 4 
圧搾 純正 胡麻 油 大 さじ 4 
少々 
少々 
160g 
適量 
適量 


つり 方 


1 豚肉 は 70-80'C の 湯 で 、 ほ ん の リ 
ビン ク 色 に 染まる 程度 に ゆっ くり ゆ 
で て 水 に 取り 、 キ ッ チ ン ペ ベー パー な 
ど に 挟ん で 水気 を 拭い て お く 。 

2 鍋 に A の 材料 を 入れ て 中 弱火 に か け 、 
人 % の 量 に な る まで 煮詰め て か ら 、 ザ 
ル で 濾 す 。 こ れ で 刀 青 油 の 完成 。 

3 ボウ ル に 2 の 表 醤 油 180g、 醤 油 、 
圧搾 純正 胡麻 油 、 に ん に く 、 す だ ち 
の 搾り 汁 を 入れ て よく 混ぜ 合わ せ 、 
タレ を つく る 。 

1 鍋 に 湯 を 沸か し 、 中 華 麺 を ゆで る 。 
ゆで 上 が っ た ら 氷 水 に 取り 、 粗 熱 を 
取る 。 

5 器 に 4 を 盛っ て 1 を の せ 、 上 か ら 3 を 


ua 中 か け て 香菜 を 飾る 。 好 み で 純正 ご ま 
ラー 油 を 回 し か ける 。 


雲 白 内 和 え 麺 は 、 シ ンプ ル に 上 品 な ご ま 油 の つく り ま し た が 、 家 庭 で は も ち も ち の 太 麺 で 
香り が 感じ られ る 一 品 。 す だ ちの 搾り 汁 が 後 タレ を し っ か りか ら め て 食べ る の も お 薦め 。 

口 を 爽やか に し て くれ る 。 汁 な し 担々麺 は 、 胡麻 は 水分 を 吸う の で 、 麺 の 水きり 加減 で タ 
胡麻 の 掛け 合わ せ が 楽 し い 。 "店 で は 細 麺 で レ の 濃淡 を 調整 し て くだ さい 」 と 山本 シェ フ 。 


汁 な し 担々麺 


材料 2 人 分 つっ くり 方 
有 挽 き 肉 … 100g 中華 160g 1 鍋 に 豚 挽 き 肉 を 入れ て 中 惨 火 で 炒め 、 
胡 麺 醤 … 大 さじ 1 。 ほうれん草 (ゆで た も の ) さら に A を 順に 加え て よく 炒め 、 汗 所 
醤油 …… 大 さじ 1 適量 が な く な る まで 煮 か ら め る 。 
上 の 0 人 2 ボウ ル に B の すり 胡麻 を 入れ 、 上 か ら 
1 0 捕まら = 語 。 約 160 ご 170C に 熱し た 大 理大 訂 泊 を 
1 っ 4 ジャ ッ と か け て 香り を 立た せる 。 
9 2 ー ジ ャ ッ よ か け て 圭 り を 立た せる 。 
時 且 o。 50g 3 多 の ボウ ル に ? を 大 きじ 4 入れ 、 よ く 混 
落 … > きじ 1 合わ せ た C を 加え て タレ を つく る 。 
( 純 ね り 胡 麻 日 ソ フト パウ チ 4 鍋 に 湯 を 沸か し 、 中 華 編 を ゆで る 。 ゆ 
ー 20g で 上 が っ た ら 器 に 盛り 、 ほうれん草 と 1 
長 ね ぎ (みじん 切り ) 大 さじ 4 を の せ て 、3 を 回 し か ける 。 
眉 挫 純正 胡麻 油 濃口 …50g 5 仕上 げに 白衣 麻 、 松 の 実 を ふり 、 好 


み の 量 の 純正 ご ま ラー 油 を か ける 。 


商品 に 関す る お 問い 合わ せ / 竹 本 油脂 株 式 会 社 画 0120-77-1150 https://www.gomaabura.jp/ 
マル ホン 胡麻 油 の 最新 情報 や ジレ シビ は 、 公 式 Facebook @gomaabura.jp、Instagram @maruhon_gomaabura_ を チェ ッ ク 。 
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りつ 写 弟 っ きつ 


時 。 gm 
入ら 8 思 
国貞 5 に 
で S 叶 信 影 6 コロ 
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生 如 コー 
半 六 量 表 。 受 Sd 
ざ 出さ る 1 所 ら ご 
人 計 門 | 結 
SN 表明 で SG 較 る ら 
本 時 近 三 計 
寂 時 閑 AN に まっ 刻 】 
円 甘 岩 て 忌 共 な 
吐き 計 らら A 8 SK 
定時 内 み 2 答 隈 | 


入れ て す 


磯 の 香り が 残っ て い 


欠か せな い 。 ふ える わか めちゃ ん と ね 
ぎ が あれ ば それ だ け で 完璧 」( 女 性 ・40 歳 ) 


わり か ら は 考え られ な い 食 感 と 味 だ っ た 
か ら 」( 女 性 ・21 歳 ) 「 鳴 門 産 は 軽やか に 噛 


め て 、 ち ゃ ん と し た 食 感 も あっ た の で わ 
か め 本 来 の 味 を 味わえ まし た 」( 女 性 ・46 
歳 ) 「 そ の まま スー プ や 料理 ( 


ぐ 食 べら れる の 〔 
る の が いい 」( 男 性 ・52 歳 ) 「 味 噌 玉 づ くり 


「 手 軽 に 食物 繊維 を 増やせ る 。 麺類 を 食 


べ る と き に も 便利 」 (女性 ・57 歳 ) 


に 


ら の 声 。 
っ た 。 手 で 水 を き 


っ た と き 、 つ る つる し て いて 、 そ の 手 ざ 


dancyu 食 いし ん 坊 倶 楽 部 が 試食 ! 


編集 長 ・ 植 野 広 生 と 


れ か ら 流 行 る か も し れ ま せん よ ュ 


や 


植野 「 サ ラダ や 酢の物 な ど だ け で な く 、 

野菜 炒め や 鋼 な ど 加熱 料理 に も 合い ます 。 
味わい や 食 感 が 深まる し 、 料 理 の バリ エ 
ーション も 広がる と 思い ます 。 わ か め を 
た っ ぷり 入れ た “わかめ が 主役 の 鍋 ” な 


ども 


わか め と 秋 鮭 の 
炊き 込み ご 飯 


3 合 (洗っ て 水 を きっ て お く ) 
ふえ る わか めちゃ ん (乾燥 ) …… 3g 
ふえ る わか めちゃ ん ( 水 戻し )※ 


15g 
ベビ ー ホ タテ 60g 
し めじ 60g 
鮭 切り 身 60g 
合わ せ 調 味 料 
だ し 500m 
うす 口 青 油 20m6 
酒 20m 


] 土鍋 に 米 と 合わ せ 調味 料 を 入れ 、 
ほぐし た し めじ 、 る わか めちゃ 
ん (乾燥 )、 ベ ビ - タテ を 加え る 。 

2 中 火 で 火 に か ける 。 土鍋 の 蓋 か 
ら 湯気 が 出 て き て か ら 5 分 炊き 、 
火 を 止め て 10 分 蒸 ら す 。 

3 ご 販 を 炊い て いる 間 に 、 鮭 を 焼い 

て お く 。 
2 の 上 に 3 と 水きり し た ふえ る わか 
めちゃ ん ( 水 戻し ) し を の せ て 、 蓋 を 
し て し ば らく 燕 ら す 。 最後 に 、 鮭 
の 身 を ほぐし な が ら 全 体 を 切り 混 
ぜ て 、 器 に よそ う 。 


※ ふ える わか めちゃ ん "は 、 水 で 戻す 
と 約 10 倍 に な り ま す 。 


炊き 込み ご 飯 は 仕上 げに 入れ る “追い わか め ” が 風味 と 食 感 の アク 

セン ト に 。 鮭 や ホタテ の 代わ り に 好み で 季節 の 食材 を 使え ば 一 年 中 、 
わか め の 栄 養 を 無理 な く 摂取 で きる の で 、 ぜ ひつ くっ て ほし し い 。 炊 

き 込み ご 飯 の つく り 方 は 、dancyuWEB の 記事 内 で 動画 と と も に 配 

信 中 。 右 の QR コー ド か ら ど う ぞ 。 


わか め ピ ビーマン じゃ こ 


材料 2 人 分 

ふえ る わか めちゃ ん ( 水 戻し )※…-100g 。 ] ふえ る わか めちゃ ん と ビー マン は 約 3cm 幅 に 
ピー マン 100g5 カッ ト する 。 大 葉 は せん 切り に する 。 

ちり めん じゃ こ 15g 容器 に ちり めん じゃ こと 約 倍 量 の 水 (分 量 


大 華 5 6 

2 を 入れ 3 分 置き 、 水 さり し て 余分 な 者 分 
胡麻 油 大 きじ 1 弱 4 「 
りな の アシ ゴイ る 2 3 中 火 で 熱し た フラ イ バ ン に 胡麻 油 を 入れ 、 
家 25m4 香り が 立っ て きた ら 大 葉 以外 の 具 材 と 合わ 


せ 調 味 料 を 加え 、 水 気 が な く な る まで 炒め る 。 
1 器 に 盛り 、 せ ん 切り に し た 大 葉 を 散ら す 。 


@ 商 品 に 関す る お 問い 合わ せ / 理 研 ビ タ ミ ン お 客 様相 談 セ ンタ ー 豆 』0120-831009 (10:00 一 16:00 土日 祝日 を 除く ) https://www.rikenvitamin.jp/ 


⑩ 功 遇 %GT ふ 公 つ で や の S っ つう 


祉 深 つの 生 送 公 了 叩 生 yQ 
NNNAAN、S 電 的 中 


普段 の 料 
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(cz】 
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レー 
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還 
で 
長 
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普 
癌 
回 


える 優れ た 砂糖 な の で 、 ぜ ひ 家 庭 


使っ て いる 白砂 糖 と 替え る だ け で 、 風 味 豊 か な コク が 
加わ る の が わか る は ず 。 も ちろ ん お 菓子 づく り に も 。 料 理 


の ジャ ン ル を 問わ ず 
常備 し て お きた い 調味 料 の 一 つ だ 。 


NHGA9N 和 を 座 國 生 包 人 ロ peNN AG っ 「 の 
もら 償 楽 @」 所 染 ぐ K 呈 ペー ホー 呈 振 膨 寄 公 滞 


ぐ @ ホ ペー ベ 例 人 6 Os 「 洪 光 ホ | や 准 ve7 
[ 軟 S ぐ ホ ュ トペ ーK 例 合 守 導 肖 NAS り キ A つ 写 


きび 砂糖 は 、 程 よい 甘味 ( 


理 ( 


【 


鈴川 涼香 


凛 


二 旨 つ お 握 呈 ” き 叶 県 ご 湯 上 眼 思 名 りき 表 / 


co もら 呈 党 幸 合 つ お 念 寒 つつ レズ 到 各 管 つ 


So 号 思 りき お 震 営 話 人 や 肛 生命 G 計 りつ だ" 


だ さこ まい バニ ルミ まく よ ニ に ペー イート こつ こり 1 くだ 5 ドコ 


いっ we 光っ 哲史 誠 や 人 Se wwG 選 合 説 注 ロ taQ や 年 還 きく 穫 NT か リキ AS で っ ロ 多 寒 や まま 
っ DX 加 多 押 沼 ueno 全 ふ 必 所 つ 押 党 3 いさ の | っ 区 便り r ま 人 
4 回 語 つ いり い ン @ ム G 到 つい "か ら 交 拓 引 語 親 WS 混む 団 宮 欠 案 を NN リー 寒 公 障 で で 万 まさ 3 の rE' 
6 突 財 想い ン な So rt 叶 「DS 赤 脱 せ 33 の 多 宰 ] 作る 
3 で つり りや 師 手 @ 畠 央 ご コ oG 麹 2 守 。 史 つ 固守 めく 全 NN で く A 移 脱 の 守 SW NN 生生 居間 加計 GS 
性 衣 ね つ *fmy 呈 共 や 神 訪 G 下 名 軍 人 つい つの ANNKN で SG 音更 っ 宗 尽 性 選 G 撤 人 葉 s きこ に を 和 に 
へ トー 誠 吾 堂 い 森 G ぷ っ め 公 型 っ を や っ" DO 。 全 P 語 持つ ね SvGMr 療 記 " 円 っ 人 生き 
全農 未 じ ※9 WANーSNN1 9 一 指 党 " 寒 遇 人 所 ご 「A AN ミロ 所 党 補 お いち だ っ 宮谷 押 公 叶う っ) 写 0- 人 に 
本 前 之 台 ” 1 吾 個 人 所 当 編 ン 補 G 細 堂 2 人 。 傾 名 宮 交 Gy 公定 條 や 舎人 さ で の 央 で 人 
Qp ろ 2 つり か ら 銘 頒 全 つっ 23 ocno 束 要 ms や で nNSXSo 意 案 史 有 い の つや" 人 つ ト 。 折 馬 に 性 SW 
時 水 GMa 交 を 生生 人 の mnQ 補 知多 つ TN 矢 。 亡 庄 電 科 災 人 呈 半 や さ し 和 や 」 刻 つ まだ 3 当る 2 Silk る 
SvoG 和 S 表 の 半 前 人生 つら すい 史 OSN や 虹 幸 滞 で 生生 守 和 SOvG 提 所 登 時 ポー の つい 昌 に に 
寺 宮 る ら や 回 人 押下 凌 A キ ASS 記 で 守ら 妥 か ら 吾 肖 @ 連 回 軍 堂 和 長 で of の から 居 案 回 嘱 6 る お 5348 3 
昌信 寄 き さや 人 悪玉 党 き 昌 コン も で さち いしゃ て 視 涯 つ 生 本 て 生計 る Sg 区 GS 
Re る 旬 守 提 人 普 ぬ 直人 英 膨 つつ 王 。。 w つ 95 並 SSNAKS つ ゃ ン ム 起 評 つ お | 時 時 で きき まる うさ 3 
如 誠 肝 虹 SAN Hm へ KON で] G 思 絢 度 dQSR NN つ 訟 ちゃ で 更 所 人 paeQe 上 すす た 5 信 提 お 
で ら 培 で お G 反 りり G 1 査 近 反 半 漂 や つ お 雪 凌 人 懲 お ヘーKmw や つき らく 負っ つろ" 人 る 所 @) 肪 パ 上 も お の ES こっ 
二葉 る 駅 ち 回 2 待つ 2 人 ANN AN SS 提 提 人 ③ 合 り G 1 据 % や 普 で っ 飛 ご つ ロ ン Keve 人 - た を を せ 演 に 4 


現代 の 海老 チリ に は ケチ ャ ッ プ が 欠か せな い 
が 、 ク ラシック スタ イル で は 不要 。 海 考 の み 
そ を ベー ス に 味 を つく っ て いく か ら だ 。 こ こ 
産 の 大 き な 車 海老 を 使っ た が 、 有 頭 


で は 中 

y 征 

海老 チリ 

材料 2 人 分 

車 海老 ( 有 頭 ※ 大 4 尾 (300g) 

長 ね き ( 斜 め 薄切り ) 15cm 

生姜 (薄切り ) 1 片 

豆板 胃 小さ じ 1 惨 
醤油 (あれ ば 中 国 油 ) 少々 

\ きび 砂糖 小さ じ 2 

酒 100m2 

アメ リ ケ ー ヌ ソー ス (市 販 ) …… 小さ じ 2 

サラ ダ 油 大 さじ 4 

胡麻 油 適量 


※ 有 頭 の ブラ ッ ク タ イガ ー や 赤 海 考 で 
も 可 。 


@ 商 品 に 関す る お 問い 合わ せ / 日 新 製 糖 お 客 様相 談 室 豆 0120-341-310 (平日 9:00 一 12:00、13:00 一 17:0O 土日 祝日 、 


つっ 《0 方 


1 海老 の 足 は キッ チン ば さ み で 切る 。 


頭 は 包丁 で 切り 離し 、 頭 の 中 に 
砂 袋 ( 砂 が た まっ た 黒い 部 分 ) が 
あれ ば 、 取り除く 。 み そ は 取り 出 
さ な い よう 気 を つけ て 。 

2 胴体 は 殻 ご と 背 側 に 深め の 切り 込 
み を 入れ 、 背 ワタ を 取り 除く 。 均 
等 な 大 き さ に な る よう 半分 に 切る 。 

3 フラ イ バ ン に サラ ダ 油 を 強火 で 熱 
し 、 長 ね ぎ 、 生 姜 を 炒め る 。 香り 
が 立っ た ら 豆 板 習 を 加え る 。 


で あれ ば プラ ッ ク タ イガ ー や 赤 海 老 で も いい 。 
ポイ ント は 旨味 の 出る 殻 ご と 炒め る こと 。 風 
味 の あ る きび 砂糖 に アメ リ ケ ー ヌ ソー ス の 提 
味 も 重なり 、 驚 く ほ ど 濃 厚 な 味 に 仕上 が る 。 


4 海老 の 頭 を 加え 、 み そ を 出す よう 
に 炒め る 。 し っ か り 火 が 通っ た ら 、 
胴体 を 加え て ひと 炒め する 。 

5 A を 上 か ら 順 に 加え 、 海 老 に 火 が 
入る まで 強め の 中 火 で 煮る 。 途 中 
で 胡麻 油 を 加え る 。 

6 アメ リ ケ ー ヌ ソー ス を 加え 混ぜ る 。 
肌 体 の 切り 込み 部 分 を ヘラ で 押し 
広げ ソー ス を か ら め て 完成 。 皿 
に 盛り 、 好 み で 香菜 を 添え る 。 


https://www.nissin-sugarco.jp/ 日 新 製糖 の 砂 逢 を 使っ た レシ ピ は 、 公 式 Instagram @nissin_sugar を チェ ッ ク 。 


上 / 海 考 の 身 は プリ ッ と 仕上 げ 
た い 。 火 が 均一 に 入る よう 均等 
な 大 き さ に 切る 。 下 ノ 味 つけ が 
シン プル な 分 、 調 味 料 は 風味 あ 
る も の を 使い た い 。 あ れ ば 、 た 
まり 醤油 に 似 た 中 国 醤油 を 。 砂 
糖 は コク の ある きび 砂糖 が 最適 。 


西岡 英俊 きん 

「Renge equriosity」 店 主 
新宿 に ある 上 海 料理 の 名 店 「 シ 
ェ フ ス 」 で 研 氏 を 積み 独立 。 新 
宿 で の 開業 を 経て 2015 年 、 研 
ぎ 澄 まさ れ た コー ス 料 理 の み で 
勝負 する 現 店 を 銀座 に オー プン 。 


Renge cquriosity 
東京 都 中 央 区 銀座 7-4-5 
GINZA745 ビ ル 9 階 

促 03-6228-5551 

全 18:00 て 20:30(L.0.) 
⑮ 月 曜 


休業 日 を 除く ) 


へ さ ト ロー お < PMMA 


治 


記 
に 】 
cz 
紀 
ュ | 
ら 
レー 
本 
で 


導入 し た 最初 の 国 の 一 つ で 、 貴 重 な 資源 を 守り な が ら 
漁獲 し て いま す 。 ノ ルウ ェ ー サ バ は 、 サ ステ ナブ ルド に 


起り う 入 NGASQ 午 っ 東 の 人 ロー ハー 完 曽 公 m 
っ へ さか リー ホス ” 呈 導 や 演 客 め で Q 同 ホ く SG 届い 


Q 共 っ つっ ホ く GS 史 祥 誠 漠 っ 所 や ゃ @ 呈 守 
球 吾 の 宮 玉生 く 人 5 走 党 0 宮 導 くつ の を で ロン se『 


ノル ウェ ー は 漁獲 量 の 設定 と トレ ー サ ビリ ティ ー を 没 業 
っ て 、 脂 が の る ベス トシ ー ズ ン に の み 漁 獲 す る の で 、 身 
が 厚く て ジュ ー シ ー な お いし さ を 楽 し め ま す 。 


K 


河野 大 治朗 


交 


固 全 へ さかり 一 問 の っ で で り っ" 記 補 選 合 絆 そ ロ ろ 
@ 和 ホ く GS ポン 8" 瑞生 ooo ら 号 絞 お 理 前 人 る で 


いっ GS つの oo 司る で 基 剛昌 G 混 時 認 で っ" 


世 賠 閣 計 部 陸 秀 つ っ 記 私 で 能 移 要 っ 

「 へ SA か リー ホ く 人 下端 軍 べ の nH 
ぐー の の ご 時 り 証 六 や 型 の お ャ ホ く SK 擬 合 か 
ぐ 人 ちや や | つ 球 め で 叶 衣 や" 猪 選 ホ く 錠 尊 剛 
軍 暴 起 w A く へ 膨 の つり 品 任 て 6 匂 時 史 羽 選 ら っ 
" この の で 叶 直下 So 本 ホ く G 骨 菩 和 層 選 
0 対 八 改 大 G 和 まく 公 。 癌 肖 り 窒 さ やつ りつ で AP wo 
由 潮 0030 お の の SNS 
か ホ く 公 天 窟 和 や の SS へ きか リー で 


「 記 る 嘱 温 泉 り か く G 凡 っ 写 人 お 史 つり っ 6 つ 記 人 る で 


足 揚 や へ さく か リー ロ 四 時 や つ ) 親密 人 る で ③ 和 ホ K 
中 NAS 窟 で お 紀 澤 つい っ | 選 呈 軍 出 宮 基 潮 
幼 忘 つっ 避 箇 人 交 つり 2 りつ 倒 壁 氷 り つ ] 
つ 球 秋 め で 叶 親 凍 史 贈 や 測 *"" ュー 和 ホ め ム 和 中 マー 
程 要 つ り 2 へ さか リー や 5 1 下り っ S 据 著 中 
福引 部 較 つ り 2 ぃ 9 守 QV' 押 楓 生 く 公 足 移 
団 <QQ 普 費 選 ぐり SS や | | 下り つつ ロ 早 @ 


1 語頭 つり | 曽 GS 冥 球 移 普 で 人 愉 り つ 公 や po 
SGS” 光吉 史 選民 り 党 や 椅 居 を 十 中 泊っ 
計っ 粒 錠 居 GS 泌 寺 作 剃 お さて 虹 寺 人 千 ぐ 憶 泊 愛 
くつ 次 和 S さ ロラン ※ 澤 汽 愛 " 擬 恒 沖 補 志 TNI 
つ 6 泌 立 KN で ミ 人 る へ くく か リー リロ 28 人 Se 

据 暑 めで 韻 稚 全 氷 wp っ SG や SAK テ NNA 
移 虹 部 Q 要 穫 マ だ ね や ぐ り っ ゃ | 可 僅 で で 号 王 朗 
や 中 く へ きか リー ホネ く 移民 電 か らく 82" [ 滞 
韻 G 選 球 才 人 ンー ソー 県 幼生 基 2G や 話 悦 層 っ を 
な っ や を] つ 論 GS8) 上 宮 人 SQ へ で て 相 民 へ Kー 
必 A [CHOMPOO (Rm ANー)」 GS 守 枯 | 炎 符 
で PAK テ NAO ちや ン 選 包 を マイ ヘー の 中 
呈 ち @ 拍 測 居 宗 G 記 N nmYN9ー ネ ホー や "「 趣 人 皮 か 
沈 べ で 次 國 わ ゃ へ さか りー ホス 代表 中 識 じ や ゃ | の 
く で ルト ヘミ ペー を く の へ Soow 衣 6 く ーN つ で や 
NNN ー 和 き 間 時 OS め まあ 
完 衝 つつ 皇 才 で 刀 へ くく か リー ネ ホ く 全 ロ SG 王 や 肖 で 全 
ン 杜 や の” だ で っ 挫 で で 上 GMm 党 合わ で で 
で 加 和 So  K で 全 や 宮 G 党 っ で うっ 容 人 る つの 所 
へ さか りー6 間 上 騰 2 各 団 や GS が" 


、 新 


ノル ウェ 


定着 し た よう 〔 


し い 定 番 に な る と よい で す 」( 男 性 ・48 歳 ) 
「 脂 が の っ て いて 、 し っ と り し て いる 。 調 


保存 技術 も 向上 し 、 い つ で も お いし いも 
の が 食べ られ る の も うれ し い 。 

理 が 簡単 で も お いし く 仕 上 が りや すい 」 
(女性 ・25 歳 ) 


「 脂 が の っ て いて 国産 より も お いし い 。 品 
一 産 サ ー モ ン が 日 本 


いい で すね 。 シ ンプ ル に 焼い て も 深い 味 質 が 安定 し て いて 外れ が な い 」( 男 性 ・59 
乱 ) 「 名 を 感じ る 食 文化 も 大 切 で す が 、 


は ノル ウェ ー サ バ だ と 思う 」( 女 性 ・45 歳 ) 


dancyu 食 いし ん 坊 倶 楽 部 が 試食 ! 


編集 長 ・ 植 野 広 生 と 


植野 「 ノ リル ウェ ー サ バ は 、 厳 密 な 資源 管 
理 に よっ て 、 質 も 量 も 安定 し て いる の が 
わい に な る し 、 サ バ 味 噌 な ど し っ か り 痢 


込む 料理 に 使っ て も 、 深 い 旨 味 が 残り 、 
程よい 脂 が 感じ られ ます 。 幅 広い 料理 で 


持ち 味 を 発揮 する と 思い ます 」 
「 親 し み の あ る サバ 。 よ く 食 べ て いる の 


*dancyu 食 いし ん 坊 倶楽部 部 員 か ら の 声 。 


グリ ニー ジン 


ドサ バ ヶ カレ ー 
材料 2 人 分 
ノル ウェ ー サ バ ……… ー 多 尾 
グリ ー ン カレ ー ペ ー ス ト ・40g 
いん げん …… ・ 装 
ミ 適量 
牛乳 0 大 さじ 2 
ナジ プラ ー… me 小さ じ 1 
クラ チャ イ me 10g 
パイ マッ クル ー……… 5 枚 
ココ ナッ ツ シ ュ ガー - 大 さじ 1 
タイ バジ ル ーーmmmnnnrmn 5g 
パパ ゲッ トーemmnennrnnr1 本 
サラ 畑 imeeenterotorete 細 本 


つっ 《⑰0 方 


1 ノル ウェ ー サ バ は 骨 を 取り 除き 、 

2om 幅 に 削ぎ 切り する 。 い ん げん 
は ヘタ を 切り 落と し て 半分 に 切る 。 
クラ チャ イ は 薄切り する 。 

油 を ひい た 鍋 に グリ ー ン カレ ー ベ 
ー ス ト を 入れ 、 中 火 に か ける 。 焦 
げ つ か な いよ うに 木 ペ ベラ で 混ぜ な 
が ら 香 り が 立っ て くる まで 炒め 、 グ 
リー ンカ レー ベー スト に 表記 され 
て いる 分 量 の ココ ナッ ツ ミ ルク と 
牛乳 を 加え る 。 ひ と 煮 立 ち し た ら 
弱火 に し て 、 ナ ンプ ラー、 コ コナ 
シュ ガー を 加え て 味 を 調え る 。 
クラ チャ イ 、 パ イマ ッ ク ル ー、 タ 
イ バ ジ ル を 加え て 2 分 ほど 煮 て 、 

ノル ウェ ー サ バ と いん げん を 入れ 
る 。 ノル ウェ ー サ バ に 火 が 通っ た ら 、 
器 に バゲット と と も に 盛 りつ け て 
出来 上 が り 。 


右 写真 は 左 か ら タ イ バ ジ ル 、 ク ラチ ャ イ 、 
ココ ナッ ツ シ ュ ガー。 こ れ ら を 入れ る こと 
で コク と 香り が 増し 、 味 わい が 本 格 的 に な 
る 。 森 枝 さ ん は 牛乳 を 加え て まろ や か な 味 
わい に する こと で 、 欧 米 で 好ま れる バ ゲ ッ 
トス タイ ル に 仕上 げた 。 タ イ バ ジ ル は 一 般 
的 な バジ ル 、 ク ラチ ャ イ は 半量 ずつ の 生姜 
と ゴボウ 、 コ コナ ッ ツ シュ ガー は プラ ウン 
シュ ガー で 代用 する こと が で きる 。 


ノル ウェ ー サ バ の 
食材 と し て の 魅力 と は ? 


森 枝 幹 き ん 「CHOMPO0」 店 主 


1986 年 生ま れ 。 調 理 専門 学校 を 卒業 後 、 オ ー ス 
トラ リア へ 留学 。 「Tetsuya's」 で 料理 の 基礎 を 学び 、 
京 料理 の 「 湖 月 .、 マ ンダ リン オリ エン タル 東京 
内 「 タ バス モラ キュ ラー バー」 で 修業 を 積み 、 
独立 。2019 年 「CHOMPD0」 を オー プン 。 


CHOMPO0O 


較 東京 都 渋谷 区 宇田 川町 15-1 渋谷 PARC04 階 
宮 03-6455-0396 11:30 一 21 :00(L.0.) 
不定 休 


@ ノ ルウ ェ ー サ バ に 関す る お 問い 合わ せ ノ ノル ウェ ー 水 産物 審議 会 (NSC) http://seafoodfromnorwayjp 
最新 の 情報 や レシ ビ は 、 公 式 Instagram @norwayseafoodjp、Twitter @norwayseafoodjp を チェ ッ ク 。 


ノル ウェ ー サ バ の 特徴 と いえ ば 、 き め 細 か く 用 
降り 状 に の っ た 脂 か らく る ジュ ー シ ー さ 。 ほ か 
の 食材 と 合わ せ て も 、 そ っ と 寄り 添う よう な 味 
わい で 幅広 い 料 理 と の 相性 が 良い 。 メ イン で も 
サ プ ブ で も 大 活躍 の 食材 だ 。 森 枝 さ ん 日 く 「 ハ ー 
プ や 調味 料 を 大 量 に 使わ ず 、 魚 の 香り を 生か し 


て 仕上 げ ら れる の は ノル ウェ ー サ バ な ら で は の 
魅力 で すね 」。 
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TE 文 
en 3 人 10g か あ 還 ん らん だ 仕 ゴ 深 牡 倍 晴 
21 ーー 大 きじ 1 人 まな 主計 に 康 は 計 ! 還 い : 誠 日 涼 
JE た れ 世 万 材 和 の げ ル "ズバ 本 光 
つゆ の 素 ゴー ルド ……… 40g A| 時 痕 概 適量 後 た : 能 の 食 旨 た ド 秘 タ 料 
生姜 (せん 切り ) 海苔 (ちぎ る ) …- 適量 を |』 三 7 調 持 で | 味 に = 訣 l』 理 撮 
… 1 記 ( 約 10g) 万 能 ね き ( 小 口 切り ) ひ 品 呈 味 ち も が の に は め 店 影 
5 凍 〈《 " せ 将 味 一 豊 調 あ し の 相 ア ぃ 
2 は まま 邊 
ミク 閉 乳 に 料 永 は 代 
特 呈 は 水 を 張っ た ボウ ル に 入れ て 、 汚 れ を 取る た め に 優 人 WE 2 6292 当 正 
し くも み 洗 いす る 。 キッ チン ペー バー に の せ て 水気 を 取る 。 際 二 に 天 > 放 品 まん で デ 
二 鋼 に 、 研 い だ 米 、 水 、 つ ゆ の 素 ゴー ルド を 入れ て 湯 イイ 1 に 財 還 月 帳 加 凡 
ぜ る 。 を 並べ て 、 生 姜 、 ち ぎっ た パタ ー を 散ら し て の ご ズ め 員 する 納 ょ を 用 軽 喜 ウッ 
せる 。 馳 "し 呈 bu じ まし 還 5 加 ヒー 
童 を し て 強め の 中 火 に か ける 。 沸騰 する 前 に いっ た ん 疾 員 計 e 放 は 内 と し の 本 いる と 夫 隊 三 / 
を 開け 、 牡 環 は いじ ら ず に 米 だ け を ほぐす よう に 葉 箸 で 誠に 認 は 入ら 良 
混ぜ る 。 釧 介 天上 き に 当 財 狗 財 移 介 ゝ 
沸騰 し た ら ご く 弱 火 で 10 分 炊く 。 仕上 げに 1 分 強火 で お 胡 さ ーー: ょ 自 れ ン 調 ん に 教 上 vV 
炊き 、 火 を 止め て 10 分 惹 ら す 。 表 格 商 了 ま 伏 さ 時 2) 和 53 還 ク 
と 誠 "4 人 ーー 人 @ 
ce し で も じ で 特 細 を 小さ め の 一口 大 に 切り な を 香 独 覚め 風 あ 給 無 つ は く き ジグ 4 
28o008 さ " り 創 の " 味 れ 妙 徐 ゆ とれ 衝 


野 水 喜 三 夫 ぉ ん 

[日本橋 ゆか り ] 店 主 

京都 「 菊 乃井 」 で 修業 後 、 生 
家 で ある 「 日 本 橋 ゆ か り 」 の 三 
代目 と し て 腕 を 振る う 。 日 本 料 
理 の 親善 大 使 も 務め 、 世 界 に 
和食 を 広め る 活動 も 行なう 。 


日 本 橋 めか り 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 3-2-14 
KN ビル 1 階 
人 09-3271-3436 
仙 催 30we13.30(L.0) 
17:3020:30(WW0. 
日曜 


つゆ の 素 ゴ ー ル ド 


秋 節 専門 店 の 自信 作 「 つ ゆ の 
素 ゴ ー ル ド 」 は 、 上 質 の 素材 

、 で 仕込 ん だ 希釈 用 の 合わ せ 調 罰 
や 、 味 料 だ 。 だ し 素材 を 通常 品 の 
ミ 1.5 倍 用 い 、 本 醸造 有機 器 油 
を 使用 。 化 学 調味 料 無 添加 で 、 
、 自然 な お いし さ を 堪 能 で きる 。 
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り 邊 で 補 り つっ ゃ 欠 の as つ だ 『「 
ぶ ぐ や 8G 倫 2 つつ 7 

DXQ5 飲 ち 問 和信 
リー ぐす @ 鐘 ご つて 避 桂 団 心 以 や 
り -J- っ ps 選 や が つる ) 選 斉 G 介 
ゃ xevo 人 oo ら PS 
で 、 や か て や 谷 下 光 

6 5 ww いつ ゆ / 漠 握 


581 で SG 絶 宮 全 中 培 桂 司 僚 で だ 


「 つ ンー 総 りや ゃ パン SQ の いい 
つぐ で SS" 壮 天 の | 介 外 や ンー 
1 際 半 り P ン 
2” 息 く っ を も る 聞 定 ご 吐 や っ ゃ 


征 * 
7 揚陸 


) 
ま 
| 
作 半 G や 囲 困 て ン 。s 人 陣 GRS 
 . 細 D 独 香 半 
@ 男 玉吉 に GS し 時 で た ※ 記 っ や 
りり 丘 人 込 閣 じ W 瓶 倍 東和 家 つる 
の し 蜂屋 周 幸 宇 こ 全 っ K 
\ 肝 章 泉 。 ネ 寺 り "9 
聞 誠 1 KR 記 正 で に 
・ KS 妥 が 控 ご っ 証 
SNS 変 SS 
Wh 人 き 寺 人 S 明 ぐ ロニ 
NM 部 3 ゃ ふち せ や 
"RE 


に の OR さと 挟 
唱 つい ン SQ fA / 
や 近 ・ ヾ 36 つる 1 」 
/ 沙 や や QG 
中 幸人 誠 登り の 着 四 の 公 思 98R 包 つ 
36 情 つ し ペン SN 補 て 生 く と く と 6 


に に 人 


で 睦 つ と 女 
や ゃ やや" 


% 人 皿 細 3 生 ぃ GO S3 し AI 革 コ 『 . 当 、。、 ご 「』 用 旧 。 詳 生き | 


Me ee 


居 結 KK 一 
りゃ 6 鍋 


) 


* を bt か Vo 


毎年 、「 紅 白 歌 合戦 」 の 開始 と と 
も に 緩やか に 準備 を 始め 、 フ ィ ナ 
ー レ を 迎え る 頃 に は この 状態 まで 
完成 させ て し まう と いう か ら 驚 き 。 
お せ ち 歴 50 年 以上 の キャ リア が 
ある と は いえ 、 そ れ を 可能 に する 
の が 、 ポ ボリ 袋 調理 マジ ッ ク だ 。 


系 居間 介 や Or く 記 虫 ダ 5” 豆 要 
に 介さ の で も に で そつ 全く ) 
に ユウ ー レ アー トペ 
く S0G 忌 っ 加 人 S 王 き 2” 比 悦 
4SK マ ー Ka-pcoxSSS う AG 
366 征 肖 品 く で で SS の" 


感電 絡 時 の 落選 6 や < で" 


絡 G せ や 羅 党 放つ 全 っ 
こと うと 7 セ DI リマ ル こ や こも も こめ 
や ゃ や” 田 症 へ” 足球 や 
公 さ 皇 拉 志 例 @ 昧 つめ | 放 


ゃ NN ン ム G 寂 穫 で っ 


に は 、 スー パニ 


の タイ プ は 、100 一 120 で 


袋 (高密 度 ポ リ 袋 ) を 使い ます 。 
の 耐熱 性 が あり ます 。 


荻野 式 お せ ち に 
の レジ 横 に ある よう な 、 シ ャ 
カシ ャ カ し た 手 ざ わり の ポリ 
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普 き 無 最 無 還 
自ら 6 才 近 者 作 < の 
の に の は の り ) 
2229 き 日 42 の 0 】 
* し ク と る ま ミ w 
2 ーー 2 トウ ツ 
本 G い 
語り 記 ッ 衣 お 語 
び ま ッ 売 も 麦 
DE 
た よ 加 分 骨 
) ぇ て で 用 
6 認 LOGUE 2 
3) 語 ば 二 6 引 較 じ 
に 内 
売 
2 た 
了 
な 
で 
か ゃ \ 
ら 
ジ ツ 
材料 (2 人 分 ) 


食べ る 小 魚 (食塩 無 添加 )…30g 
ミッ クス ナッ ッ ( 食 塩 無 添加 )…50g 
際 きび 砂糖 、 味 酔 … 各 大 きじ 1 
醤油 … 大 さじ め 


後 を ひく 甘辛 味 。 ナ ッ ツ と 小 魚の 食 感 ち よく 、 
甘 す ぎ な いか らい くら で も 食べ られ ます 。 
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よく 振っ て 、 全 体 に 調味 液 を 
か ら ま せる 。 組 熱 が 取れ る ま 
で 袋 の 口 を 開け て お く 。 


A を 耐熱 容器 に 入れ 、 噴 きこ 小 魚 と ミッ クス ナッ ツ を 面 熱 
ぼれ な いよ う 30 秒 一 1 分 ほど 皿 に 広げ る 。 ラ ッ プ を か けず 
レン ジ に か ける 。 二 枚 重 ね に に 電子 レン ジ (500W) に 2 分 
し た ボリ 袋 に 1 を 入れ 、A を か け て 乾かす 。 

回 し か ける 。 


さき いか の 旨味 が じわじわ と 効い て 、 主 役 の 
数 の 子 を 引き 立て ます 。 い ろ い ろ な 食 感 が 混 
ざっ て いる か ら 食べ 飽き ませ ん 。 


折 数 さ 何 ア ぢ お 
4 の | き | が と E 
子 子 い も ン 月 
急 は か うぅ う ジ の 
れ 細 を ひし 定 
1 
え い 
ES ( 
の 
の Eh 2 
た ご 
の 字 CGI に 食 
土 。^ べ 
際 二 と 飽 
CO き 
ト た 
1 と 3 


2 


tori ここ コ 


y 習 Mer 


ボリ 袋 に に ま マ ヨネ ー ズ の 材 ご ぼう は た わし で よく 洗っ て 数 の 子 は 水 に つけ て 塩 抜き を 
料 と 1、 ぅ を 入れ 、 さ きい か ささ が き に する 。 ザ ル に の せ する (少し 置き 、4 一 5 回 水 
を 細く 裂 いて 加え る 。 ポ リ 袋 て 熱湯 を 回 し か け 、 湯 を きる 。 を 替え る )。 薄 い 膜 を 取っ て 、 
の 上 か らし っ か り も み 込 み 、 ー 口 大 に ちぎ る 。 

全体 を よく な じ ま せ る 。 


ドレ ッ シ ン グ を 吸っ た 切り 干し 大 根 の 食 感 は 
コリ コリ し て 、 生 の せん 切り と は また 違っ た 


お いし さ 。 オ リー プ や マス ター ド が 絶妙 な ア , 
クセ ント に な り ま す 。 
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ポリ 袋 の 上 か ら 、 切 り 干 し 大 
根 に ドレ ッ シ ン グ を よく も み 
込み 、 全 体 を し っ か りな じ ま 
せる 。 回 に 盛り 、 仕 上 げに バ 
セリ を 散ら す 。 


ye っ で 用 っ Pe で N さこ 


洋 粒 食 こ な 
風 マ 感 ま 
人 2 
下 い 
OS 
の 呈 E2 ピ 
る や 計 し ば 
二 オ せ 
veS ん 
1 ま 根 折 
ジン 電 人 り 
を 使え 
じ っ 欠 
ぁ も 党 
1 
JUN 人 
sy が 
し 
で 1 


ゆで ダコ … 


ま 


ゆで ダコ は 食べ や すい よう に 
薄切り に し 、 オ リー ブ 、 ド レ 
ッ シ ン グ の 材料 も 1 の 袋 に 加 
える 。 ド レッ シン グ の 塩 の 量 
は 、 オ リー プ の 塩味 に も よる 
の で 、 味 見 を し て 調整 する 。 


切り し 大 -30g 
・100g 

ォ オリー プ ( グ リー ン )…12 欄 
【 ド レッ シン グ 】 

塩 … 小 さじ %ー 

きび 砂糖 、 粒 マス ター ド … 
酢 、 オ リー プ オ イル … 各 大 きじ 3 
(仕上 げ 用 ) パ セリ の みじん 切り … 


各 小 きじ 1 


大 きじ 1 


1 


- M 
3 
トーイ 


ポリ 袋 に 切り 千 


し 大 根 と 水 を 入 


れ て さっ と 洗い 、 
水 を 捨て る 。 


う 
の 
上 
- 複 
数 


ポリ 袋 が 破れ る こ 
で 未 :as 


7 
し リ K な 5 同 
昌 ませ ) よ スム に も な か 里 
ュー2 時 間 に 記し 合 の 藤和 弟 ら か の WW 
抜 し 2 の の 0 と の ぉ に た わ 柔 め に そる ーー 
表し っ 1 に の 人 人 の 28 | 画 6 
定 み の 柔 5 が Lt! に 3: すす で や 95) と 
生か 本 で 人 55 15 
ヾ 追い ジ 1 用 朱 豆 い は に 頭 
上 E 
2 二 の 補 


記 く りや すい 分 量 ) 
還 1 カ ッ プ ( 約 150g) 
味 液 】 

更 (50C〈 らい )… 2 カッ プ 
きび 砂糖 … 大 きじ 4 十 4 
醤油 … 大 きじ 

小さ きじ 必 


きび 砂糖 で 味 を つけ る こと で 、 
上 白糖 に は な い 、 コ ク を 感じ 
る 甘 さ に 仕上 が り ま す 。 漬 け 
ず に 煮 て も 程よい 食 感 に な り 、 
豆 の お いし さ が 味 わ え ます 。 


| 豆 が 好み の 柔らか さ に な っ た ボリ 袋 を 二 重 に し て 口 を 閉じ 、 空気 を 抜い て 袋 の 口 を 閉じ 、 黒豆 は サッ と 洗っ て 水気 を き 
ら 袋 の 口 を 開き 、 残 り の きび 蒸し 器 に 入れ て 、 双 火 で 1 一 時間 が あれ ば 半日 (7 時 間 く リ 、 ポ リ 袋 に 入れ る 。 き O び 砂 
グ 砂糖 大 さじ 4 を 入れ て 揺すっ 2 時 間 蒸 す ( 火 の 通 り 具合 は らい) 漬け て お く と 豆 が ふっ 糖 大 さじ 4 を 残し て 調味 液 の 


て 混ぜ 、 再 び 口 を 閉じ て 、 さ 好み で )。 途中 、 袋 を 揺すっ て 、 くら し て 、 火 材料 を すべ て 入れ 、 ポ リ 袋 を 
ら に 30 分 ほど 蒸す 。 豆 と 調味 液 を むら な く 混ぜ る の 通り が 早く 揺すっ て よく 混ぜ る 。 
が な る 。 
*% アニ 
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象 の が 5 ぶし ぇ す 埋 


うち に 皮 を 入れ 、 弱 め 
で じっくり 揚げ て 、 熟 い . 
に 塩 を ふり ます 。 


甘い 印象 の お せ ち で す が 、 こ 
の 味つけ な ら 、 お か ず 感 覚 の 
食べ や すさ で す 。 少し 栗 が つ 
ぶれ た り 、 芋 の 粒々 が 残る く 
らい の 仕上 が り も 美味 で す 。 


さつま いも が 柔らか く な っ た ポリ 袋 の 上 上 か ら よ くも ん で 全 
ら 、 熱 いう ち に 、 ポ ボリ 袋 の 上 体 を な じ ま せ 、 空 気 を 抜い て 
か ら 芋 だ け を 麺棒 で つぶ し 、 袋 の 口 を 閉じ る 。 ボ ポリ 袋 を 
取っ て お いた シロ ッ プ を 加え 、 重 に し て 口 を 閉じ 、 燕 し 器 に 
全体 を も ん で よく 混ぜ る 。 入れ て 、 層 火 で 30 分 蒸す 。 


色 き 十 
軸 還 の 品 2 の 7 
⑯ 8 全 
仕 い き 
IE 泊 も 記 0 
げ を い 
る 水 な 
ポ に 色 
イィ し が 
ン つ の 
ト か き 
で り ig 表 
お 
ら 
す 
の 
も 


ボリ 袋 に は つま いも を 入れ る 。 
栗 の 甘露 者 の シロ ッ プ を 先 に 
半量 取り 分 け て お き 、 甘 露 煮 
と 残り の シロ ッ プ 、 味 酬 、 塩 
を 入れ る 。 


そ 市 
の 販 
シ の 
ロ 業 
ッ の 
デ 革 
を 赴 
活 煮 
用 に 
岳 ( ポ 
KB 還 R 
調 ち 
味 な 
< 大切 
れ が 
ば 使 

わ 

れ 

ue 


3 


うい S ぶ 


さつま いも は 厚 さ 7m の 輪 切 
り に し て 、 皮 の 内 側 の 筋 に 沿 
っ て 厚く むく 。 

水 に 5 分 以上 さ we 
らし て し っ か り ん 

で ん ぶん を 落と 

し 、 水 気 を きる 。 本 議 請 ー ク 2 


ィ 
ーー 
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り まま OR の 
袋 て な 目 卵 黄 
ょ っ た ら 3426 
2 衣 し て 上 WT みて 
の 革 ら に ア ほす を 
狂 み の ク 整 界 品 れ の 
ク を 邊 そる 衣 
_ メル 1 0 

ます ji 中 て 伊 

ゅ 手 攻 』 送 

る が を す 竜 

に 提 

けり みか り に 

SS) 

| 9 攻 負 

まみ サ 

- NR 


優し い 甘味 の 口直し の 一 品 。 


黄身 が 県 っ ぼく な る こと が あ : な 5 ン - 5 
リ ま す が 、 卵 に 含ま れる 硫 A 
の 成分 な の で 平気 で す 。 ここ 。 間 


端 の 部 分 が 余っ た ら 折 り 畳 み 、 We 直径 3 砂糖 、 塩 、 片 栗 粉 を 加え 、 ボ ポ ポリ 袋 に 芝 を むい た ゆで 卵 を 
手前 か らく る くる と 巻く 。 ボ 一 4cm の 円 筒 状 に 整え る 。 リ 袋 を 両手 で 挟ん で 、 す り 合 入れ 、 袋 の 上 F 上 から も ん で つぶ 
リ 袋 を 二 重 に し て 口 を 閉じ 、 わせ る よう に し て よく 混ぜ る 。 す 。 

蒸し 器 に 入れ て 、 惨 火 で 5 分 

燕 す 。 
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粗 熱 が 取れ た ら 袋 か ら 取 挽き 肉 を 袋 の 底 に 集め て ま と 
り 出し 、 魚 焼き グリ ル な め る 。 厚 さ 1.5cm ほ どの 長 方 
ど で こ ん が り 焼 く ( 火 は 形 に 整え 、 ポ リ 袋 の 端 は 畳む 。 
通っ て いる の で 焼き 色 が 燕 し 器 に 平ら に 置 いて 、 有 弱 火 
つけ ば よい )。 表面 に 味 で 20 分 蒸す 。 指 で 押し て 、 
朴 を 塗っ て 白 胡 麻 を ふる 。 弾力 が あれ ば 蒸し 上 が り 。 


甘味 噌 の 風味 が 、 和 肝 挽き 肉 に よく 合い ます 。 
味噌 は 白 味噌 に 限ら ず 、 お 住ま い の 地域 で 手 
に 入る どん な 味噌 で も お いし くつ くれ ます 。 


ポリ 袋 を 両手 で 挟ん で 、 ボリ 袋 に 挽き 肉 と A の 材 
すり 合わ せる よう に し て 料 を すべ て 入れ る 。 
よく 混ぜ る 。 


材料 (つく りや すい 分 量 ) 
鶏 挽き 肉 …250g 
パン 粉 …20g 
味噌 (好み の も の )…20 一 30g 
A | きび 砂糖 … 大 きじ 2 
味 酔 、 酒 … 各 大 る ヒ 1 
青 油 … 小 さじ 1 
(仕上 げ 用 ) 味 酔 、 自 煎り 胡麻 … 各 適量 


詩人 の 潤 十 ど び 径 甚 本 計上 て 貴家 油 S き くさ で くに 


ば て 時 注 ロ で の (な の いき へ い 陣 潤 涯 且 当 へ 中 朋 Qt 
さき 陣 と さて omr AS ひさ ひい 注 選 計 誤 いき と w 選 で 計 話 受 


志 


EN 


oe 系 時 牙 G 問 


mr 洛 は へ い 守 員 還 で 旨 忠 、 の と 生 宮 用 茹 計 受 


2 NR 
いい を 

で 拉 し 上 が うし 療 す と のり まま 

訪 で 森 ここ 綴 ん て が 遇 が 
0 分 て 人 て 移 に 束 み 事 で 火 血 
r び の で を お 痢 る 

代 も に 還る 
人 相 長 

SU 人 

す た を 還 証 3 

2 8 

3 


ご 癌 時 詞 Sek 誤 


プ ガ 


材料 (2 人 分 ) 
有 頭 海老 … 4 尾 
酒 、 塩 … 各 少々 


二 重 に し た ポリ 袋 に 入れ て 塩 、 キッ チン ば さ み で 、 ひ げ や 足 海老 は 頭 か ら 数 えて 、 第 2 関 
酒 を 加え 、 袋 を 揺すっ て 全体 の 先 、 尾 の 先 を 切り 落と し て 節 く らい の 節 と 節 の 間 に 竹 串 


殻 ご と 燕 す と 、 殻 の 香ばし さ が 身 に 移っ て 、 に な じ ま せ る 。 空 気 を 抜い て 整え る 。 を 入れ 、 背 ワタ を 取る 。 
殴 沢 な 味わい に な り ま す 。 頭 を 外し た ら 、 み 袋 の 口 を 閉じ 、 蒸し 器 に 入れ 
そ で 日 本 酒 を キュ ッ と ー ロ ! て 、 公 火 で 10 分 燕 す 。 
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計 共 寺 山 党 


いい 沙 層 党 加 呈 天 和 my 

硬 民 芝 て の 
| ぶ べ へ ひい 叶 dw 虹 寺 RGN べ Wh 
貴 こ hall| 


ぶさ ら 嘩 思 肝 紅 ③ つ 呈 紛 
いい: 
に 


RW 
培 
ジ “ 
ウー 
C ご 
さて 叶 弄 落と ママ 当 氷 


+ ぃ 思 mY 


4 
/ 
4 
い 妥 .( 
hh、 コ 
M) 
N 


早 者 用 昆布 …20cmx 4 枚 
原 藻 切 肉 (月 ロー ス 。 こ ま 切 れ を 
広げ て 使っ て も )… 4 枚 


きび 砂糖 、 酒 、 醤 油 、 味 例 
A | … 各 大 きじ 1 
水 … カ ッ プ 


4 3 2 bl 


昆布 の 風味 と 旨味 が 豚肉 に も 
し っ か り 移 っ て 、 一 体感 の あ 
る 昆布 巻き に な り ま す 。 昆 布 
が 柔らか く 、 さ っ ぱり と し た 
味つけ な の で 、 日 常 の お か ず 
に も 向き ます 。 


ゃ 


空気 を 抜い て 袋 の 口 を 閉じ る 。 昆布 の 巻き 終わ り を 下 に し て 昆布 が し ん な り し た ら 、 昆 布 ポリ 袋 に 、 水 に サッ と くぐら 
さら に 二 重 に し て 口 を 閉じ 、 1 の ボリ 袋 に 戻し 、A の 材料 1 枚 に 豚肉 1 枚 を の せ て くる せ た 昆 布 を 入れ て 少し 置く 。 
蒸し 器 に 入れ て 、 惨 火 で 40 分 を 加え る 。 袋 を 揺すっ て きび くる と 巻く 。 巻 き 終わ り に 余 
燕 す 。 砂糖 を よく 溶かし 、 全 体 に な 折 が ある と きれ い に 巻 ける 。 

じ ま せ る 。 


記 】 2 1 使 関 お で 普 野 者 
い 東 正 き 段 到 し 
ー 勝 は 月 る と を め 
ンー 手 里 ら 範 吉 型 は 
が 芋 し 囲っ 抜 、 の W 
よ 閲 らら 語 G 全 だ 二 る 3 
| 4 KN 丁 を みか 華 し 記 
味 計 楽 ま や た の 
を 干し 椎 工 は 1 カッ も 洲 し いか り 倒 
ュ さ プ ほ どの 水 で 戻し 、 は 老 み まな 侵 3 
笠 に 放射 状 の 切り い 財 ませ 仕 り 
込み を 入れ る 。 れ 還 所 了 2 し ん 上 大 
鶏肉 は 一 | BPSTT ん こん は 厚 さ 1 cm の 輪切り に し 、 花 形 に な る 芋 合 ょ みか が ) 
塩 ひと つま み ( 分 量 外 ) を に 切り 、 中 央 に 切り 込み よう に 切り 込み を 入れ 、 水 に さら す 。 山芋 は 了 め R 夫 2 二 ら に 
ふり 、 軽 くも み 込む 。 を 入れ 、 片 端 を 切り 込み 皮 を むい て 長 さ 4cm ほ ど に 切り 、 継 半分 に 切 お ま (に す 
に 通し て 手綱 形 に する 。 る 。 に ん じん は 厚 さ 7mm の 輪切り に し て 花 型 誰 す な の 
塩 と 砂糖 ひと つま み ( 分 量 で 抜く 。 余力 が あれ ば 花びら の 間 か ら 中 心 に め が 59 合 
外 ) を ふっ て 軽く も む 。 向かっ て 切り 込み を 入れ 、 ね じ り 梅 に 整え る 。 器 ゝ ま サ 
5 4 3 3 
いろ いろ な 素材 の 味 が 楽し め 
る の が 煮しめ の よさ 。 特 に 山 材料 (2 人 分 ) 
芋 の 食 感 と 味 な じみ の よさ に 符 も も 肉 …150g 
驚き ます 。 干し 椎茸 の 戻し 汁 こん に ゃ 《…100 
と 鶏肉 を 効果 的 に 使え ば 、 だ 2 5 
し 要ら ず で す 。 干し 椎茸 … 小 4 枚 
に ん じん …50g 
れん こん …70g 
細 さ や は 、 芽 の 部 分 は 残 ボリ 袋 に 1 ご 3 と A の 材料 を 山地 ( 自 然 革 )…100g 
し て 筋 を 取る (正月 に 「 芽 入れ る 。 味 の 出る 鶏肉 、 椎 椎茸 の 戻し 汁 … 双 カッ プ 
を 摘 まな い 」 よ うに )。 な ど は 下 に 、 く ずれ や すい 山 酒 、 味 酔 、 砂 精 … 各 大 きじ 2 
塩 少々 (分量 外 ) を まぶし 芋 や れん こん は 最後 に 入れ る 。 ん 将 油 大 きじ 1 
て さっ と ゆで 、 煮 し め を 袋 を よく 揺すっ て 全体 を な じ 1 
盛り つけ る と き に 添え る 。 ませ 、 空 気 を 抜い て 口 を 閉じ 塩 … 小 きじ ヒュ 
る 。 袋 を 二 重 に し て 50 分 蒸す (仕上 げ 用 ) 絹 さき や … 6 一 9 枚 


』 


が ん も と き 


空気 を 抜い て 口 を 閉じ る N 

」 ポリ 袋 の 底 の 角 を 切っ て 一 口 大 に 絞り 出 委 
し 、 ス プー ン で すく っ て 揚げ 油 に 入れ る 。 
上 下 を 返し な が ら 、 色 づく まで 揚げ る 。 
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還 の = 拉 


約 上 人 RS やら っ 


ド き 
息 臣 つい ン 久吉 


p1 材料 (2ー3 人 分 ) 信 下 胡 関 
き 8 中 7 
酢 、 秒 糖 … 各 大 EC% 残 け で は の We 
A | 醤油 … 小 さじ し で 作 視 
に 二 に ピン 人 7 
【 電 庶 酢 の ん る に 9 
自 すり 胡 麻 … 大 きじ 3 で を の 欠 
本 sk 大 SiU52:23 ォ 入 て 
砂 酔 … 大 きじ 2 AN 
aa ーー 塩 … ひ と つま み 煮 す 物 いい 
ポリ 袋 に 胡麻 酢 の 材 料 と フラ イ バ パン に 1 の ご ぼう ご ぼう は た わし で よく 洗 租 が 感 た シー 
2 の ご ぼう を 入れ 、 袋 ご と A を 入れ て 中 火 に か け い 、 麺 棒 で 叩い て 繊維 を 0 細 証 の 害 ( 
と も み 込 み 、 空 気 を 抜い る 。 5 分 ほど 煮 て ザル に ほぐす 。 長 さ 6cm に 切り 、 に 8 き 
て 袋 の 口 を 閉じ る 。 1 時 上げ 、 汁 気 を きる 。 さら に 綻 半分 に 切っ た ら と き weW 
間 以 上 固い て な じ ま せる 。 軽く 洗う 。  。 うう ( さ 
ama 久 


程よい 食 感 を 残し つつ 、 
ご ぼう の 芯 ま で 味 が し み 
ます 。 さ っ ぱり と し た 胡 
麻 酢 で 、 箸 が 進み ます 。 


材料 (2 人 分 ) し 陽 甘 立 甘 
か ぶ … 2 個 の 二 EEPE 
か 包 に 塩味 
蜂 布 6m 角 )…1ー2 枚 り 丁 潰 へ は 
赤 唐 壮 子 … 1 本 味 を け 塩 
5 水 
EL 人 人 2 き 
入れ 方 で 
酢 … 大 きじ 3 り て 革 六 の 
上 自 精 … 大 きじ 2 了 長 ぁ け 著 
塩 … 小 さじ ・ め ?) て 休 か 】 
水 … 引 カッ プ (2 IE 
りす を な 
ポリ 袋 に か ぶ 、 唐 辛子 、 味 が し みて 、 切 り 分 け や か ぶ は 基 の 根元 を 切り 落 Re が け つ や 
昆布 、 甘 酢 の 材料 を 入れ 、 すく な る よう 、 底 に 十 文 と し 、 断 面 を 下 に し て 置 お さき 7 
上 白糖 を よく 溶かし 、 全 字 の 切り 込み を 入れ る 。 く 。 下 か ら 5mm ほ ど を 残 け せ り 
体 に な じ ま せ る 。 空気 を し て 34m 間 隔 で 切り ば GR 
抜い て 袋 の 口 を 閉じ 、 半 込み を 入れ 、 90 度 向き を か す 
日 (7 時 間 く らい ) 置 く 。 変え て 同様 に 切り 込み を 以 隊 計 


入れ 、 格 子 状 に する 。 


【 


か ぶ が 大 きけ れ ば 底 の 切 
り 込 み に 沿っ て 割り 、 赤 
唐辛子 を 小口 切り に し て 
の せま す 。 唐辛子 の 辛味 
も 答 や か に 効い た 、 き り 
っ と し た 甘酢 漬け で す 。 
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藻 っ つき ふい 情 選 
RS 


2 べく 一 べ 


awW 写 ご き せい て マ 宮 肖 深 
間 半 ーー せ で ee 乏 可 
藻 
ee て 湊 っ 吾 m 腹 mT 
の 設 
名 


党 十 京 
い マ 


桜 料 (つく りや すい 分 量 ) 
際 肉 (また は 苑 も も 肉 )…300g 
塩 、 胡 概 … 各 少々 
サラ ダ 油 … 少 々 

マー マレ ー ド 、 醤 油 、 酒 


A | … 各 大 きじ 1 
塩 … 少 々 


ポリ 袋 に 肉 を 入れ 、A の 材料 フラ イ バ ン に サラ ダ 油 を 入れ 鴨 肉 は 常温 に 戻し て 塩 、 胡 概 


鴨 肉 は 厚 さ 6 7m に 切る 。 を 加え る 。 袋 の 上 か ら も み 込 て 中 火 で 熱し 、 皮 目 を 下 に し を ふり 、 皮 に 7 一 8m 間 隔 で 
残っ た 調味 液 は 、 フ ライ バン ん で な じ ま せ 、 空 気 を 抜 いて て 焼く 。 肉 の 周囲 が 白 っ ぼく 格子 状 の 切り 込み を 入れ る 。 
で と ろり と する まで 煮詰め て 、 袋 の 口 を 閉じ て 、 冷 蔵 庫 で 半 な る まで て 割方 火 を 通し 、 他 

ソー ス に し て も 美味 で す 。 日 (7 時 間 く らい ) 置 く 。 の 面 も 焼く 。 


に ラン: に コ に ゴマ ッ タ ニス /3 


w 呈 騰 ら っ 


錠 

3 
ee を 溢 補 いさ dw 癌 で ceor 史 we 沼 
吉 マ せい で 各 拉 評 憎 唱 と ひ 屯 寺 S 陣 S 
ee と 講 層 再 強 きい 層 vw 藻 ら や 


24 人 分 ) 

0 の 切り 身 … 2 切れ 

小さ きじ 必 

yh 
柚子 の 皮 の せん 切り … 適 


習 油 と 酒 、 味 本 の 甘辛い 幽 誠 
だ れ に 、 柚 子 が ふわ り と 香り 
ます 。 焦 が さ ず し っ と り 焼 き 
上 げ ま し ょ う 。 


グリ ル で 両面 を こん が り 焼 く 。 ポリ 袋 に ぶり と A の 材料 を 入出 て きた 水気 を し っ か り 拭き ぶり は 半分 に 切っ て 塩 を ふり 、 
調味 液 で 焦げ や すい ! 程 れ 、 袋 の 上 か ら も み 込ん で な 取る 。 こ の ひと 手間 で 臭み が 15 分 ほど 置く 。 

よく 焼き 目 が つい た ら ア ルミ じ ま せ る 。 空気 を 抜い て 口 を 取れ る 。 

ホイ ル を か ぶせ る 。 仕 上 げに 閉じ 、30 分 一 半 日 ほど 置く 。 

残っ た 調味 液 を 梁 っ て 、 照 り 

を つけ る 。 


193 | dancyu JANUARY 32021 


依 へ いや ae 全 


3S 選 二 な な 軸 へ いな や や "計時 
喘 ぐり の ゃ ろ ろ や で や の" や 全て 6 胃 
温和 一 過 要 を 生 親 抹 め 人 地 民 S で 
や け 細 人 銘じ つ や mn 員 選 人 守 
2 いむ 総 信 ロン っ 人 の つつ で や で 朱 
鎧 配合 わ W で "人 Sa696) や 郵 信 5 
ssSvf' 楽 慰 梨 玉 べく 

2 お 案 闘 入 / w 避 っ 
同人 多 バル ミル こざ だ ここ 
つら 騙さ yr 「R nwQ ン 
N SS 補 人 S」 つ つき りら 避 部 鈴 つ や 
路 忌 父 足 嘩 全容 絡 
つの 服 り 所 失っ の 思 
4 で や だ で の 全 6 596 や co 叶 り 1 抽 
出 旦 交 記 で 軸 っ 所 つ リン Ne 補 な わっ p/ 


居 折 尽 全 党 we つ ど っ GS や ゃ や" 


1 〇 居 抑 GNN(W29) 


回 紹 村 人 る で 16 抽 11G 由 つ 人 ae 


1S 山 9 人 R 守 26 朝 油 誠人 者 
算 GNNJSee 宰 2 紅 、 人 Ar く S で as や" 
束 珍 代 や OS 宏 っ 穫 人 

「 路 相 凌 @ 由 田 和 だ =」Sw 纏 " 

守 鶴 ら で い し 5 皿 十 の Ay 

だ が 05 RSy い 和 NGOr Qoo 人 Se 


表 っ で 四 @ く 。 
昌夫 選 
SSSQG 量 ネ 
や 千 詞 る 駄 人 せつ 
WPS も ピ 
で 攻 っ 回 そう 
く 還 で 杏 6 ,6 
ロロ /0 。 め の 革 
忌 じ リセ っ Ge 
まま くま こま コ 


うに 考 


えま す 。 どう 詰め る か 、 
配置 を 書い て みる の も 


お 薦め で す 。 


選 
1 
S 心 
めで 
と) 
ま S 
SQ 
名 
まい コ 

に 


くに な 


は 仕切 り が な い 


の で 、 味 移り の し そう 
な も の は 隣り 合わ せ ( 
し な いよ うに し ます , 


重箱 ( 


を 。 


は か ま ぼ こ 
飾り 切り に すれ ば 彩り 
が よく な り 、 仕 切り 代 


隙間 に 
わり に も な り ま す 。 


使う と 見 た 目 


が 締まり ます 。 


南天 な ど が あれ ば 、 あ 


し らい に 


会 966 の 387 写 届 応 選 ペー 
他 圭 人 7e8 り の)G 
Q い ン 慌 


材料 


こ … 適 時 


紅白 か ま ぼ こ … 適 】 


か ま ぼ こ は 、 好 み の 厚 さ に 切る 。 紅 


切り 目 を 入れ る 。 


皮 の 中 央 ! 


皮 の 端 を 切れ 目の下 か らく ぐら 


いま コ 
うす 
CEY 
素 
父 場 。 
IO 
団 入 や 
WS 雑 
リロ 
に 天上 
6 し ロ 
SS せっ 
く で 。 
ゆ お 
回 さ S 
選 失 交 
ほ 
っ ロ 
や 心 析 
め 6 角 
ュ ミン つづ つ 
ね る 
皿 W せ 
虹 菩 親 
うみ 人 
で te 
19 
も 
台 
りり 
公 
本 1 
e き 
ロ 
臣 
中 
ピ 
や 
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区 @ 憶 ・ 過 か 


11G 個 幅 時 多め 生 つく Ss や 
嘩 弄 朱 SG 湿っ さや の G 選 で 罰 くる や や で 


ON 計 ひ つ 包 藍 @ 団 や GS11G 個 りく で や " 


や 雄 。 人 則 
WS 則 GG ,S で 
ミ 葉 て 大 遂 コ ン 昌 
的 / つ 1 拓 /@ セ 軸 
せき で さ しゃ を に 
ミ 杏 計 レロ S 北 人 | 
8 。 ピ | ン 編 表 FO 
表 厩 な ドル 層間 の 較 
9 / コ SG や = 医 。 人 
加代 婦 モ も 色 遇 や 所 
固く 時: まま くま 振 


昆布 は 、 仕 切り 代わ り に 


使っ て も 。 


無 補 


11S 凡 人 据 慰め くさ や 

畠 つ 合 9 ae50asSS 虹 天 人 中 で や の 括 GS や" 作 選 を 下 ご 事 ) や @ い " 
民 員 ご 型 と る 選 つ 2 名 編 党 m っ 公 代 の つっ で で りう 6 や "| 

っ Q 2 で SS 或 人 の" 塚 っ p 人 SS や" 


六 肖 せ 共 @ 党 人 反 天 つい やす や っ 変 半 じゃ " 史 

岬 本 人 選 公 時 固 や "0 だ 4 唱和 で ro 信 合 民 で 
ペ ズ や 人 計 PP つ nASo つ Ss キ os あて 
閉じ る ちる で 剛司 だ で "日 求 つ 守 全 で 弦 信 りつ で ym 軸 剛 


ころ どこ ろ に 差し 込む 
に な り ま す 。 


クセ ント に 


に ん じん は 全体 に 散ら し 、 絹 さや 
ろ ど 
ア な 


は 3 枚 ずつ と 
と 


で 王 0 で zo" 仙人 0 スウ かー 
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特別 広告 企画 


回 家 つ ね Q Q で つら" 
絆 介 舞 つ 区 じゃ 避 で つっ " 
喪 へ 時 8” で 委 時 けり htoRRSYSt0” 


億 回 人 RQ 選 や 志 や IO りつ 人 S じ 07 
っ 0 や p つ ぜ せら) 普 交 0 
乾 訣 民 Q 人 Qt0 の 0P じ 0G 相 交 申 人 S6 つ ? 


叶 表 入鹿 G 幅 雨天 N く や ヘー て ロ 
6 旭 皿 遍 Q) 抽 陣 せ や 


る Sin セー 8 
NN、 


斉藤 由利 子 提 影 kumar( 御 福 餅 本 家 )、 三 浦 英 徐 デザ イン ニナ カミ ツ デ ザイ ン 


… 文 = 


御 福 餅 本 家 が ある 二見 浦 に 寄せ る 波 を 館 で 表す 「 お 福 餅 ] 
に 入れ た 「 お 福 包み 餅 ] ( 奥 ) は 、2020 年 に リニュ ー ア ル 。 左 より 
ココ ア 、 プ レー ン 、 き な 粉 の 3 種 。 御 福 餅 本 家 プ ロ デ ュ ー ス の 東京 ・ 
神楽 坂 に ある マリ アー ヌ で は 、 お 福 餅 は じ め 、 伊 勢 の 味 を 楽し め る 。 


ゃ マリ アー ヌ 
東京 都 新宿 区 神楽 抜 6-58 RITZ 神楽 坂 2 階 03-6280-7744 
W11 :00 一 18:30 (LO.) ⑱ 第 2・4 月 曜 ( 祝 日 は 営業 し 、 翌 火曜 休み ) 
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税 を 済ま せ て 陸 む の が 正式 。 こ 低 の 
現在 は 、 二 見 尋 玉 神社 を 参 の が を 
拝 し て 無垢 太 草 (むく し お くさ ) シ 魅 了 
を 授かる 浜 参 宮 が 主流 と な っ ジ 少 双 
て いる 。 参拝 後 は 御 福 餅 本 ブ 的 を 
家 へ 。 つ くり た て の 味 で 英気 2 な 呈 
を 養い 、 外 宮 に 向かお う 。 な ハ し 
味 1 人 箇 

剤 全 元 文 = ッ 

と と お 福 餅 温 贈 ち 
る 吟味 了 も 6 ょ 
ぢ 1 を 重ね た 小豆 は 北海 道 。 ) 刀 っ 
人 産 き た ろ ま ん 、 も ち 米 は 北 。 も た と 
移 海道 産 は くち ょ う も ち を 使用 。 おぉ 方 し 
エー ジレ ス 包 装 に より 消費 い が た だ 
信 期限 は 製造 日 を 含む 7 日 を 実 ” し 思 心 
現 。8 個 入り 750 円 、4 個 い ゎ 人 
入り 480 円 。 配 達 ぷ を を い 。 つつ コ ず い 
軸 @ 1] エリ ア も ある の で 要 チ ェ ッ ク 。 お ほ が 
Sa 請 旭 | な お 、 お 福 包 み 飲も オン ライ 補っ きま 
ショップ で 購入 で きる 。 魚 う 
* 御 福 餅 本 家 オ ン ラ イン ショ ッ プ の ヤセ 
https://ec.ofukumochi.com/ る る い 


@ お 問い 合わ せ ノ 御 福 餅 本 家 い 0596-43-3500 (無休 9:00 一 17: 
三重 県 人 勢 市 二見 町 茶屋 197-2 https://ofukumochicom 
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東京 都 中 央 区 銀座 5-4-8 カリ オカ ビル 4 階 

て 03-6215-9544 

ざ 12:00 一 13:00 (LO.) 18:00 一 21:30 (LO.) 
@ 晶 曜 祝日 (祝日 は 不定 休 ) 

http://www.kojyuJjp 


奥田 透 s ん 


「 銀 座 小 十 」 店 主 。 ほか に 銀座 と パリ 、 ニ ュー ヨー ク に 計 
5 店 舗 を 展開 する 。「 薩 州 赤 束 馬 極 味 の 順 ] は スト レー 
ト が 好み と か 。「 ア ルコ ー ル 度数 の 高 さ を 感じ させ な い 、 な 
め ら か な 喉 ご し 、 濾 厚 な 風味 が 気に入り まし た 」 と ご 満悦 。 


り 焼 き 上 げ て あ 
焼き な の で 、 藻 
、 お いし さ の 


馬 極 味 の 電 」 と 対 財 す る 見 事 な パ 


藤 州 赤 人 馬 極 味 の 筆 


赤 玩 馬 ブラ ンド の 最高 峰 に 君臨 する 本 格 芋 焼酎 。 ア ルコ ー ル 度数 35 度 な が ら 、 じっくり 熟成 
させ る こと で 、 こ れ 以 上 な い 飲 みや すさ と 重厚 感 の ある 旨味 が 特徴 。720mg 5000 円 、 1.8 
4 ン 1 万 円 ( 税 抜き )。 ブラ ンド サイ ト に ある お 問い 合わ せ メ ー ル 、 ま た は 藤 州 演 田屋 伝兵衛 の 
お 客 様相 談 室 に 電話 する と 、 最 寄り や 通販 を 実施 し て いる 酒販 店 を 紹介 し て くれ る 。 


e 赤 兎 馬 ブ ラン ドサ イト 
https://www.sekitoba.co.jp 


バラン 


鹿児島 ・ い ち き 串 木野 市 に ある 薩州 演 
田屋 伝兵衛 が 手がけ る 本 格 芋 焼酎 。 三 
つの 蔵 が あり 、「 赤 兎馬 ] を 造る 伝兵衛 
蔵 は 、 木 桶 蒸 留 器 や 窟 仕 込み な ど 、 音 
な が ら の 技法 を 守り 続け 
る 。 こ の 蔵 に 「 赤 兎馬 」 
が 誕生 し た の は 20 年 ほ 
ど 前 。 鹿児島 産 の 黄 
金 千 買 、 雲 峰 ・ 冠 岳 
の 伏流 水 を 使用 する 逆 
摩 焼酎 で 、 白 部 で 仕込 
み 、 常 圧 蒸留 する 。 極 
め て フル ー テ ィ ー な の に 
実に 飲み ご た え の あ る 
旨味 。 こ の 奥深 い お い 
し さ の 秘密 は 、 秘 伝 の 
濾過 技術 に ある 。 


@ 商品 に 関す る お 問い 合わ せ ノ 薩州 演 田 屋 伝 兵 衝 お 客 様相 談 室 \0996-21-5260 (平日 9:00 一 17 : 00) 
お 洒 は 20 歳 か ら 。 飲 酒 運 転 は 法律 で 禁じ られ て いま す 。 飲 酒 は 適量 を 。 妊 娠 中 や 授乳 中 の 飲酒 は お 控え くだ さい 。 
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「 鹿 児島 黒 邊 ]「 鹿 児島 黒 豚 ] 「 黒 さ 
つま 鶏 」 を 味わえ る JA 鹿児島 県 経済 
連 の 直営 店 。「 鹿 児島 の “ 黒 ” は 旨 さ 
に イン パク ト が あり 、 食 べた ら 忘 れ られ 
な く な る ん で す 」 と 料理 長 の 佐 潟 正志 
さん 。 特に 牛肉 と 豚肉 を 迷う 人 が 多く 、 


両方 味わえ る ミッ クス を 用 意 し た と 笑う 。 しゃぶしゃぶ 、 す き 焼 き を 押さ えて 一 番 人 気 の せ いろ 燕 し 。 
藻 す の で 旨味 を 透 すこ と な く 味わえ る 。 「 鹿 児島 黒 牛 ]」 リブ 
ロー ス 肉 、「 鹿 児島 黒 懇 ] パラ 肉 、 肩 ロー ス 肉 。 野 菜 も ほ 
と ん ど が 鹿児島 か ら 直送 。 


昌 鹿児島 と 銀座 の 「 華 

選 蓮 ] で ニ 余 年 、 鹿 

児島 時 邊 を 見 守り 続け 

% 席 児 島 華 夢 銀座 店 て いる 料理 長 。「 肉 の 
東京 都 中 央 区 銀座 8-8-8 銀座 B88 ビ ル 9 階 クオ リティ ー が どん どん 
て 03-3572-3153 上 が る の を 間近 で 感じ 
@⑱11:30 一 13:30(LO.) 17 : 30 一 21 : 30(L.0.) て きま し た 。 焼い て も 違 


つ 日 曜 祝日 
https://gdib300.gorpjp 


い は わか り ま す 。 まだ ま 


だ 進化 し ます よ ]。 ' 


存 分 に 堪能 する な ら 篤 テー キ が 一 番 だ 


大 切な 方 に こそ 「 鹿 児島 黒 生 ] で 決め る !! 


「 鹿 児島 黒 生 の オン ライ ン シ ョ ッ プ 。 それ ぞ れ に 特色 が あり 、「 鹿 児島 黒 豚 ] と の 潜 け て し まい 、 べ ろり と 平ら げ ら れる 。 が う 
セッ ト な どの 欲張り な 垂 光 も の まで 多数 あり 。 ス テー キ は うれ し い 、 で も 、 し ゃ ぶし ゃ ぶ 、 つり 食べ た 満足 感 の 高 さ も うれ し い 。 ま 
すき 焼き も 捨て が た い ……。 大 い に 悩 ん 々 で 、 贈 り 先 へ の ベス ト を 見 つけ よう 。 た 、 脂 の 少な い ヒ レス テー キ も 人 気 を 
分 する 。 極め て 柔らか い 肉 質 か ら は 肉 
ゃ の 旨味 が あふ れ 出す 。 い ずれ も 焼き 方 
e JA 府 児島 県 経済 連 「 ふ る さと 便 」 は ミディ アム レア が ツ 
https://furusato.karen-ja.or.jp 還 
099-258-5443 (9:00 一 17:00) 
鹿児島 黒 邊 と 鹿児島 黒 豚 、 黒 さつま 鶏 を ライ ン ナ ッ プ 。 [鹿児島 黒 邊 ]」 で は 、A5 等 級 の 牛肉 か ら ス 
テー キ と し ゃ ぶし ゃ ぶ の セッ ト な ど を チョ イス で きる 。 カ レー セッ ト も 人 気 が 高 い 。 ま た 、「 華 蓮 ギフ ト ] で は 、 
A5 等 級 の 鹿児島 黒 邊 と 鹿児島 黒 孤 を 味わえ る 直営 店 「 華 蓮 ] の 味 を 、 品 格 の 褐 条 入り で お 届け ! 


* ナン チク 「 鹿 児島 の お 肉屋 さん 」 


https://nanchiku029yasan.com 


画 0120-85-1129 (9:00 一 17:00) 

鹿児島 黒 牛 と 鹿児島 黒 豚 、 黒 さつま 鶏 を ライ ン ナ ッ プ 。 生肉 の ほか 、 ハ ンバーグ や 黒 懇 の 惣菜 、 
ハム や ペー コン な どの 加工 品 な ど 、 魅 力 的 な アイ テム も 大 充実 。 牛 や 懇 の ホル モン も あり 、 つ いつ 
い 自宅 用 に も 買い 求め た く な る 。 ギフ ト で も 自宅 用 で も 、 パ バラエティ ー 豊 か な セッ ト 商 品 は 要 チ ェ ッ ク 。 


ゃ JA 食肉 か ご し ま の お 肉屋 さん 


http://j-syoku.karen-ja.or.jp 


て 099-258-5225 (9 : 00 一 17 : 00) 

「JA 食肉 か ご し ま の お 肉屋 さん ] は 、 和 牛肉 格付 け 最高 ラン ク の A5 等 級 の み を 扱う 、 鹿 児島 黒 牛 の 専 
門 店 。 部 位 や 食べ 方 で 最適 な ギフ ト を チョ イス で きる 。 ま た 、 鹿 児島 黒 牛 と 鹿児島 黒 朋 を 扱う ギフ トカ ー 
ド 「 撰 ] は 、" 選 ぶ ワ クワ ク 感 " も お 届け で きる カタ ログ ギフ ト 。 3 万 円 3000 円 の 5 コー ス が ある 。 


代 「 華 蓮 ] で は 、 ス テー キ は 塩 で 食べ る こと を お 薦め の し て いる 。 

語 証 JA 鹿 児 鳥 県 経 所 ⑯) 業 味 は わさび 、 花 良治 胡 枝 (けら じ こし ょ う ) 。 喜界 島 だ け 

ーー に 育つ 花 良治 みか ん の 移 や か さ が 、 牛肉 の お いし さ を そそ る 。 
家庭 で は 柚子 胡 概 で お 試し あれ 。 


@ お 問い 合わ せ /JA 鹿 児島 県 経済 連 い 099-258-5411 (平日 8 : 30 一 17 : 00) https://wwwr.karen-ja.orjp 
ナン チク て 0986-76-1186 (平日 8 : 30 17 : 30) https://www.nanchiku.co.jp 


ネギ トロ 


g(100gx 
10 袋 )6980 円 。 
回 汰 国 株式 会 社 紀伊 
長島 三重 県 北 泊 
回 8 身 郡 紀北 町 長島 
2064-2 
て 0597-47-1108 


http://kiinagashima.coJp 


雑炊 が お いし く な る 漁師 の 黄金 比率 と し て 、 
アラ と 身 を 3 対 2 に 。 本 クエ 鍋 セ ッ ト 500g 
6480 円 。 ※ 調 理 例 の 野菜 は 含ま れ ま せん 。 


“ 幻 " と 呼ば れる 
本 クエ の 賛 沢 な 鍋 ! 


旨み の 深い 上 品 な 白身 に 、 ア ラ か 
ら 出る 濃厚 な だ し 。 皮 と 身 の 間 に 
ある コラ ー ゲ ン も トロ ッ と し て 、 
これ また 絶品 。 ク エ 100% 遺 伝 子 
の 稚魚 を 、 清 浄 な 海域 で 抗生 物質 
な どの 薬剤 を 使わ ず 、 丹 精 込め て 
育て 上 げた 本 クエ だ け を 使用 。 ク 
エエ 本 来 の 味 が 楽し め る 。 


澄ん だ 海 か ら 届く 
牡 開 の 芳 酔 な 甘み 。 


全国 有数 の 牡 箕 の 産地 ・ 呉 市 音戸 
町 。 そ の 瀬戸 内 海 の 澄ん だ 海水 で 
育ち 、 独 自 の ろ過 海水 設備 に よる 
浄化 工程 を 経た 「 美 浄 生 牡 六 」 は 、 
臭み が な く 、 牡 婚 の ダイ レク ト な 
甘味 た っ ぷり 。 品 に 含め ば 、 プ リ 
プリ の 食 感 と 旨み エキ ス が じゅ わ 
っ と 広がり 、 豊 か な 余韻 が 続く 。 


その まま 生 で 味わっ て 


「 美 浄 生 牡 辛 」 むき 身 700g と 零 付 
き 7…10 個 、 か きめ し の 素 1 袋 が 
入っ た 詰め 合わ せ セ ッ ト 4600 円 。 


ソテー、  W 中 野 水産 広島 県 中 市 音戸 町 高須 回 
人 キ ソ チー、 3-14-6 て 0823-52-0401 前 
http://nakanosuisan.shop-projp 国 


お 取り 寄せ クル メ 


。9h 二 目 S 水 可 基 所 へき ow 汗 S 計 と の ー ト 
一 らら ー(mOoOー) 語 と ーー 所 NINEN 


材料 は 国産 を 使用 。 自宅 の オー プ ブ 
ン で 焼き 上 げ る タイ プ と 、 電子 レ 
ンジ で 加熱 する タイ プ か ら 選 べ る 。 


回 球 回 @ ラ ザ ニ ア の 宅配 便 
誠 党 SG キキ 愛知 県 瀬戸 
国司 3 市 品 野 町 6-74-2 


て 0561-86-7035 
https://kiki.lasagnaJjp 


イタ リア 家庭 の 味 ・ 
ラザニア を 手軽 に 。 


ジュ ー シ ー で 風味 豊か な ミー ト ソ 
ー ス と ホワ イト ソー ス 、 も っ ちり 
食 感 の パス タ 生 地 が 織り な す 自 家 
製 ラ ザ ニ ア を 冷凍 便 で お 届け 。 手 
づく り の 受注 生産 ゆえ に 到着 まで 
最短 3 一 4 日 か か る が 、「 で きる 限 
り ご 要望 に お 応え し ます の で 注文 
時 に お 聞か せく だ さい 」 と 店 主 。 


鍋 も 刺 身 も イケ る 
高 鮮度 の ズワイ 蟹 。 


水揚げ 後に 急速 一 結 さ れ た 高 絆 度 
の ズワイ 蟹 を 使用 。 生 と ボイル の 
2 種類 か ら 選 べ て 、 生 は 処 鋼 、 辻 
し ゃ ぶ は も ちろ ん 、 刺 身 も OK だ 。 
ぎっ ちり 詰まっ た 艶 や か な 蟹 身 を 
類 張 る と 、 ト ロリ と 濃厚 な 甘み が 
引き 立つ 。 半 むき 身 な の で 、 ハ サ 
ミ 不 要 で 食べ や すい の も 嬉し い 。 


500g X 4 バッ ク 入 り で お すそ 分 け 
に も 便利 。 1 バッ ク は 鍋 2ー3 人 前 。 


@ 匠 の か に シー フー 

ド 本 舗 大 阪 府 吹田 国 * 只 回 
市 江坂 町 1-17-26 
エス プリ 江坂 7 階 。 国 避 wm 
て 0120-920-698 

オー ダー 専用 
seafood-honpo@seatrust.coJjp 


*H 


。M 思 mm 一 掛 一 NON 。( 荘 ) ロー 守 通 中 肛 
の の の ーI い 古い 忠 へ へ 3 注 取 3 モーx . 杯 王 氷 


※ 価 格 は 注釈 が ある も の 以外 は 税 抜き で す 。 お 客 様 の 個人 情報 は 商品 発送 他 各店 舗 の 案内 以外 の 目的 に は 使用 致し ませ ん 。 
※ 通 信販 売 の 場合 の お 支払 方 法 、 送 料 、 返 品 ・ 交 換 に つい て 、 ま た ご 注文 か ら お 届け まで は それ ぞ れ 異 な り ま す の で 名 店 舗 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


厳選 スパ ー ク リン グ で 

乾杯 シー ン が 華やぐ ! 

フラ ンス 各地 で 築き 上 げた ネッ トワ ー ク を 
駆 使 し 、 契 約 シ ャ トー か ら 直 接 買い 付け た 
個性 も 泡立ち も 豊か な スパ ー ク リン グ ワ イ 
ン が 5 本 セッ ト で 揃い 踏み 。 ミ シュ ラン 星 ニー 
付き レス トラ ン で 提供 され る 銘柄 と あっ て 、 の ーー 
高い クオ リティ ー を 実感 させ る も の ば か り 。 清 


いく る プン ング 


@ オ ー ル ドビン テー ジ ・ ド ッ ト コム 回 高 回 
東京 都 中 央 区 京橋 2-2-1 京橋 エド グラ ン 20 階 
左 ノ 「1688 グ ラン ・ ロ ゼ 」。 右 /「1688 グ ラ て 0120-429-812 https://wwwold-vintage.com/dms/ 回 府 き 


ン ・ プ ラン 」。 各 750ml、3900 円 。200ml 
の ミニ ボトル や ギフ ト セ ッ ト 商 品 も あり 。 


ら ス 

3 

業 有 

和 E*pA、 を rsAse ノン アル で 楽し な 見 シ 
も 楽し め る na 0.00 %。 S 

アルコール 度数 | 上 % スパ ー ク リ ッ ング 3 

に る コ 

1688 年 に シャ ン パ ー ニ ュ 地 方 ゆか 前 3 

り の 司教 が つく っ た レシ ピ を 復元 し 四 8 

た 、 フ ラン ス 産 ノン アル コー ルス パ 先史 

ー ク リン グ ワ イン 。 華 や か な ミュ ス 拓 

カ が も た ら す 優し い 甘 み の 「1688 前 押 

グラ ン ・ ロ ゼ 」 と 、 フ レッ シュ で バ ※ そ 

回 記 回 YELL ラッ \ の 「 ラ E 

可 人生 人 ラン ス の よし 味わい の 「1688 グ ラ 3 

回 町 4-7-5-1002 ン ・ プ ラン 」 の 2 種類 が 。 ! か 


て 03-6261-2877 
https://1688.officiallec 


年 末年 始 の 


宝石 箱 の よう な チョ コ 
レー ト 詰 め 合わ せ AB- 


15(15 個 入り )2780 老舗 シュ コラ ティ エ が 贈る 、 


円 (税込 )。 詰め 合わ せ 


は 960 個 入り に 対 碑 沢 で 填 や か な ど 秦 美 。 


応 。 ほか に も チョ コレ 


の 福岡 の 閑静 な 住宅 街 ・ 浄 水 通り で 、40 年 に わた っ て 
が 多彩 に ライ ン アッ プ 。 愛さ れ 続け る チョ コレ ー ト 専門 店 。 ス イス ・ マ ックス 


フェ ルク リン 社 より 原料 の クー ベル チュ ー ル チョ コレ 
ー ト を 自社 輸入 し 、 博 多 港 に て 陸揚げ 。 ヨ ー ロ ッ パ の 
伝統 的 製法 に 日 本 の エッ セン ス を 織り 交ぜ た チョ コレ 
ー ト や ケー キ は 、 香 り 高く 、 と ろ け る よう な 口 どけ と 
深い コク の ある 味わい で 、 ま さ に 格別 の 一 言 。 


ヨー ロッ バ パ 伝 続 の クラ 
シカ ル な チョ コ か ら 、 

新しい 技術 を 取り 入れ 
た トレ ンド チョ コ ま で 。 
ー つ 食べ る と 、 も ぅ 一 
つ 食 べた く な る ! 


@ カ カオ ロマ ンス 四 
福岡 県 福岡 市 中 央 区 浄水 通 5-12 ド 
て 092-524-1288 FAX092-526-1224 穫 時 
https://cacaoromance.wixSite.Com/cacaoromance 


by AD-SOUKEN 
この ペー ジ に 関す る お 問い 合わ せ 画 0120-938-127 
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らい c 和 中信 h ロト 突 旧 バム 吊 現 つ 
っ 2 で ハー て 公記 淵 豆 王 当 |” 箇 展 
祭 問 こめ で が つ SS 某 選 GS 王 
も -o′ 感 党 雅 X^ ミ ーGS さ 人 な 
で A で ハー を 放 粘 和 思 か 
AN か と NKKANN で AN。 宝 宮 人 
言 つ りー 補 ゆ 26 つ ) 蜜 戸 人 S つ や 
りや る さっ の 引 や 語 
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EE 


ニュ ー を 楽し ん だ 。 


クラ ウド ファ ン デ ィング で 募っ た 「 ル ・ コ ッ ク 」 で の 


食事 会 を 開催 。 そ の 日 限り の 特別 メ 


つ QQ や つや てく て 史 詞書 や 
で 忠 現 や や 。 の s 生 さっ 束 畠 千 史 室 
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お 所 論 旧 人 6 陵 つ o 加 性 家 り ら る 人 


補 ち So ふ ト くさ 絶 守 邊 や 密 似 わり) 忠 澄 


音楽 ライ ブ や 編集 


リア ル 参 加 と オン ライ ン 参 加 で 開催 
長 に よる トー クイ ベン ト を 企画 中 。 


する 新年 会 で は 、 


つっ や" 

めで 間欠 天 寂 嘱 @ 洛 交 堂 で 
「 納 捉 中 店 ホエー」 品 計 園 "「 呈 性 G 
そ 局 寄 族 書 ポ や S 着 忌 め 具 」 人 還る 
忠 更 つり 2 本 所 寄 移 脱 で 信 話 肢 
臣 べ や Q「 て 羽 実 宙 悦 衣 天 」 を る 選 
実 民 王 認 や *@ ト ペーー や 部 昌 つ が 
征 ( 玉 S・ 呈 意 謀 大 へ ミー や )" 


) う ) 約 守 人 定 ぐつ 人 つ % や ーー 


「 食 いし ん 坊 倶楽部 新年 会 」 第 一 弾 


(東京 ・ 秘 密 の 場所 


都 道 府 県 ナイ ト 第 一 弾 高知 編 


* 1 月 9 日 は ) 
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* 開催 日 未定 


新年 か ら 参加 者 が 実際 に 集まり 飲食 する イベ ント も 
順次 行なっ て いく 予定 で す が 、 状 況 を 見 な が ら 慎 重 


※ そ れ ぞ れ の イベ ント 詳細 は メル マガ に て 配 


小 人 数 の リア 


ル 参 加 と オン ライ ン 参 加 を 併用 し て 開催 いた し ます 。 


な 判断 と 厳重 な 安全 対策 を 取り つつ 


また は | 食い し ん 坊 倶 楽 部 | で 検索! 
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WG 由 釘 じ Sn レベ く SG 災 " り A 公 
| 剖 じ 玩 的 求人 S で で" 大 修め "「 選 
画 民 」G 英 時 ロ ′ 怠 件 の SON ト へ RS で 
っ QG お せり) で で G 圭 超 @ ポ の GS 

尋 SKK 避 吾 軸 楼 ば 暑 條 款 @ 英 周 公 遇 
で し WW 玉 7 て イト 、 じ SO" 選 画 や で 
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WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
男 較 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AVXLI 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


せきや ヤ 革 代 時 着く ぐ ミ ・ せ 
Hv 六 一 KK 斉 科 寂 GRNINAKY 衝 で や で 
選 据 和 下 情 間 く つ he 調 昭和 Q 角 祥 交 据 
皿 ste 修 國 く / 馬 坦 忠 め 協 罰 め 現 窟 概 記 
つ で 上 能 や " 親骨 上 訳 区 W で 刀 仙 周 G 
志 下 W 駅 むし っ や で ち し し Ce” 熊 昌 
仙 妥 G 和 てい 穫 由 到 で せり きせ る っ ? 

WW で し め 履 古 唱 蝶 6 で を 出羽 人 
や 軌 弄 GJNK エ て ロ し 趣 く 豆 大 映 選 光 
性 し 陽 く じい し で "poN で 穴 百 
軍 じ 思 で で" 据 押 く G 地 周 し 代 咽 や お 7 
里 め 取っ 国 OO 臣 し つ 人 旨 で パ 栓 
で ざっ 心 写 8 自公 革 つ 了 や ? 

で oco= う G | 玉 玉 玉 引 中 叩 しめ 
リ り G 選 て NG 共 所 移 現 編 つ し っ GT My 
で 志 写し 片 虹 や で で で 天 AH 
ト せ 場 中 中 昌一 人 G 率 つつ? 
皿 尺 握 條 時 お 句 必 入選? 

「 四 還 G き っ 彫 計 SS" を で し 史 し を 
じ し” WWG 避 や 員 つ パ 」 

肪 冊 羽 し め 近 選 選 し め 尽 や で じ e 季 せ 
訪 つ " 弟 ぐ 管 人 SO 6 や で 穫 箇 人 he? 
WW っ や ずり Q じ 習 和 麗 い っ " 羽 画 も 
SSM 「 皿 是 公 人 っ 」 や /「 振 じ W 
で っ 」G 輝 し せる っ 尿 
「 提 昌 遷 G 牌 間 | 局 装 お や NO ロ 8e」 


っ 
っ" 


「MKNGM 状 事 潮 せ 餅 も 中 暗 選 
ヨ つつ 屋 te ロ 3 

86 補 の CD" NG 語 民 六 中 じ 葉 
や ゼ 好 じゅ め ′ 迫 つ っ 箇 公 叫 公 で 装 父 S 
マン 記さ 抑 tQ* 

所 @ 隊 Wo 択 ざっ 心 ” 庄 肢 べ G 政 短 店 
で Ne 圭 接 せ で し 11O 斑 時 握 芝 掛 つじ っ 
Ne" 悪 っ 臣 陰 陣 や YONeIR 入 せ K 他 SS 民 
ーhA" リリ 上 隊 つ 6 叫 忌 む JG や や" 
「 ポ ー ト へ 将 孤 己 泡 陣 人 篤 で 」 

Win 回 隷 G「 て ロト いふ ロ 」 し 
せ ^ 急 W 棋 起 G こ へ し 由 ろ し っ ゼ "NG 
遇 鎧 公 ぐ リハ イィ 若 玉 じ 工 記 つや 7 
SE さい FE: こめ や ざく た と さこ 
公 ぐ つ で つ で やつ 披 ン "寺下 G 攻 所 じ 人 SKY 
「 弄 っ つい Q っ 画 陣 や や 公民 富 じ ote? 」) 
GS 部 っ 臨 限 信吉 所 じ レン で ゼ で し セ 」 

EE て な (に さく だ よさ こい 
皿 お G 嘱 じ WNIN へ KK” 目 G 雨 
et0)J" つじ し 邊 さ ゼ レセ で で 選 埋 
交 選 駅 む じ 公 要 的 尽 二 つ ” 四 近 司 
SeK・IN・77 日 ロー て し St リリ 
や や ? 下 氏 人 る 1 時 皿 " 政 生 移 因 いじ 
SC で ミホ エド KAVEY 
「 征 させ じ 玉 信人 Q 介 幸人 っ せ お NeG」 

や 公 代 IIO 財 邊 剛 0 代 つ "8 
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8 人 SG 鱗 定 き めで つっ っ 
所 外し め 玖 て 洋 天 く 回 や 
款 @ 具 療 史 幼 シン つ 公 計 う …… ざ っ う 避 お 
し 「 選 画 地 」G 臣 陣 ロ 8 四 記 GS 時 
や で 尋 民 つじ っ せる 候 剖 撤 誤 G ふ 日 
ヾ トト 公 現 玉 KO) の ロ Sne" 

直 路 志 珠 宮 せ 肛 で No 友 志 っ 尾 せ 胃 で S 
っ "つい 騙 財 畑中 記 規 四 め 六 HN 量 KR 押 
で 由 羽 っ " 歯 採 志 っ 玉 で ※ 和 を 直 申 
WW 志 で 刀 界 据 換 NO やめ 厄 国 澤 
STNINN や ( 吉 緊 ) 選 力 や じ 人 お 8 窯 
っ 映 唱 人 ” 選 台 倫 G 衣 せる で っ 択 写 じ 
下 過 で 人 吉 環 換 さ や Ke" | 所 G め 
條 全 p 財 上 り つき っ ポロ 8 つい きせ 「 層 
錠 選 他 Ne」 つ っ 心性 居 G 周 園 め SN" 

載っ 尽 い し 外し の GS つ ? WWG 映 
只 座 肢 尽 人 WS 「 の めで の 人 8 うつ マ 」 
SG 人 SNe" 論 擦 G 世 交 臣 二 た 博 
GS 弧 族 G り "NRNIN で く へ AG 十 じ 包 
ロ や 馬 S 作 で 臣 採 G ヘ トー ロワ 域 
8 串 洋 公 禁 や つ " 半 公 所 醒 じ し 居 
坦 む 3 せ / 遷 G 帆 さ 公 | 陣 訓 避 半 0" 

全 " 導 較 GNINAK 変 軌 せ 訟 申 め 形 四 


や 凡 堤 窟 め 舗 抑 WW で で 閉 や つじ っ ぃ 7 


押 己 G「 翌 画 販 」 ロ 8 )G 臣 陣 じ 嘆 や 
選 坦 む じ WIRAK 修 周 人 SN" 


Pcefe7 
27777 


「 ふ K て INAG 過 帳 徳 吉 レ セ 」 

中 忠 責 NeNINAK 式 晃 く G 翌 6 
せ で で せ ン 公 る で 環 Wone 拉 wwh 直 
人 S 区 つ し WW ゼ 鶴 猪 ボ や で 刀 ? 時 攻 ・ 指 届 
し 旬間 St@ さ KA 羽 箇 ね 「 ロ キミ 」 
性 還 "SS きり 等 re 坦 め きっ 二 
恥 四 SGNWSc で つり 屈 避 ? 
St:t くだ 

出し じ 求 や ン レ っ っ うつ 幅 で で の リリ ビ 
の 斉 や さめ に 中 補記 むり 。 了 む ロン 8 
っ "NM で や お も 円 | 時 "人 6 娠 瑞 も くせ 
牙 陣 し 淫 ぷ や 二 量 中 層 志 的 地名 国 陀 
避 員 じ 翻 系 選 弄 く 咽 っ ′ | 呈 | 尺 県 
ン 到 っ じ 療 瑞 ロ に ヤキ ロキ ー ト つじ っ to 
村 人 SS NOT TAN・R 
ー・ や か ト へ ( 震 @G 橋 hY へ 打 別 点 ) 提 虹 
葉 じ 年 さ ^ し WW 豆 じ 交 岬 くし めぐ うっ やせ っ" 
SS ぐせ さ G ホ ーJK ロ 7” 韓 GSGKN ユ 
で し 好 胃 じ 志 世 KG 出 相 称 由 選 し 堆 
記 や っ? 尽 パ さ 皿 償 公 めで トビ 角 S 直 
つや っ うっ" 選 較 伸 終 " 人 S で め 軌 で 


っ ^ し WW じ っ S っ " 

「 介 p 四 幅 で で くし さっ で し ゃ 」 

媒 画 SG 「 の いう 」 お 8 貞治 で 中 WOtG 
りつ 人 ン ” 振 旧 じ WS っ 能 公 癒 玖 仙 
時 ベレ っ も や じ っ NoG 公 の め つ で きっ " 


夜 1 万 1000 円 て (サー ビ 


(L.0.) 人 @ 水 曜 第 1・3 火 曜 年 末年 始 12/31-1/6 色 コ ー ス 昼 9000 円 ー、 


北島 亭 東京 都 新宿 区 三栄 町 7 JHC ビ ル て 03-3355-6667 予約 制 価 11:30 一 13:30(L.0.) 18:00~19:30 
ス 料 別 ) カー ド 可 人 W18 席 禁煙 JR・ 東 京 メト ロ 「 四 ツ 谷 駅 」 よ り 5 分 


| dancyu JANUARY 2021 
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= キミ =ー 


銀座 ウェ スト の ひみ つ 
木村 衣 有 子 
京阪 神 エル マガ ジン 社 /1600 円 


「 名 物 ・ リ ー フ バイ の 葉脈 は すべ て 
手 作 業 で 描か れ て いる 」。 それ は 「『 銀 
座 ウ エス ト 」(125 ペ ー ジ に 登場 ) の 


* ひ みつ "の 、 ほ ん の 一 部 だ 。 社長 、 
本 店 、 工 場 そ れ ぞ れ の 働く 声 を 聞き 、 


ひみ つ を 収集 。 筆 者 の 行き 届い た 視 
線 と 、 や わら か な 筆致 を 通し て 語ら 
れる と き 、 名 店 が 守っ て きた 「 真 撃 
さ 」 が くっ きり と 見 えて くる 。 


人 


野地 秩 
紀和 舎 /495 幅 


伝説 の 店 「 キ ャ ン 
に 登場 ) を 生ん だ 


アマ ゾン の 料理 人 
世界 一 の * 美 味 し い "を 探し て 
僕 が 行き 着い た 場所 

太田 哲雄 

講談 社 /650 円 


「 自 分 が 楽し いと 思う こと 」 を 指針 に 、 


身 一 つ で 世界 の 厨房 渡り 歩い て き 
た 料理 人 ・ 太 田 哲雄 さん (46 ペ ー ジ 
に 登場 ) が その 半生 を 描い た 


ド が 温 厚 か 
彼 の 食 へ の 飽く 
な き 探求 心 と 、 た くま し い 生 命 力 に 
圧倒 され 、 励 まさ れる 一 則 。 


と 出 送 


heee 


料理 の 四面 体 


玉村 豊 男 


史 ・ 梶 子 夫妻 と 、 店 を 愛し た 人 々 の 
ノン フィ クシ ョ ン 。 冒 頭 を 飾る 豪華 
な ポー トレ ー ト か ら も 「 単 な る レス 
トラ ン の 一 代 記 じゃ な い 」 と 直感 、 
全 篇 を 通じ 、 エ ネル ギー に 満ち た 時 
代 の 六本木 を 体感 で きる 。 "スパ ゲ 
ティ パ バジリコ" も 、 も ちろ ん 登場 。 


中 央 公論 新 社 /648 円 


アル ジェ リア 式 羊 内 シチュ ー と 、 フ 
レン チ の プ ブフ ・ プ ブル ギ ニ ョ ン と 、 お 
な じみ の 豚 の 生姜 焼き は 、 実 は ー つ 
の 同じ 料理 な の だ ー 一 。 初 め は 実 飛 
に 思え る 主張 も 、 ペ ー ジ を 繰る ご と 
に 不思議 と 義 に 落ち て いく 。 最後 に 
説 か れる 「 料 理 の 四面 体 」 が 頭 の 中 
に 構築 さ に は 、 今 まで と 違っ 
た 視点 か ら 料理 を 見 つめ られ る は ず 。 


文 = 編 集 部 


披 有 
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宣 
S 
計 
回 
国 
身 
に 
回 
党 


稼 ン "を 7 孝 Y)@ の うろ 心 鶴 @ 和 可 


地 K 共 補 ロ ト リ ー さ の つろ うい KA 人 SS ST epDSA NIS る 鞭 
ロ 盛 NO” て NNKー ュ ミー ペー や っ っ 交 っ 坦 陸 じゃ 人 S で 直人 Wo 人 So トト ー・ NN 
SB 生 8G 直 本 」 や 人 Sve 

罰 や きっ 全 守 っ ボー ペー や 刀 つ 


57 rk SN 音 め 直さ 放言 「 地 坦 や 超 Y お 2 話 団 」) お つ 
3「 に 皿 G 族 書 」 w 守 和紀 っ を 八 温 畔 じゃ っ る 完 う ついで 人 ト 
放 民 いり 和 So 中 ロ で” ボー ペー や 選 ホ ホー で SH NN や て 把 o 度 で 
SH N や て 層 民 公 党 織 め の で 全 で だ で SS ADopQ っ PP2 ベ ーー いう の 2 
に 0 トー っ つつ 38 呈 3ee 生 6 十 で Q >pB9eeS っ 旋 民 -o っ" 


坊 人 で 記 人 交 ン 6 


ホーG 引 激 っ ホホ ーー で SH や 


く ゆ なめ つり っ woo 守 

十 1* 千 bi 代 ン 公男 2 っ G 全 祥 つ 合唱 
in 完全 DS11 く SK マ な 奄 上 加 Do っ っ つや 避 ご り ゃ っ っ 7 
りり で の K エ ューーS 代 つの で 信 nAN HK テー の 話 民 や 1 マタ ホ ー ス 
つり 2Q つ いい ロ 9vo 公 。 福 羊 めで SD りり や 薄 ぐさ りう 2G 人 な 
ペー さや 2 光一 衣 記 計 補 で 3 半 作 党 べ 生生 遇 隊 話 國 を 球 玉 
6 抱く 各 時 持つ 字 重 を 移 侍 科 守 人 で 表 長 G 交 税 全 「 恋 
民 マ な GS 叶っ 管 珠 二 つ S 全 で 近 束 G 簿 戻り 直 定め 四 坦 選 庫 2 W 宗 旬 症 
人 四 補 や PS ンー” 出 携 @ や て りや 閥 で っ 層 ン " 

祥 - つ 5 「 人 所 話 弄 」 や ダ っ ヤセ @ 菩 っ か K マ ペー 会 党 
つつ で "「 福 迫 や Q 話 民 」 や 人 話 慰 で 公 和 人 %G 越 戦 め 人 QG 涯 人 る ぐ 旨 NPD っ 
りつ で 全 っ い つ けり Q 人 交 て GS 思っ くね G 明 凡 公 央 寂 朴 ee" 
で いり っ 放言 5「「 鈴 @ 並 幸 く Q 交 国 」 つ っ いか へ HK 
「 寺 く 


ー ロ 渦 寺 く GS ロ ーKー」 准 さ つつ お 誠 昌 GS 1 中 史 税 合 @ 赴 
※ ど ヴ 仙人 大 超人 で きせ つの 人 」 つ 抽 Nte 刻 賠 で " 
WG※※G 甘 い hG 到 間 層 守 当直 筆 り の 衣 合 め 
ヤ や 」 る く 移 昭 てく o」 つ っ いり けつ 衝 分 
い 研 ヾ 選民 潜り SS っ 2G つ 福 弓 や 選 yo 
嗣 口 代 人 で 祥 登り 嗣 っ P つ er 

立 迷 常 「 器 RI 
トコ つ 0 古寺 中 で 中 据 @ 宮 曲 ロ 
に AE 


「 生生 うい S 人 人 導 合 ウ る 


し ます 。 


た 


新刊 と し て 出版 され まし た 。『 銀 の 夜 』( 光 文 社 ) で す 。 よ ろ し く お 願 いい 


小説 が 、11 月 に 


た 


・ み つよ 旬 15 年 前 に 書い 


提 影 = 本 多 康司 


か ぐだ た 


人 @ こ の 連載 は 、 作 家 の 角田 光代 さん と 堀江 敏幸 さん が 交代 で 担当 し ます 。 
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】 民 FT 
レシ ピ 登 場 回 数 ラン キン グ 


dancyu は 30 年 間 で 多く の 方 々 に レシ ピ を 教え て いた だ きま し た 。 


料理 人 


5 公 昇 s ん 神楽 坂 し ・ マ ンジ ュ ・ ト ゥ ー」( フ レン チ ) 


た ん ひこ あき 


回 詩 彦 杉 さ ん ポ 折 ・ 銀 座 「 赤 坂 更 宮 」 中 国 料 理 ) 


野崎 洋光 き ん 西麻布 「 分 と く 山 」( 和 信 ) 


回 日 高良 実る 々 ん 者 アク アバ ッ ツ ァ 」 マ タリ アツ ) 
金子 波光 さん 西荻 窪 「 ビ スト ロ サン ル スー」( フ レン チ ) 


小野 清彦 さく ん 西 座 布 「 ダ ノイ 」( イ タリ アッ ) ss 


回 小室 光博 さん 神楽 坂 「 懐 石 小室 」( 和 食 ) 


回 斉藤 元 志郎 。 ん 赤坂 「 旬 香 亭 」( 洋 食 ) xs 小久保 茂 紀 さ ん 赤坂 赤坂 ま る し げ 」( 居 洒 必 ) 

回 山本 豊 ふ ん 吉祥! 竹 燈 山 房 」( 中 国 料 理 ) *。 前 沢 リカ さん 馬 場 東大 前 七草 」( 和 和食) 
和 知 徹 ミ ん 銀座 「 マ ルディ グラ 」( フ レン チ ) 中 野 治 生 さん 下北 沢 「 両 花 」( 居 洒 屋 ) 

回 神田 裕行 ん 麻布 十 番 「 か ん だ 」( 和 食 ) 久田 大 吉 。 ん 4 上 野毛 「 吉 華 」( 中 国 料理 ) xs 
林 高 太郎 さん 渋谷 「 高 太郎 」( 居 洒 ) 茂 出 木 雅章 ミ ん 日 本 橋 「 た い め いけ ん 」( 洋 食 ) 


ナイ ル 善 叫ん 銀座 「 ナ イル レス トラ ン 」(⑦ レ ー) 和田 利 弘 さん 銀座 「 バ ー ド ラン ド 」( 焼 人 
小林 武志 さん 三田 「 御 田町 桃 の 木 」( 中 国 料 理 ) 落合 務 ぇ ん 銀座 「 ラ ・ ベ ッ ト ラ ・ ダ ・ オ チア イ 」( イ タリ アン ) 
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集 来 陸 G ま さ 宮 2 る 韓 9 し 平 特 ほ 年 と 月 宮 合 ム 昇 は 過 ス 創 に 品 
と ち だ 敵 も ん " 今 す 人 国 9 て 松 集 み 料 < 5 < く 号 ~ 計 ・ さ = 去 夕刊 教 の d 30 
店 計 が 店 き 上 な 目 証 と 号証 E 利 25 さく 理 国有 当山 本 叫 の 2 た II に イ 当 2 え 四 レ 当 3 旨 年 
も み ま レ ッ 平 し の と 理 年 活 ん 包ん 研 号 に 還 や 理 | 回 日 に 太 ル 補 I で ショ 0 で 
提 に レシ プ 松 て 特 し ク み 11 武 は B 究 の 還 還 導 2 当 2IBIIKGI は E も 計上 y 記 7 
温 た に ピ C で レレ 全 BAIN2I ま 3 鐘 人 ハ 紅 場 ロ リン きじ ニニ S を ul0 
| 間 胡 2iG 語 訴 も お 肖 だ HUD9 間 議 剤 ほこ ポン まさに : ま 国人 78 和 上 掲 上 は 測 
まま も た た さ ピコ ほぼ ほ ウ で て だ 当 な 7 作 還 ま ん 火 ク 2 ユエ 回 | 本 ク 取 30 7 
多く ん を 支 々 ク の き 初 注 年 家 に 交 W2N ッ 年 : 数 プ と ン ッ 9 年 2 
めく ご ジジ NAS 三 人 EAaUAN 2 お 989 避 革 み 届 呈 
生 細 信 語 人 ん < 語 2 8 還 議 ci 間 目 じ 当ら 記さ 肖 月 当 は 間 る た 補 正四 時 ミン 月 記 2 ョ 名 当 の 衣浦 ロ で 
! ご 場 教 の 登 し ツ 場 来 を た 書 ん 号 | 1 生 穫 0 ュ グ 号 | か 料 は グ の 7 掲 
編 参 し え 方 場 た | し ュ 用 が き が 枝 - 9 ご 7 が か 以 で "っ 理 珍 札 料 0 温 
集 考 た て 々 回 谷 ト て 教 い “^ 手 最 要 元 が 9 < 年 坂 来 = の た 人 し 事 理 7 
部 に 特 い に 数 昇 ツ えた だ 中 と 多 こ な 初 4 分 10 璃 ラ 谷 の で い は 人 7 


ーーーーーーーーーーー| 料理 研究 家 ・ 作 家 な ど 


ョ m 枝 元 な ほ み ん 平松 洋子 ん 


回 荻野 恭子 x。。 奥村 彫 生 sz 狐 野 扶 実子 4 槽 太郎 
福山 秀子 x 々 渡辺 玲 s4 


回 植松 良枝 4 を 4 オカ ズ デ ザイ ン 部 野 鏡 子 。 々 ウー・ ウ ェ ン ミ ん 
妹尾 河童 *。 高山 な お みさ ん 


※ 1 2019 年 に オー プン し た 洋食 店 「KUCHIBUE」 で の 登場 を 含む 。 


、dancyu 年 店 特集 登場 回 数 ラン キン グ /〆 


最も 多く 登場 し た 店 は ? 最も 多く 掲載 し た 特集 は ? 
回 バー ドラ ンド 中 = 回 カレ ー 特 集 
回 資生堂 パー ラー 呈 人 回 日 本 酒 特 集 

オー ボン ヴュー タン 必 山 人 スイ ーッ イタ リア ン 特 集 。, 


回 赤坂 璃 宮 銀座 ・ 中 国 料理 > 
懐石 小室 神楽 坂 和 食 *s 
香味 屋 入谷 ・ 洋 食 


旬 香 亭 ホ 坂 洋食 w< 回 餃子 特集 洋食 特集 

ロッ ク フ ィ ッシュ 銀座 ・ バ ー 旅 ・ 宿 特集 ワイ ン 特 集 
※ 1 現 和 の 抽 に 移 和 す る 前 の 同人 ヶ 人 の 店 人 も 全 わ 。※ 2 店 と 押 の 合計 。※3 神 | ※1 バ スタ 特集 な ど を 合わ 。※2 剛 和信 な と を 合わ 。※3 計 内 、 和 内 、 
楽 坂内 で の 移転 前 と 移転 後 の 合 計 。※ 5 現在 は 目白 に 移転 。 と ん か つ 、 ス テー キ な ど 肉 料理 の 特集 。 
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朝 は 玄米 比 に お 供 が いろ いろ 。 まずは 生 ハ ム を の せ て と ろ け る 美味 し さ を 。 1500 
円 。 昼 は 発酵 スパ イス カレ ー1500 円 。 自 期 間 中 に テイ クア ウト で 人 気 だ っ た 
カレ ー を プラ ッシュ アッ プ 。 夜 は ナチ ュ ラル ワイ ン と 料理 。 食べ られ る バー」 と 
美味 し い 厳 選 食 材 し て 、 生 ハム 、 プ ルス ケッ タ や 豆 の 煮込み ほか 、 ご 販 も の な ど 締 め の 料理 も ある 。 


いろ いろ あり ま 


家 の ダ イニ ング を イメ ー ジ し た 大 き 女性 スタ ッ フ が 
な テー ブル と 、 座 り 心 地 の いい 椅子 。 お 迎え し ます ! 
併設 され た ショ ッ プ で は 、 出 て くる 
料理 に 使わ れ て いる 調味 料 や 食材 も M 
多数 取り 扱い 、 気 に 入っ た も の を 即 

購入 で きる 。 販売 する ワイ ン の 数 を ララ 
20 種 類 ほ ど に 絞り 、 ど れ を 選ん で も 

間違い が な い 選りすぐり の ライ ン ナ LAB・EAT IN SHOP 
ッ プ に 。 今後 は オリ ジ ナ ル の 調味 料 
な ども 、 ま すま す 種 類 を 増やし て い 
く 予定 だ 。 店 の 外 の 大 き な 看 板 の 前 
で 、 ス タッ フ と 黒 一 点 の 堤 さん 。 客 
の 健康 、 社 員 の 働き 方 、 女 性 の ライ 
フス タイ ル を 考え た 新しい 発信 地 。 


四 


文 だ ス は ど 食 務 け き イ 試 ポ 。 れ ツ め え 健 さ 人 -。 と 隣 食 ツ 楽 民 カ さ ア au 
7 5 舞 た こ ーー oker 
旨 最 し 昌江 まき の で る ボス 引 作 訂 計 屋 2 人 だ 所 2C 電 康 党 が 当 に 電 引 (5 二村 上 の 清和 は 当店 富康 
系 先 ろ ム み そ 界 ス 仕 ” も な と と 店 の けし い に の は 口 て 住 と で め カ は リ が イ 
千 端 い を ん れ は タタ 切 そ あど な 夜 な こ で て まな 食 支 ナ "むむ ワ は る レ 9 カ ご タ | 芸 
員 の ろ 構 な で 体 ツ っ し り し っ の の と な 実 す れ 生 え 褐 こ 食 イ 朝 "| 時 = 近 リ リ 大 
E 詳 2 に CoEZ 2KG rkSlLUIGKO IE hGKSGO OUA 22S2 の 5 
朝 の 意 す 長 長 勝 も い 。 事 い ` の " 真 ` こ と 食 が も ` 上 感 が らし 夜 | で に ン ~ 双 
影 誕 味 る くく 負 働 て ラ 務 ま 各 時 剣 働 の 堤 材 豊 ら 近 な 度 買 夜 て は プ ご を を な 出 
呈 生 | で 喝 楽 読 ロ いい ン 作 すず 店 問 還 に き 4 人 さや か つく < が えま ワン 5 自民 と 
人 E 還 だ 半 GIIEN か 置 c で 引導 各 S 業 の 縛 考 手 店 ん た メ に た に う 高 る で 併 イ *? 曽 日 開 3 宮 
ー な で 
傘 ? 時 誠 く な わい 後 " や 隣 ス 店 え で 目 " 二 な * 住 れい と 通 設 ン 朝 正 と す 店 【 
党 代 條 働い れ ま の は 会 に 夕 内 て あ ` ユリ そん し 人 いし す と は だ な る の = 
を 多 け "る すず 時 女 議 は ツ は つる 容 | `^ ん で いた う 営 る 料 お 号 る 堤 カリ 
読 よ る こけ * 短 性 や オフ 。 < く ス の を よ な い 店 ち ` 業 シ 理 弟 だ た だり 充 ジ ・ 
6 に 語 ン ショ ニョ ルル 飲 邊 動 だ で 7 ラ ら 夕 た 揃 り 皆 る だ に 近 で ヨ ョ が  s・ 輔 ユカ 


リ ・ カ ー リ カ ラン ド | 東京 都 目黒 区 訂 番 1-4-9 細 9:00 一 11:30(L.0.) 12:00 一 14:00(L.0.) 18: 
リ ラン ド 00~23:00( 閉 店 ) 人 水曜 條 予 算 夜 は 3000 円 - カー ド 準 備中 角 12 席 禁煙 
東京 ・ 学 芸大 学 中 東急 東横 線 「 学 芸大 学 駅 」 よ り 8 分 


080-7279-2233 @2020 年 11 月 1 日 開店 。 グ ラス ワイ ン 700 円 ご 、 ボ トル ワイ ン 4000 円 ~。 
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晶 か ト G 下 訪 や つじ し せ 喘 め る ミ 
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し 人 で 人 お て 症 潮 和 棋 0 Mm 世 
志 暴 回 や や te” つじ し" oO ミ ヒ 
己貴 お だせ K ロ リー ふ ミー ス G せ に“ 
較 凌 中 NG 台 じ 各 璧 つ ′ | 志 
尽 人 や じ 馬 HSGK ロ リー ふ ネ ホー 中 へ 
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は iPhone の QR コー ド 読 み 取り ソフ ト 


で 取り 込む と 、dancyu.com ス マー ト フ 
ォ ン 版 の TOP ペ ー ジ ! 


約 300g 3780 円 
質 の カム チャ ツ カ 産 紅鮭 を 使 
年 末年 始 の 彩 
た 


枚 650g 


品 
だ 。 


「 カ ムチ ャ ツ カ 産 紅鮭 使用 ! 
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TEL.050-5213-7688 
受付 時 間 10:00~17:00 日 祝 休み 
介 価 格 は 税込 み 、 送 料 別 で す 。 


ダン チュ ウド ッ ト コ ム 
電話 で も 注文 で きま す 。 


・ 八 木 汰 芳彦 


文 ・ 萩 原 章 史 撮影 
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リ 。 そ の 数 10 万 体 以上 。 
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わせ て 日 本 酒 も 
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虫 を 採集 し つつ 、 時 折 、 箱 根 の 別荘 近著 ( 


大 学名 誉 教授 。 好 き な 酒 は ウイ スキ 
で 標本 づく 


ー の 水割り 、 ワ イン 。 
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も ん で す 。 洗 っ て 、 ア ルコ ー 


よう ろう 

麺類 。 生ま れ 】 
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骨 到 所 中 \@ 押 人 ハ ユ ーK 


-weDo 沙 生 を 性 


じゃ が いも に する ? 


一 使え る 一 
doncyU 


mv の 9 用 


グ 


革 @ み らら ざす 誤 


お 近く の 書店 、 コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア に て お 買い 求め くだ さい 。 
書店 、 コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア に な い 場 合 は 、 

ご 注文 ダイ ヤル 本 0120-489-612 

また は http://presidentstore.jP/ で も 

お 買い 求め いた だ け ま す 。 

発行 : プレ ジ デン ト 社 価格 880 円 (本 体 800 円 税 ) 


剛 PRESIDENT Store 


https://presidentstore.jp/ 


dancyu グ ル メ ギフ トカ タロ グ 


QonCyU を 贈る 


ぃ 


1 
D 


結婚 式 の 引出 物 


お 届け し ます < 


読む の も 選ぶ の も 楽し い 、 待 望 の dancyu ギ フト カタ ログ が 登場 で す 。 
dancyu 編 集 部 が 全国 各地 で 取材 し て きた 美味 逸品 や 、dancyu オ リ ジ ナ ル 厳 選 道 具 が 掲載 され た 、 
至福 の ギフ トカ タロ グ を お 届け し ます 。 


dancyu グ ル メ ギフ トカ タロ グ は 、5 つの 価格 帯 を ご 用 意 し て いま す 。 
6.600 円 、12,100 円 、17.600 円 、23,320 円 、34,.320 円 (すべ て 税込 ) ※ シ ステ ム 料 を 含む 


各 コ ー ス の 内 容 や カタ ログ の 中 身 は コチ ラ か ら 。 全 て 送料 無料 で す 。 


美味 用 1Q 


グル メ ギ フ トカ タロ グ を まとめ て ご 購入 いた だ く 場 合 や 、 キ ャ ン ペ ー ン の プレ ミア ム 商 品 な ど と し て ご 活用 いた だ く 場 合 は 、 担 当 ス タッ フ が 直接 ご 用 命 を 承り ます 。 
ご 結婚 の 引出 物 と し て ご 利用 の 場合 は 、 式 場 へ の 持 込 料 を 弊社 が 全て 負担 いた し ます 。 お 問い 合わ せ : プ レジ デン ト 社 マー ケティング 本 部 窓 03-3237-3731 
dancyu グ ル メ 企 画 運営: 株 式 会 社 大 和 


doncyu 


米国 産 ビ ー フ 1 kg が 当たる 
豪華 キャ ン ペ ー ン 実施 中 ! 


USMEF は 、 全 国 の スー パー、 量 販 店 な ど 
で アメ リカ ン ピ ビー フ を 購入 し 値札 ラベ ル と 
レシ ー ト を 撮影 、LINE で 送れ ば 応募 完了 
の キャ ン ペ ー ン を 実施 中 。 抽 選 に より 合計 
300 名 様 に 焼肉 コー ス ( 骨 付き ショ ー ト リ 
プ 700g、 タ ン 300g) か ステ ー キ コー ス ( サ 
ー ロ イン 1 kg) が 当たる 。 さ ら に 、W チ ャ 
ンス で 、500 名 様 に レジ か ご バッグ が 当 た 
る チャ ンス も 。 応募 期間 は 12 月 31 日 まで 。 
応募 に は LINE へ の アク セス 、 米 国 食肉 輸 
出 連合 会 アカ ウン ト の フォ ロー が 必要 だ 。 


う 応募 の 詳細 は 
「 ア メリ カン ビー フ 」 で 検索 


だ し の 旨 さ 広がる 
鋼 ス ー プ の 素 が 新 発 売 


に ん べ ん の 「 だ し が 世界 を 旨く する 」 シ リ 
ー ズ か ら 、「 う まみ 塩 鋼 ス ー プ 」 が 新 発 売 。 
国内 製造 鯉 節 や 上 品 な 風味 の 焼き あご な ど 、 
計 7 種類 の 魚介 の 旨味 が 際立つ 味わい と な 
っ て いる 。 化学 調味 料 や 着色 料 、 保 存 料 は 
無 添加 で 、 小 分 け タ イプ の 使い や すい 仕様 
だ 。 だ し の 旨味 が し っ か りあ る の で 、 鍋 の 
ほか に も 焼き を ば や べ ペ ロン チー ノ 、 物 
な ど 幅 広い 料理 に アレ ンジ し て 使う こと も 
で きる 。 を 人 の 肌寒い 日 、 だ し が し っ か り 効 
いた 鍋 で 温まる の に うっ て つけ だ ! 


ラ に ん べ ん 
https://ninben-dashiseka.jp/ 
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イン スタ グラ ム 投 稿 で 
山形 の 美食 を プレ ゼン ト 


山形 「 つ や 姫 」「 雪 若 丸 」 プ ラン ド 化 戦略 
推進 本 部 は 、「# つ や 姫 と いっ し ょ イン ス 
タグ ラム キャ ン ペ ー ン 」 を 2021 年 1 月 31 日 
まで 開催 。 参 加 方 法 は 、 つ や 姫 公式 Insta 
gram ア カウ ント を フォ ロー し 、「 つ や 姫 」 
と 一 緒 の 食卓 の 写真 な ど を 、 エ ビ ソ ー ド と 
と も に 「# つ や 姫 と いっ し ょ 」 を 付け て 投 
稿 する だ け 。 特別 審査 員 に は 、 伝説 の 家 
と タ サ ン 志 麻 さ ん が 登場 。 志 麻 さ 
が 選ぶ 特別 連 の ほか 「 つ や 姫 」 な ど 、 山 
形 県 の 誇る 美食 が 合計 120 名 様 に 当たる 。 


う 山形 「 つ や 姫 」「 雪 若 丸 」 
ブラ ンド 化 戦 略 推進 本 部 
https://www.tuyahime.jp/ 


富山 の 美味 を 楽し ゅ る 
食事 券 を 6 名 様 に 


神田 の KANDA SQUARE は “新しい コミ ュ 
ニテ ィ の 場 を つく る " の コン セプト の 下 、 
9 月 に 全面 開業 。 1 階 は ビス トロ や ビール 
スタ ンド な ど 、12 店 舗 が 出店 。 その 中 の 「 魚 
と 酒 つり や 」 は 、 富 山 ・3 戸 
時 代 か ら 続 く 魚 問屋 
舗 。 北 陸 で 揚がっ た 新鮮 な 魚 と 、 日 本 酒 や 
ワイ ン が 楽し め る 創作 料理 が メイ ン 。 昼 は 
定食 や 丼 、 夜 は アラ カル ト で 北陸 の 美味 を 
堤 能 で きる 「 魚 と 酒 つり や 」 の お 食事 券 
一 名 5000 円 分 を 、3 組 6 名 様 に プレ ゼン ト 。 


マ 魚 と 酒 つり や 
https://www.tsuriya.com/ 


ソー セー ジ を 自宅 で 、 
美味 し く 簡単 に っ つく ろう 


巣 ご も リク ッ キ ング の 時 代 に ぴっ た り の キ 


ッ チ ング ッ ズ : 生 !! リル クエ ソー セー 
ジ メ ー カ ー」 は プラ チ ナ シリ コー ン を 100 
% 使 用 し て いる 。 和 柔らか く て 食材 の な じみ 
も 良く 、 面 熱性 に も 優れ て いて 、240'C の 
熱 で も 変形 、 変 質 が な い 。 豚 挽き 肉 に 好み 
の スパ イス な ど で 味 つけ を し て ソー セー ジ 
メー カー に 詰め た ら 、 電 子 レ ンジ で 約 4 分 。 
それ : で 手づくり ソー セー ジ が 完成 。 弁 
当 の お か ず や 普段 の 食卓 に 、 手 軽 で 美味 し 
い ソ ー セ ー ジ を 追加 し て みて は いか が ? 


ラマ ウィ ズ ダム ワー ルド 
https://www.wisdom-world.com/ 
lek1075/ 


較 プレ ゼン ト 応 募 要項 


ハガキ に ご 希望 の 商品 名 と 、 住 所 ・ 氏 
名 ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 電 話 番号 ・ 性 別 を 明 
記 の 上 、〒102-8641 プレ ジ デン ト 社 
「dancyu」 1 月 号 プレ ゼン ト 係 まで お 
送り くだ さい 。 締 め 切 り は 2020 年 12 月 
31 日 、 当日 消印 有効 。 応 募 者 多数 の 場 
合 に は 抽選 で 、 当 選者 の 発表 は 商品 の 
発送 を も っ て 代え させ て いた だ きま す 。 


※ プ レ ゼ ント に 関し て は 、 当 選者 の 情報 を 協賛 会 
社 に 提供 し 、 商 品 の 発送 は 同社 か ら 行ない ます 。 


【 個 人 情報 の 取り 扱い に つい て 】 


記入 いた た 個人 情報 に つき まし て は 、 ア ン 
ケー ト 集 計 、 プ レ ゼ ント の 発送 、 事 務 連 絡 や 弊社 
サー ビス に 関す る お 知ら せ に 利用 させ て いた だ き 
ます 。 法 令 に 基づく 場合 を 除き 、 ご 本 人 の 同意 を 
得る こと な く 他 に 利用 また は 提供 する こと は あり 
ませ ん 。 個 人 情報 の 記入 は 任意 で す 。 た だ し 氏名 、 
住所 、 電 話 番号 を 正しく ご 記入 いた 
発送 、 弊 社 サー ビス の 提供 が で き な い 場合 が あり 
「 個 人 情報 の 取り 扱い に つい て 」 に 同意 の 
・ 削 除 
等 に つい て は お 客 様相 談 窓口 まで お 問い 合わ せく 
だ さい 。 


お 客 様相 談 窓口 

経営 企画 本 部 03-3237-3711 

株 式 会 社 プレ ジ デ ント 社 

個人 情報 保護 管理 者 経営 企画 本 部 長 
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曜 最終 火曜 倫 予 算 7000 円 一 カー ド 不 可 独 カ ウン ター13 席 禁煙 阪急 「 京 都 河原 町 駅 」 よ り 1 


食堂 お が わ | 075-351-6833 京都 府 京都 市 下京 区 西木 屋 町 通 四条 下 ル 船 頭 町 204 催 17:30 一 22:00(L.0.) 仙 水 
分 生ビール 500 円 、 日 本 酒 ( 一 合 )800 円 、 ハ イボ ー ル 600 円 。 料 理 の 価格 は 仕入れ に より 変動 。 
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すず き ・ み き 坦 1974 年 生ま れ 。 世 田谷 区 某所 で 店 名 の な い 料 理 店 を 営む イタ リア 料理 人 。 計 4 年 半 の イタ リア 修業 と 、 
澤口 知之 氏 の 下 で 料理 を 学び 、2011 年 か ら 6 年 間 「 メ ッ シ タ 」 を 経営 。「 に ん じん や 玉ねぎ な ど 、 ゆ で た 野菜 を 加え 
る と 称 価 め に な り 、 肉 だ け よ り も 食べ や すく な り ま す 。 残 っ た スー プ は 、 リ ゾ ッ ト に し て 余 さ ず 楽し み ま す 」。 
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ーー 
Back Number 
こう 


前 号 が 購入 で きる 全国 書店 リス ト 


宮城 県 


福島 県 


千葉 県 


埼玉 県 


東京 都 


神奈 川 


紀伊 園 屋 書店 仙台 店 

ュ ン ク 堂 書店 郡山 店 

と きわ 書房 本 八幡 スク エア 店 プラ スゲ オ 

有隣堂 アト レ 新 浦安 店 

柏の葉 世 屋 書店 

… 丸善 津田 沼 店 

と きわ 書房 本 店 

文教 堂 書店 川口 駅 店 

ュ ンク 堂 書店 大 宮 高 島屋 店 

明文 堂 書店 TSUTAYA 戸 田 店 

有隣堂 アト レ 亀 戸 店 

プッ ク フ ァ ー ス トレ ミィ 五反田 店 
文教 堂 書店 大 崎 店 

ーSHIBUYA TSUTAYA 

代官 山 葛 屋 書店 

MARUZEN& ジュ ンク 堂 書店 渋谷 店 

紀伊 國 屋 書店 新宿 本 店 

新栄 堂 書店 新宿 パー クタ ワー 店 

プッ ク フ ァ ー ス ト 新 宿 店 

ー 文 禄 堂 窪 店 

文 禄 党 高 円 寺 店 

… 紀伊 國 屋 書店 玉川 高島 屋 店 
スー パー ブッ クス あお い 書 店 池尻 大 橋 店 
ニ 了 玉川 斉 屋 家電 
文教 堂 書店 二子 玉川 店 

中 央 区 ………… 教文 人 

丸善 日 本 橋 店 

紀伊 較 屋 書店 大 手 町 ビル 店 

堂 書店 神保 町 本 店 

三省 堂 書店 有楽 町 店 

春 泉 グラ ン デ 

東京 堂 書店 神田 神保 町 店 

九 善 丸の内 本 店 

省 堂 書店 池袋 本 店 

ュ ン ク 党 書店 池 付 本 店 

ブッ ク フ ァ ー ス ト 中 野 店 

港 区 …………… TSUTAYA TOKYO ROPPONGI 

文教 堂 書店 赤坂 店 

文 堂 書店 

MARUZEN 多 摩 セン ター 店 

書 原 つ つじ ヶ 丘 店 

くま ざわ 書店 八王子 店 

くま ざわ 書店 八王子 南口 店 

久美 堂本 店 

ュ ン ク 堂 書店 吉祥 寺 店 

ブッ クス ルー エ 

プッ ク フ ァ ー ス ト ア トレ し 吉祥寺 東館 店 

有隣堂 厚 林 店 

文教 堂 書店 溝ノ口 本 店 

丸善 ラゾーナ 川 瞳 店 

ジュ ンク 堂 書 店 藤沢 店 
湘南 T-SITE 

… 紀伊 國 屋 書店 横浜 店 
紀伊 較 屋 書店 らら ぼ ー と 横浜 店 
プッ ク フ ァ ー ス ト 青 葉 台 店 
有隣堂 民泊 駅 西 ロ ジョ イナ ス 店 

美 堂 書店 

ュ ン ク 堂 書店 名 古屋 栄 店 

名 古屋 みな と 葛 屋 書店 

MARUZEN 名 古屋 本 店 

MARUZEN 四 日 市 店 

丸善 京都 本 店 

紀伊 園 屋 書店 梅田 本 店 

紀伊 國 屋 書店 グラ ン フ ロン ト 大 阪 店 

ュ ン ク 堂 書店 あべ の ハル カス 店 
ュ ン ク 堂 書店 上 本 町 店 

ュ ン ク 堂 書店 大 阪本 店 

ュ ン ク 堂 書店 天満 橋 店 

ジュ ンク 堂 書店 な ん ば 店 

MARUZEN& ジュ ンク 堂 書店 梅田 店 

波 屋 書房 


県 厚木 市 


八尾 市 … 丸善 八尾 アリ オ 店 
明石 市 ュ ン ク 堂 書店 明石 店 
神戸 市 * > 店 

駅 前 店 
広島 市 … 護 文 館 広島 駅 ビル 店 


ジュ ンク 堂 書店 広島 駅 前 店 
高松 市 … 富 脳 書店 絶 本 店 
大 分 市 …… ュ ン ク 全 書店 大 分 店 
那覇 市 …… ジュ ンク 堂 書店 那 芋 店 


2020.12 月 号 

お いし v 店 100 
居酒屋 ・ 和 食 

錠 


創刊 30 年 分 の 座談 会 
数 字 で 見 る dancyu30 年 


: 逢 旧 上 


2020.9 月 号 
夏 の あつ まみ 

新 惑 覚 お つま み 、 あ り ま す 。 
つま む 幸 せ 
東京 ぶっ か け う どん キン グ ダ ム 
お いし いと う も ろ こ し の 食べ 方 


2020.6 月 号 
ちゃ ん と 和食 


未 広がり の 八 レ シビ 
番 油 8 本 、 最 終 選考 
金沢 に は 「 片 折 」 が ある 
大 人 が 食べ た い 塩 ラー メン 


※ 品 切れ の 際 は ご 容 才 原 いま す 。 


2020.11 月 号 
真っ 当 を 酒場 


そろ そろ 真っ 当 な 酒場 に 帰ろ う 。 


真っ 当 な 酒 有 
忘れ られ な い 酒場 
大 学 いも 祭り 2020 


2020.8 月 号 

カレ ー と スペ イス 。 
みん な の 家 ス パイ スカ レー 
スパ イス トリ ッ プ 廊 料 理 教室 
すく すく カレ ー リ ー フ 生活 
風 に 吹か れ て 


2020.10 月 号 
大 人 の フル ー シ 。 


シャ イン マス カッ ト の 旬 が 来 た ! 


パナ ナ は みん な 違う ん で す / 
メロ ン メ 渡辺 康 紗 さん 
TOKYO 買 い 出し 散歩 


2020.7 月 号 
元気 に を る 肉 料理 
猟 内 料理 で 笑顔! 

お いし い 肉 を 取り 寄せ よう 
TOKYO 安 ら ぎの 昼 め し B00K 
ミル クス ー プ と 牛乳 か ん 


2020.5 月 号 

ひと り 符 みろ 。 
食い し ん 坊 の ひと り 呑み 
ネオ 立ち 呑み 

ひと り 家 呑み 道 

お 第 は ご 馳走 


ラ お 近く の 書店 に て ご 注文 くだ さい 。 
ラ ご 注文 ダイ ヤル 王 0120-489-612 まで ご 連絡 くだ さい 。 お 支払 い は 代金 引換 と な り ま す 。 
ララ プレ ジ デ ント 社 ホ ー ム ペー ジ (https://presidentstore.jp/) に て ご 注文 くだ さい 。 

お 支払 い は カー ド 払 いか 代金 引換 と な り ます 。 


2020.4 月 号 
ベター で な くち s。 
、 名 作 江 場 

贅沢 パター 
レー ズン バタ ー を も う 一 度 。 
町 際 茶 サン ド 作 所 
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てら 洛 半 つ の を 球 つ 的 Se 
可 NS モ や 「 閣 つ 2」 つ 時 中 拉 
半 せ 。 超 天 を 変 慌 *VG-oSG 蛋 放 
似 ち ペン っ 合 撤 拘 く や 
QR つら いり っ" 拓 可 誰 [ く の な 
^ 責 、 さ で や ヤ ” 計 褐 癌 康 民 で 
ホーJK AA ホロー WASAO 
避 否 公 箇 寺 Q 全 の い 全 や 
つろ っ つ 時 必 全 つい 全 償 new" 

全 で 問 人 GS「 や で 」 や 僅 
設 和 9 で だ 人 や 合っ で つ N 必 て 


A 胃 2 ぐろ ら "中 次 G「 折 さ 画 」 
や りう 祭 党 ぐ 束 つっ 未完 ロ 訓 で 
人 
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な ア 生 っ 


が 笑顔 


ち 


と 。 お 母さん た 


(2011 年 3 月 号 掲載 )。 


た 


な れる 幸せ の 味 。 そ れ を 薫 堂 さ ん は 「 ふ く あ じ 」 と 呼ぶ 。 


思わ ず 笑 顔 ( 
の は 、 熊 本 の 「 お ふく ろ の 味 み む ろ 」 で 食事 を し て いた と き の 


だ け で は な い 、 


思い つい た 


だ 美味 し いた 


葉 を 


で 働く 食堂 で いわ し フラ イ を 食べ て いて 、 美 味 し さ の 原点 を 見 つけ 


た 


隊 人 き つが エ ST、9 ま こす まく 4 こさ さとこ me 全 で 注 礁 史家 年 や つつ 。 nA 遇 回 
3 で Si 思っ 玩 細 つ や 引く Yo る さぶ 党 所 
きる 世 埋 立 村 楓 の 史 到 で 3 ぷ さ ゃ つつ お 9mm や 革 つ て 人 
さとる つ aen の いつ 訪 還 加 直上 総 衝 定 じ 
る 5 お 守 /o 叶 注 oO つの 摘 導 天宮 や ave 玩 舞 つ 癌 也 り yen い S る 罰 
SE る りつ り 9Kpe つ ね" 記 押 や 窓 り Sop1 幸 く 隔 S SS や や か 
計 拓 問 宙 所 や 稚 っ 識 ” 末 RG 送 細 で ロ 人 張 つ w い 4 6 
3 き 人 旬 や もら 祭 洒 パン PoSO て り つや 巡 ぐ や ンーS@ ズ 人 っ せる 
は さ も" 半 提 祝電 て 2 ツ や 変 屋 く 全 oamQ” 交 半 人 き 
人 @ 業 計 季 人 虹 癌 ご 各 つ 。 半 細 辻 vo りつ 如 め 先 人 ID 
SSS AS mANS 芋 る 弄っ お つも oe SGS 数 て 吉信 婦 つ きじ 
箇 きる つか ロ 引く roG 和 SHA ペ ヤ ー つ 製 客 人 居り つや oN ン S 寺 S 
導電 つい G 罰 時 和 貞 っ ゃ 控 ご 宮 攻 記 。 ズ 和 拉 や や more 誠人 和 vo 人 
き 届 R 逆 潮 つめ - つ Reve" 天 豆 落 較 つ 付  G や ヤ " る 
SE 加 的 く 和 人 や 5 導 打 G 了 党 つの 対 弱 定 を 実 局 ズ ロ 錠 者 人 め 電 m きら 
過 拉 っ 時 コ ヨ 4ivo" のり 6 党 つめ 革 く 6G 超 所 を 変 周 絵 つめ" りさ で 代 半 
た: りく YSY く 1<Y く 4 守 呈 救 呈 や や りつ も 音 や 只 腔 詞 や 回 品 

つり ズ 計 隊 で さい 紹 要り 選 人 で 1 暗く 村人 「 注 吉 」 が 

wo 更 つ 、 つ So 村 206 つの 「 漆 つき 」 罰 上 電 居り ろか 5 

"部 っ 2 2AQNASoG 史 超 て くつ っ うつ 計っ 6 生 "「 線 つ 2」「 稚 当 寺 

っ 史 人 2 2Q 紅 人 で 人 で 人 つい 」 oe で つの 指 vo ズ 人 へ し 


し が い 


*Q 避 揚 つ 乱 了 り つい 86 つ る や つり っ ゃ 栓 we りつ 写り " 
玉 AKANA や 分 中 っ 玩 舞 つや 3) 


YRne | 欄 く 愉 #「 質 想 , っ 本 トキ, 


ご 馳走 。 感 謝 と 惹 し み を 感じ る 味わい で し た 」。 


く の は まさ に 


だ 


た 


つぶり 入っ た 鍋 を い 


こ が た 


の 
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で りお ・ お や つ 1 や 時 半 6 祥 * 日 胃 公 で 
肝 躍 起 人 選 じ 押 い * 弧 志 3「「 幼 挫 束 
中 ローK 中 ミイ て 愉 の 人 SDOO 軸 県 っ か て K せ 
ーG 記 擬 じ 十 G 刀 和 S て トト TA 日 お 衛 衣 "か YK 
キー っ WW 周 K ャ ー ハ JG セ ユ ト ー 仙 自選 瞭 つ 氏 GT 


/ 


つ 20 全 で 弄 選 SG さ KA ペー ジリ 峰 全 


守 登 ポ つ だ | 人 つっ on 挟 経 ・ 


凌 知 や 和民 幼 つ 思 お りす 人 ら つ ろ 


心 演 つ りゃ” 嘱 っ 識 つ っ S き べつ 中 
で っ や や も か で) 内 地 活 @ 囚 記 で 完 


1 人 を や 皇 ゃ o 全 すっ っ 慌 馬 や や" 


介 叶 人 つ いで 躍 避 


に や Q つ 弄 G 右 


全 奨 導 県 培っ な や 包 坦 つ 合計 の 
wo 擬 細 や 近 さ で 祥 得 革 全 計 
衝 で 穫 inS 淫 祥 さ つの 和信 ロ ン 


で 人 冠 m や 絢 い Po で 2 っ 96 つり 


く KG 決 居 人 


PKKD 肖 っ s つ だ | 

人 で 約 り 人 n つ の 還 で 2 お で AOinao AM 
23 
や 


E 國 さ と ひっ 麺 っ ぶつ っ " 畠 生 や 
DAYONIE さ に か 0 こ る 光り:Uyei 1 
1 作 ASO 全 」 の 前 つの 「 但 
注 人 トー テト SN 人 SQy」 つ の 当 缶 
や 志和” 嗣 に 所 民 Pw や 鬼 玉 り 選 さ 


ロン で つる | 設 衝 か に つろ うい 


話 れ 


本 【 


填 民 りゃ | 則 筐 吉 つ りら 0 代わ で 
Q 2wE ン ンマ 「「 経 了 つ つい ー」 つ 角 衣 
族 移 球 記 つ ロ ン で つつ ) 所 WS 
介 わ で 8 宣 唄 人 で 和 の で 全 で S Py 
で 守り けつ 98 る 必 型 の ね で KN て 邊 下っ o" 
選べ だ や 人 生か で K キ ヤー りつ 
| 取 か Non を っ s 和 かつ 8 

11 十 や 立 @ 二 "11 十 1 織る で 客 合 祥 
SKK て NN ペー61 生 可 の つつ りり S 
る や か いり 光 中 己 宮 の 下 湯 土生 所 和 
史記 っ 愛人 ボー ホー リロ Sos つ だ aw 
福 1 十 思 冬 @ つ か 振 父 G 全 記 
か で KK ヤー 総 や ゃ "足下 人 で 辻 選 交 


聞 唄 交 つ っ 6 和 全て で つう 
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7 る あ や き ギル 昌 ギ の 
い 牧 り 祭 ろ ま | R っ 条 は 
る 父 ま り 2 し 界 避 『 カ -。 
= の 神 す は よ た の と “ ス ア 人 
> は 社 き 湊 安 と 
嬉 3 で 毎 地 と 日 ネト と アビ の 
し 開 年 域 後 本 ク の ン オ 叔 
に い 催 二 に 押 の シ 諸 ドン が 
人 で 月 根 し 数 発 、 交 会.) 
す も き に ブ づ し ィ ン 倒 ブフ バズ が 
ね 音 や 析 る こい て 所 * ス を 方 スリ す 
* ん 父 年 ウェ 街 て て キ 繋 か の トペ 
日 で お の 者 イ い の こ だ 9 な で 
本 来 酒 飲 は ス うぅ 中 そ さき の で ` 
三 て を 食 入 キ 地 心 意 3 い イ いみ 
大 〈《 飲 店 れ | 元 で べ た イ 
自 れ ま が ま 和 祭 の あ が ツン だ る 
秩父 菩 溜 所 を 見 学 す る と 購入 で きる テイ ステ で 5 洪 の 宿 語 計 の の の 
ング グラ ス に 、 和 が 刻 た ( 際 ) の 同 朋 変 が て ) 記 
RS きい か 人 を 化 生 バ し な " 麻 す 区 僕 お で リ 
定 く で 。 造り EDN 15 だ め 9 らち も 二 し し き 1 モ 半 感 き " 切 は 祭 あ 1 
を 注ぐ 。 造 り 手 は も と より 、 フ ァ ン も 待ち 望 道 あ べた と て て 方 テ も も 集 上 過 り 5 ` り ぁ ・ 
ん だ 、 十 年 の 年 月 の 重み を 思う と 感 半 深い 。 な 5 1」 し も くに ン 仕 含 症 げ 剰 を 仕上 。 ど 
の 方 テ 人 貞一 る な ググ 方 ゅ を ら な っ 事 し 酒 1! 
か に ン ち こる | を め れ 楽 《 く と て の ん ル 
BAR Te・Airigh 質 れ 四 人 と っ N 上 ? で と 』 陸 周 や 
埼玉 県 秩父 市 宮 倒 町 8- て て な いて の い み た 活 還 
て er268533 な た を い 間 22 ょ 前 准 る 人 
の * > 式 の 必 和 き な 問 ヾ 府 
006000ib52080 の る 人 トバ < で N 和 に 6 
情 。 て 芝 人 えと 店 続い Fi み に 地 ル 
@2007 年 8 月 9 日 開店 。 カ ウン ター9 席 、 テ ー 億 きき “っ 。 思 半 人 界 あ も 思 0 い 城 の 
ブル 2 卓 。 チ ャ ー ジ 400 円 。 ウ イス キー600 円 一 、 の で G 革 導 革 紀生 すま 二 串 5 な っ ・ に 醸 
カク テル 700 幅 元 の クラ フト ピー ル も 播 う 。 歩 リ 誰 分 い 喜 が ま 《。 で 牙 合 造 
スイ ー ツ 400 円 て 。 秩 父 鉄道 「 秩 父 駅 」 よ り 3 分 いぬ を 芝 1 と が 静 一 大 す - い フ っ 所 
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